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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　あとがき


　ＡＲＸ─８〈レーバテイン〉メカ設定





　『つどうメイク・マイ・デイ』スペシャル企画


　四季童子イラスト・コレクション













　　プロローグ










　天てん井じようの小さな窓まどから、朝日が射さし込こんでいる。


　古びた自動車修しゆう理り工こう場じようの片かた隅すみで、彼女は三台のノートＰＣに向かい合っていた。


　それぞれのスクリーンに表示される膨ぼう大だいな量の図と数すう式しき。それらを同時に閲えつ覧らんし、せわしくスクロールさせていくには画が面めんが三つ必要だったのだ。いちいち画面を切り替かえるのはいらだたしい。そんな悠ゆう長ちような真ま似ねをしていたら、仕事を始めるまで何日かかるか分かったものではない。


　修理工場の真ん中には、みじめな機体──アーム・スレイブの胴どう体たいフレームだけが、ぽつんとチェーンでぶら下がっている。


　腕うでも足もない。装そう甲こうすらもほとんどない。申もうし訳わけ程てい度どに付いているだけの頭は欠けつ損そん部ぶ分ぶんだらけで、センサもなければ機き関かん銃じゆうも搭とう載さいされておらず、真っ黒な穴がうがたれているだけだ。本来ならばパラジウム・リアクターと呼ばれる低てい温おん核かく融ゆう合ごう電でん池ちが収おさまっている部分も、がらんどうのままになっている。


　スクリーンは情報を吐はき出だし続けていた。


　彼女はそれらの情報を貪どん欲よくに摂せつ取しゆし、同時にキーボードを叩たたく。BAda と呼ばれるプログラミング言げん語ごを駆く使しして、必要な命めい令れいをひたすら打ち込んでいく。


　素す早ばやく、的てき確かくに。


　それは使用者が理り解かいさえしていれば、従じゆう来らいのそうした言語に比くらべはるかに効こう率りつ的てきで高こう機き能のうなものだった。場合によっては、一〇〇行かかる命令がわずか数すう行ぎようで済すむこともある。


　キーを叩きながら、彼女は彼へと語りかける。


　こんにちは。あなたはもう死んでいるように見えるわね。


　あなたは完かん全ぜんな敗北を感じたはず。すべてが終わり、暗あん転てんして、戦いから解かい放ほうされたと思っている。いいえ、思ってすらいない。いまのあなたは土つちくれと同じ。土くれはなにも思わない。土くれはなにも悲しまない。


　だけど、そんな暗くら闇やみのひとときも終わりにしてあげる。


　だれもがあなたを残ざん骸がいだと思っている。でもわたしはそうは思わない。


　あなたを呼び出すインターフェイスは壊こわれてしまったけど、わたしがいま、それを組くみ立たてている。


　あなたの心はまだ残っている。


　無む限げんともいえる回かい路ろの中を駆かけめぐっていた量りよう子しの鼓こ動どう、その力強い残ざん滓しを、わたしはどこかで感じている──


　天井の窓から射し込んでいた日につ光こうの角度が移り変わっていった。


　脳のうに送る酸さん素そが足りない。彼女は深しん呼こ吸きゆうしてから、凝こり固かたまった肩かたをほぐす。


　脳が欲ほしがる糖とう分ぶんが足たりない。彼女は机き上じようのチョコレートをかじって、冷さめきったミルクコーヒーを飲のみ干ほす。


　そしてキーを叩く。


　一行、また一行と『彼』に近づいていく。


　朝日が夕日へと変わったころ、彼女は作業が終わりに近づきつつあることを悟さとった。修理工場の片隅で読書にふけっていた女に、彼女は短く告つげた。


「電でん源げんをください」


　女は本を閉とじると、ほとんど未み完かん成せいのアーム・スレイブのそばに安あん置ちしてあったユニット──冷れい蔵ぞう庫こサイズの電でん子し機き器きに電源ケーブルを接せつ続ぞくしてから、壁かべの一いつ角かくにあった大型のレバーを下さげた。工場内の電でん灯とうが一いつ瞬しゆんまたたき、そのユニットへと電力が供きよう給きゆうされていく。


「もうできたのか？」


　ほっそりとした黒くろ髪かみの女が言った。


「いまはテスト中。まだしばらくかかります」


「そうか。欲しいものがあったら言ってくれ」


「ええ」


　テストには一日半の時間がかかった。


　彼女はプログラムを修しゆう正せいし、ユニットの反はん応のうを計けい測そくし、それからまた修正を加くわえる作業を繰くり返かえした。疲つかれると、待まっている仲なか間またちと無む言ごんでクラブサンドをかじり、仮か眠みんをとってからまた作業に戻もどった。


　天てん窓まどから射す朝日がまた夕日に変わったころ、彼女は言った。


「できました」


　最後の一ひと押おし──エンターキーを叩く。


　ユニットとの接続を示しめすインディケーターが画面の中で明めい滅めつし、ウィンドウのひとつにアルファベットが表ひよう示じされ始めた。


《e...e...》


　彼女はキーをさわっていない。ユニットからこのノートＰＣに出しゆつ力りよくが来ているのだ。


《e...es...escape...immediately. repeat...recommend to abandon unit and escape immediately.》


　──退たい避ひ。ただちに。繰り返す。ただちに機体を放ほう棄きし、脱だつ出しゆつを推すい奨しようする。


《thanks, sergeant. good luck.》


　──感かん謝しやする、軍ぐん曹そう。幸こう運うんを。


　発はつ動どう機きと冷れい却きやく装そう置ちの音だけが響ひびき渡わたるこの修理工場には、およそ縁えんのない物ぶつ騒そうな言葉の羅ら列れつだった。おそらくこのユニットが機き能のうを失う直ちよく前ぜんに、出力しようとしていた情報が表示されているのだろう。


《..............》


　彼女はすこし待ってやった。もう『彼』は異い変へんを認にん識しきし、自じ身しんが置おかれた現げん状じようを整せい理りしようと努力を始めている。


《...where do we come from? ...what are we? ...where are we going?》


　奇き妙みような自じ問もん。


　──われわれはどこから来て、何なに者もので、どこへ行くのか。


　これは情報の錯さく綜そうによるものだろうか？


　それとも彼の見た夢ゆめなのか？


　接続中のノートＰＣにプロトコル信しん号ごうが発はつ信しんされてきた。すでに接続が完かん了りようしており、自身が覚かく醒せいする前からいくつものテストが実じつ行こうされていたことを認識したようだ。


　別のウィンドウに表示された、擬ぎ似じ的てきな『心しん理り状じよう態たい』を表示するカラフルな三さん次じ元げんグラフが変へん化かする。


　グラフの一部の赤い領りよう域いきが黄色になり、山あり谷たにありの激はげしい起き伏ふくが、盆ぼん地ち状じようの平へい坦たんな形けい状じようになる。戦せん闘とう中ちゆうの緊きん張ちよう状じよう態たいから、索さく敵てき中ちゆうの警けい戒かい状態に移っている。それも、かなり強い警戒だ。


　彼は自分が敵の手に落ちたのではないかと疑うたがっているようだった。


　彼女は両手の指を組んで、軽かるくのびをしてほぐしてから、キーを叩いて挨あい拶さつした。


《hello, AL. i've been looking for you.》


　──こんにちは、アル。探さがしたわよ。


　人じん工こう知ち能のうは沈ちん黙もくを保たもった。いかなる信号も送ってこない。


　賢かしこい子だ。そう簡かん単たんには喋しやべらない。


　こちらが味み方かたで、ここは安あん全ぜんだということを納なつ得とくさせるのは、大たい変へんな作業になりそうだった。それでも一時間ほど根こん気きよく呼よびかけを続けると、ようやくその人工知能は反はん応のうを見せた。


　たった二語だけのそっけない返へん事じ。


《report situations.》


　──状じよう況きようを説せつ明めいしろ。


　彼女の後ろから、肩かた越ごしに作業を見守っていた黒髪の女が控ひかえめな声で笑わらった。


「どうしたんですか？」


「いや。こいつの主人そっくりなのでな」













　　１：堕おちた魔ま女じよ










　市し警けい察さつの巡じゆん査さから渡わたされた調ちよう書しよは、まだ余よ白はくだらけだった。


　精せい神しん科か医いのマーサ・ウィットは眼め鏡がねをかけ直なおし、あらためて書しよ類るいにゆっくりと目めを通とおしていった。


　患かん者じやの名前。外がい見けん的てき特とく徴ちよう。おおよその年ねん齢れい。


　健けん康こう状じよう態たい。警察に保ほ護ごされた時の状じよう況きよう。


　ここはサンフランシスコ南なん部ぶにある病びよう院いんだ。机つくえを挟はさんでマーサ医い師しと向むかい合あっている患者は、うつろな目で机き上じようの一いつ点てんを見つめている。


　相あい手てはまだ十代半なかばの少女のはずだが、唇くちびるはかさかさに乾かわき、肌はだのつやも消きえうせていた。見ようによっては、今なら三〇歳さいにも四〇歳にも見えるかもしれない。少女が着きているだぶだぶの青いＴシャツは、警察のだれかがあてがってやったのだろう。腰こしまで届とどくアッシュブロンドの髪かみは乱みだれたままで、顎あごや頰ほおはまだ泥どろで汚よごれていた。


　最さい初しよにその少女を診みた医師の話では、彼女はこちらの質しつ問もんに比ひ較かく的てきはっきりと答えられるとのことだ。マーサはまず自分の名前と立たち場ばを少女に告つげてから、できる限かぎり優やさしい声でたずねてみた。


「あなたの名前は？」


「テレサ……テスタロッサ」


　少女は答えた。


「素す敵てきな名前ね。よろしく、テレサ。あなたの年はいくつ？」


「……一七」


「学校はどこ？」


「……通かよってません」


「そう。でもきちんとした格かつ好こうで通ったら、きっと男の子にモテモテでしょうね」


　少女は何なんの反はん応のうも示しめさなかった。自分のひどい格好を恥はじ入る様よう子すも、『男の子』という単たん語ごに性せい的てきな連れん想そうをした様子も見せなかった。


「それで……あなたが保ほ護ごされたときの状況なんだけど。レッドウッド近ちかくのフリーウェイを裸足はだしで歩いてたそうね。夜よ中なかの三時に。ひとりで」


「……はい」


「思おもい出だしたくないことがある？」


「……いえ」


　受うけ答こたえも比較的はっきりとしている。


　だが問もん題だいは彼女がまともな説せつ明めいというものを一いつ切さいしてくれないことだった。


「なぜあそこにいたの？」


「……捨すてられました」


「だれに？」


「……部ぶ下かだと思っていた人たちに」


「部下？」


　マーサは注ちゆう意い深ぶかくテレサ・テスタロッサの様子を観かん察さつした。なにかの冗じよう談だんを言っているわけでは、もちろんなかった。


「えーと……高こう校こうには通っていないんでしたね？　その『部下』というのは、どんな人たちなの？」


「……傭よう兵へいです」


「傭兵？」


「……〈ミスリル〉の傭兵です」


「ミスリル？」


「……テロや紛ふん争そうの抑よく止しを目もく的てきとした非ひ公こう式しきの軍ぐん事じ組そ織しきです。わたしはその西にし太たい平へい洋よう戦せん隊たい、〈トゥアハー・デ・ダナン〉戦隊の指し揮き官かんでした」


　テレサは机上の一点を見つめたままだ。特とくに重じゆう要ような話をしている調ちよう子しでもない。


「……階かい級きゆうは大たい佐さ。強きよう襲しゆう揚よう陸りく潜せん水すい艦かんや第三世せ代だい型がたアーム・スレイブなど、最さい新しん鋭えいの装そう備びを駆く使しして数かず々かずの困こん難なんな作さく戦せんを成せい功こうさせてきました」


「ははあ。私はそちら方ほう面めんのことはよく知しらないけど、すごい部ぶ隊たいみたいね」


　そう言いながら、マーサは手て元もとのメモに走はしり書がきしていった。


《きわめて稀まれな種しゆ類るいの妄もう想そう。正せい確かく（？）な専せん門もん用よう語ご。戦バトル・隊グループ、揚アンフイ陸ビアスなど。要よう調ちよう査さ》


　軍事用語はよくわからない。彼女は質しつ問もんを変えてみた。


「さっき『トゥアハー・デ・ダナン』と言ったわね？　ケルト神しん話わだったかしら？」


「……ええ。ダーナ神しん族ぞくのことです」


「その指揮官ということは、あなたはさしずめ大だい地ち母ぼ神しんダーナってところかしら？」


「……ダーナは潜水艦のＡＩの名前です。量りよう子しコンピューティングを採さい用ようした非ひ常じように大だい規き模ぼで複ふく雑ざつなシステムです」


「そう」


　マーサはメモに『どこかのＳＦ小しよう説せつか？』と書き加くわえてから、さらにたずねた。


「それで……その軍事組織の指揮官であるあなたが、なぜあんな場所を歩いていたの？　部下に捨てられたと言ったわね」


「……ええ」


　テレサはしばらくの間あいだ、沈ちん黙もくした。


　診しん察さつ室しつは薄うす暗ぐらい。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが弱よわ々よわしく明めい滅めつし、夜の湿しめった空気が重おもたくたれこめていた。


「……わたしの基き地ちが、敵の大だい攻こう勢せいを受うけました」


「敵？」


「……『アマルガム』という組織です。彼らの圧あつ倒とう的てきな攻撃を受けて、〈ミスリル〉は壊かい滅めつしました。わたしは部下たちと共ともに、潜水艦で基地から脱だつ出しゆつし、どうにか生いき延のびることができましたが……」


　はじめて少女の瞳ひとみに強い苦く悩のうの色がよぎった。それから起おきた出で来き事ごとを思い出すのが辛つらいのだろう。肩かたに力がこもり、小こ刻きざみにわなわなと震ふるえている。


「大だい丈じよう夫ぶ？　辛いことは無む理りに話さなくてもいいのよ？」


「……いえ」


　テレサは喉のどをごくりとさせてから、小さなため息いきをついた。


「……潜水艦にはまともな物ぶつ資しが積つめませんでした。海かい底ていに逃のがれてから数週間はどうにかなりましたが、すぐにわたしの艦ふねはまともな航こう行こうもできない有あり様さまになりました。もちろん資し金きんもありません。部下たちに支し払はらう給きゆう料りようも」


「…………」


「……海かい中ちゆうの潜水艦というのは、乗じよう員いんに対たいして大たい変へんなストレスのかかる環かん境きようです。そのうち部下たちの大たい半はんがわたしに不ふ満まんを抱いだき始はじめ、とうとうわたしと艦を敵に売うろうとする者まで出てきました」


「その部下は？」


「……反はん乱らんを目もく論ろんだ者は処しよ刑けいしました」


　特とくに重じゆう要ようなことを告つげる様よう子すもなく、テレサは言った。


「殺ころしたの？」


「はい」


　少女は弱よわ々よわしい声で言った。


　それきり口をつぐんでしまい、マーサの質問にも返へん事じらしい返事はほとんどしなかった。





　最初の面めん談だんから一週間が過すぎた。


　マーサは毎日二回、テレサ・テスタロッサと名乗る少女と面会し、少しずつ『これまでのいきさつ』を聞ききだしていった。医者と患かん者じやの信しん頼らい関かん係けいを築きずくことに成功しているかどうかは自じ信しんがなかったが、それでもテレサは自じ身しんがひとりきりで警察に保ほ護ごされるまでに至いたる事じ情じようを断だん片ぺん的てきに話してくれた。


　いわく──


　彼女は非ひ公こう式しきの軍事組織の将しよう校こうで、さまざまな対たいテロ作さく戦せんをこなしてきた。その組織が敵の攻撃を受け、彼女の部隊は孤こ立りつした。不ふ満まんを抱いた兵たちが反乱を起こし、補ほ給きゆう物資が不ふ足そくし、最さい終しゆう的てきに彼女の指し揮きする『強襲揚陸潜水艦』とやらは致ち命めい的てきな事じ故こを起おこして行こう動どう不ふ能のうになった。


　艦に搭とう載さいされていたヘリで、彼女はひと握にぎりの部下と沈しずむ艦から脱出したが、そのヘリもカルフォルニア沖おきで燃ねん料りようが尽つきて海中に没ぼつしたという。


　救きゆう命めいボートでハーフムーン湾わんの海かい岸がんにたどりついたときには、部下はわずか五名しか残っていなかった。


　その五人からも彼女は愛あい想そをつかされた。


　この期ごに及およんで、さらに上じよう官かん風かぜを吹ふかし命めい令れいしようとしたテレサに腹はらを立たてた部下たちは、盗ぬすんだ車から彼女を路ろ上じように放ほうり出だした。彼女を暴ぼう行こうしようとした者もいたが、それはどうにか免まぬがれた。


　そうして、放ほう心しん状じよう態たいで歩いていたところをトラックの運うん転てん手しゆに発はつ見けんされて警察に保護されたのだと──


　こんな種類の妄想は、マーサも聞いたことがなかった。


　傭兵部隊や潜水艦、ヘリなどのくだりはさすがに荒こう唐とう無む稽けいに過すぎたが、少なくとも保護された前ぜん後ごの状じよう況きようについてはつじつまがあっていた。


　正しよう直じきなところ、最初に報ほう告こく書しよの状況を読んだときは、マーサもお決きまりの犯はん罪ざいの被ひ害がい者しやかと思っていた。


　だが、そうではなかった。


　最初に彼女を担たん当とうした緊きん急きゆう救きゆう命めい医いのカルテでは、このテレサ・テスタロッサと名乗る少女が性せい的てき暴ぼう行こうや虐ぎやく待たいを受けた形けい跡せきは、まったくないとのことだ。外がい傷しようらしいものは、どこかの茂しげみを歩いたことで出で来きた、小さな擦すり傷きずだけだ。


　前ぜん後ご関かん係けいについての矛む盾じゆんもないし、きわめて正せい確かくな軍事用語を使っている。『非公式の軍事組織』についても、彼女の話は決けつして支し離り滅めつ裂れつなものではなかった。マーサは元もと海かい軍ぐんの警察官に知り合いがいたので、電話をかけてあれこれと確かく認にんをとってみた。


（よく知らないんだけど。ヘリとかが積める潜水艦ってあるの？）


　彼女がたずねると、その警官は笑ってそれを否ひ定ていした。


（いや。大おお昔むかしは飛ひ行こう機きが積める潜せん水すい艦かんもあったけどね。いまはないよ。よほどデカい艦じゃなきゃそんなスペースは確かく保ほできないし、だいいち実じつ用よう性せいもない。まあ、その女の子の空くう想そうだろうね）


（でもなにか特とく殊しゆな艦だと言ってるのよ。強きよう襲しゆう……揚よう陸りく潜水艦だとか、なんだとか）


（はっは。そりゃすごい）


（合がつ衆しゆう国こく海かい軍ぐんからは『トイ・ボックス』って呼ばれてたらしいわ）


（……なんだって？）


　それまでのんきに笑い、久ひさ々びさに電話をくれたマーサを口く説どくタイミングを狙ねらっていた友人の声が、急きゆうに硬かたくなった。


（『トイ・ボックス』よ。そう言ってたわ）


（どこからそれを聞いたんだ？）


（だからその患者よ。知ってるの？）


（僕は……知らない）


（はあ？）


　わけがわからず聞きなおすと、その友人はごくまじめな声で告つげた。


（いや。僕は現げん役えきの友人づてにうわさを聞いたことがあるだけだ。それ以い上じようはなにも知らないよ）


（なにを言ってるの？）


（いいかい、マーサ。詳くわしい事じ情じようは分わからないけど、その患者の担当は降おりた方ほうがいいと思うよ。彼女の話も、全ぜん部ぶ聞きかなかったことにするんだ。まともな話ができる状じよう態たいじゃなかった、ってことにしてね）


（よくわからないわ。なんで急きゆうに──）


（すまない、これから仕し事ごとなんだ。また電話する）


（ちょっと──）


　元海軍の友人は電話を一いつ方ぽう的てきに切った。


　ますますおかしい。


　まさかあの少女の言うことが、本物の軍ぐん事じ機き密みつかなにかに触ふれているわけはないだろう。念ねんのために『トイ・ボックス』と『潜水艦』のキーワードでネットを検けん索さくしてみたが、なにも出てこなかった。玩がん具ぐマニアの作ったサイトに、昔からの潜水艦のおもちゃが紹しよう介かいされているだけだった。


　その翌よく日じつ、マーサは思い切って、テレサに元海軍の友人とのやりとりを聞いてみた。


「まあ、そうでしょうね……」


　力ない声で少女は言った。


「……アメリカ海軍が探たん知ちできない兵へい器きシステムが存そん在ざいしていたことなど、公こう式しきには絶ぜつ対たいに発はつ表ぴようできないでしょうから。兵へいの間あいだでささやかれる程てい度どの、ひそかな噂うわさ話ばなしにしかなっていないはずです」


「いいでしょう。だとして──」


　さすがに苛いら立だちがつのってきて、マーサは尋たずねた。


「その大だい事じな機密情報を、ただの心しん療りよう医いの私に話したのはなぜなのかしら？」


「だって、もう意い味みのない情報ですから」


　少女は自じ嘲ちよう気ぎ味みにくすりと笑った。


「現げん実じつなんてこんなもの。わたしは無む能のうな指揮官でした。だから部下たちに見み放はなされ、こうしてここにいます。なにもかも失うしなった、ただ死んでいないだけの存そん在ざいです」


「…………」


「ドクター・ウィット。あなたはわたしのことを、妄もう想そうにとりつかれた気きの毒どくな女の子と思っているんでしょう？」


「いいえ、それは──」


「いいんです。そういうことにしておいてください。実じつ際さい、わたしはただの抜ぬけ殻がらと変わりないんですから……」


　テレサはゆっくりとうつむいた。乱みだれ放ほう題だいの後おくれ毛げが頰ほおにかかり、陰いん気きな蛍けい光こう灯とうの明かりが、なにか病的な影かげを少女の相そう貌ぼうに投なげかけた。


「言いにくいことなんだけど」


　しばらく待ってから、マーサは口を開いた。


「あなたは別べつの施し設せつに移うつることになったわ。そこで同おなじような問もん題だいを抱かかえた人たちと共きよう同どう生せい活かつをしてもらうことになります」


　いつまでもこの病院に彼女を置おいておくことはできなかった。身み元もとのはっきりしない未み成せい年ねんで、お金もなく、社しや会かい保ほ険けんにも入っていないのだ。郊こう外がいにある専せん門もんの施設に収しゆう容ようしてもらうしかない。


「……ええ。お好すきなように」


　特に意い外がいだと思ったそぶりも見せずに、テレサは言った。


「残ざん念ねんだわ」


　それはマーサの本ほん心しんからの言葉だった。


　いくら荒こう唐とう無む稽けいだとはいえ、彼女の妄想には真しんに迫せまった奇き妙みような説せつ得とく力りよくがあるのだ。


　どこか異い星せいや地ち底ていからの侵しん略りやく者しやが電でん波ぱを飛ばしていたり、アメリカ政せい府ふが自分の脳のうに発はつ信しん機きを植うえ込こんでいたり──そういう話とは決けつ定てい的てきに違ちがった知ち性せいが、理り性せいが感かんじられてならない。専せん門もん家か以い外がいにはほとんど知られていない核かく融ゆう合ごう電でん池ちの問題点や、水すい陸りく両りよう用よう作さく戦せんについてのあれこれを理り路ろ整せい然ぜんと説明できる未成年の患者には、ついぞ出で会あったことがなかった。


「移い送そうは明日の夕方。わたしもそのときには立ち会うから」


「はい」


　テレサは無む関かん心しんな声でこたえた。





　翌日、移送用の車は時間より五分ほど遅おくれて病院に到とう着ちやくした。


　黒くろ塗ぬりのワゴンだ。車くるま椅い子すのまま乗れるようになっている車しや両りようで、運転手と助じよ手しゆの二人がマーサに簡かん単たんな挨あい拶さつをした。どちらも知らない顔だったが、身み分ぶん証しよう明めい書しよと移送に関かかわる手て続つづきの書しよ類るいに怪あやしいところはなかった。


　テレサはぐったりと眠ねむったまま、車椅子に乗せられた。


「今け朝さから頭ず痛つうを訴うつたえていたので、当とう直ちよく医いの指し示じで薬を与あたえておきました」


　看かん護ご婦ふがマーサたちに説せつ明めいした。


「この子が暴あばれたりしたことは？」


　運転手の男がたずねた。


「いいえ。ごく従じゆう順じゆんよ」


　看護婦の代わりにマーサが答えると、その運転手は軽くうなずいた。


「でも、いちおう拘こう束そくしておきたいんですがね。走ってる最さい中ちゆうにもしものことがあったら、さすがに危き険けんですから」


「ええ。でも……」


「大だい丈じよう夫ぶです。別べつに手て荒あらな真ま似ねをするわけではないですから。……えー、それから？　この子はあなたに妙みようなことを言ったりしませんでしたか？」


「妙？　妙って……それはこういう仕事だから。妙じゃないことを言う患者の方ほうが珍めずらしいわね」


　それこそ奇き妙みような質しつ問もんに違い和わ感かんを感じながらも、彼女は愛あい想そ笑わらいを浮うかべて答えた。


「はっは。そりゃあそうだ」


　運転手が周しゆう囲いを見み回まわしながら言った。


　そこは病院の通つう用よう門もんの近くにある車しや道どうで、近くにいるのはマーサと看護婦、そして運転手とその助手の二人だけだった。


「先ドク生ター」


「なんです？」


「ひょっとしたらですが……彼女は〈アマルガム〉とか〈ミスリル〉とか、そういう言こと葉ばを口くち走ばしりませんでしたか？」


「なんですって？」


　マーサは思おもわず聞きき返かえした。自分の肩かたや背せ筋すじがぎくりと震ふるえるのを止とめることはできなかった。


「知しってるみたいだね」


　運転手はにんまりと笑った。


　ぱっと見みは普ふ通つうの三〇過すぎの白はく人じん男おとこだ。紺こんのチノパンに紺のブルゾン。身しん長ちようは一八〇センチくらいで、短く刈かり込こんだ額ひたいの生はえぎわに、小さな傷きず跡あとがあった。


　いまや男の相そう貌ぼうは様さま変がわりしていた。マーサの目から見れば、まるで身長が倍ばいにでもなったかのような威い圧あつ感かんが膨ふくれ上あがっている。


「おっと。変へんな声こえは出だすなよ」


　身みを硬かたくして後あとじさろうとしたマーサの腕うでを、運転手はがっしりとつかんだ。それだけで骨ほねが真まっ二ぷたつになりそうな、すさまじい握あく力りよくだった。


　男は空あいた右手で、ブルゾンの下に隠かくした小こ型がたの自じ動どう拳けん銃じゆうをちらつかせた。


　そう、拳銃だ。マーサはほとんど銃じゆう器きの類たぐいに触さわったことなどなかったが、それでも男が銃を見せることで自分になにを告つげようとしているのかは、ごく容よう易いに理り解かいできた。


「わかるよな、先生？」


「……ええ」


「騒さわがず、ゆっくり車に乗のれ。そっちの看護婦さんもだ」


　わけがわからず立たち尽つくしていた看護婦が、男の拳銃を認みとめて息いきを呑のんだ。


「ここでその姉ねえさんだけ置おいてくわけには行かないんでね。さあ、乗るんだ」


「まって、彼女は無む関かん係けいよ。あなたたちが何なに者ものかは知しらないけど──」


「いいから、乗るんだ」


　男にうながされるまま、マーサと看護婦は移送用ワゴンの後こう部ぶ座ざ席せきに乗り込んだ。拳銃を持った助手の男はさらにその後ろの荷に台だいに乗り、テレサとマーサたちを同どう時じにコントロールできる位い置ちを占しめた。


　ドアが閉しめられ、車が走り出す。三さん車しや線せんの道どう路ろの向むこう、コーヒー屋やの前にパトカーが停とまっているのが見えた。だが助たすけを求もとめて暴あばれたり叫さけんだりする考かんがえなど、マーサの頭にはこれっぽっちも浮かばなかった。


「そう脅おびえなさんな。いろいろ聞きたいことがあるだけだよ。なあ、ビル？」


　助手の男がごくリラックスした声で言うと、運転手の男が短く答えた。


「ああ。危き害がいは加くわえない」


　うそだ。殺ころす気きだ。だって、なぜ目め隠かくしとかをしないのか？　なぜ平へい然ぜんと顔かおをさらすのか？　なぜ相あい棒ぼうの名前を平へい気きで呼よぶのか？　看護婦は青あおざめた顔のまま黙だまり込こんでいる。励はげましてあげたかったが、そんな余よ裕ゆうはマーサにもまったくなかった。


　車はそのままサン・ブルーノを抜ぬけ、二八〇号ごう線せんから市しの港こう湾わん部ぶへと向むかった。早めの家いえ路じにつく数かず々かずのマイカーやトラックが、対たい向こう車しや線せんを次々に流ながれていく。


　やがて彼らは港みなとにほど近い古ふるぼけた倉そう庫こに着ついた。いくつかの小さなコンテナと黒塗りのセダン二台がぽつんとあるだけだ。貨か物もつはほとんどなく、がらんとしている。


　西にし日びが鉄てつ格ごう子し入いりの小さな窓から射さしこみ、ほこりっぽい空気に数すう条じようの光の帯おびを映うつし出だしていた。


「降おりろ」


　倉庫の中に停とまった車から、マーサと看護婦はおずおずと降こう車しやした。


　車の正しよう面めんに五名めいばかりの男たちが待まっている。おそらくはリーダー格かくと思われるブラウンのスーツ姿すがたの男が一人。ほかの四人はラフな作さ業ぎよう着ぎ姿すがたで、それぞれ自じ動どう小しよう銃じゆうを肩からさげていた。


「五分遅おくれたぞ」


　ごく洗せん練れんされた仕し草ぐさで左ひだり腕うでの時計を見ながら、スーツ姿の男が言った。





　まだ若わかい。年は三〇前ぜん後ごくらいだろう。ほっそりとしたあごに、きれいに撫なで付つけた黒くろ髪かみ。すっと筆ふでで書かいたような、秀しゆう麗れいな目めと眉まゆが印いん象しよう的てきな美び青せい年ねんだった。


　運転手たちは遠えん慮りよがちな声で言った。


「すみませんでした、ミスタ。速そく度ど違い反はんで捕つかまるのもつまらないと思って──」


「くだらん言いい訳わけはやめてくれ。それで？　彼女はつれてきたな？」


　スーツの男が言った。


「こちらです」


　助手の男がワゴンの後ろから車くるま椅い子すを降ろし、彼らの前へとテレサ・テスタロッサを連つれていった。すでに薬が切れたのか、テレサは目を覚さましているようだった。


　だが、それだけだ。


　自分や周しゆう囲いの状じよう況きようにはまるきり無む関かん心しんで、ぼんやりと正しよう面めんの空くう中ちゆうを見ているだけだった。


「ミス・テスタロッサ？」


　スーツの男は車椅子の前にひざまずき、少女の顔をのぞきこんだ。


「私はリー・ファウラー。貴あ女なたの兄あに上うえにお仕つかえしている者です。一度、ご両りよう親しんの墓ぼ前ぜんでお会あいしたことがあります。……もっとも、あのときの私はＡＳの中でしたが」


「…………」


「貴女が寄よるべをなくされたと聞きき、こうしてお迎むかえにあがりました。以い後ごはどうかごゆるりと……」


　彼がそう告つげても、やはりテレサは無む反はん応のうだった。ファウラーと名な乗のった青せい年ねんは立ち上がり、ため息いき混まじりにつぶやいた。


「抜ぬけ殻がらだな。これがわれわれを散さん々ざん手てこずらせてきた〈ミスリル〉の魔ま女じよとは」


「とてもそうは見えませんな」


「だが、凋ちよう落らくとはそうしたものだろう。戦いの中で華はな々ばなしく散ちることの方ほうが難むずかしい。神しん話わは終わった。兵へい站たんの問題や対たい人じん関かん係けい、そうしたくだらない理り由ゆうで牙きばを失うしない、みじめに消きえ去さっていくのが現げん実じつの英えい雄ゆうだ」


　ファウラーは物もの憂うげに沈ちん黙もくしてから、続いてマーサたちの前に歩あゆみ寄よってきた。


「失しつ礼れいしました、ドクター。手て荒あらな真ま似ねはされませんでしたか？」


「いえ……」


「あの少女があなたになにを話して聞かせたのか、確かく認にんする必ひつ要ようがあったのです。二、三質問させてください」


　恐きよう怖ふはもちろん消えていなかったが、マーサは黒く静しずかな彼の瞳ひとみに、そのまま吸すい込こまれてしまいそうな気き分ぶんになった。


「〈アマルガム〉や〈ミスリル〉、そうした組そ織しきの名前や、それらが運うん用ようする兵へい器きや部ぶ隊たいの話を聞きましたか？」


「……はい」


「具ぐ体たい的てきな人じん名めいや地ち名めいを彼女は挙あげましたか？」


「……いえ」


「噓うそは言ってませんね？」


「も……もちろんです」


「元海軍の友人以外に、彼女から聞いた内ない容ようを話したりしましたか？」


　なぜ友人に相そう談だんしたことまで知っているのか？　盗とう聴ちようされていたのか？　本ほん当とうのプロ、本当の秘ひ密みつ組そ織しきのスパイなのか？


　マーサは驚おどろき、最さい後ごまで残のこっていた疑ぎ念ねんのひとかけらが砕くだけて消きえ去さるのをはっきりと感じた。だれかの手ての込こんだ引ひっかけや冗じよう談だんなのではないか──まだ心のどこかではそう願ねがっていたのだ。この男がいきなり『誕たん生じよう日びおめでとう、マーサ！』だのと叫さけんで、いたずらっぽい笑え顔がおの友人知ち人じんたちがテーブルや料理や酒さけやケーキを抱かかえてどやどやと現あらわれ、乱らんちきパーティをこの場ばで始はじめてくれるのではないか。そう期き待たいする気持ちがどこかにあった。


　だがそんなはずはないのだ。なにしろ、彼女の誕生日は先月に終わっている。


「話していません。本当です」


　ファウラーは注ちゆう意い深ぶかく彼女の目を観かん察さつした。彼女は自分が普ふ段だんあつかっている患かん者じやの一人になったような気がした。


「信しんじましょう」


　はじめてファウラーは微ほほ笑えんだ。


「ですが、あなたには残念なお話をしなければなりません。われわれのことはできる限かぎり内ない密みつにしておきたいのです。きょう起おきたことや彼女のことが、公おおやけになるのは……避さけておきたい。わかりますね？」


「わかります。誓ちかってだれにも言いません。だから家に帰して」


「私もできればそうしてあげたい。でも、どれだけ意い思しの強きよう固こな人間からでも、現げん代だいの医い学がくには必ひつ要ような情報を引ひき出だす方ほう法ほうがある。ですからこれは『残念な話』なんです。本当に申もうし訳わけありません」


　体からだ中じゆうに鳥とり肌はだが立ち、肩や足が勝かつ手てにぶるぶると震ふるえた。


　死にたくない。


　死ぬのはいやだ。


「私がなぜここまで入にゆう念ねんに説明をするかわかりますか？」


「殺さないで」


「私も死は怖こわい。だが、中でも最さい悪あくなのは自分が死ぬ理由さえ知らずに終わることだ。だからあなたに説明してあげたのです。決してもったいぶった話し方で、相あい手ての恐きよう怖ふを楽たのしんでいるわけではない」


　ファウラーの整ととのった相そう貌ぼうに、深ふかい悲ひ哀あいと憐れん憫びんの情じようがよぎった。


「どうか殺さないでください」


「本当に残念です」


「お願ねがいですから……」


「お別わかれです、ドクター」


　ファウラーが一歩下さがった。部下たちが一歩前に出た。涙なみだがにじむ視し界かいの片かた隅すみに、ずっと黙だまったままの看護婦の横よこ顔がおがあった。彼女の顔は青ざめていたが、とても静かで、これっぽっちも震えていなかった。なんという度ど胸きようだろうか。それともあまりに愚ぐ鈍どんで、自分の運うん命めいに気づいていないのか？


　看護婦はまだ若わかかった。二〇代半なかばくらいか。東とう洋よう系けいだ。ベリーショートの黒髪に、猫ねこを思わせる大きな吊つり気ぎ味みの目めと眉まゆ毛げ。


　その看護婦が、ふっと息いきをついてから、よく通とおる声でこうつぶやいた。


「やれやれ。ずいぶんとまあ、芝しば居いがかった前まえ置おきね」


　その声には明あきらかに嘲ちよう笑しようが混まじっていた。


「ようやく尻しつ尾ぽをつかんだと思ったら。……これまた、いけすかないキザ野や郎ろうが出てきたもんだわ」


「あ、あなた……やめ──」


　気きでもおかしくなったのだろうか？　看護婦をなだめようとするマーサのか細ぼそい声を、彼女はあっさりと無む視ししてこう言った。


「ねえ、そう思わない？　テッサ!?」


　廃はい人じん同どう然ぜんになって車椅子に座すわっていたテレサ・テスタロッサの瞳に、ふと焦しよう点てんが──意い思しの光が戻もどった。やつれ果はてていたように見えたその顔にも、生せい気きと知ち性せいが復ふつ活かつを遂とげていた。まるで人にん形ぎようかなにかに生命が宿ったかのように。


「失しつ礼れいですよ、メリッサ。それに芝居がかった真ま似ねをしたのは、こちらも同じですから」


　そうつぶやき、テレサは車椅子から大たい儀ぎそうに立ち上がった。


　周しゆう囲いの武ぶ装そうした男たちは、突とつ然ぜんの少女の豹ひよう変へんに少すくなからず動どう揺ようしていた。のんきに軽く伸のびをする彼女に手も出せずにいる。その視し線せんの中で簡単な身みづくろいをすると、少女はファウラーに向むかって軽くお辞じ儀ぎをした。


「こんにちは、ファウラーさん。本当はもうすこし後で自じ己こ紹しよう介かいするつもりだったんですけど、あなたが先生をこの場で処しよ分ぶんしそうだったので、こういうことになりました」


「なるほど。狙ねらいはこの私だった、と」


　さすがに指揮官とみえ、彼は驚おどろきをあらわにすることはなかった。


　ただファウラーの表ひよう情じようも決してくつろいだものではない。いまここでテレサたちがどんな罠わなを用よう意いしているのか、この場で荒あら事ごととなった場合、自分たちに勝かち目めはあるのか、そうした多くの要よう素そを頭の中で計けい算さんしているようだった。


「では、おとなしく部下の方かた々がたに武ぶ器きを捨すてるよう言ってあげてください。さもなければ手て痛いたい教きよう訓くんを与あたえます」


　ようやく我われに返かえった部下の一人、マーサをつれてきた運転手のあの男が、短くののしりながらテレサに大おお股またで歩あゆみ寄よった。


「教訓だと？　ふざけるのもいい加か減げんにしろ、小こ娘むすめめ！」


「よせ」


　ファウラーが目を細ほそめ、短く言った直ちよく後ご──


　テレサの首くび筋すじに手を伸のばした運転手の男が、背せ中なかの真ん中に銃じゆう弾だんを食くらってうつぶせに倒たおれた。ばちゃ、といやな音がして、すすけた床ゆかの上に鮮せん血けつが飛とび散ちる。


「がっ……」


　ほとんど同時に、ライフルの乾かわいた銃じゆう声せいがどこか遠とおくから聞こえてきた。相そう当とうな遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきだ。それもわずかに開あいた倉庫の戸と口ぐちを通とおしての──


「お見み事ごと、ど真まん中なかよ」


　メリッサと呼ばれた看護婦が、超ちよう小こ型がたの無む線せん機きを耳みみにあてて言った。


「変へんな動うごきする奴やつがいたら、どんどんぶっ放ぱなしなさい」


『……へいへい。ウルズ６、了りよう解かいっ！』


　無線機のレシーバーから、雑ざつ音おん混まじりの男の声がそう答えるのがマーサにもかすかに聞こえた。そのかたわらで、テレサが再さい度ど警けい告こくする。


「わかりましたね？　武ぶ装そう解かい除じよしなさい」


「はっ……すばらしい」


　部下が射しや殺さつされたのに、ファウラーは心から気き分ぶんがよさそうな笑えみを浮うかべていた。


「実じつに見み事ごとだ。私もそれなりの用よう心じんはしてきたつもりです。膨ぼう大だいな通つう信しん情じよう報ほうの解かい析せき。尾び行こうや盗とう聴ちよう、監かん視し者しやのチェック。それらをすべてすり抜ぬけて、あなたはここにきた。わたしの前でも見事な演えん技ぎをしてのけた。しかも大だい胆たんなことに、この私を生いけ捕どりにしようと？　やはりあのお方かたの妹いもうと君ぎみだ。神話はまだまだ続いている……！」


「勘かん違ちがいもはなはだしかったようですね。わたしは一いち度どたりとも、あなたたちに白しろ旗はたをあげた覚おぼえなどありません」


　どこかすごみのある微び笑しようを浮かべて、テレサは言った。


　その瞳は静かな怒いかりと復ふく讐しゆうの炎ほのおに燃もえ、らんらんと激はげしい光を放はなっていた。抜け殻などとは、とんでもない話だ。あれほど小さな──可か憐れんで華きや奢しやな身か体らだから、これほど強い生せい命めい力りよくの発はつ露ろを見たのは、マーサにとって生まれて初めての経けい験けんだった。


「そのようですな。だがやはり、あなたは詰つめが甘あまい……！」


　ファウラーの右手がかすかに動いた。手のひらの中に握にぎっていた、なにかの小さなスイッチを押おしたのだ。その瞬しゆん間かん、倉庫のあちこちで立たて続つづけに爆ばく発はつが起おきた。


「……っ」


　相あい次つぐ閃せん光こう。耳を聾ろうする爆ばく音おんと、たちまち広がる黒い煙けむり。致ち死し性せいではなく、目めくらまし目もく的てきの爆ばく弾だんだった。


「ひ……」


　ことの成なり行ゆきがまったく分わからず、立たち尽つくすばかりだったマーサに、テレサがまっすぐ駆かけ寄よってきて、体たい当あたりするようにして彼女を押おし倒たおした。


「先生。このまま動かないで」


　テレサが告つげた。


「いや……！」


「大だい丈じよう夫ぶ。部下たちがなんとかします」


　見るとメリッサと呼よばれた看護婦は、電でん光こう石せつ火かの身みのこなしですぐそばの男を倒し──どう倒したのかはマーサには分からなかったが──奪うばった銃じゆうでほかの男たちに的てき確かくな射しや撃げきを加くわえていた。
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　銃声。悲ひ鳴めい。悪あく態たい。


　男たちの持つ自じ動どう小しよう銃じゆうがうなって響ひびく。見えない狙そ撃げき手しゆの銃じゆう弾だんが襲おそいかかり、次々に男たちが倒れていく。


　ファウラーが下さがりながらメリッサめがけて発はつ砲ぽうし、メリッサは横よこっ飛とびに敵の射しや線せんを避さけ、車の陰かげへと隠かくれていた。


　テレサの仲間は看護婦や狙撃手だけではないようだった。いくつかの通つう用よう口ぐちが爆ばく薬やくで吹ふき飛とばされ、私し服ふく姿すがたの上に防ぼう弾だんベストを着つけた男たちが何なん人にんか踏ふみ込こんできた。


「あきらめな、優やさ男おとこ！」


　メリッサが叫さけんだ。


「あきらめる？」


　弾だん痕こんだらけのセダンの陰にかくれたまま、ファウラーがそう答えた。


「お互たがい、まだまだ手て管くだは残のこっているだろうに。ここでの幕まく引ひきは遠えん慮りよさせてもらおう！」


　彼の宣せん言げんと共ともに──


　倉庫の天てん井じようがばらばらに引ひき裂さかれ、一いつ体たいの巨きよ人じんが姿すがたを現あらわした。


　激はげしい轟ごう音おん。ほこりと煙が渦うずを巻まき、建けん材ざいの破は片へんがあたり一いち面めんに撒まき散ちらされる。なすすべもなく傍ぼう観かんするマーサに、患者だったはずのテレサが覆おおいかぶさった。


「っ……」


　見み上あげれば、そこには灰はい色いろの巨人がひざまずいていた。鋭えい角かく的てきな流りゆう線せん型けいの装そう甲こう。頭とう部ぶから伸のびる、長い髪かみのような放ほう熱ねつ索さく。


　アーム・スレイブだ。


　軍ぐん用ようの人ひと型がた兵へい器き。彼女でもその兵器の名前くらいは知っていた。生なま身みの歩ほ兵へいが、この強きよう力りよくな人型兵器に立たち向むかう術すべはほとんどないということも。ＣＮＮのニュースで見るような、ずんぐりとしたシルエットのロボットではない。もっとスマートで、それでいてすさまじい俊しゆん敏びんさとパワーを備そなえているように見えた。


　ファウラーは勝かち誇ほこった様よう子すもなく、Ａアーム・Ｓスレイブの背はい後ごへと下がっていく。メリッサや増ぞう援えんの男たちは、彼を追おうことも逃にげることもせず物陰に隠かくれていた。


「やはりね」


　テレサがつぶやいた。


　彼女はこの期ごに及およんでも微ほほ笑えんでいた。今度はどこか自じ嘲ちよう気ぎ味みで、気き乗のりのしない微笑ではあったが。


「ど、どういうことなの……？」


「動かないで」


　テレサはマーサにささやいてから、声を張はり上あげた。


「こういうことです、ウルズ１。敵ＡＳを殲せん滅めつしなさい！」


『了りよう解かいです、大たい佐さ殿どの！』


　どこからともなく、スピーカー越ごしの声が辺あたりに響ひびいた。


　屋や根ねをぶち破やぶるすさまじい轟ごう音おん。新あらたに黒いＡＳが倉庫の壁かべを砕くだき散ちらして出しゆつ現げんし、対たい峙じらしい対峙をする間まもなく、灰色のＡＳめがけて突とつ進しんした。





　ゆがんだ鉄てつ骨こつ。砕くだけたコンクリート。粉こな々ごなになった天てん窓まどのガラス。


　それら倉庫の建材が、黒い機き体たいの周しゆう囲いではげしく踊おどりまわった。電Ｅ磁迷Ｃ彩Ｓを解かい除じよしたベルファンガン・クルーゾーのＡアーム・Ｓスレイブ〈ファルケ〉は、力ちから任まかせに敵機にタックルをかました。


　まずは生なま身みのテッサたちからＡＳを遠とおざける必要がある。


　二機はもつれ合うようにして倉庫の壁を突つき破やぶり、埠ふ頭とうに並ならんだ無む数すうのコンテナ群ぐんの山へと突っ込んだ。それでも敵機は倒たおれない。


　クルーゾーは逆さか手てに握にぎった単たん分ぶん子しカッターを、敵の胸きよう部ぶめがけて振ふりおろした。


　周しゆう到とうに狙ねらっていた奇き襲しゆうとしては、まず合ごう格かく点てんを与あたえていい攻こう撃げきだ。だが敵機はそれを予よ測そくしていたようだった。


　鈍にぶい衝しよう撃げき。


　ラムダ・ドライバの力りき場ばが敵機の正面に展てん開かいされ、単分子カッターの切きっ先さきが阻はばまれる。〈ファルケ〉に増ぞう設せつされた特とく殊しゆセンサ──『妖よう精せいの目』がそれを捉とらえ、続いてけたたましい警けい報ほう音おんをがなりたてた。


　熱ねつ分ぶん布ぷ図ずによく似にたグラフィック。


　敵機の腕うでの色が黄色からオレンジ、そして赤へとみるみる変へん化かする。


「！」


　来る。


　敵機の作り出した力場をクルーゾーはどうにか見み切きった。


　大たい気きをゆがませてうなる敵の右腕。


　襲おそいかかる衝撃波をぎりぎりのところで潜くぐり抜ぬける。背はい後ごのコンテナが10個ほど吹ふき飛とばされ、紙かみ細ざい工くのようにひしゃげながら宙ちゆうに舞まった。


　敵機に足あし払ばらいをかける。敵機がよろめき、後あとじさる。


　追おい討うちをかけようと〈ファルケ〉が前に出る。また警報。敵のラムダ・ドライバが駆く動どうして、怒ど濤とうの波なみとなった力場が襲いかかってきた。クルーゾーはどうにかこれも看かん破ぱして、ぎりぎりで跳ちよう躍やくし回かい避ひした。


　滞たい空くう。


　敵の頭ず上じようで一いつ回かい転てんして、空中から対たい戦せん車しやダガーを投なげ下おろす。タンデム式しきの成せい型けい炸さく薬やくが、敵機の首くび筋すじめがけて鋭するどく飛んだ。


　爆発。炎ほのおと煙の中に敵の姿が消える。


　この程てい度どで倒せる相手だとは、クルーゾーも考えていない。


〈ファルケ〉は着ちやく地ちし、すぐさま横っ飛びに戦せん闘とう機き動どうした。極きよく限げんの三さん次じ元げん機動が可能な第三世代型ＡＳ同士の戦闘は、着地の瞬しゆん間かんが最もつとも無む防ぼう備びになると言ってもいい。一ひと息いきつく暇ひまなど、微み塵じんもないのだ。


　案あんの定じよう、灰色の敵機は渦うず巻まく煙を矢やのように突つっ切きり、まっすぐに彼へと迫せまってきた。


　あの敵〈コダール〉タイプはラムダ・ドライバを搭とう載さいしていて、こちらの通常攻撃をほとんど無む力りよく化かしてしまう。装そう備びの差さから言えば、圧あつ倒とう的てきにこちらが不ふ利りだ。


　だが、それでも──


「やれるぞ」


　戦闘機動の激しい衝撃の中で、クルーゾーはつぶやいた。


　確たしかに敵機の力はすさまじい。ほとんど絶ぜつ対たい的てきなほどの差といっていい。


　しかし、操そう縦じゆう兵へいの技ぎ能のうはどうか？　仮に敵機がラムダ・ドライバを搭載していなかったとしたら、これまでの攻こう防ぼうで敵は少なくとも三回死んでいるはずだった。


　腕うで前まえなら、俺の方が絶対に上だ……！


　クルーゾーはそう確かく信しんした。相手もアマチュアではないが、無む意い識しきな驕おごりが随ずい所しよに見える。自らの優ゆう位いに頼たよった、傲ごう慢まんで直ちよく線せん的てきな動きはその証しよう左さだ。


　つけ入る余よ地ちは必ず出てくる。


　警報音。敵が急きゆう接せつ近きん。


　反はん射しや的てきに頭とう部ぶ機き関かん砲ほうのトリガーを引きたい衝しよう動どうに駆かられたが、まだ早いと思い直なおして自じ制せいする。『妖精の目』の情報を頼りに、敵の放はなった衝撃波をかわすと、クルーゾーは無む線せんに呼よびかけた。


「ウルズ１よりＨＱへ！　宅たつ急きゆう便びんはまだか!?」


『こちらＨＱ。すでに射しや出しゆつは完かん了りようしている』


　陰いん気きで実じつ直ちよくな男の声が答えた。リチャード・マデューカスだ。


『現在、ＴＬＡＭは慣かん性せい誘ゆう導どう中ちゆう。推定Ｅ到着Ｔ時間Ａはあと三〇秒。終ター端ミナル誘導をウルズ１に委ゆだねる』


「ウルズ１了解！」


　同時に機体のＡＩが告つげた。


《警告メッセージ。ＨＱからのコード確かく認にん。ＴＬＡＭ01のターミナル誘導を引ひき継つぎました。着ちやく弾だんまでおよそ二〇秒》


「ＴＬＡＭ01の弾だん頭とうを活かつ性せい化かしろ」


《了ラー解ジヤ。ＴＬＡＭ01の弾頭を活性化》


　ディスプレイ中の兵へい装そうデータの一いつ角かくにあった青文字の『ＳＡＦＥ』が、一いつ瞬しゆんで赤文字の『ＡＲＭ』に切り替かわった。


　弾頭の活性化。


　空のどこかから迫せまり来くる巡じゆん航こうミサイルのスマート弾頭が、鎖くさりを断たち切られたのだ。


　回かい避ひ運うん動どうを続けるクルーゾーの機体に、〈コダール〉が肉にく薄はくしてくる。コンテナの山を踏ふみ越こえて、夕ゆう焼やけの光を半はん身しんに浴あびて。頭部から伸のびる長い髪かみのような放ほう熱ねつ索さくが、ぎらぎらと虹にじ色いろに輝かがやいていた。


「さあ来い……！」


　対ＡＳ手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうる。


〈コダール〉は軽く右へとステップして爆発をしのぐ。敵機の背後で、巨きよ大だいな貨か物もつコンテナが宙ちゆうに舞まい、くるくると回転した。


　頭部機き関かん銃じゆうを連れん射しやする。


〈コダール〉はまずラムダ・ドライバでその小しよう口こう径けい弾だんの雨をはじき返かえし、それが自機の装そう甲こうにはなんら脅きよう威いがないと判はん断だんすると、その力場を消した。次にクルーゾーへと叩たたきつける攻撃へ力を集しゆう中ちゆうさせたのだ。


　狙ねらい通どおりだった。


〈ファルケ〉の撃うつ機関銃弾は、その弾だん倉そう内ないの最初の五〇発だけが通つう常じよう弾頭だった。そこから先、五一発目からはアクリル塗と料りようを充じゆう塡てんしたペイント弾が詰つまっている。


　そのペイント弾が〈コダール〉の頭部に降り注いだ。着弾し霧きり状じようになった赤い塗料が敵機のセンサにこびりつく。


　ごくシンプルな目め潰つぶし作戦だったが、現代ＡＳにはセンサの外がい装そう部ぶ分ぶんに高こう周しゆう波はワイパーと洗せん浄じようノズルが装そう備びされている。戦場での泥どろや埃ほこりへの対たい策さくだ。それがたとえアクリル塗料でも、数すう秒びようで視し界かいは回かい復ふくしてしまう。


　だが、その数秒を稼かせぐのが狙いだった。


　この間あいだ、敵機はミリ波はレーダーでしか索さく敵てきすることができない。


《ＴＬＡＭ01、着弾まであと一〇秒》


　機体のＡＩがクルーゾーに告げる。周囲の大たい気きが震ふるえだす。頭ず上じようからはげしいジェットの轟ごう音おんが接せつ近きんする。西にしの空そら、黄昏たそがれに燃える太陽の光の中から、筒つつ状じようのなにかがこちらへと迫せまる。


《ファイヴ……フォー……スリー……》


〈ファルケ〉の頭部から終ター端ミナル誘導のレーザーが照しよう射しやされ、身み構がまえた〈コダール〉の胸に赤い小さな光こう点てんをともした。


《着イン弾パクト》


　上空からのすさまじい爆ばく発はつが敵機を襲った。


　巡航ミサイルが音おん速そくに近い速そく度どで飛ひ来らいし、レーザーの当たった位い置ち──〈コダール〉めがけて指し向こう性せい爆ばく薬やくを炸さく裂れつさせたのだ。鉄よりも密みつ度どの濃こい燃ねん焼しようガスが、瞬間的に炎の槍やりとなって敵の装甲の一点に襲いかかった。


　爆発の衝しよう撃げき波はが〈ファルケ〉の機体をも激しくゆさぶる。


「！」


　クルーゾーは浮うき上がった機体を手て際ぎわよく踏ふん張ばらせて、間かん髪はついれずに敵機へと駆り立てた。爆ばく煙えんの中で、まだ〈コダール〉は生きている。寸すん前ぜんでラムダ・ドライバの防ぼう壁へきを展開させたのだ。


（しかし……！）


　目くらましの直後に猛もう烈れつな不ふ意い打うちを食らってよろめいた敵機。そのラムダ・ドライバの展開状態を、〈ファルケ〉の『妖精の目』は的確に捉えていた。かろうじて、こちらの追い討ちを警けい戒かいした防ぼう壁へきを展開している。


　だが、正しよう面めんだけだ。


　クルーゾーは敵の右をすり抜け、目めにも留とまらぬ素す早ばやい動どう作さで単分子カッターを、その右わき腹ばらにたたき込こんだ。技ぎ術じゆつ士し官かんの報ほう告こくにあった、ラムダ・ドライバのモジュールの一部が位い置ちする部分だ。


　手ごたえあり。


〈コダール〉を取とり巻まいていた力場の表ひよう示じが、何なん度どかまたたいたあと消きえ去さった。敵のラムダ・ドライバが無む力りよく化かしたのだ。


　予よ想そう外がいの損そん傷しように敵機は動どう揺ようし、立たち尽つくしている。第三世代型ＡＳの戦せん闘とうの鉄てつ則そくは、素早く、そして無む慈じ悲ひに動くこと──


　ふりかえりざま、クルーゾーは敵機めがけて最後の対戦車ダガーを鋭するどく投とう擲てきした。ダガーはふりむいた〈コダール〉の胸むねに命めい中ちゆうして爆発し、今度こそ敵機の上じよう半はん身しんをばらばらに吹ふき飛とばした。


　ちぎれた腕わん部ぶが回かい転てんし、黄昏の港湾部の空に奇き妙みようなアーチを描えがく。


　舞まい散ちる敵機の破は片へんに背せを向むけ、クルーゾーはすぐさま索敵モードをアクティブに切り替かえた。対ＥＣＳセンサで万まん一いちの新たな敵機の出現に備そなえる。


　反はん応のうなし。


「ふー……」


　ある程てい度どの確かく信しんを得えてから初はじめて、彼は深ふかい安あん堵どのため息をついた。向こうも一機だけしか用意していなかったようだ。


　彼はテッサのおとり作さく戦せんの支し援えんのため、念ねんを入れてこのＡＳで待たい機きしていたのだった。さらに念を入れ、サンフランシスコ沖おきの海中に待機する潜せん水すい艦かん〈トゥアハー・デ・ダナン〉からの、巡じゆん航こうミサイルの火力支援の段だん取どりまでつけていた。頭部機関銃の弾だん種しゆについてもだ。最さい悪あくの場ば合あい、敵もＡＳを用意していて、しかもそれがラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたの機体だという可か能のう性せいも捨すてきれなかったからだ。


　やはり用よう心じんしておいて良よかった。そう思おもいながら、クルーゾーは無む線せんで味方に呼びかけた。


「ウルズ１より全ユニットへ。〈コダール〉タイプの敵ＡＳを撃破した」





〈ファルケ〉と〈コダール〉の二機が去ったあと、倉庫の方でも戦闘の趨すう勢せいはおおむね決きまりつつあった。


　倉庫は半はん壊かいし、停とまっていた車は踏ふみ潰つぶされ、何なん人にんかの敵は死体となって転ころがっている。あたりはほとんど瓦が礫れきの山で、いまなお火の手は消きえておらず、もうもうと白い煙けむりがたちこめていた。


「テッサ。ベンが敵機を倒たおしたわ」


　敵のサブマシンガンを手にした看護婦姿のメリッサ・マオが、無線で短くやり取とりしてから、テッサに声をかけた。


「ほかに敵機はないみたい。Ｍ９での一対一で、初めて〈コダール〉タイプを倒したわね。大たいしたもんだわ」


「ええ」


　精神科医のマーサ・ウィットをかばって物もの陰かげに隠かくれていたテッサ──テレサ・テスタロッサは、短く答えて身みを起おこした。


　容よう赦しやなく、徹てつ底てい的てきに破は壊かいされた倉庫を見み渡わたす。ＰＲＴ（初しよ期き対たい応おう班はん）の兵士たちが油ゆ断だんなく制せい圧あつエリアで監かん視しを続けているのを確かく認にんし、それから自分に負ふ傷しようがないかどうかを確かめた。


　着ていた患かん者じや用のシャツは、背中のボタンが千ち切ぎれとび、むき出だしの肩かたからずり落ちそうになっている。下した着ぎもつけていないので裸はだか同どう然ぜんの格かつ好こうだったが、怪け我がは軽いすり傷きず程てい度どだった。問題はない。


「ターゲットは逃にげたのね」


　テッサは左さ右ゆうに視し線せんを走らせ、無む駄だだと知りつつもリー・ファウラーの姿をあたりに探さがし求もとめた。


「天てん井じようの崩ほう落らくのどさくさで見み失うしなったわ。ごめんなさい」


　マオが言うと、テッサは軽く手を振ふった。


「いいんです。どうせ挨あい拶さつ代がわりの作戦だったんですし。ここまで民みん間かん人じんを巻まき込こんだ時じ点てんで、半はん分ぶん失しつ敗ぱいしてたわ」


「そこの女じよ医い先せん生せい、うまく遠とおざけようとしたんだけどねえ……。やっぱり思うようにはいかなかったわ。やれやれ」


　マオが肩をすくめていると、静せい寂じやくを取とり戻もどしつつある倉庫のあたり一いつ帯たいに、場ば違ちがいな電でん子し音おんが流れた。


　単たん調ちような高こう音おんのアラームだ。


　その音おん源げんへ、テッサは裸は足だしのまま歩いていった。床ゆかに転がるコンクリートのかけらの中に、黒い携けい帯たい電でん話わが落おちていた。


　彼女は電話を拾ひろい上げ、無む言ごんで着ちやく信しんボタンを押おした。


「ファウラーさんですね？」


　テッサが言うと、電話の向こうでくすりと笑う声がした。


『ええ。貴あ女なたともうすこし話がしたかったものでね。だがおとなしく捕つかまる義ぎ理りもない。そこでその電話を置おき去ざりにさせてもらいました』


　すでにファウラーはこの現場から脱だつ出しゆつし、おそらくは事じ前ぜんに用意していた予よ備びの車しや両りようで、さっさと市し街がい地ちのどこかに姿をくらまそうとしているのだろう。最さい先せん端たんの逆ぎやく探たん知ち対たい策さくもしているだろうから、位置をつかんで追つい跡せきするのはもはや不ふ可か能のうだ。


『まずはお見み事ごと、と言わせてください。一〇人以上の部下が殲せん滅めつされ、ＡＳも撃げき破はされてしまった。そちらの最さい小しよう限げんの戦力でね。私の完かん敗ぱいです』


「それはどうかしら。なにしろあなたはいまでも自じ由ゆうの身みです」


『ごもっとも』


「本ほん来らいなら、あなたを拘こう束そくして洗あらいざらいの情報をしゃべってもらうつもりでしたから。その薄うす笑わらいが一いつ生しよう浮うかばなくなるような手しゆ段だんを使ってでも」


『可か憐れんな声で恐おそろしいことをおっしゃる』


　ファウラーが電話の向こうで、それこそあの薄笑いを浮かべているのがテッサには容よう易いに想そう像ぞうできた。


『ですが、私には分かりません。貴女は本ほん気きで、このままわれわれと戦い続けるつもりなのですか？』


「改あらためて言うまでもないことでしょう。わたしはただの酔すい狂きようで、ああいった芝しば居いは打うちません」


『われわれの力は十じゆう分ぶんに思い知らされたはずです。いまや〈ミスリル〉は存在しない。そして〈アマルガム〉の目的は、別に世界を滅ほろぼすことではない。むしろ世界的なあらゆる緊きん張ちよう状じよう態たいに、適てき度どなガス抜ぬきを施ほどこしているといってもいい。あなたたちが戦う理由はないはずでしょう』


「ずいぶんとナイーブなんですね」


　テッサはささやかな軽けい蔑べつをこめて、相あい手てをせせら笑った。


『ナイーブ？』


「ええ。わたしたちがなにかの大たい義ぎや正せい義ぎ感かんだけから、あなたたちと戦っているとでも思っているんですか？」


『どうやらそうではなさそうですね』


「あなたたちはわたしの仲なか間まをたくさん殺しました。動どう機きはそれで十分です」


　テッサはきっぱりと言った。


　実じつ際さいのところ、彼女とその部下たちが戦い続ける理由はそれだけではなかったし、もっとできることがあるのも事じ実じつだったが──


　つきつめて言ってしまえば、そういうことなのだ。


　テレサ・テスタロッサが部下達を殺した〈アマルガム〉を認みとめることなど、未み来らい永えい劫ごうありえないことだろう。


『それはこちらも同じですよ』


　と、ファウラーが冷つめたく言った。


『あなたとあなたの部下たちほどの強い絆きずなはないでしょうがね。われわれも相そう応おうの損そん害がいを被こうむっている。その上で私は、すべてを飲のみ込こんであなたを丁てい重ちように迎むかえようとしました。だというのに、その手を払はらいのけ、そこまでする理由を聞いているのです』


「やっと質問の意味が分かりました」


　テッサは言った。


「圧あつ倒とう的てきな戦力で、弱い敵に救すくいの手を差さし伸のべようというわけですね？　かつてはわたしもそうした考えの持もち主ぬしでした。でもいまは違う。あなたの言う『ガス抜き』とやらは、多くの人間の運うん命めいを弄もてあそんでいます。その傲ごう慢まんが、わたしは許ゆるせません」


『なるほど。ある種しゆの野や党とう根こん性じようだとでも解かい釈しやくしておけばいいんでしょうかね？』


　ファウラーの揶や揄ゆには辛しん辣らつな響ひびきがこめられていた。


「……ファウラーさん。この際さいなのではっきり言ってもいいですか？」


『どうぞ？』


　テッサは注意深く一いち語ご一いち語ごを強きよう調ちようして、こう告げた。


「要ようするに──わたしはあなたたちのような、おりこうぶって気き取どったクフアソツキ野ン・郎シツトが死ぬほど嫌きらいなんです。これで分かりましたか？」


『…………』


　横で電話の様子をうかがっていたマオやその他のＰＲＴ要よう員いんたちは、初めて耳にしたテッサの痛つう烈れつな四よん文も字じ言こと葉ばに、目を丸まるくしてぽかんとしていた。
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「以上です、メッセンジャー・ボーイさん。同じことをレナード・テスタロッサにも伝えなさい」


　ファウラーがなにかの言葉を継つぐより早く、テッサは携帯電話を切り、無む造ぞう作さに地じ面めんへと打うち捨すてた。


「撤てつ収しゆうよ。地じ元もと警けい察さつが来る前にペイブ・メアのＬＺに……って、みんなどうしたの？」


　呆ぼう然ぜんとしていたマオたちが、やがてわれに返かえったように互たがいの顔を見み合あわせ、とうとう声を出して笑い出した。心こころの底そこから気持ちよさそうに。


「いやはや、なんとも」


「『クフアソツキ野ン・郎シツト』とはね」


　男たちが手をたたいてはやしたてた。


「まったく。たいしたタマよ、あんたは」


　マオが怪け訝げん顔がおのテッサの背中をぽんぽんと叩たたいて肩かたに腕うでを回した。


「え？　あ……」


「前にも言ったけど。愛してるわよ、わたしの指揮官どの」


　自分がかっとなって何を言ったのかを思い出し、真まっ赤かになったテッサの頰ほおに、マオは吸すい付つくような強きよう烈れつなキスを一発かました。


「と、とにかく撤収です！　地元警察がすぐそこまで来てるんですよ？　セクハラごっこしてる場合じゃありません！」


　マオの腕を振ふりほどいて、テッサは一いち同どうに指し示じを飛ばした。


「へいへい、了りよう解かい。……でもテッサ。そこの先生どうするの？」


　相あい変かわらず倉庫の鉄てつ柱ちゆうのそばにへたりこんで、これまでのやり取りを呆然と眺ながめているだけのマーサ・ウィット医師を、マオが一いち瞥べつした。


「ええ……」


　テッサは憂うれい顔がおでおびえるマーサに歩あゆみ寄より、やさしい声で話しかけた。


「危き険けんな目に遭あわせてしまってすみませんでした、ドクター・ウィット」


「わ……わたしをどうする気なの？」


「もちろん危き害がいを加くわえるつもりはありません。とにかくここを離はなれましょう」





　テッサたちは戦せん闘とうの現場となった倉庫からすぐに撤収し、数キロ離れた市内の公園へと車で移動した。


　クルーゾーのＡＳはＥＣＳの不ふ可か視しモードを作さ動どうさせ、障しよう害がい物ぶつを避さけながら彼女らの車に随ずい伴はんしている。ビルからビルへ、道路から道路へと跳ちよう躍やくしながら。


　その途と上じよう、テッサはマーサに説明した。


「あのファウラーという人があなたを殺すと脅おどしたのは、実じつのところ、むしろわたしへの脅しだったんです」


　今回はうまく誘さそい出すまでにこぎ付けたが、敵ももちろん用よう心じん深ぶかい。ファウラーがあれこれとマーサに探さぐりを入れ、テッサの前でああした言げん動どうをとったのは、テッサ自じ身しんの芝しば居いを、まだ心のどこかで疑うたがっていたからだ。


　実のところ、〈アマルガム〉や〈ミスリル〉、それに付ふ随ずいするいくつかの単たん語ごや情報は、もはや漏もれて困こまるほどの内容ではなくなっている。こうした組織に深い関かん心しんを示しめすレベルの軍関係者、政府関係者ならば、すでにつかんでいる程てい度どのものなのだ。


　東京の陣じん代だい高こう校こうの人々が知っている程度のことも同どう様ようだった。


　メリダ島基き地ちが攻こう撃げきを受けたあの事じ件けんのあと、テッサは脱だつ出しゆつした艦ふねの補ほ給きゆう問もん題だいに取とり組くむのと同時に、可能な限りの情報を収しゆう集しゆうさせた。その情報の中には、もちろん東京に送った輸ゆ送そうヘリと〈アーバレスト〉、そして相さが良ら宗そう介すけと千ち鳥どりかなめたちの身になにが起きたのか、その客きやつ観かん的てき事じ実じつも含ふくまれていた。


　わかったことは──


　輸送ヘリ『ゲーボ９』は市内の公園に着ちやく陸りく寸すん前ぜんで撃げき墜ついされ、機き長ちようのサントス中ちゆう尉いを含む乗員は全員死亡したこと。


〈アーバレスト〉は調ちよう布ふ市しの泉せん川がわ町まち──あの学校の周しゆう辺へんで〈アマルガム〉の派は遣けん部ぶ隊たいと激はげしい戦闘を繰くり広ひろげ、その末すえに『何らかの新型ＡＳ』と交こう戦せんして大たい破はした。その残ざん骸がいは日本の警察が回かい収しゆうし、その直ちよく後ご一部のユニットが何者かの手で持ち去さられた。


　千鳥かなめはその戦闘で行ゆく方え不ふ明めいになり、それきり所しよ在ざいはつかめていない。おそらく、〈アマルガム〉に連れ去られたのだろう。


　そして相良宗介は──


〈アーバレスト〉が大破した戦闘の数日後、ひょっこりとあの学校に現れて、二年四組の生徒たちに──いや、いまはもう三年四組だが──対たい面めんし、かなめがいなくなった理由を説明してからその場を去っていった。『必かならず彼女を連つれ戻もどす』という言葉を残のこして。


　これについても、まったく報ほう道どうはされていないが各かく種しゆの諜ちよう報ほう機き関かんはおおむねつかんでいるはずだった。


　もっと重じゆう要ような情報はほかにある。〈トゥアハー・デ・ダナン〉の所在や、保ほ有ゆうする兵へい装そう、物ぶつ資しの残ざん存ぞん量りよう。つまりどの程度の戦闘能力が残されているのか。そしてテッサがどの程度、〈アマルガム〉についての情報をつかんでいるのか。


　マーサはこうしたあれこれについて、なにも知らない。彼女が警察やＦＢＩ、ＣＩＡやらＮＳＡやらにテッサから聞いたことを話したところで、彼らはその情報に大した価か値ちを認みとめないことだろう。


「だから──」


　マーサの知っていることは重要ではないことだけを説明してから、テッサは車中で彼女に告げた。


「ファウラーがああ言ったのは、わたしを試ためしたんです。あくまで、念のためにといったところですけど」


「よくわからないわ、テレサ」


「わたしが何かの動どう揺ようを見せないか観かん察さつしていたのでしょう。演えん技ぎを続けていれば、彼は本当にあなたを殺したかもしれません。だから、わたしはあそこで自分の芝居をやめたんです。つまり──」


「つまり？　つまり、なんなの？」


　相あい次つぐ異い変へんに疲つかれ果はて、マーサはうんざりとした声でたずね返かえした。


「あなたに情じよう報ほう的てきな価か値ちはありません。元もとの生活に戻れるということです。もう二度と、わたしたちとかかわり合いになることはないでしょう」


「そう。すばらしいことね」


「ごめんなさい、先生。あなたはわたしに親しん身みになって接せつしてくれました。最さい初しよの計けい画かくでは、もっと事じ務む的てきで無む関かん心しんな担たん当とう医いがつくことになると予よ想そうしてたんです」


「なるほど。あたしはとんだお人ひとよしだった、っていうことね？　仕し事ごと熱ねつ心しんなおかげで、殺し屋たちに狙ねらわれ、不ふ憫びんに思った患かん者じやからはきれいにだまされた！」


　半なかばヒステリックに叫さけんだ彼女を、テッサは落ち着いた表ひよう情じようのままじっと見つめた。


「それは謝しや罪ざいします。でも、なかなかの演技だったでしょう？」


「まあ、そうかもしれないわね」


　車が目的の公園に入った。


　夕ゆう闇やみに沈しずみつつある周しゆう囲いの街まちは、すでに色いろとりどりの照しよう明めいでクリスタルの細さい工く品ひんのようにきらきらと輝かがやきはじめていた。


　テッサにうながされ、彼女は車を降りる。公園にはまだ散さん歩ぽ中ちゆうの通行人が何人もいたが、そんなことなどおかまいなしに、テッサの『部下』たちは銃じゆう器きを持ったまま車を降りた。頭ず上じようから空気を叩たたくローター音が響ひびき、公園の草花が吹ふき降おろす強つよい風かぜにはげしく揺ゆられた。


　目に見えない輸送ヘリが、公園に降下しているのだ。


　あと数すう分ふんもしないうちに、テレサ・テスタロッサとその仲なか間またちはこの街からきれいさっぱり消きえ去さってしまうことだろう。


　強きよう風ふうに波なみ打うつ髪かみを押おさえながら、マーサはテッサに声をかけた。


「最後に聞いてもいいかしら？」


「内ない容ようにもよりますけど。どうぞ」


「あなたはその……なにも感じなかったの？　緊きん急きゆう救きゆう命めい室しつに運ばれたときは、屈くつ辱じよく的てきな診しん療りようも受うけたはずよ。私のところに来きたあとも、まともな人間扱あつかいはしてもらえなかった。なぜそんなことに耐たえられるの？」


「たくさん友達が死にました」


　テッサは穏おだやかに言った。


「それに比くらべれば、どうってことないでしょう？」


「彼らに復ふく讐しゆうする気なのね？」


「どうなのかしら」


「だったら、なぜそこまで──」


「それが、わたしにもよくわからないんです」


　テッサはにっこりと笑った。


「なぜわたしの胸の中から、こうもはげしい闘とう志しが湧わき出だてくるのか。なぜこの身みを焼やき尽つくしてでも、彼らに一いつ矢し報むくいたいと思うのか。それを知るために、いまこそ先生のお力ちからを借かりたいところなんですけど、残念ながらもう時間がありません」


　公園の開ひらけた区く域いきに、不ふ可か視し化かした輸送ヘリが着陸した。


　はげしい下か降こう流りゆう。テッサの周囲で無む数すうの木の葉が、みずみずしい草花が渦うずを巻まいて踊おどる。公園の照明を受けて、きらきらと輝く少女の銀ぎん色いろの髪かみが、美しく風に揺れた。その背はい後ごで着陸したヘリがＥＣＳを解かい除じよし、青あお白じろい燐りん光こうをほとばしらせて姿を見せた。


「おい、テッサ！」


　開かい放ほうされたカーゴ・ハッチに足をかけ、クルツ・ウェーバーが叫んだ。狙そ撃げきポイントからすでに合ごう流りゆうしたのだ。


「ええ、いきましょう。さようなら、先生」


　それだけ告げて、テレサ・テスタロッサは輸送ヘリへと走り、カーゴ・ベイの奥おくへと消えた。立ち尽くすだけのマーサ・ウィットを振ふり返かえることは、まったくなかった。


　男たちを載のせると、ヘリはハッチも閉まらないうちに離り陸りくをはじめた。


　公園でいちばん大きな樹じゆ木もくの高さを超こえるあたりまで上じよう昇しようすると、ふたたびＥＣＳを作さ動どうさせ、その姿を消す。薄うす紫むらさきの闇やみ夜よの中へと溶とけ込んだ機体は、もう誰だれの目にも捉とらえることはできなかった。





　　　　　●





　そのダイニングはネオゴシックの意い匠しようを取り込みながらも、シンプルで現げん代だい的てきな明るさをかもし出すよう巧こう妙みような設せつ計けいがなされていた。南なん東とう向むきの窓からさわやかな日につ光こうを取り込むようになっており、調ちよう度ど類るいもごく落ち着いた色いろ使づかいで、その場を訪おとずれた者を完かん璧ぺきにくつろがせるようになっている。


　リー・ファウラーからの電話を受けたとき、レナード・テスタロッサはちょうどそのダイニングに入ろうとしていた。東とう欧おうでいくつかの雑ざつ事じと交こう渉しようを済すませ、長なが旅たびを終えて帰ってきたばかりのところである。


『妹君にしてやられました』


　電話の向こうでファウラーが言った。


　サンフランシスコではもう夜にさしかかっているはずだったが、低てい緯い度どのここでは、まだ燃えるような黄こ金がね色いろの西にし日びが室しつ内ないを照てらし出している。


「正しよう気きだったということかな？」


　レナードは言った。


『はい。狙ねらいは私の身み柄がらの拘こう束そくだったようです。〈コダールｍ〉も撃げき破はされました』


「まったく……」


　受じゆ話わ器きに耳を当てたまま、彼はため息をついた。


『申もうし訳わけありません、レナード様』


「いや、君を責せめてるわけじゃない。あの子の往おう生じよう際ぎわの悪さに呆あきれただけだよ」


　それなりに賢かしこい妹だったはずだ。だがいつからだろうか？　あの子は〈ミスリル〉で過すごせば過ごすほど、愚おろかな選せん択たくばかりするようになってきた気がする。


　これではまるで、自分が軽けい蔑べつしてきたあの男たち──亡なき父ちちやその友ゆう人じんたち──滑こつ稽けいで時じ代だい錯さく誤ごな自じ己こ憐れん憫びんに酔よいしれているだけの、粗そ野やで下げ品ひんな『海の男たち』と変わらないではないか。


『いかがいたしましょう。いくつか次のオプションも用意してありますが──』


「いや、やめておこう。君には手て伝つだってほしいことが山ほどあるからね、リー」


『ありがとうございます』


「まずは帰ってきてくれ。妹の件けんは、とりあえず放ほう置ちしておくとするよ」


『よろしいのですか？』


「いずれやってくるさ。この僕にくだらない説せつ教きようをするためだけに、何十人何百人の命を代だい償しようとして」


『はい。そのお覚かく悟ごの御ご様よう子すでした』


「そう」


　ファウラーの言葉を聞いて、彼はくすりと笑った。


『妹君から伝でん言ごんを預あずかっております』


「へえ。なんて言ってた？」


　どうせだから彼女とのホットラインでも作ってやった方が簡単かな、と思いながら、レナードはたずねた。


『いささか乱らん暴ぼうな言葉です』


「いいよ、言ってくれ」


『ええ』


　ファウラーの声がかすかに緊きん張ちようした。その内ない容ようをレナードに聞かせることを恐おそれたのではなく、なにかの屈くつ辱じよくが自分の喉のど首くびを軽く締しめ付つけたような──そういう声だった。


『テレサ様は、私のような『おりこうぶって気取ったクフアソツキ野ン・郎シツトが死ぬほど嫌きらい』だとのことです。同じことを貴あ方なたにも伝えるように、と』


　いやはや、そう来たか。


　まるでそこらの下品な労ろう働どう者しや家か庭ていの兄妹きようだい喧げん嘩かではないか。彼女は付つき合あう友人をとことん間ま違ちがってしまったようだ。


「なんとも、たいした威い勢せいだね」


『申し訳ありません』


「いや。元気なのはいいことさ。じゃあ、あとのことはよろしく」


　レナードは電話を切り、ダイニングを見み回まわした。長さでいったら五メートル余あまりはありそうなテーブルに、燭しよく台だいといくつかの食しよつ器きが置おいてあるだけだった。まだ夕ゆう食しよくの準備はされていない。


　奥の通つう用よう口ぐち──半はん開びらきになった扉とびらの向こうから、人の気け配はいと物もの音おとがする。キッチンで誰かが働いているのだ。


　付き合う友人を間違えた──


　その点についてなら、自分も妹とそう変わらないのかもしれない。彼は軽く肩かたをすくめてから、扉を抜ぬけてキッチンに入り、中にいた少女に告げた。


「ただいま」


　大おお型がたのガスコンロの前でフライパンをかき回していた少女──千鳥かなめが、料理の手を止め、短く彼を一いち瞥べつした。


「おかえり」


　力なく応こたえ、料理に戻もどる。


「コックが困こまってるよ。君が勝手に夕食を作るのが気に入らないってさ」


「そう」


　かなめはフライパンを前後にゆすりながら、そばにあった胡こ椒しようの瓶びんに手を伸のばした。


「なにを作ってるかわかる？」


「さあ？」


「オムライスよ。でもここにはタイ米しかない。日本のトマトケチャップもね。いろいろ工く夫ふうしてみたけど、あたしが知ってるオムライスにはどうしてもならないの」


「それは残念だね」


「だれかに買ってきてもらえない？　東京のスーパーならどこにでもあるんだけど」


　悪あく意いをこめた皮ひ肉にくというよりは、力ないぼやきに近かった。
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　手て近ぢかな椅い子すに腰こしを下ろしてから、レナードは言った。


「そのうち忘れるよ」


「オムライスの味を？」


「僕も忘れた。ずっと昔に食べた子こ羊ひつじのロースト。それを作った母の顔も」


「…………」


「時間というのは、そういうものだよ」


「だから、いずれはあなたを愛するようになるっていうわけね。あたしも」


「そこまでは言ってないさ」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みにレナードは微ほほ笑えんだ。


「どうあっても運命には逆さからえない。それを受うけ入いれることで、やってくる別べつの救すくいもある。そういう話をしてるだけだ」


　かなめは湖こ水すいのように静かな瞳ひとみで、彼を見つめた。なにも感じていない、機械のセンサのような視し線せんだったが、レナードはそれを当たり前のように受け入れた。


「本当にそう思っているのかしら」


　彼女はつぶやくと、フライパンを動かす作さ業ぎように戻った。


　かなめの後ろ姿をじっと見つめる。薄うす手でのプリーツスカートに、体にフィットしたシルクのシャツ。


　うなじから背中、腰から太ももにかけてのゆるやかで美しい曲きよく線せんをぼんやりと眺ながめながら、彼女の言葉の意味を反はん芻すうする。


　本当にそう思っているのか──


　もちろんそのつもりだ。


　そう言って近づいていって、後ろから彼女を抱だきすくめようかとも思った。彼女は抵てい抗こうしないだろう。


　だが、それでは意味がない。


　レナードは肩かたをすくめて立ち上がると、キッチンを出て行こうとした。


「だけど──」


　彼女がぼそりとつぶやいた。


「あたしが作る本当のオムライスは、すごくおいしかったの。貴方に食べさせてあげられなくて、残念だわ」


「ああ」


　軽く受うけ流ながして、レナードはキッチンを後あとにした。


　それから、なにか言い知れない不ふ快かい感かん──あの学校の中なか庭にわで感じた不快感を思い出している自分に気づいて、すこし苛いら立だった。


　ダイニングを通り抜けて邸てい宅たくの中庭に面した回かい廊ろうに出ると、スーツ姿の女が彼を待っていた。彼の部下の一人、サビーナ・レフニオだ。手には携けい帯たい端たん末まつ。ちょうどいま、なにかの交こう信しんが終わった直ちよく後ごのようだった。


「生きているようです」


　サビーナが言った。


　わざわざ『だれが？』と聞く必ひつ要ようはなかった。レナード・テスタロッサにもおおよその見けん当とうはついていた。


「彼のことだね」


「はい。サガラ・ソウスケです」










　　２：ブリーフィング










　遠くから、波なみの音が聞こえてくることだけは分かった。


　煉れん瓦が造づくりの壁かべと粗そ末まつなベッド。小さな窓から差し込む光。


　どこかの古い建物の一いつ室しつだ。


　相さが良ら宗そう介すけは朦もう朧ろうとした意い識しきの中で、もう何千回も繰くり返かえしてきた『点てん検けん項こう目もく』をひとつひとつ進めていった。


　名前、時間、場所。


　名前しか分からなかった。


　あのクラマと殺しあって致ち命めい傷しようを負い、あのナムサクの『闘ア技レー場ヌ』で力ちから尽つき倒たおれたときから、どれくらいの時間が過ぎたのか。


　なぜ自分は生きているのか。


　ここはどこなのか。


　そうした自じ問もんをしたのが、一度や二度ではないことにも気づいた。


　そう。自分は何度も混こん濁だくしながら覚かく醒せいし、体がこれっぽっちも動かないことを思い知らされ、やってきた看護婦になにかを注ちゆう射しやされて、深い眠ねむりに落ちたのだ。


　だが、今度はもう少しましだった。


　ひどい痛いたみを感じる。胸と背中と右の大だい腿たい部ぶに、どんよりと重たく鈍にぶい痛み。全身を締しめ付つけるような苦く痛つうの波が、心臓の鼓こ動どうにあわせて押おし寄せてくる。砂すな袋ぶくろでこめかみを叩たたかれているような頭痛もだ。さすがにまどろんではいられなかった。


　ベッドの脇わきには点てん滴てきのスタンド。医い療りよう用ようのモニター機き材ざいもあって、心しん電でん図ずのコードが自分の体へと伸のびている。酸さん素そタンクと吸きゆう入にゆう器きもあった。


　薄うす手でのシーツがかかっている自分の体。あちこち包ほう帯たいだらけだ。


　右足のつま先。動く。


　左足のつま先。動く。


　右手も、左手も。


　どうやら神しん経けいはつながっているようだ。だが『幻げん肢し』かもしれない。手足を失った人間が、自分の手足がまだついていると錯さつ覚かくする現げん象しようだ。


「…………っ」


　四し肢しを直ちよく接せつ目もく視ししようと考え、苦く労ろうして首を回す。医い療りよう器き具ぐのほかに調ちよう度どの類たぐいはほとんどなかったが、横の壁一面に、一枚の大きな絵がかけてあった。


　パノラマ風の横よこ長ながな絵だ。


　大人二人が両りよう手てを伸ばして、ちょうど一いつ杯ぱいくらいの幅はばだろう。


　青い密みつ林りんの中にいる黄色い肌はだの半はん裸らの人々。赤ん坊ぼうや犬、神しん像ぞうもある。くつろぐ女たちもいれば、苦く悩のうに身をよじる男の姿もある。中央には腰こし布ぬの一いち枚まいの若者が、ちょうどバスケットボールのゴールをきめようとしているかのように頭上を仰あおいでいた。


　おおらかなようでいて、どこか絶ぜつ望ぼう的てきな空気が漂ただよっている。初はじめて見る絵のはずだったが、奇き妙みような既き視し感かんと親しん近きん感かんがあった。


「その絵の題だい名めいを知ってるかい」


　男の声がした。部屋に入ってきたその相手の顔を見ることが、宗介にはできなかった。軽く体を折おろうとするだけで、ひどい苦く痛つうが押おし寄よせてくるのだ。


「われわれはどこから来たのか、われわれは何者か、われわれはどこへ行くのか──」


　ベッドに横たわる宗介の顔を、男がのぞきこんだ。ハンサムな顔にブロンドの髪かみ。そして丸い眼め鏡がね。


　ミシェル・レモンだ。


（それが題名か）


　そうつぶやこうとしたが、喉のどがからからで思うように声が出なかった。ただしゃがれたうめき声が漏もれて、唇くちびるがもごもごと動いただけだ。それでもレモンは彼の言葉を理解したようで、短く『ああ』と言った。


「もちろんレプリカだけど、有名な絵だ」


「ゴーギャンだな」


　今度は声が出た。


「意い外がいだな。兵へい器きや軍ぐん人じんの名前以外にも、知ってることがあるんだね」


「美術の教科書で見た」


　口を開けば複ふく雑ざつで難なん解かいな弁べん舌ぜつばかりが出てくる美術教師の顔を懐なつかしく思いながら、宗介はつぶやいた。


「なるほどね。そういえば君は高校生もやってたんだっけ……」


　手て近ぢかにあった小さな木もく製せいの椅い子すを引ひき寄よせると、レモンは背せもたれをこちらに向け、その背もたれに両りよう肘ひじを乗せて腰かけた。


　その様子を見守ってから、宗介は言った。


「状じよう況きようを」


　自分が生きていることなど、もう充じゆう分ぶんわかっている。感かん慨がいや挨あい拶さつなどは抜ぬきにして、とにかく知るべきことを知るべきだ。


　レモンは呆あきれたように鼻を鳴ならして肩かたをゆらし、それから小さなため息をついた。


「状況か。じゃあ教えてあげるよ。……ナミが死んでから五六日がたっている。今日は五月の二〇日だ」


「…………」


「あのクラマという男と戦って、君は重じゆう傷しようを負おった。ライフル弾だんが胴どう体たいを貫かん通つうしたんだ。死ななかったのは奇き跡せきに近い。心しん臓ぞうと大だい動どう脈みやく、脊せき椎ついは無ぶ事じだったが、肝かん臓ぞうや腎じん臓ぞうの一部を失った。消化器もいくらか短くなった。これからは一生、酒は飲めないね。食事にもあれこれ制せい限げんが付くだろう」


　宗介は眉まゆひとつ動かさなかった。


　死ななかったのなら安い代だい償しようだ。それに酒などもともと、あの香ホン港コンでの一いつ件けん以い来らい、二度と飲む気などなかった。


「幸こう運うんだったといえるだろうね。僕と衛えい生せい兵へいが救きゆう命めい処しよ置ちを施ほどこしたが、それでさえ君が死ぬのは時間の問題だった。実じつ際さい、何度も心臓が止まりかけたよ。僕が除じよ細さい動どう機きを使ったんだから間ま違ちがいない。ナムサクの病院に君の身み分ぶんを偽いつわって運はこび込こみ、どうにか手術ができる状じよう態たいまでこぎつけた。でも、あの街の病院施し設せつでは君を救える外げ科か医いがいない。敵の追つい跡せきもやばかったので、危き篤とく状じよう態たいのまま君を運び出して、ヘリでカンボジアのプノンペンに移い送そうした。うちの息がかかった病院があるんだ。たまたま腕うでのいいフランス人の外科医が現地で活動中のＮＧＯにいたので、素す性じようを明かさず呼びつけて手術をしてもらった。二〇時間かかったよ。詮せん索さく好ずきな地じ元もとの関かん係けい者しやを遠ざけるのにも苦く労ろうしたし、事件の事じ後ご処しよ理りもあったから──」


　そのあたりまで聞いて、宗介はレモンの言葉をさえぎった。


「わかった。とにかく助かったわけだな」


「まあね。こうして会話できるくらいまでには漕こぎつけたってことさ」


　レモンの声には、どこかうんざりしたような、同時になにかをおかしく思っているような響ひびきがこもっていた。


　いずれにしても、宗介を救すくう作業には大変な労ろう苦くを伴ともなったのだろう。そうまでして自分を助けた理由について、彼は考えてみた。


　理由など、多すぎて数えるのも面めん倒どうくさかった。


「それから君は何度か意識を取とり戻もどした。でも、まともに会話ができる状態ではなかった。いくつかの地ち名めいをつぶやいて、あとは『連つれて帰かえる』だの『取り戻す』だのとうわごとを繰くり返かえすばかりだったからね」


「覚えていない」


「まあ、そうだろう」


　そうつぶやき、レモンは半はん袖そでシャツの胸ポケットから煙た草ばこを一本取り出した。マッチで火をつけ、たいしてうまくもなさそうに煙けむりを吸すい込こむ。一か月以上も共同生活をしていたはずだが、レモンが煙草を吸うところを見たのはこれが初めてだった。


　宗介の視線に気づいたのだろう。レモンは自分の煙草をちらりと見てから、自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩をすくめた。


「本当は吸うんだよ」


　そう言って、指に挟はさんだ煙草──その先せん端たんの火をくるくると小さく回まわす。
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「気き弱よわなフォトグラファーのふりをするのを機き会かいに、やめようと思ってたんだけどね。無む理りだった」


「そうか」


　相あい槌づちを打うちながら、宗介はクラマの最さい期ごの言葉を思い出した。


「君の容よう態だいが峠とうげを越こしたあと、彼女を埋まい葬そうしにいったんだ。故こ郷きようの村まで運んで」


「…………」


「埋葬が済んで、墓から一〇〇メートル離はなれたところで、我が慢まんできずに一いつ服ぷくした。たぶん、僕はあの子を愛してたんだろうな。煙にむせて咳せき込こんだあと、たくさん泣ないたよ。一〇年分くらいは泣いたと思う」


　そう言いながらも、レモンはこれといった感情も見せようとはしなかった。もうずっと昔のことを話しているような声だった。


「責せめてるわけじゃない」


　彼は言った。


「僕も君も同どう罪ざいなんだ。お互たがい彼女を利り用ようして、巻き込み、そして死なせてしまった。こういう畑だ、よくあることさ。まあ、いつかは──」


　床ゆかに煙草を捨て、火を靴くつ底ぞこでもみ消けす。


「──いつかは、報むくいを受うけるだろうが」


　レモンはしばらく押おし黙だまり、憂ゆう鬱うつな目で壁かべの一点を凝ぎよう視しした。


　窓から差し込む日ひ差ざしが、深い陰いん影えいを作り出す。こういう表情を、宗介はこれまでに何度も見てきたような気がした。彼のこれまでの戦せん友ゆうたちは、こういう顔を時たま見せることがあった。人の生き死にを生なり業わいとする者もの特とく有ゆうの、ある種しゆの死し相そうだ。それが近いうちなのか、ずっと先なのかは分からない。ただ、その陰影が死を感じさせるのだ。


「ここはどこだ？」


　宗介がたずねると、レモンはゆっくりと背後の絵かい画がを振ふり返った。


「あの絵がヒントさ。あれの作者はこの地で人生の終しゆう焉えんを迎むかえた。太平洋のど真まん中なか、マルキーズ諸島はヒバオア島だ。フランス人の僕から見れば、地球の最さい果はてといったところかな」


　マルキーズ諸島。ポリネシアの片かた隅すみだ。


　確たしかフランス領りようのはずだったが、こんな辺へん境きように自分が運ばれた理由はなんだろうか、と宗介は考えた。


　おそらくは、だれかから自分を隠かくしたいのだろう。それだけでレモンたちの組織の立場がおおよそ推すい測そくできた。


「これからの僕の質問にしっかりと答えてくれないと、君の人生もここで終わることになる」


「そうは思わないがな」


「ただの友情や善ぜん意いで、君を助たすけたわけじゃない。欲ほしかったのは君の知ち識しきだ。〈アマルガム〉や〈ミスリル〉の情報が欲しいのは、うＤＧちＳＥも同じだからね」


　眼め鏡がねをはずし、改めて宗介を見み据すえると、レモンは椅子に座すわり直した。


「では、質問を始めよう」


　ごく事じ務む的てきに彼は言った。





　夕ゆう刻こくに入りかけた時じ刻こく、レモンは相良宗介の部屋を後あとにした。


　廊ろう下かを抜けて礼れい拝はい堂どうに出る。


　ここは一九世せい紀きに建てられた古い教会なのだ。観かん光こう客きやくにはほとんど知られておらず、また礼拝にやってくる地じ元もとの人間もいない。周辺にはレモンの仲間の特とく殊しゆ部ぶ隊たい員いんたちが警けい備びを固かため、なにも知らない人間が迷まよい込こむのを防ふせいでいる。


　赤せき道どう近くに位い置ちするこのヒバオア島は、きょうもひどく暑かった。照てりつける太陽が窓の外の岸がん壁ぺきと大たい海かいを白く輝かがやかせ、暗い部屋から出たレモンの目をくらませる。石造りの通つう廊ろうを吹ふき抜ぬけていく風の涼すずしさだけが救いだ。


　礼拝堂で待っていた上司が、彼の姿を認みとめて近づいてきた。


　男の名前はデルクール。年ねん齢れいは四〇過すぎですらりと瘦やせ、黒くろ髪かみで口ひげを蓄たくわえている。彼とレモンは同じフランス対たい外がい保ほ安あん総そう局きよくのエージェントで、すでに何度か一いつ緒しよに作戦をこなしてきた。


「どうだった。あの小こ僧ぞうは喋しやべれたか」


　デルクールが言った。


「どうもこうも──」


　と、レモンは肩かたをすくめた。


「──のらりくらりですよ。『知らない』『覚えてない』の繰り返しだ。体たい力りよくがないから、こちらも拷ごう問もんができないのを見み透すかしてるんでしょうね。壊かい滅めつした組織の情報なんて、話すのに大した躊ちゆう躇ちよは感かんじないはずですが」


「…………」


「例の潜せん水すい艦かんやその部隊の情報についても慎しん重ちようです。むしろ、こちらの知っていることに探さぐりを入れてくるほどでして」


　アメリカ海軍が『トイ・ボックス』と呼んでいる揚よう陸りく潜水艦の消しよう息そくについて、彼らの組織はほとんど情報をつかんでいなかった。


　どこかで撃げき沈ちんされたという情報もある。いまだに太たい平へい洋ようのどこかに潜ひそんでいるという情報もある。本当のところは、レモンたちにもまだわからないのだ。


　その部隊に属ぞくしていたはずの宗介さえも、仲間の消息は本当に知らない様よう子すだった。


「ほかには？　得え体たいのしれない潜水艦の話なんぞどうでもいい。われわれは〈アマルガム〉に関する情報が欲しいのだ」


　いらだちを隠かくそうともせず、デルクールはレモンを問とい詰つめた。


「もともとは兵へい器き市し場じようへの露ろ骨こつな干かん渉しように対する調ちよう査さだったが、今年に入ってから起きた、いくつかの事件ではっきりとしつつある。彼らは国こく際さい紛ふん争そうを制せい御ぎよし、腐くさりかけの冷れい戦せん構こう造ぞうを無む理り矢や理り維い持じし、そしてなによりも重要なことに──われわれを蚊か帳やの外そとに置おこうとしている。懐かい柔じゆうするにせよ対たい決けつするにせよ、彼らの実じつ態たいをつかまないことには──」


「わかってますよ」


　レモンはうんざりと手を振ふった。


　彼はこのデルクールがあまり好きではなかった。子供のころからエリートコースを進んできて、望めば高こう級きゆう官かん僚りようにもなれたレモンを、たたき上げのデルクールは侮あなどっている節ふしがある。大だい学がく院いん出でのおぼっちゃんというわけだ。


「サガラ・ソウスケは条じよう件けん次し第だいでは協力すると言っています」


「条件？」


「ええ」


「どんな条件だ」


「武ぶ器きと弾だん薬やく、それから資し金きん。入手の容よう易いなアーム・スレイブ一機と、輸ゆ送そう用ようの貨か物もつ船せん。それから指し定ていする場ば所しよにセーフハウスを用意しろと」


　宗介の言葉をそのまま伝えると、デルクールの眉み間けんにしわがよった。


「まだ戦う気なのか。〈アマルガム〉と」


「そのつもりみたいですよ」


「命を救われておいて、われわれを召めし使つかい扱あつかいか。つけあがりおって」


「彼の要よう求きゆうを呑のみますか？」


「論ろん外がいだ」


　デルクールが吐はき捨すてるように言った。


「われわれはまだ〈アマルガム〉と対立すると決めたわけではない。奴やつに出せる条件は命の保ほ証しようくらいのものだ」


「まあ、そうでしょうけど」


「もうすこし回かい復ふくを待とう。それから私が直接締しめ上げてやる」


　そう言うからには、デルクールは本気なのだろう。体力の回復を待って、宗介に過か酷こくな拷問か、念ねん入いりな薬やく物ぶつ投とう与よをするはずだ。


　それを止める権けん限げんはレモンにはない。これからのことを思うと、彼は暗あん澹たんとした気分になった。


「不ふ服ふくそうだな」


「いえ……」


「そろそろ拘こう束そくも必要になるだろう。手て錠じようをかけておけ」


「まだ必要ありませんよ。首を動かすのがやっとです。当分は異い変へんもないことでしょう」





　だが異変はその晩ばんのうちに起きた。


　相良宗介が収しゆう容ようされている古い教会は、その絶ぜつ海かいの孤こ島とうの南東部、海に面した低い山の斜しや面めんに建っている。周囲に民家や港などはなく、さりとて観かん光こう客きやく風ふうの服装をしたエージェントが出入りしても目立つことはない。スパイ組織の隠セーれフハ家ウスとしては、まずまずの場所だといえた。


　地元の人間たちは、この教会を買い取ったどこかの金持ちが、たまに利用しているということくらいしか聞いていない。出入りする業ぎよう者しやもほとんどいない。


　教会の周囲には29ＳＡ──ＤＧＳＥ内の特とく殊しゆ部ぶ隊たいの人員が、数名ほど交代で警けい備びにあたっている。サングラス型の暗あん視し装そう置ちをかけているが服装は平へい服ふくで、武器もアロハシャツの下に隠かくせる小ささのマシンピストルだけだった。


　もちろん万全の警備には心細い装そう備びだ。


　だがもし地元の若者や観光客が敷しき地ちに迷い込んだとしたら──なにしろ、その可か能のう性せいが一番大きい──彼らを追い払はらうときにボディアーマーやカービン銃じゆうを見せつけるのは得とく策さくではない。その方が、よほど大きなトラブルを呼び込むことになる。


　その夜、当とう直ちよくについていた歩ほ哨しようの若者は、しずかな波の打ち寄よせる岸がん壁ぺきのそばを一人で歩いていた。陸りく軍ぐん出しゆつ身しんの彼は、いくつかの厳きびしい訓くん練れんと試し験けんをパスして、やっと部ぶ隊たいの任にん務むについたばかりだった。


　退たい屈くつな任務だと嘆なげくつもりなど、彼にはまったくなかった。そこらの年老いた警けい備び員いんではなく、わざわざ自分たちが呼ばれて、こうして巡じゆん回かい任にん務むに就つかされているのだ。あの教会に運び込まれたのが重要な人物だということは疑うたがいようがなかった。たとえ辺へん境きようの歩哨を任されたとしても、あくびまじりに仕事をするような男は、特殊部隊の一員には選せん抜ばつされない。


　だからこそ、彼は岸壁の下の海から、ひそかに上陸しようとしている三人の男たちを発見することができた。黒ずくめの潜せん水すい具ぐに最新のカービン銃。防ぼう水すい仕し様ようのタクティカル・ベスト。地元の若者や観光客でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　もちろん彼はのこのこと出て行って銃を構かまえ、『止まれ！　何をしている！』だのと言ったりはしなかった。訓練された三人の男に、マシンピストル一挺ちようで立ち向かえるはずもない。彼はすぐさま身を隠し、携けい帯たい無む線せんに小声で告げた。


「エフェメル４よりエフェメル１へ。Ｅ12に武装した侵しん入にゆう者しや三名を発見。指し示じを請こう」


　すぐさま指し揮き官かんのデルクールが応じた。


『こちらエフェメル１。監かん視しを続けろ。三分以内に応おう援えんをよこす』


「エフェメル４了りよう解かい。交信終了」


　通信を切ってから、彼は音もなく移い動どうして近くの岩いわ陰かげにかくれた。そこなら上陸した敵から死し角かくになるし、彼らを一〇〇メートル以上動くところまで監視できるはずだった。


　そのとき、背後から彼の首に手が回ってきた。


「…………！」


　ふりほどく間など、まったくなかった。ナイフの切っ先が喉のど首くびにあたる。


　四人目がいたのだ。


「サガラ・ソウスケはどこにいる？」


　死神の声で相手がささやいた。


「もう一度言う。サガラ・ソウスケはどこにいる？」


　彼は答えなかった。その沈ちん黙もくへの返事として、その男は言った。


「見上げた根こん性じようだ」


　背中に焼け付くような激げき痛つう。ナイフで腎じん臓ぞうを刺さされたのだ。敵は容よう赦しやなく、その切っ先を彼の体内でえぐった。意志とは無関係な外傷のショックで、まともな声さえ出なかった。


　ナイフが引き抜ぬかれた。


　つづいて左胸を二回刺され、とどめに喉を横一文字に切り裂さかれ、彼はそのまま岩場にくずおれた。一いち撃げきで済ますようなことはしない。急きゆう所しよを数すう箇か所しよ刺して確かく実じつに殺す。ごく模も範はん的てきなナイフでの殺さつ害がい方法だった。





　様よう子すがおかしい。


　宗介がそう感じたのは、警備陣じんのだれかがあわただしく通路を走っていく音を聞いたからだった。


　かすかに聞こえる無線のやりとり。フランス語は辞じ書しよを片手に読み書きできるのがせいぜいなので、会話の内容まではわからない。変化らしい変化といったらそれくらいだったが、彼は確かにそれ以上の何かを感じとった。


　それまで、この場所にはなかったあの気け配はい。


　殺さつ気きだ。


　どこかから潮しお風かぜに乗って、血の匂においが漂ただよってくる。ずっと遠くのはずだったが、敏びん感かんな彼の嗅きゆう覚かくはそれを見み逃のがさなかった。


　だれかが死んだ。


　殺された。


　そう確かく信しんするのと、外から銃声が聞こえたのはほとんど同時だった。


　小しよう口こう径けいのライフル弾だんと、サブマシンガンの銃声。おそらくはＭ４とＭＰ５か。あからさまな援えん護ごの時以外は、バースト射しや撃げきもフルオート射撃もほとんど使っていない。必要なときに必要なだけ撃うつ、プロフェッショナル同士の戦せん闘とうのリズム。


　目を覚さますなり、すぐこれだ──


「…………っ」


　宗介は歯を食いしばって首を起こした。またしても猛もう烈れつな痛みが襲おそってくる。頭の中がぐらぐらとして、指先が小こ刻きざみに震ふるえた。


　だが、立たなければいけない。


　外の騒さわぎが自分のこととは無む関かん係けいだ──そう思って眠ねむりにつきたい誘ゆう惑わくが襲いかかってきたが、彼は歯を食いしばってその衝しよう動どうをはねのけた。レモンが言った通りの状じよう況きようなら、外の戦闘がだれを巡めぐってのことなのかは察さつしがつく。


　ベッドに手をつき、上体を起こす。まるで数百キロの砂すな袋ぶくろでも持ち上げているような辛つらさだった。痛みに耐たえて身を起こし、体を回し、体につながれた管くだやコードを引きむしる。ベッドに腰こしかけた姿し勢せいに、どうにか持っていった。
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　自分でも驚おどろくほど筋きん力りよくが衰おとろえていた。レモンの話を信じるなら、一か月半も眠っていたのだ。そして──


「くそっ……」


　自分の腕うでを見て、宗介は悪あく態たいをついた。だれか他人の体なのではないかと思うほど、細くやせ衰えている。これではまるで、女の腕だ。冗じよう談だん抜きで、テレサ・テスタロッサや常とき盤わ恭きよう子こと腕相ず撲もうをしても負けてしまうかもしれない。


　表の銃声は断だん続ぞく的てきに続き、じりじりとこちらに近づいてきていた。


（武器は……？）


　ない。


　ここにあるのは点てん滴てきの針はりくらいだ。


（逃にげ場は……？）


　ない。


　部屋の扉とびらには鍵かぎがかかっている。レモンが出て行ったときに、錠じよう前まえの回る音を確かに聞いた。割れるかどうかも怪あやしいガラス窓まどは、ひどく小さく、高い位置にある。いまの自分があそこから這はい出すのは不可能だ。


　そもそも、立って歩けるのかどうかも怪しいところだった。


　廊ろう下かから銃じゆう声せいと悲ひ鳴めいが聞こえてきた。


　そう遠くない。いや、すぐ近くだ。いずれ敵がこの部屋に踏ふみ込んでくるのは間ま違ちがいなさそうだった。


　宗介は舌した打うちして、室内にあるわずかな物ぶつ品ぴんに目を走らせた。


　そこにあるのは、いくつかの医い療りよう器き具ぐと点滴セット、医療用のタンクとミネラルウォーターのボトルだけだった。そして自分にはまともに走るほどの体力も残されておらず、ましてや訓練された敵と戦って勝つ方法などまったくない。


　敵がこの部屋に入ってきたら、自分はなすすべもなく射殺されて終わりだろう。


　反はん撃げきの方法がない。


　いや──


　わずかな直ちよつ感かんと知識だけで、宗介は動いた。


　思い切り歯を食いしばって、ベッドから床ゆかへと脚あしを降ろす。これで立てなかったらもう終わりだったが、宗介の両脚はどうにか体重を支えることに成功した。


　ふらふらと心しん電でん図ず機きの横まで歩き、その横に置いてあった医療用の酸さん素そタンクに手を伸のばす。タンクについていたチューブを引きちぎろうとする。できない、そんな筋きん力りよくはない──タンクのバルブを最大まで開き、吸きゆう入にゆう器き側のマスクを何度も壁かべに打ち付けて壊こわしてやった。


　弁が壊れて、気体の漏もれる音が響ひびく。


　吸入器を壊すだけでも相そう当とうの体力を消しよう耗もうしてしまった。宗介は肩かたを上下させてあえぎながら、粗そ末まつな卓たく上じように置いてあったペットボトルをつかんだ。とてつもない重さだった。中身のミネラルウォーターを、ベッドの上のシーツに振ふりかけていく。これも大変な重労働だった。


　五分の一ほど残したボトルの水を頭からかぶり、濡ぬれたシーツを手た繰ぐり寄よせ、疲つかれた体に巻きつける。


「…………っ」


　こんなところか。


　あとは賭かけだ。


　彼はふたたびベッドに横たわると、さっきまで自分の体に刺ささっていた点滴の針を右手につかんで、荒あれた呼吸を整えた。


　外では銃声。タンクから気体の漏れる音だけが室内に響く。体中のあちこちが痛んだが、彼はそれを無む視しした。これは昔から何度もやっていることだ。どうにかなる。


　また銃声。


　今度はすぐそばだ。


　数秒とたたないうちに、部屋の扉が蹴け破やぶられて、黒ずくめの戦闘服を着た男が一人、踏み込んできた。まったく無む駄だのない素す早ばやい身のこなしだった。


　カービン銃の銃身がこちらを向く。


「サガラ・ソウスケだな？」


　男が言った。


「違うと言っても撃つんだろう」


「そうだ」


　男が発はつ砲ぽうする。


　同時に宗介が身をひねった。


　初しよ弾だんをかわしたところで、つづく数発で仕し留とめられるのは宗介にも分かっていた。だが次の瞬しゆん間かん、男の眼前で室内の空気が爆ばく発はつした。


「っ!?」


　はげしい炎ほのおが男の手の中から膨ふくれ上がる。


　まるでガスバーナーかなにかのように、一瞬で火球は男の周囲三～四メートルくらいまで広がる。それから鈍にぶく、重たい爆発音がやってきた。


　医療用タンクからもれ出ていた酸素が、室内に充じゆう満まんしていたのだ。


　そこに火をつければ、瞬間的に大きな爆ばく炎えんが発生することになる。さすがに軍用の爆薬のようにはいかないが、巨きよ大だいなガスライターが、目の前で着ちやつ火かしたくらいの炎は襲おそいかかってくる。


　男の発砲がもたらした炎は、ベッドの上の宗介にも襲いかかり、猛もう烈れつな高熱が彼の体を覆おおいつくした。


「…………！」


　呼吸を止めていたにもかかわらず、鼻や喉のどに熱気が飛び込んできた。濡れたシーツをまとって水をかぶっていなかったら、彼も大やけどを負っていたかもしれない。


　高熱が過ぎ去って身を起こすと、次に敵の悲鳴が聞こえてきた。


「ああぁ～～～!!　あ、ああ～～～！」


　男は銃から両手を離はなし、自分の目を両手で覆って絶ぜつ叫きようしていた。爆炎で目を焼かれたのだろう。宗介はすぐにベッドから立ち上がり──最初のときよりは素早くできた──よろめく足で戸口の前に立つ敵へと向かった。


　壁の絵画がめらめらと燃えている。


　われわれはどこから来たのか、われわれは何者なのか、われわれはどこへ行くのか。


「千ち鳥どり……」


　うわごとのような声でつぶやくと、宗介はまっすぐに歩いて男に組み付き、彼の太もものホルスターに差さっていた自動拳けん銃じゆうを奪うばった。そのまま相手にすがりつくようにしながら、混こん乱らんして泣き叫さけぶ男のあごの下に銃口を押おし付け、引き金を引いた。


　耳みみ障ざわりな悲鳴がやみ、男はその場でくず折おれて死んだ。


「…………」


　いまや背後で燃え上がり、黒くゆがんで消え去ろうとしているあの絵のせいなのかもしれない。宗介はなぜか無む性しようにやりきれない気分になった。この男がどんな奴やつかも知らないし、向こうはこちらを殺そうとしていた。気の毒どくに思う理由などなにもない。だというのに、まだこんなことを続けている自分を、彼はひどく哀あわれに感じた。


　悪夢はまだまだ続いている──


　あの闘とう技ぎ場じようで死んでも良かったのに。なにか得え体たいの知れない意志が、自分に『まだ死ぬな、殺し続けろ』と命じている。


　宗介は死体のそばにひざまずき、敵の装そう備びを奪っていった。


　タクティカル・ベスト。デジタル通つう信しん機き。カービン銃。予よ備び弾だん倉そう。血のついたナイフ。白はく燐りん手しゆ榴りゆう弾だん。サバイバル・キットに医療用キット。裸はだかの上半身にベストをひっかけ、拳銃は腰こしに差し、カービン銃を肩にかけ、宗介は部屋の外に出た。


　どうやらこの建物は、古い教会かなにかのようだった。レモンたちがどうなったのかは分からない。どこかに逃にげたのか、それとも死んでしまったのか。


　とにかくこの場から逃げよう。それからどこかに隠かくれる。人のいる場所はまずいだろうから、近くの山中あたりにまで逃のがれて、どうにか体力の回復をはかる。


　いまのところ思いつくのは、その程てい度どのことだった。


「…………」


　息が荒れる。脚が重い。


　敵から奪ったカービン銃とその他の装備も、ひどい重さだった。まるで五〇キロはあるようなセメント袋ぶくろを、両肩に負わされているような気分だ。こんな代しろ物ものを軽々と振り回していたなどとは、自分でもとても信じられなかった。


　途と中ちゆうに死体が転がっていた。


　平服姿なところを見ると、レモンの仲間だろう。黒くろ髪かみで口ひげをたくわえた、四〇過すぎの男だ。


　この死者の顔を、宗介はなぜか覚えているような気がした。もしかしたら危き篤とく状じよう態たいで朦もう朧ろうとしながら覚かく醒せいしたこの一か月半の間に、何度か会っていたのかもしれない。


　通つう路ろを抜ぬけて広い空間に出る。


　やはりここは教会のようだ。彼が出たのは、天てん井じようの高い礼れい拝はい堂どうだった。


　薄うす暗くら闇やみの中で、ステンドグラス越ごしの月光が銀色の光を落としている。その一いち条じようの光線の向こうに、レモンと何人かの男たちが立っていた。


「撃うつな！」


　とっさに宗介に銃口を向けようとした男たちに、レモンが鋭するどく命じた。


「よく見ろ。彼だ」


　そう言ってから、レモンがこちらに近づいてきた。宗介はふらつく腕うででカービン銃を支え、彼を照しよう準じゆんし続けた。


「ソースケ。無ぶ事じだったか」


　レモンが言った。


「あいにくな。敵はどこだ」


「外の敵はあらかた片付けた。敵の一人がこちらに向かったらしい。さっき大きな爆発の音が聞こえたけど……」


　そう言いながら、レモンは宗介の持つ銃や装備を一いち瞥べつし、眉まゆをひそめた。


「敵の装備じゃないか。殺したのか」


「肯こう定ていだ」


「じゃあ、とりあえずは撃げき退たいしたことになるな……。しかし、こんなところまで襲ってくるとは」


　舌打ちするレモンの前で、宗介はふらふらとよろめき、すぐそばの壁かべにもたれかかった。


「向こうでお仲間が死んでたぞ」


「どんな奴だった」


「四〇前後で口ひげを生やした黒髪の男だ」


　それを聞いて、レモンは目を丸くしてから、瞑めい目もくするようにうつむいた。


「デルクールか。くそっ」


「だが敵の狙ねらいは俺だったようだ」


「ああ。でもなぜそういいきれる？」


「俺の名前を知っていた」


「そうか」


　それ以上立っているのがつらくて、宗介は壁に背を預あずけてしゃがみこんだ。


「それで？　そんなランボーみたいな格かつ好こうをして、これからどうするつもりなんだ」


「逃げるつもりだった。だが、無む理りそうだ」


　憔しよう悴すいしきった宗介の言葉に、レモンは微ほほ笑えんだ。


「ああ、そのようだね。君も無む敵てきのスーパーマンってわけじゃなさそうだ。いまは力を蓄たくわえるべきだよ」


「そうだな」


「問題は、こんな地球の裏側まで、君を殺しに来た奴らがいるってことだ」


「ああ」


「その理由がわかるかい？　彼らが君を重じゆう要よう視しして、わざわざ抹まつ殺さつするために兵員を派は遣けんした理由だよ。僕にもすこしは想像がつくが、確信が持てない。いい加か減げんに教えてくれないか？」


　そばまで歩み寄ってきてしゃがみこみ、レモンは宗介の顔をのぞきこんだ。


「わからん」


　まだ癒いえてない傷にあえぎながら、宗介はつぶやいた。


「俺は連中にひどく嫌きらわれている」


「それだけじゃ理由にならないだろう」


「もうひとつ考えられる可能性が」


「それは？」


「アルだ」


　宗介は相あい棒ぼうの名前を告げた。


「仮にあいつがまだ生きていて、その情報を〈アマルガム〉がつかんでいるなら、連中は俺とあいつのコンビを『脅きよう威い』だと考えて、どちらかを抹殺しようと試こころみるかもしれない」





　　　　　●





　テレサ・テスタロッサには問題が山さん積せきしていた。


　一週間以上にわたる芝しば居いで心しん身しんともに疲つかれていたのに、ゆっくり休息をとるゆとりさえ彼女にはなかったのだ。


　まず、あのサンフランシスコでの作戦の後あと始し末まつがあった。目もく撃げき者しやの少ない港こう湾わん部ぶでのこととはいえ、ＡＳがあれだけ派は手でな戦せん闘とうをしたのだ。世間で騒さわがれないはずがない。かつてのミスリルの力が背景にあれば、『麻ま薬やく組そ織しきの抗こう争そう』だの何だのと理由をつけて適てき当とうに真相をごまかすこともできたが、孤こ立りつ無む援えんの今ではそんな真ま似ねもできなかった。それでもある程てい度どの情じよう報ほう操そう作さを行う必要はあったため、艦かんのＡＩ〈ダーナ〉や部下たちが施ほどこした膨ぼう大だいな作業のチェックも、最終的には自分がやらなければならなかった。


　カルフォルニア沖おきに待機していた〈トゥアハー・デ・ダナン〉と合ごう流りゆうを果たした後は、合がつ衆しゆう国こく海かい軍ぐんと沿えん岸がん警けい備び隊たいの目を盗ぬすんで姿を消すのにも苦労した。


　アメリカ海軍は決して馬ば鹿かではない。そして〈デ・ダナン〉が就しゆう航こうしてから一年半以上がたっている。彼らは彼らなりの方法でこちらを探たん知ちする手しゆ段だんの研究を進めていて、それはある程度の成果を収めつつある。彼らの探知システムは着々と進化しており、それがテッサたちの行動を以前よりも制せい限げんしているのだ。


　三日以上もかけて隠おん密みつ航こう行こうしてから、メキシコ沖一二〇マイルの海中に身を潜ひそめたあと、テッサはようやく艦の警けい戒かいレベルを一段だん階かい引き下げた。その命令を副長のマデューカスが復ふく唱しようし、艦のＡＩが静かな声で艦かん内ないにアナウンスを流すと、発はつ令れい所じよのクルーたちの間からも、ようやく安あん堵どのため息がもれた。


「艦長。二時間前からクルーゾー大たい尉いたちを待たせています」


　マデューカスが告げた。


「そうでしたね。行きましょう」


　彼女は艦長席から立ち上がった。普ふ段だんはていねいに三つ編あみにしているアッシュブロンドも、後頭部で無む造ぞう作さに束たばねているだけだ。シャワーもまる二日浴あびていない。身づくろいをする時間がまったくないほど、この三日間は予よ断だんを許さない状じよう況きようだった。これが男の艦長だったら、無ぶ精しようひげが伸のび放ほう題だいになっているところだろう。


　操そう艦かんと監かん視しを当とう直ちよく士し官かんに任せ、マデューカスと共に発令所から第一状況説せつ明めい室しつに向かう。途と中ちゆうで出会った水兵や士官は、こういう状況下になっても彼女に残らず敬けい礼れいをしてきた。軍事組織としての〈ミスリル〉は消しよう滅めつしたも同然なので、そういう敬礼はもうしなくていい、と何度も言っているのだが、クルーはだれも従したがわない。


「みんな疲れてるわ」


　彼女自身も疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、それを部下たちに気け取どられるわけにはいかない。意識して背せ筋すじを伸ばし、きびきびと早足で歩きながら、テッサはつぶやいた。


「はい、艦長。まだ士し気きには影えい響きようしていませんが、ミスや事故が心配です」


　後ろを付き従うマデューカスが小声で言った。


「できれば半日。せめて八時間は休みが欲ほしいところです」


「無理です。六時間休んだら南に向かうわ」


　わざわざこのマデューカスが口に出すのだから、軽い気持ちで言っているのではないことくらい、テッサにもよくわかっていた。だが、ここで休めるのはどう譲じよう歩ほしても六時間だ。それ以上この海かい域いきにとどまっていたら、米海軍の捜そう索さくの手が伸びてくる。


　ひいては、その海軍の情報を盗ぬすみ見ているはずの〈アマルガム〉にも察さつ知ちされる。


「部下たちのことではありません。あなたです」


　予想通り、マデューカスは食い下がってきた。


「サンフランシスコで囮おとりになってから、まともな休息を取っていないでしょう。クルーへの命令もわずかに険けんがこもっています。いまごろ発令所では、ゴダード大たい尉いがクルーたちに『艦長はお疲れなのだ』と言い含ふくめているところでしょうな」


「それで納なつ得とくできるなら、させておけばいいでしょう？」


　胸の内から湧わき出してくる苛いら立だちを必死に押おし殺しながら、テッサは言った。それからすぐに自分の発言を後こう悔かいした。


「ごめんなさい、あなたの言う通りね。気をつけます」


「いえ……」


「でも、休息については六時間が限げん度どよ。あとでたっぷり休ませてもらうから。もうすこしがんばりましょうね」


　完かん璧ぺきな微び笑しようを作って彼女は振ふり返ったが、マデューカスにはまったく通用していないようだった。彼は立ち止まり、立ち聞きしている者がいないか手て短みじかに確かく認にんしてから、改あらたまった声で言った。


「艦長。すこしよろしいでしょうか？」


「なんです？」


「私の忠ちゆう誠せい心しんには何ら変わりはありません。クルーたちもです。メリダ島脱だつ出しゆ後つごのいきさつで、それははっきりとさせていたつもりでした」


「ええ」


　相あい槌づちを打ちながら、テッサはあのとき──敵の大だい攻こう勢せいを受けてメリダ島から脱出したあとのことを思った。





　ベヘモス三機と大部隊の攻こう撃げきから九きゆう死しに一いつ生しようを得えて、大きな損そん害がいを出しながらも〈デ・ダナン〉で脱出したあと、テッサたちはそれまでの経けい験けんと知識を総そう動どう員いんして、敵の追つい跡せきをどうにかしのぎきった。この攻勢のことはアメリカ軍も察知したらしく、彼らの目を盗むことにも大変な苦労をした。普ふ通つうの潜せん水すい艦かんと指し揮き官かんだったら、あの包ほう囲い網もうを逃のがれることはまず不可能だったことだろう。


　とりあえず敵を振り切り、インドネシア近海までたどりついたところで、テッサは艦内のアナウンスで部下たち全員に告げた。


　他の戦隊も同様の攻撃を受けたこと。


　実じつ質しつ上じよう、〈ミスリル〉は壊かい滅めつしたと判はん断だんせざるをえないこと。


　これからは組織だった支し援えんも受けられず、孤立無援で敵に追われるだろうということ。


　敵である〈アマルガム〉が様さま々ざまな紛ふん争そうの仕し掛かけ人であり、これからも敵は『より効こう率りつよく』内戦や地ち域いき紛争を演出し、世界情じよう勢せいを動かしていくだろう。またその利り益えきを思うように享きよう受じゆしていくだろう、ということ。


　そうした事こと柄がらを、根こん拠きよや情報源を交えてじっくり説明したあと、彼女は言った。


（──もちろん『絶ぜつ対たい的てきな平和、恒こう久きゆう的てきな平和』の構こう築ちくは不可能です。それを踏ふまえた上で、『可能な限りの平和』を目指すために暴ぼう力りよくを行こう使ししていたのが〈ミスリル〉でした。そうした武力の是ぜ非ひについて、いまさらあれこれ言うつもりもありません。理想的な平和主義者から人間の屑くず呼ばわりされたとしても、あなたがたはかけらも動どう揺ようしないことでしょう。そう呼ばれても仕し方かたがないのが暴力というものです。名めい誉よも勲いさおしもない。その上で、わたしはこの艦──人類史し上じよう最強の暴力装そう置ちから手を離はなしません。徹てつ底てい的てきに彼らを妨ぼう害がいして、必ず敵を追い詰つめるつもりです。きれいごとはやめておきましょう。これはただの復ふく讐しゆうです。メリダ島で死んだたくさんの部下の借りを、わたしは返してやろうと思ってます。難むずかしいですが、勝算がないわけでもありません）


　そのとき握にぎっていたマイクの感かん触しよくさえ、テッサはよく覚えていた。


（もう満足な給料も払はらえません。これまで以上の危険に全員がさらされるでしょう。傭よう兵へいであるあなたたちに、それを強きよう制せいすることはできません。これから艦を降りる人員を乗せるヘリを格かく納のう甲かん板ぱんに用意します。ヘリはジャカルタに飛び、それから皆みなさんは自由の身となります。将しよう校こう、下か士し官かんも遠えん慮りよする必要はありません。すこしでも迷いのある人は、一時間後に格納甲板に来るように。以上です）


　あくまで淡たん々たんとした口調のまま、テッサは長い話を終えてマイクのスイッチを切った。


　彼女は発令所要よう員いんにも考える時間が必要だと考えた。


　自身は発令所の席を離れ、艦長室に一人きりで閉じこもって一時間を待った。マデューカスが何かを言いたがっているのも、彼女はきっぱりとつっぱねた。待っている間、親友のメリッサ・マオが艦長室の扉とびらをノックしたときさえ、ドア越ごしに『待たい機き室しつへ戻もどって一人で考えろ』と追い返した。


　せいぜい三割の人員が残ればいいところだろう、と彼女は考えていた。


　いや、二割を切ってもおかしくない。それくらい理り不ふ尽じんな話を自分がしているのだという自じ覚かくが、彼女にははっきりとあった。限られた数のヘリで数百人を越える人員を輸ゆ送そうするには、何度かの往おう復ふくが必要になることだろう。その段だん取どりを考え、また不足している補ほ給きゆう物ぶつ資しの問題をどうするか思し案あんしているうちに、一時間が過すぎた。


　テッサは艦長室から格納甲板に向かい、一人きりで重たい扉を開けて中へと入った。


　格納甲板には一〇〇人くらいのクルーがたむろしていた。クルツもマオも、クルーゾーもいた。彼らは特に緊きん張ちようした様子もなく、めいめいに雑ざつ談だんをしていた。


（これだけ？）


　意外に思ってテッサは彼らにたずねた。するとマオが眉まゆをひそめて、こう言った。


（なにが？）


（なにって……艦ふねを降りる人です）


（ああ。それなら向こうよ）


　マオがあごをしゃくり、別の方向を差した。


　すこし離れた輸送ヘリのそばに、二〇人ほどの集団がいた。ほかには本ほん格かく的てきな治ち療りようが必要な重傷者が一〇人。付き添そいの看かん護ご師しが三人。あわせて三三人。


　たったの三三人。


（降りる連中は妻さい子し持ちがほとんどだな。ま、無む理りもないし）


　と、クルツが言った。


（あなたたちは？）


　彼はテッサの顔を一いち瞥べつしてから、肩かたをすくめた。


（よく見ろよ、テッサ。ここにたむろしてるのは、陸戦ユニットやら基地要よう員いんやら整備クルーだろ。今のところ、することがないんでここにいるだけ。ちなみにほかの基地要員は艦内の仕事を手伝えるように、あちこちの部署にいって勉強中だとさ）


（で、でも……。ほかにいないの？　迷ってる人は気にしなくていんですよ？）


　テッサが念を押おすと、その一同は互たがいの顔を見合わせた。


（だそうだ。おーい、だれかいるか？）


　だれも返事をしなかった。いや、一人の兵へい站たん担たん当とうの二等兵が大げさに手をあげ、こう叫さけんだ。


（大たい佐さ殿どの。録ろく画がしといたドラマがあるんで、ちょっとだけ上陸許きよ可かいただけますか？　いえ、すぐに帰りますから）


　たちまち一〇〇人がくすくすと含ふくみ笑いをもらした。彼らの輪わの中心で、コーラをがぶ飲みしていた巨きよ漢かんの整せい備び隊たい長ちよう、サックスが人ひと垣がきをかきわけて近づいてきて、彼女に告げた。


（……とまあ、そういうわけだ、艦長。ただ、この船で生活させるには、無む駄だ飯めし食いも山ほどいるぞ。クビにするなら今のうちだ！　なあ、マスター？）


　サックスがふりかえって言った。人垣の中から太り気ぎ味みの初老の男──メリダ島基地の居い酒ざか屋や『ダーザ』の主人が手を振り、大声で『ばかもん』と怒ど鳴なった。


（ただの役立たずだと思っとったら、大おお間ま違ちがいだぞ、ばかもんが。わしとてアフリカでさんざん武名を馳はせた傭兵よ。いますぐあのロシア人の後あと釜がまに任にん命めいするといいわい）


（そりゃいい。カリーニン少佐の代わりにオヤジが作戦指揮官か。今日からあんたがパース・ワンだな！）


（まあ全員飲んだくれて仕事にならんだろうけどな）


（ばかもん、酒なんぞ一いつ滴てきも運んでくるヒマなかったわい。勝手にくたばりおった、お荷物のバカどもが山ほどいたもんでな。まったく、あのバカタレどもが）


　一同が手を叩たたいてはやしたてた。


　テッサはあとで知ったことだが、ダーザの主人は確かに酒の一滴すら持ち出してはいなかった。しかし店に飾かざってあったマッカラン大たい尉いたち──かつての戦せん死し者しやたちの写真だけは鞄かばんに詰つめ込んで一いつ緒しよに艦へと避ひ難なんしていたのだ。


（ここで逃にげたら男が廃すたる、ってもんだろ？）


（そうそう）


（あら？　女がいるのも忘れないでちょうだいね）


　技術士官のレミングが人垣の向こうから声を張り上げた。すぐそばにいたテッサの秘ひ書しよのヴィランと、通信担当のシノハラもコーラのボトルをかかげて、声をそろえて『同じく』と言った。
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（でも、だって……何十人も失ったんですよ？　これからだって分からないって、ちゃんと説明したつもりです。なのに、どうして、こんな……）


　それ以上の言葉を失い、立ち尽つくしていたテッサに、いつのまにか後ろから近づいてきたマデューカスが言った。


（まったく……。どうしようもないろくでなしのヤクザ者ばかりですな）


（マデューカスさん？）


（まあ、わたしもその一人ですが）


　その言葉に一同がまた笑った。このときばかりはマデューカスも『静せい粛しゆくに！』だのと野や暮ぼな叱しつ咤たは飛ばさなかった。


　騒そう々ぞうしい中で彼はテッサに告げた。


（艦長。あなたのために働けるのが、みんな嬉うれしいのです。兵隊だったら誰だれでも夢見るような指揮官。それがあなたです。もちろん最初は世せ間けん知らずの生なま意い気きな小こ娘むすめくらいにしか思われていなかったことでしょう。ですがいまは違う）


（…………）


（どんな歴れき戦せんの古ふる強つわ者ものでもなかなかできないことを、あなたはこれまでしてきたのです。そのあなたが戦うと言っているのだから、我われ々われは喜んで付いていきます。しかもあなたは本心からその動どう機きを話してくださった。もしあなたがさっきの演えん説ぜつで『平和のために』だのと言い出していたら、私も艦を降りていたでしょう）


　ただ復讐のために。


　テッサ自身はそこまで単たん純じゆんな考えではなかった。〈アマルガム〉を叩くのには、もっと別の現実的な理由もあった。だが、やはり自分を強く衝つき動かしたのは、そうした原始的な動機だったというのも事実だ。


　大たい義ぎもない。名めい誉よもない。


　そんな自分の復讐に付き従ってくれる兵士たち。たいていのことは予想して対応してきた自分でも、こればかりは完全に想そう定てい外がいだった。ひどいののしりを受けて見捨てられても、決して文もん句くは言えなかったはずなのに。


（そんな……）


　すこし前の彼女だったら、ぼろぼろとその場で泣いていたかもしれない。だが、そうはならなかった。そんなことは、どの部下たちも求めてはいない。


　代わりに彼女は両手を腰こしにあてて、よく通る声で一同に告げた。


（わかりました。でも、さっきも言ったとおり給料は出ませんよ？　ごはんくらいはどうにかしますけど。それだけです。いいんですね？）


（うーい）


（ま、仕し方かたねえわな）


（へいへい）


　くだけた返事が返ってくる。彼女は息を大きく吸すい込み、一同を怒ど鳴なりつけた。


（ちがいます。そういうときの返事は!?）


　全員があわてて、声をそろえて叫んだ。


（イエス・マム！）


（よろしい）


　すまし顔でうなずくと、奇き妙みような静せい寂じやくがその場を支配した。それからこらえきれなくなって、まずテッサが噴ふき出し、続いて一同が大声で笑った。格かく納のう庫こに場違いな笑いの渦うずが満ち、こだました。


　彼女自身、自分でもなにがおかしいのかよく分からなかった。緊きん張ちようにつぐ緊張で神経がおかしくなっていたのかもしれない。腹を抱かかえて笑っているうちに、とうとうこらえきれなくなって涙なみだがあふれてきた。みんなに気け取どられたくなかったので、彼女は『解かい散さんです』とだけ告げて、その場から急いで立ち去った。


　艦を去る人々に別れを告げられるくらいに落ち着くまで、それから三〇分くらいはかかった。





「艦かん長ちよう？」


　しばしの回かい想そうにふけっていたテッサに、マデューカスが声をかけた。


「え？　あ、ごめんなさい」


　われに返った彼女の顔──長い作戦で疲つかれきった彼女の顔を、マデューカスは注意深い目で観かん察さつした。


「…………。いま申し上げた通り、私が心配しているのはあなたの疲ひ労ろうです。こういう状じよう況きようで付いてきてくれる部下たちに、必要以上の責任を感じていませんか？」


「どういう意味です？」


「思いつめすぎるのは心しん身しんによくありません。本来なら、あなたには一か月くらいはどこかの観光地でのんびりしてもらった方がいいとさえ私は感じています」


「できるわけがないでしょう？」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みに言ったが、マデューカスは笑わなかった。


「そこです」


「？」


「前のあなたなら、もう少しウィットの利きいた返事をしたことでしょう。『ではみんなでどこぞの島を占せん領りようして、しばらくのんびりと過ごそうか』、だとか……。いえ、私はそういう冗じよう談だんの才能がないので、うまく言えないのですが──少なくとも、ただ『できるわけがない』という返事にはならないはずです」


「…………」


「いまの貴あ女なたにはユーモアが足りない。いろいろと思いつめている、精神が疲労していることの証しよう拠こです」


　マデューカスの言葉を、テッサはできるだけ冷静に吟ぎん味みしてみた。確かに彼の言うことは真まっ当とうかもしれないが、だからといって現げん状じようではまともな休息など取れるわけがない。それに──


　そこではたと気付いた。


　このマデューカス──堅かた物ぶつで真ま面じ目めすぎるこの男に『あなたにはユーモアがない』と言われることの皮ひ肉にくやおかしさに、なんで自分はすぐに気付かなかったのだろう？　それこそ自分が疲れていることの証しよう左さなのではないのか？


「そうね……」


　テッサは力なく答えた。


「覚えておきます。でも、いまはとにかくこれからの相そう談だんよ」


「はい」


　そう答えるマデューカスの声には、どこか苦々しいものが混じっていた。


　ふたたび歩き出す。艦内の状況説明室に着くと、室内にベン・クルーゾーとメリッサ・マオ、それからクルツ・ウェーバーが待っていた。


　陸戦ユニットの指揮官だったカリーニンがいなくなったため、その後こう任にんはクルーゾーになっていた。キャステロなどの将しよう校こうも失ったので、彼の仕事はマオが引き継ついでいる。


　それから最近では、クルツにも様々な役割をこなしてもらうことになった。以前にマオがこなしていたＳＲＴのサブリーダー役、それから下か士し官かん・兵の取りまとめ役だ。もっともＳＲＴの人員は大半が戦死したり負傷したりで、実じつ質しつほとんど稼か動どうしていないのだが。


〈ミスリル〉が壊かい滅めつした以上、そこでの階級ももはや形けい骸がい化かしたも同然だったが、指揮権をはっきりさせるためにテッサは階級の概がい念ねんを残すことにした。クルーゾーは大たい尉い扱あつかいに昇しよう格かくさせ、マオも中尉ということになっている。


　クルツは曹そう長ちよう扱いだ。彼の昇格をテッサに推すい薦せんしたのは、クルツと犬けん猿えんの仲だと思われていたクルーゾーだった。


　テッサはそのとき『彼にやれると思います？』とクルーゾーにたずねたが、彼は『奴やつなら、まあやれるでしょう。場数も技能もトップクラスですし、ああ見えてよく気が回ります。マッカラン大尉も認めていた節ふしがありますし。不ふ本ほん意いなことではありますが』と不ふ愉ゆ快かいそうに答えた。


　クルツ本人は『ウェーバー曹長』というのがなかなか気に入っているらしく、兵たちにも『曹長どのと呼べ』だのと言ってはしゃいでいる。もっとも、周囲の兵たちはイヤミたっぷりに、


『ウェーバー曹長どの。前に貸かした一〇ドル、はやく返せバカ』


　だとか、


『ウェーバー曹長どの。ヒマだったらジャガイモの皮むき手伝えボケ』


　だとか、好き放ほう題だいに言っているだけだった。


　典てん型けい的てきな先任下士官とは少々違ちがうやり方だが、それでうまく回っているのはクルツ個人の人ひと懐なつっこさと社交性のおかげだろう。実際、クルツは兵の間で起きたいくつかのトラブルをどれも問題なく収めていた。軽口は相あい変かわらずだったが、前ほど好き勝手な茶ちや々ちやは入れなくなっている。経験不足の兵の相談相手もしているようだ。


　クルーゾーもマオも前から気付いていたようだったが、クルツにはリーダーとしての素そ質しつもあったのだ。もっとも、それはテッサのような、より大きな責任を預あずかる将校としてのそれとは質の異ことなるものだ。言ってみれば、野球やバスケのチームにおけるキャプテンのそれに近い。


　ちなみにメリダ島での戦せん闘とうで負傷したヤン・ジュンギュやサンダラプタらＳＲＴの生き残りは、艦ふねに残って療りよう養ように努め回復し、いまはリハビリと基き礎そトレーニングに励はげんでいるところだった。


　いまの〈デ・ダナン〉の状況は、おおむねこんな形になっている。


　最大の懸けん案あんだった補ほ給きゆう物ぶつ資しの問題は、思いもよらない形で解かい決けつしていた。


　だれなのかは分からなかったが、インドネシアの近海──だれにも知られていないような小さな孤こ島とうに、補給物資が備び蓄ちくしてあるという情報を、『ダーナ』に入力しておいた者がいたのだ。メリダ島を脱だつ出しゆつした一日後に、ダーナがそれを報告してきた。


　もちろんだれかの罠わなかもしれない。だが、ほかにあてもない。警けい戒かいしながらもその情報が示す座ざ標ひように向かった〈デ・ダナン〉を待っていたのは、孤島に放ほう置ちされたコンテナ数十個にも及およぶ弾だん薬やくや燃料、食料や部品類だった。


　いまだにその補給物資を用意したのがだれなのかははっきりしていなかったが、テッサもマデューカスも漠ばく然ぜんとそれを感じてはいた。


　こういうことができる人間は限られている。〈ミスリル〉とは別の様さま々ざまな裏ルートを持っていて、ひどく慎しん重ちようで、先せん見けんの明めいがあり、かつ〈デ・ダナン〉が必要とする物資を正確に把は握あくできた者。


　アンドレイ・カリーニン以外には考えられなかった。


　その時点までで十中八九、彼は死んだものだと思われていた。だがそうだとしても、彼がどうしてここまで周しゆう到とうな準じゆん備びを──しかもテッサたちにまで気付かれないように用意していたのかは、いまでも謎なぞのままだった。





「お待たせしました」


　状況説明室で待っていたクルーゾー、マオ、クルツの三人にテッサは告げた。立ち上がろうとするクルーゾーを手で『そのまま』と制せいして、自身はさっさと椅い子すに腰こし掛かける。


「思ったより潮しおの流れが速くて、時間がかかってしまいました。すみませんでしたね」


「いえ」


　腰を落としてクルーゾーが答える。


「それで。ファウラーを捕とらえ損そこねた上での、これからの我々の行動の指し針しんについてでしたが……」


「ええ。残念ながら、レナード・テスタロッサの尻しつ尾ぽをつかむには至りませんでした。別のルートからどうにか探すしかないわけですけど……」


　自分の兄の名を、まるで赤の他人のように口に出すテッサの態たい度どにも、その場の面メン子ツはもう慣なれていた。彼女の兄が〈アマルガム〉の幹かん部ぶとして活動していることや、技術的な面で組織に多大な貢こう献けんをしていることは、すでにこの場の面々には話してある。


「それについても、まったく当てがないわけではありません。こういう場合のために、基地要員の大半を陸おかに派は遣けんしておいたんですから。彼らはこの数か月で、それなりの情報網もうを構こう築ちくしつつあります」


　メリダ島を脱出した際に乗せたほとんどの基地要員は、すでにこの艦を降りていた。世界中の各地に送り込み、それぞれに得意な分野で活動をさせている。物資の買い付け、その予算の捻ねん出しゆつ、補給の段だん取どり、その護ご衛えい。


　もちろん情報収集と〈ミスリル〉残ざん党とうの探たん索さくと接せつ触しよくもやらせている。


　それら味方の連れん絡らく手しゆ段だんと守しゆ秘ひ手段を整備するために、テッサたちは一か月以上の準備期間を費ついやしていた。


　マオが言った。


「だからといって、敵の居場所を簡単につかめるわけでもないでしょ？　本職のスパイってわけでもないし」


「ええ。ですから陸おかに派遣した人たちには、〈ミスリル〉の生き残りと接触することを優先にするよう命じてます。……たとえば、サガラさんもどこかでわたしたちと同じことを探していることでしょうから。彼のような人と接触さえできれば、なにか糸口はつかめるはずですし」


　相良宗介の名前を口に出すと、マオたちはほんの少しだけしんみりとした様子になった。


「ソースケねえ……」


　と、マオ。


「生きてるかどうかも分かりませんが」


　と、クルーゾー。


「はっ。あいつがそんな簡単にくたばるとは思えないけどな」


　と、クルツは妙みように自信たっぷりにつぶやき、それからふっとため息をついた。


「……だとしても、だ。そろそろはっきりさせて欲ほしいんだけどね、テッサ」


「なにをですか？」


「そこまで兄貴にこだわる理由さ。単純に肉親だからとか、幹部だからとか、そういう理由じゃ納なつ得とくできないんだけど。もっと別の理由があるんじゃないのか？」


「ウェーバー」


　歯に衣きぬ着せぬクルツの物もの言いいを、クルーゾーが横からたしなめた。


「いいんです、クルーゾーさん」


「しかし……」


「そろそろ潮時だとは思ってましたから。わたしにも確信が持てないでいたから、これまで曖あい昧まいにしてきたことですが、ここでは話しておきます」


　実際、この考えはまだ誰だれにも話していないことだった。なぜ自分はレナードを標ひよう的てきにしているのか？　なぜ執しつ拗ように彼を追おうとしているのか？　どこまで話していいのか分からなかったので、これまであえて伏ふせてきたことを、彼女は最も信しん頼らいできる四人の部下たちに説明することにした。


「〈アマルガム〉は非ひ常じようにタフな組織です」


　言葉を選びながらテッサは言った。


「組織の構こう造ぞうが〈ミわスれリわルれ〉のようなピラミッド型ではなくて、クモの巣す型の非常に複ふく雑ざつな指揮系けい統とうになっているからです。もちろんその中にも幹部はいます。この場合の幹部というのは、ネットで言うところの『ノード』のようなものだと思っておいていいでしょう。それも『高機能のノード』です。でも、その幹部を見つけて無む力りよく化かしても、組織へのダメージは微び々びたるものにしかなりません」


「どうしてだよ？　指揮系統が混こん乱らんしたりしないのか？」


　きょとんとしてクルツが言うと、マオがぼそりとつぶやいた。


「スケールフリーのネットワークってわけね。ほかのハブがそれを代だい替たいする、と」


「そういうことです。ご存ぞん知じでしょうけど、もともとインターネットは、ソ連からの全面核かく攻こう撃げきから指揮系統を全米の各所に分ぶん散さんさせ生き残らせるために生まれたシステムです。〈アマルガム〉はこのシステムの概がい念ねんを取り込んだ、風ふう変がわりな秘ひ密みつ結けつ社しやといったところです。組織の有力者はもちろんいますけど、本当の意味での『ピラミッドの頂ちよう点てん』は存在しません。だれもが意い思し決けつ定てい能のう力りよくの一いち翼よくを担になっていて、誰もが実力行こう使しの矛ほこにもなっているんです」


「いやはや、民主的ですな」


　マデューカスが皮ひ肉にくっぽくぼやいた。


「民主的です。だから、意思決定は遅おそい。でも圧あつ倒とう的てきに強きよう靭じんで壊こわれにくい。そういう厄やつ介かいな組織です」


「えーと？　つまり？　すまん、俺、マジでよく意味がわかんねーんだけど」


　顔をしかめてクルツが言うと、クルーゾーがすこし躊ちゆう躇ちよしてから、こう告げた。


「ゲームやアニメにたとえれば、そいつを倒たおせば話が完かん結けつするようなボスキャラがいない、ということだ」


「ははあ……」


「中ボスはたくさんいる。それこそだれも把は握あくできないほどにな。だがそいつらを退たい治じしている間に、ほかの中ボスが有ゆう機き的てきに働いて組織を補ほ完かんしてしまう。永遠に終わらないモグラ叩たたきのようなものだ」


「なるほど。……って、おいおい！　そんな連中とどうやって戦うってんだよ？」


　クルツの声はほとんど悲鳴に近かった。


「一見、無む敵てきに見えるでしょう。非常にタフで低エントロピーだとは思います。でも、不ふ滅めつなわけではありません」


　テッサが言った。


「わたしは『勝算はある』と前に言いましたね。その問題については、クリスマスの事件の後から気付いていました。ボーダ提てい督とくにもレポートは送っていましたし。提督も真しん剣けんに受け止めてくださっていたとは思いますけど、対たい応おうを考える前に彼は作戦本部ごと殲せん滅めつされてしまった……。でも、〈アマルガム〉の弱点について考こう察さつしていたレポートの作成者──つまりわたしは生きています。こうした種類の組シス織テムが抱かかえる弱点は、生物学的、情報工こう学がく的てきにはっきりしてるんです」


「どういうことだ？」


「なるほど、ウイルスね」


　思し慮りよ深げにマオが言った。


「その通り」


　テッサは微笑を浮うかべた。


「組織を完全に殲滅することはできないかもしれません。でも、ほとんど死んだも同然の状じよう態たいまで無む力りよく化かすることはできます。もう立ち直れないくらいまで。わたしの考えている『勝算』というのは、そういうことです」


「ですが、大たい佐さ殿どの──」


　クルーゾーが言った。


「──相手はコンピュータでも生物でもありません。なんらかの手段でコミュニケーションをとっている人間の集団です。その特質もまったく把握できていない。ウイルス的ななにかを用意したくても、具ぐ体たい的てきになにをどうすればいいのか、自分には想像もつかないのですが」


「そうですね。わたしもです」


「では、どうやって……」


「わたしの知る限り、そうしたウイルス的ななにかを発はつ案あんし、実際に準備できるような天才──しかもそれが実現できるほど組織内に深く入り込んで内情を把握できているような人間は一人しかいません。……これでもうわかりましたね？」


「それが兄貴ってことか」


　クルツが言った。


「そういうことです。わたしは彼の性格と能力をよく知っています。彼ならもちろん思いつくだろうし、なにかのために用意しておくでしょう。他の幹部も気付かないように。ですから、わたしたちがするべきことは〈アマルガム〉の関連施し設せつをしらみつぶしに襲おそったり、彼らの機体の生産工場を破は壊かいしたりすることではありません。レナード・テスタロッサを生きたまま拘こう束そくして、あヽらヽゆヽるヽ手ヽ段ヽをヽ使ヽっヽてヽでヽもヽ、わたしたちに協力させることです」


「あらゆる手段、って……」


　テッサはごく冷たい目のまま、淡たん々たんとうなずいた。


「あらゆる手段です。これ以上説明することはありませんね？」


「で、でもよ……」


「ありがとう。でもいいんです」


　テッサが静かに微ほほ笑えむと、クルツは唇くちびるを引き結んで背筋をぶるりと震ふるわせた。クルーゾーとマオはなにか深刻なまなざしで彼女の横顔を見つめ、マデューカスは痛ましげな表情でうつむいた。


「ファウラーは逃にがしましたけど、いくつか有ゆう用ような情報は入っています。ダーナの分ぶん析せきも進んでいます。わたしはこのまま艦ふねを南に向かわせ、太平洋で待機させるつもりです。大西洋に向かわなければならないケースも出るかもしれませんけど、この艦の航こう行こう能力なら南米大陸を回ってもひどい時間はかからないでしょう。異い存ぞんはありませんね？」


「はい、艦かん長ちよう」


　真っ先にマデューカスが言った。遅おくれて残りの三人も同意した。それからいくつかの相談をして、会議は終しゆう了りようした。マデューカス、クルーゾー、クルツが部屋を出て行ってから、残ったマオがテッサに声をかけた。


「テッサ」


「はい？」


「だいじょぶ？」


　マオのまなざしはごく真剣だった。


「ええ。どうして？」


「どうして……って。まあ、なんとなくそう思ったんだけど」


「さっきもマデューカスさんに心配されました。でも、大だい丈じよう夫ぶですから」


　テッサが微笑んでも、マオは笑わなかった。


「ならいいんだけど。せいぜい五時間くらいしかないけど。なんか食べて、それからちゃんと寝ねとくのよ？」


「ええ、そのつもりです」


「艦医のゴールドベリ先生も言ってるでしょ？　食欲があって──」


「はいはい！　食欲があって、ちゃんと寝れてる間は大丈夫だ、でしょ？　その通りですから、心配しないで！」


　テッサは無理やりあくびをしてみせてから、大きく伸のびをして状況説明室を立ち去った。


　そのまままっすぐ艦長室に帰ると、デスクの上にクラブサンドと野菜ジュースのパックが置いてあった。調理室のカスヤ上等兵が置いていってくれたのだろう。


　もう半日以上もなにも食べていなかった。


「…………」


　クラブサンドを一口かじり、無む理りやり喉のどに流しこむ。でも二口は無理だった。野菜ジュースだけはどうにか半分くらい飲むことができた。それからテッサはクラブサンドをバスルームの便べん器きに捨て、証しよう拠こ隠いん滅めつをはかる犯罪者のような気分で流してしまった。


　シャワーを浴あびようと思ったが、そういう気分にもなれなかった。照しよう明めいを消す。衣服をすべて脱ぬぎ捨て、ベッドの上で毛もう布ふにくるまって横になる。


　一〇分が過ぎ、三〇分が過ぎ──


　一時間がたって、ようやく彼女はあきらめた。


　眠ねむれないのだ。


　むくりと半身を起こし、毛布をのろのろとたぐり寄せ、壁かべに背中をあずけ、暗くら闇やみの中でじっとうずくまる。


　両目はずっと見開いたまま。


　頭の中を渦うず巻まくのは、死んでいった部下たちの顔と名前。自分が死なせてしまった最高の男たち、女たち。


　彼女はずっと無む言ごんのまま、反対側の壁の一点を見つめていた。













　　３：フロント・トワード・エネミー










　全身の筋きん肉にくが悲ひ鳴めいをあげている。


　つらい。苦しい。


　足が重い。吐はきたい。


　あごがあがる。はげしい呼こ吸きゆうで肋ろつ骨こつが痛い。のどが渇かわく。ひどく渇く。


　密みつ林りんの湿しめった空気がべったりと体にまとわりつく。大たい量りようの汗あせが噴ふき出て流れ、一歩一歩を踏ふみ出すたびにジャングルブーツがべちゃべちゃと不ふ快かいな音をたてる。背はい囊のうのベルトが肩かたに食い込み、痛くて痛くてしかたない。立ち止まって両りよう膝ひざに手をつき、ほんの三〇秒でも休めないだろうか、と思う。どうせだれも見ていないのだから。さぼったところで文もん句くを言う者はいない。


「……っ」


　宗そう介すけは歯を食いしばって、小こ刻きざみに首を振ふる。情けない。険けわしい山やま道みちとはいえ、まだ六キロしか走っていないのに、この始し末まつだ。


　足を前へ。足を前へ。


　太い木の根につまずいてよろめく。前のめりに倒たおれそうになったが、かろうじてバランスをとって踏みとどまる。そのまま立ち止まりたかったが、ぐっとこらえて動き続ける。考えるな。走れ。


　ばくばくと心しん臓ぞうがはげしく鳴なり、その鼓こ動どうが首くび筋すじから耳のあたりまで響ひびいてくる。視し界かいが狭せばまり、意い識しきが朦もう朧ろうとしてくる。


　足を前へ。足を前へ。


　戦いの基き本ほんは？　兵へい隊たいの基本は？　そう、走ることだ。


　走れ。走れ。走れ。


　走れない戦せん士しに勝利はない。極きよく論ろんすれば、技ぎ能のうも装そう備びも無む関かん係けいだ。敵よりも長く走れる者にだけ、戦いの女め神がみは微ほほ笑えむ。戦せん闘とうの極きよく限げんで優ゆう劣れつを分けるのは、ごく単たん純じゆんな、それだけの差だ。自分がここまで生き延のびてきたのも『走れた』からだ。


　余よ計けいな考えがどんどん消えていく。


　迷まよいも疑ぎ問もんも消える。過か去こへの後こう悔かいも、未み来らいへの逡しゆん巡じゆんも消えていく。


　前へ。前へ。前へ。


　目め印じるしにしていたグロテスクな低てい木ばくにさしかかる。もうすぐ一〇キロ地点だ。きのうはたどり着けなかった距きよ離りを、きょうはもう通り過すぎようとしている。


　全身の苦しさは相あい変かわらずだ。


　だが、明日はもっと先へと走れるだろう。
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「まだ動くつもりなのか。いやはや、まったく……」


　キャンプに戻もどってくるなり柔じゆう軟なん体たい操そうを始め、ろくな休きゆう憩けいもとらずにアスレチックのフィールドへと向かっていく宗介の後ろ姿すがたを眺ながめ、ミシェル・レモンはつぶやいた。


　ここは北ほく米べい・フロリダ州北部の湿しつ地ち帯たいだ。


　いちばん近いテイラー町でもここから数十キロ離はなれており、原げん始しの時代からほとんど人の手が入っていない地である。やってくるのは変わり者の狩しゆ猟りよう者しやか、どこかの学がく術じゆつ調ちよう査さ員いんくらいのもので、そうした物もの好ずきな連れん中ちゆうでさえ、年に数えるほどしか訪おとずれない。ルートは陸りく路ろ一本のみ。この辺へん鄙ぴな土地に来る者は、必ずテイラーの町を経けい由ゆしなければならず──つまり宗介を狙ねらってやってくる者がいれば、町の人々がすぐにレモンたちに無む線せんで警けい告こくを送ってくれるという寸すん法ぽうだった。


　ヒバオア島での襲しゆう撃げきで、レモンは自身の諜ちよう報ほう組そ織しき・ＤＧＳＥにすら〈アマルガム〉の情報網もうが食い込んでいることを身をもって思い知らされた。そうでなければ、宗介の所しよ在ざいが漏もれるはずがなかったのだ。


　フランス本国に連つれ帰ることも考えたが、現げん状じようを考えるとむしろそれは危険だ。それに宗介の身み柄がらは、上じよう層そう部ぶの判はん断だんで自分の元から引き離されてしまうだろう。当然、きびしく尋じん問もんされるだろうし、それではむしろ宗介からの協力が得えられなくなる。あの襲しゆう撃げきは明らかに〈アマルガム〉からの敵てき対たい行こう為いだ。自国と組そ織しきの一部は〈アマルガム〉を懐かい柔じゆうできると考えているようだったが、それが可か能のうだとはレモンには思えなかった。


　だから彼は、ごく信しん頼らいできる部下だけを伴ともなって、宗介を独どく自じに別の場所へと移い送そうすることにした。直ちよく接せつの上じよう司しであったデルクールが死んでしまったため、かなりの裁さい量りよう権けんがレモンに委ゆだねられていたが、この判はん断だんは組織内での自分の立場を危あやうくするものだ。なにしろ重じゆう要ような情報源を独どく断だんで隠かくしてしまうのだから、上層部がこれを面おも白しろく思うわけがない。言ってみれば、レモンたちは宗介と一いつ緒しよに逃とう亡ぼう者しやになっているようなものだ。


（かまうものか）


　そうレモンは思っていた。


　もちろん自分は祖そ国こくの国こく益えきのために働いているし、いまもそうしているつもりだ。宗介をみすみす敵の手に渡わたしてしまうことや──頭でっかちな本部の情報担たん当とう者しやにくれてやることの方が、むしろ国を売り渡してしまうことにつながるのではないか？　それほどまでに〈アマルガム〉という組織は危険で、その影えい響きよう力りよくは根が深いものだと、彼はこの数か月の出で来き事ごとで感じていた。


　まずは宗介を回かい復ふくさせる。


　本ほん来らいの力を取り戻せば、彼は護ご衛えいなど必要ないくらいの戦士になるだろう。そうすれば自分たちも今よりはるかに動きやすくなるし、宗介との共きよう闘とう関係を築きずくことで、〈アマルガム〉という組織の中ちゆう枢すうにすこしでも近づくことができる。ひいては、敵の脅きよう威いから祖国を遠ざけることにもつながる。


　このキャンプに来る前、レモンは自分のこうした考えを宗介に語って聞かせた上で、協力するよう申もうし入れた。宗介はすこし考えてからうなずき、


（いいだろう。だが、それだけなのか？）


　と言った。


　合ごう理り的てきな理り由ゆう以外に、レモンの〈アマルガム〉に対するこだわりのようなものを感じたのだろう。もっともな話だった。ごく『官かく僚りよう的てきな』エージェントならば、こんな厄やつ介かいな重じゆう要よう人物など、さっさと本部のだれかに押おしつけて、自分は別の任にん務むに移うつりたがっているところだ。


　レモンはぼんやりとした口く調ちようで答えた。


（復ふく讐しゆう……といったら変な話になるだろうけどね。まあ、そんな気き分ぶんはあるよ）


（そうか。わかった）


　それだけで宗介は納なつ得とくし、二度とレモンの動どう機きについて詮せん索さくはしてこなかった。


〈ミスリル〉や〈アマルガム〉についての情報、そしてなぜ宗介が敵に狙われたのかなどの事情については、宗介がある程てい度ど回かい復ふくしたときに教えられる約やく束そくになっていた。


　問題はそれからの潜せん伏ぷく先さきだった。


　レモンはいくつか個人的なコネを当たってみたが、どれも安全とは言いがたい場所や環かん境きようばかりだった。困こまっていたところ、宗介自身がレモンに提てい案あんした。


（力を貸かしてくれそうな人物なら心こころ当あたりがある）


　と。


　その人物──元アメリカ海かい兵へい隊たい員いんのジョン・ジョージ・コートニーが提てい供きようしてくれたのが、この僻へき地ちの無む人じんキャンプだった。


　いまも宗介は無む言ごんでフィールドの中を飛とんだり跳はねたり、よじ登ったり駆かけ下りたりしている。その様よう子すを黙だまって見ていたレモンのかたわらに、問題の初しよ老ろうの人物──コートニーがやってきた。年ねん齢れい相応の皺しわは刻きざまれているものの、背せ筋すじはぴしりと伸のび、動作の一つ一つが力強い。見るからに古ふる強つわ者ものといった風ふう貌ぼうで、色あせたオリーブ色の野や戦せん服ふくをいまも見み事ごとに着こなしている。


「やっとるようだな」


「ええ。無む茶ちやにもほどがあります」


　レモンの言葉に、コートニーはふんと鼻を鳴らした。


「だが、あの若いのには無茶を通すだけのものがある。それが分かるかな？」


「戦う意い志しとか、目的とかですか」


「もっとシンプルだ。ただのフヽァヽッヽキヽンヽ・ガヽッヽツヽだよ」


　その老人は豊かな口ひげを指先で撫なでてから、つぶやいた。


「ガッツ、ですか……」


「ちがう。ファッキン・ガッツだ」


　コートニーは訂てい正せいした。


「どう違ちがうんですか」


「なんと、分からんのか？　だとしたらおまえさんはどうしようもないファッキン・イディオットだ！　まあ鼻持ちならないファッキン・フレンチ野や郎ろうにしてはファッキン・イングリッシュが話せるだけ、まだ見み所どころがあるがな！」


「はあ」


　なにかにつけて下げ品ひんなＦ言葉を連れん発ぱつするこのコートニー退たい役えき中ちゆう佐さは六〇過すぎのアメリカ人で、ベトナム帰りだという。この土地とこのキャンプを用意し、テイラーの町の人々を味み方かたにつけたのもすべて彼の尽じん力りよくによるものだ。


　このキャンプは、その昔、アメリカ陸りく軍ぐんと海兵隊がベトナム戦争でゲリラ戦に悩なやまされていたころ、密みつ林りんや湿地帯での戦闘を教きよう練れんするために使われていた施し設せつだったのだという。『突チヤー撃ジングチャーリー』とかいう異い名みようで知られた陸軍の将しよう校こうが、正せい規き戦せんしか学んでいない若い兵士たちにベトナムの地じ獄ごくを体たい験けんさせるために作り上げた。コートニーはその訓練課か程ていの一いつ期き生せいだったそうだ。そのキャンプのしごきは猛もう烈れつで、朝は爆ばく弾だんで叩たたき起こされ、ベトコン風の衣い装しようを着た教官たちにこづき回され、毎日寝ねる間もろくにないままフィールドを這はい回ったという。余よ談だんだが、そのチャーリー某なにがしはのちに陸軍で『デルタ・フォース』という名の特とく殊しゆ部ぶ隊たいを創そう設せつしている。


　そうした、いわくつきのキャンプの跡あと地ちで宗介はリハビリのトレーニングを続けているのだった。


　だがコートニーと宗介とは、今年の初しよ頭とうに一度、彼の『上官』を通じて酒しゆ席せきを共にしただけの間あいだ柄がらだとのことだ。たったそれだけの関係なのに、その老ろう兵へいがここまで念ねん入いりな段だん取どりを整ととのえてくれたことを不ふ審しんに思ったレモンは、最初にコートニーにその理由をたずねてみた。


　すると彼は、


（わしら仲間のかわいい娘むすめが選んだ男だからのう……）


　と寂さびしげにつぶやくばかりだった。


　なにやら妙みような事情がありそうだったが、不ふ機き嫌げんになられても面めん倒どうくさいのでそれ以上レモンは詮せん索さくしなかった。


　そんなわけで、すべてをお膳ぜん立だてしてくれたのはこの初老の男なわけなのだが──


「ですがコートニーさん。訓練というものには然しかるべきセオリーというものがあります」


　宗介の無茶を『根こん性じよう』の一ひと言ことで片づけてしまうコートニー退たい役えき中ちゆう佐さに、レモンは異い論ろんを唱となえた。


「彼がやっているのは明らかなオーバーワークだ。運動生せい理り学がく的に間ま違ちがっています。あれでは充じゆう分ぶんな筋きん肉にくは付かない。むしろやせ細ってしまうし、いずれ限げん界かいを通り越こして倒れてしまうはずです。あなたからもソースケに言ってやってくれませんか」


　するとコートニーは胸ポケットから、吸すいかけの葉は巻まきを取り出してくわえ、続いてマッチを糊のりのきいた野や戦せん服ふくの袖そでにこすりつけ、見み事ごとな手つきで着ちやつ火かした。返事を待っているレモンの眼がん前ぜんで葉巻の先せん端たんに火をつけて、何度か口をもごもごとさせ、うまそうに煙けむりを吐はき出す。


「あの、聞いてます？」


　二口目の煙を吸すってから、老兵はやっと彼を見て言った。


「もちろん聞いとる。運動生理学だな？」


「ええ」


「よかろう。わしから奴やつに助じよ言げんしてやる」


　そう言ってコートニーは一歩前に出た。作りつけの粗そ末まつなフィールドで、汗あせだくになって地面に突つき立った丸太を上り下りしている宗介へと声を張はり上げる。


「軍サー曹ジ！」


「サー！」


　息も荒あらいまま、宗介が答えた。


「ペースが落ちとるぞ！　まったく、男あさりに保ほ養よう地ちにきた、ろくでなしのお嬢じようさんどもみたいにみっともなくケツを振ふりおって！　ひょっとしてそのケツでわしを誘ゆう惑わくしとるつもりか!?」


「ノー・サー！」


「本当はやる気がないんだろう!?　がんばってるフリしてるだけだ！」


「ノー・サー！」


「だったら気き合あいを入れんか！　惚ほれた女のアレに貴き様さまの腐くされマラをつっこんだつもりで──動け！　動け！　クソ動け！」


「イエッサー！」


　ほとんどうなるような声をあげ、宗介は全身にむち打って丸太を上っていく。『そうだ、苦しめ！　のたうち回れ！』だのと罵ば声せいを浴あびせるコートニー中佐に、レモンはうんざりした顔で抗こう議ぎした。


「たきつけてどうするんですか!?　運動生理学のセオリーでは──」


「ファッキン・セオリーだ！」


　老兵が目を剝むき、腰こしを抜ぬかすような怒ど鳴なり声を叩たたきつけてきた。思わずたじろいだレモンをにらみつけたまま、彼はもう一口葉巻を吸い込んで、顔が見えなくなるほど濃のう厚こうな煙を吐き出し、それから『かー、ぺっ』と特とく大だいの痰たんの塊かたまりを地面に吐き飛ばした。


「根性論ろんは古い？　理学的な訓練方法？　そういうのはな、クソ若いの。人間の生命力を舐なめてる連れん中ちゆうの言うことだ」


「そっ……」


「作戦中に孤こ立りつ無む援えん！」


　コートニーはぴしゃりと遮さえぎった。


「周囲には敵だらけ！　捕つかまったところで命はない！　体力はとっくに限げん界かい！　水もメシも弾だん薬やくもない！　どうする!?」


「…………」


「さあどうするね？　おまえさんはどこぞの先生が決めた理り論ろんに従したがい、医学的にこれ以上戦えないから、諦あきらめて自分のドタマに弾たまをブチ込むのか？」


「それは……」


「そこから先だ。すごいことが起きるのは、いつもそこから先なんだ。全ぜん能のうなる我われらの神は、ちゃんとそこまで用意しておいてくださってる。いわば神が人間に与あたえたもうたスーパー・ファッキン・チャージャーだ」


　コートニーはぐっと握にぎり拳こぶしを作り、レモンの胸にあててぐるぐると回して見せた。


「これが動いたとたん、臆おく病びよう者ものが勇者になり、役立たずどもが精せい鋭えい部ぶ隊たいに早変わりする。いわんや、これだけの短期間で瀕ひん死しの怪け我が人にんを当たり前の兵隊に仕し上あげるなら──これくらいの真ま似ねはしてもらわんとな」


　むちゃくちゃだ、とレモンは顔をしかめるよりほかなかった。


　適てき度どな運動と適度な休きゆう息そく。そして行き届とどいたバランスの食事。理り想そう的てきな体を作り上げるためには、それらが欠かせないことは科学的にはっきりしているのに。


「疑うたがっとるのか？」


「ええ、まあ」


「だったら証明してみせよう。おい、おまえ！　そこのクソ若いの！　こっちに来い！」


　コートニーはキャンプの片かた隅すみで銃じゆう器き類るいの整せい備びをしていた一人の兵士──レモンの部下の特とく殊しゆ部ぶ隊たい員いんに声をかけた。その兵士は怪け訝げん顔がおで『俺ですか？』とばかりに自分を指さし、レモンたちのそばへと走ってきた。コートニーは彼の背せ中なかを叩たたいてから宗介を指さし、こう告げた。


「あいつに気合いを入れてやれ。二、三発殴なぐって、地面に叩きつけるんだ。なあに、容よう赦しやはいらん。さあ行け！」


　大おお柄がらで屈くつ強きような兵士がレモンの顔色をうかがった。レモンはすこし考えてから、『言われた通りにしてみろ』と言うように短くうなずいて見せた。


「それじゃ、おおせの通りに……」


　兵士は肩かたをすくめてから、フィールドの真ん中でぜいぜいとあえぐ宗介へと走っていった。腕うでをまくりながら『悪く思うなよ』と告つげる声がこちらまで聞こえてくる。


「さあ、見てろ。目も覚さめるような反はん撃げきをしてみせるぞ」


　コートニーは葉巻をくわえたまま、自信たっぷりに腕組みした。


　兵士が無む造ぞう作さに宗介を殴った。


　二発。三発。


　疲ひ労ろうの極きわみにあえいでいた宗介はさしたる抵てい抗こうもできずによろめき、背せ負おい投げを食らって泥どろの中に背中から叩きつけられてしまった。仰あお向むけになったまま動かない宗介の様よう子すをうかがっていた兵士が、申もうし訳わけなさそうにレモンたちをふりかえって叫さけぶ。


「気き絶ぜつしてます」


「…………」


　あわてて宗介を介かい抱ほうする兵士。レモンがため息をついてコートニーを見ると、彼は何なに事ごともなかったかのように葉巻の煙を吐き出しているところだった。


「まあ、こういうこともある」


　老兵はしれっと言った。


「とにかく、男は甘あまやかしちゃいかん。それが肝かん要ようってことだ」


「泥にまみれて、汗を流せば勝てるほど現代戦は甘くありませんよ」


「もちろんだ」


　コートニーは葉巻を地面に捨すててジャングルブーツの踵かかとで火ひ種だねを踏ふみつけた。


「だがな、若いの。泥や汗、血や涙なみだにまみれたこともない男に、一体なにが出で来きるというんだね？」





　　　　　●





　日ひ陰かげのテラスのデッキチェアに腰こしかけ、日が昇のぼっている間はずっと海を眺ながめているのが、千ち鳥どりかなめの日につ課かだった。


　雨の日でさえ、そうしていた。


　海に出かけることなど、それまでの人生で年に数回くらいしかなかったので、こうして何か月も同じ海を見続けたのは初はじめての経けい験けんだ。


　東京を離はなれたあと、いくつかの土地を転てん々てんとしてから、最終的に連れてこられたのが、この海辺の邸てい宅たくだった。広大な敷しき地ち内ないをうろつくだけなら何の制せい限げんもない状じよう態たいだ。彼女をここに連れてきたレナード自身もそう告げ、邸宅で働く人々には何でも言いつけて構かまわないと言った。


（お姫ひめさま扱あつかいに喜ぶとでも思ってるの？）


　かなめがそう言うと、レナードは自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩をすくめるだけだった。


　彼は邸宅に着ついたその日のうちに、彼女を置いてどこかにヘリで飛んで行ってしまった。〈アマルガム〉の幹かん部ぶとして、こなす仕事もいろいろとあるのだろう。週に一度くらいは戻もどってくるが、それ以外はいつもどこかに出かけていた。


　かつて彼女の唇くちびるを強ごう引いんに奪うばい、はっきりと『好きだ』と言っていたにもかかわらず、レナードは彼女を無む理りに自分のものにしようとはしなかった。抱だこうとするどころか、触ふれようとさえしない。


　あの『共きよう振しん』も使わない。


　彼はただ大切に、彼女を閉とじこめておくだけだ。まるで大だい事じな宝石かなにかを、宝箱にでもしまっておくかのように。


　それがかなめには意外だった。


　偏へん執しゆう的てきな恋れん愛あい感情にとりつかれた若者が、なにかに固こ執しつしているような感じとも違ちがう。ただ『そこでそうしていろ』というだけの態たい度どだ。怪あやしい研究所にでも放ほうり込まれて体をいじり回されることもない。軟なん禁きん状じよう態たいだということを除のぞけば、確たしかにかなめは自由だった。豪ごう華かなホテルのＶＩＰ客のような待たい遇ぐうだ。


　邸宅に住むようになって数週間が過すぎたころ、レナードはたいして新しくもないノートＰＣを彼女に渡わたして、こう告げた。


（退たい屈くつだったら、これをいじってみるといい）


　ネットワーク機き能のうが削さく除じよされたそのＰＣには、〈アマルガム〉が運用しているいくつかの超ちよう兵器の設せつ計けいデータと実じつ戦せんデータが入っていた。掛かけ値ねなしの超ちよう重じゆう要よう機き密みつだ。


〈コダール〉タイプと〈ベヘモス〉タイプのラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳが数すう種しゆ類るい。あいにくレナードが乗っていたあの〈ベリアル〉はなかった。


　実戦データの中には、宗介の〈アーバレスト〉との戦せん闘とうもいくつか含ふくまれていた。


〈コダール〉タイプの操そう縦じゆう者しやは大おお勢ぜいいたが、機体の性せい能のうをもっとも大きく引き出していたのは、やはり宗介と戦ったあのテロリスト──ガウルンだった。ラムダ・ドライバの機能を抜ぬきにしても、常じよう人じん離ばなれした勘かんと経験で機体を縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつって、敵てつ機き──つまり〈アーバレスト〉を徹てつ底てい的てきに苦しめている。このガウルンと互ご角かくに渡り合っていた宗介の実力のすさまじさを、かなめは改あらためて思い知らされた。


　マオやクルツの機体とおぼしきＭ９との戦闘データもあったが、こちらも普ふ通つうならばＭ９が完全に撃げき破はされて搭とう乗じよう者しやは死亡しているような状じよう況きようばかりだった。通つう常じよう型がたＡＳがＬラムダ・Ｄドライバ搭載型ＡＳと交こう戦せんして、あの程てい度どの損そん害がいで済んでいることの方が異い様ようなのだ。戦闘データを見れば見るほど、宗介たちのしぶとさ、抜け目のなさがひしひしと伝わってきた。


　逆に見れば──つまり〈アマルガム〉の側から見れば──これほど苛いら立だたしい状況はないだろう。


　ハードウェアでの絶ぜつ対たい的てきな優ゆう位いは確かく保ほしているのに、この敵たちは決して屈くつ服ぷくしようとしない。経けい験けんと工く夫ふう、柔じゆう軟なん性せいと野や性せい的てきな勘かんを総そう動どう員いんして、あくまでも抵てい抗こうし続け、ついにはこちらの隙すきをひねり出した挙あげ句くに、その機きを逃のがさず致ち命めい的てきな反はん撃げきを繰くり出してくるのだ。これが『腕うで前まえの差』というものなのかもしれない。マオやクルツたちは、あの通り人間味にあふれる普通の若者でもあったが、同時にぞっとするほど磨みがき抜かれた戦闘マシンでもある。その事実を、スクリーン上の客きやつ観かん的てきな数すう値ちが示しめしていた。


　レナードがかつて言っていた「〈ミスリル〉は頑がん張ばりすぎた」という言葉の意味も、それらのデータを見たかなめにはおぼろげに察さつすることができた。


〈アマルガム〉は宗介たちに脅きよう威いを感じたのだ。


〈コダール〉や〈ベヘモス〉の設計データにもざっと目を通した。かなめのいまの知能は、たやすくその問題点を発見してしまった。見たところ基き本ほん的てきな部分はレナードが手を貸かしているものの、多くの部分は一いつ般ぱんの技術者が手がけているようだった。


〈アマルガム〉のラムダ・ドライバ搭載型ＡＳは、搭乗者に薬物を投とう与よすることで装そう置ちを起き動どうさせていた。ある種の『静せい的てきな興こう奮ふん状態』を作り出し、脳のう内ないに特とく有ゆうの電気パターンを生み出している。それがＴＡＲＯＳと呼ばれるインターフェイスを介かいして転てん移いされ、機体がその『力』を増ぞう幅ふくしているのだ。設計データだけでは断だん言げんできなかったが、〈アマルガム〉が操縦者たちに使っている薬物にも改かい良りようが加えられているようだった。一年近く前に出会ったあの少年──〈ベヘモス〉の操縦者タクマのような不安定さが、戦闘データからは見られない。いまの〈コダール〉搭乗者は、タクマのころほどの情じよう緒ちよ的てきな障しよう害がいは受けていないかもしれなかった。


〈コダール〉のラムダ・ドライバの原げん理りそのものは、おそらくあの〈アーバレスト〉と同じだったが、宗介は薬物を摂せつ取しゆしていない。時として宗介と〈アーバレスト〉が劇げき的てきな戦闘力を発はつ揮きしたのは、薬物投与では再現できない精神状態──おそらくは鍛きたえ抜かれた戦士だけが生み出すことのできる集中力と強い意い志しに、ある種の高こう揚よう感かんがプラスされたためだろう。


〈アーバレスト〉は不安定だが、条じよう件けんさえ揃そろえば圧あつ倒とう的てきな強さを持っていた。〈コダール〉タイプは安定した機能が発揮でき、また量りよう産さんも限げん定てい的てきながら可能な仕し様ようになっている。だが〈アーバレスト〉のような瞬しゆん間かん的てきな強さは発揮できない。言ってみるなら、〈コダール〉は通常型ＡＳを駆く逐ちくするための機体であり、〈アーバレスト〉はＬＤ搭載型ＡＳと戦うために設計された機体だ。この差が戦闘データにはよく出ている。


　奇き妙みような言い方ではあるが、〈コダール〉も〈ベヘモス〉もごく常ヽ識ヽ的ヽなヽ発ヽ想ヽの機き体たいなのだ。しかしその常識がこの機体群の設計の枷かせになっている。敵機がラムダ・ドライバを使ってくることは想そう定ていされていないし、その機能のために犠ぎ牲せいにしている部分も多い。さらに防ぼう壁へきの常じよう時じ展てん開かいは困こん難なんなので、ラムダ・ドライバという装置のことをよく知った敵がいれば──それはつまりテッサたちのことだったが──通常型ＡＳでも撃げき破はすることは不可能ではない。


　超自然的な力りき場ば発はつ生せい装そう置ちだからといっても無む敵てきではないのだ。


　かなめの見立てでは、ラムダ・ドライバ搭載型ＡＳと通常型の第三世代型ＡＳの『戦力比ひ率りつ』は、同じ腕の操縦兵だと仮か定ていして八対一くらいだった。しかるべき対たい策さくを練ねっている八機のＭ９があれば、〈コダール〉一機を倒すことは可能だろう。もちろんＭ９側も相そう応おうの犠牲を払はらうことにはなるだろうし、実際の戦せん術じゆつはもっと複ふく雑ざつで有ゆう機き的てきなものだろうが、単たん純じゆん化かすればそういうことになる。


　現代戦における戦せん車しやと対戦車ヘリの戦力比率は、極きよく端たんな例では一六対一と言われている。これに比くらべればラムダ・ドライバ搭載型ＡＳの存そん在ざいは、実は人々が憂ゆう慮りよしているほど劇的な変へん革かくではない。科か学がく史しからみれば大変なことかもしれないが、軍ぐん事じ史しの上では火か砲ほうや通信システム、大たい陸りく間かん弾だん道どうミサイルの誕たん生じようの方がよほど大きな出で来き事ごととさえいえる。


　そこまで気付いている人間が、果たしてどれほどこの世界にいるのか？　おそらくはごく一ひと握にぎり──それこそ彼と自分とテッサ、あとは何人いるかも分からないご同どう類るいくらいのものだろう。実戦を経験しているマオたちのような人間も、いずれは気付くことになるかもしれない。


　ノートＰＣに収まったデータを見て、かなめはそこまで理り解かいした。


　レナードはその事実を彼女に理解させたかったのだろう。そして、その上で彼女にこうたずねているのだ。


『じゃあ、このラムダ・ドライバというくだらない装置をどう使う？　君ならこの機体をどう直す？』


　──と。


　とりあえず、かなめは〈コダール〉タイプの頭部から伸のびる放ほう熱ねつ索さくを二本に増やして、三つ編あみにしてリボンをかける案あんを作成してデータを渡わたしてやった。


（君の友達なら無事だよ）


　常とき盤わ恭きよう子このことだ。レナードはそう告げてから『やり直してみて』と、笑いながらデータを彼女に返してきた。


　それ以い来らい、かなめはたまに思いつくままいじった設計案をレナードの部下に手渡すようになっていた。設計案といっても、スケッチのようなものだ。それも大して実じつ用よう性せいのない、レナードに向けた皮ひ肉にくのような内容ばかりだった。わざと数値に間違いを混まぜておいて、矛む盾じゆんしたスペックが出るように仕し掛かけておくこともした。普通の技術者なら気付くのは難むずかしいような巧こう妙みような罠わなである。勝かつ手てに腕うでを試ためされてばかりでは不ふ愉ゆ快かいなので、向こうの観かん察さつ眼がんも試してやったのだ。もちろんレナードはその意い図とに気付いて、間違いの箇か所しよをつついて見せてから、肩かたをすくめて部屋を出ていくだけだった。


　いつまでこの邸てい宅たくでこうしているのか。


　かなめになにを求めているのか。


　レナードは多くを語らなかった。ただ組織を運営するだけではなく、なにかもっと大きな目的に向けて準じゆん備びを進めているような印いん象しようは感じていた。おそらく、その時がくるまで自分をここにとどめ置くつもりなのだ。


　東京での生活を失い、なにもかも捨すて鉢ばちな気分になっていたかなめには、それ以上の詮せん索さくをする気力はまったくなかった。


　どうとでもなれ。そう思っていた。


　怒おこることや笑うことなど、もう思い出せない。こうやって見知らぬ邸宅で暮らしているうちに、おばさんになって、おばあさんになって、いつのまにか死んでしまう。それでいいと思っていた。


　ここは亜あ熱ねつ帯たいか熱帯なのだろう。


　すでに二月からここは暑あつく、目に留とまる樹じゆ木もくも広こう葉よう樹じゆばかりだった。敷しき地ち内ないから見えるところに町や家屋は見あたらず、沖おき合あいを行き交かう船せん舶ぱくもほとんどない。航こう空くう機きさえない。この邸宅を訪おとずれる人々のためのヘリが、ごくまれに飛ひ来らいするだけだ。


　静かなところだった。


　いまの彼女の心のように静かで、うつろな場所だ。


　日が沈しずみ始めるといつものテラスを離はなれ、敷地の西側に広がる庭園を散さん歩ぽするのが、かなめの日につ課かになっていた。


　よく手入れの行き届とどいた庭園だ。その時じ期きは真っ赤なジャガランダの花が咲さき乱みだれていたのだが、黄昏たそがれどきはうす紫むらさきの日にち没ぼつの空の下に照てらされて、ぼんやりと暗い色しき彩さいを放っている。穏おだやかな海から吹ふき寄せる潮しお風かぜが、さわさわと庭園の枝えだ葉はを揺ゆらし、無数のささやき声となって彼女の耳をくすぐっていた。


　その会話を聞いたのは、そんなある晩ばん、庭園の片かた隅すみに腰こしかけ、うとうととまどろんでいたときのことだった。


　一人は男、もう一人は女だった。


「……それで？　ＬＡからの足取りはまったく不ふ明めいということかね？」


　その男の声は知っていた。レナードの部下のリー・ファウラーだ。


　たいていの女をうっとりとさせるような黒くろ髪かみの美び男なん子しだ。どんな過か去こを持っているかは知らなかったが、やさしく紳しん士し的てきな物もの腰ごしの裏うらに、有能な兵士特有の用心深さ、射いるようなするどい眼がん光こうを隠かくしている男だった。レナードにほとんど絶ぜつ対たい的てきな忠ちゆう誠せい心しんを示しており、かなめに対してもごく慇いん懃ぎん丁てい寧ねいに接せつしている。レナードの右腕として世界中を飛び回っているようだったが、その日はこの邸宅を訪れていた。


「はい。残念ながら」


　ファウラーの言葉に答えた女の声も、かなめはよく知っていた。サビーナ・レフニオ。やはりレナードの部下だ。


　この邸宅で働く人々を実じつ質しつ取り仕切っている女で、いつも黒いスーツに黒くろ縁ぶちの眼め鏡がねをかけている。彼女の風ふう貌ぼうはかなり若く見えた。おそらく二は〇た歳ち前後だろう。ひょっとしたらかなめとそう変わらない年ねん齢れいかもしれない。


　サビーナはいつもこの邸宅にいるので、顔を合わせる機き会かいは多かった。彼女もかなめを丁てい重ちように扱あつかうように言いつけられているようで、どんな時でもうやうやしく接してくる。


　だが、彼女もただのひ弱な娘むすめというわけでもなさそうだった。執しつ事じのような仕事だけでなく、外部と連れん絡らくをとって組織の人間に様さま々ざまな指し示じを出していることもある。あの若さでだ。折おり目め正しい言げん動どうとは裏腹に、どこからともなくあの匂におい──戦いを生なり業わいとする者特とく有ゆうの、あの静かな緊きん張ちよう感かんも漂ただよっている。邸宅で働くほかの者たちも、どこかでサビーナを恐おそれているような節ふしがある。


　いってみればレナードの腹ふく心しんの部下にあたる二人が、この庭園の片隅でなにかをひそひそと話している。


　かなめは石いし畳だたみの道からすこし離れた木こ陰かげで、屋や敷しきからの灯あかりも届かない闇やみの中にいた。眠ねむりこむ一歩手前でまどろんでいたために、意い識しきせずとも気配がなくなっていたのかもしれない。ファウラーとサビーナは、彼女の存在に気付いていないようだった。
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　ＬＡ──ロサンゼルスからの足取りが、まったく分からなくなった。


　だれのことかは知らないが、二人はそう話していた。


「それをレナード様に話したのかね？　君が独断でヒバオア島に暗あん殺さつチームを派は遣けんし、その作戦に失敗し、しかもあの男を見失ったことを」


「もちろんです。お話ししました」


　サビーナはごく平へい静せいな声でそう答えた。


「隠かくしたところで、あのお方にはお見通しでしょうから」


「彼はなんと？」


「なにも。むしろねぎらいのお言葉さえいただきました」


「寛かん大だいなお方だ」


「どういう意味です？」


「私が思うに、レナード様は大いにお怒いかりになっても不思議ではなかった。確かにあのユニットを扱あつかえるのは、例の操そう縦じゆう兵へいだけのはずだ。だが、仮にそのＡＲＸシステムとやらが再さい建けんされたとしても、やはり〈ベリアル〉は無む敵てきだ。びくびくするような種類の問題ではない」


「わたしはそう思っていません」


　サビーナの言葉には得え体たいのしれない含ふくみがあった。


「彼が敗れるとでも？」


「いいえ。もちろん彼は無敵です。それどころか、わたしの〈エリゴール〉だけで充じゆう分ぶん処しよ理りできると思ってます」


「では、なぜ暗殺などを試こころみたのだね」


「正せい々せい堂どう々どうと迎むかえ撃うつ必要もないと思ったからです。面めん倒どうの芽めは早めに摘つみとるにこしたことはありませんから」


　ファウラーは小さなため息をついた。


「それはもっともだろう。だがわからんのかね？　君はあのお方の自じ尊そん心しんを傷つけたかもしれんのだ」


「つまり彼女とのことですか？」


「そうだ」


　サビーナの言った『彼女』が自分のことだと気付くまで、かなめはすこしの時間が必要だった。


「でしたらそれこそ杞き憂ゆうです。レナード様はもうあの男になど関心がありませんから。お食事中に床ゆかに落ちた紙ナプキンを、わたしが拾ってくずかごに捨てにいった──ただそれだけのことです」


「なるほど。実に女性的なものの考え方だね」


「そうでしょうか」


「いや、失礼。……いずれにしても、もはや暗殺の必要などはない」


「といいますと？」


「東京から消えたＡＲＸユニットの消しよう息そくが摑つかめたのでね。完成はしていないようだが、〈コダールｍ〉三機で襲しゆう撃げきして、捕ほ獲かくするよう命じてある。ミスタ・Ｋカリウムの腕うで前まえを拝はい見けんといったところかな」


「それこそレナード様の自尊心を傷つけることになるのでは？」


　ファウラーが鼻を鳴らした。


「だから『捕獲』だよ。あとはお好きなように使っていただければいい。ご許きよ可かもいただいている」


「わかりました」


「とにかく〈ミスリル〉の生き残りに、これ以上煩わずらわされるのはごめんだな。『計画』の方に集中すべきだと思うがね」


「もちろんです」


「では、よろしく」


　ファウラーとサビーナはその場で別れ、それぞれ別の方角へと去っていった。





　それまでの会話を、かなめはごく平静に聞いていた。身じろぎもせず、かといって緊きん張ちようすることもなく、ただ風の音のように。以前のエネルギッシュな少女のままだったら、どこかで力んで呼こ吸きゆうを乱し、ファウラーたちにその存在を気付かれていたかもしれない。


　ヒバオア島。


　暗殺チーム。


　ＡＲＸシステム。


　計画。


　そうした単語にはさして心を動かされることもなかった。問題は『あの男』──宗介のことだ。


　ファウラーたちがいなくなってから、何分くらいがたっただろうか。かなめは木陰の闇の中で、だれに言うともなく、小さくぼそりとつぶやいた。


「あのバカ……」


　生きているのだ。そして、具ぐ体たい的てきになにをしているのかは知らないが、〈アマルガム〉の気に入らないようなことをまだ続けているのだ。


　たぶん、あたしを探して。


　あの学校の中庭に、連れ戻もどすためだけに。


　あそこまであたしたちの生活が壊こわされてしまったのに、まだ屈くつ服ぷくせず、白しろ旗はたもあげずに。なにをする気だっていうの？


　あのバカ。


　こんなあたしを。あんな風に、あなたを裏切ったあたしを。瀕ひん死しのあなたの前で、あなたを見み捨すてて他の男に付いていったあたしを。


　あのバカ──


　涙なみだは出なかった。むしろ心の底からあきれかえった。


　彼にではない。自分にだ。


　自分はいったい何をしているんだろう？


　このまま、この退たい屈くつな邸てい宅たくの中で、おばあさんになって、そのまま死んでしまうのがいいと思ってる。なにもせずに。だれも傷つけずに。それがなにかの償つぐないだと思いこんでいる。ささやかなイヤミを彼らに投げつけたりはしているが──それだけだ。


　あのバカ──


　放ほうっておいてよ。もう忘れて。ゆっくりと、ほかの生き方でも探してよ。なんであたしなんかにこだわるの？


　あのバカ──


　はやく来て。いますぐここにやって来て、あたしにいつもの台せり詞ふを言って。無ぶ愛あい想そうなむっつり顔で、『問題ない』って言ってよ。


　いいや。


　だめなんだ。問題だらけだ。


　この木陰の暗闇の中で、じっとしているのが一番いい。


　あのバカ──


　そんな自分に耐たえられなくなる。ふがいない。あまりにもふがいない。みじめな気持ちを抱かかえたまま、彼女は何十分もその場にうずくまっていた。


　夜の大たい気きの肌はだ寒さむさを感じたころ、彼女はやっと立ち上がった。力ない足どりで庭園を出ていき、邸宅の自室へと向かう。あの大きなベッドで、なにも考えずに眠ねむっていればすこしは楽になるだろう──そう思っていた。


　だが邸宅に入る前に、プールの横を通りかかった。敷しき地ちの南に面した、二五メートルほどの清せい潔けつなプール。いままで一度も泳いだことはない。


「…………」


　彼女は足を止め、しばらくの間プールを眺ながめていた。屋敷の窓まどから漏もれる照しよう明めいを受けて、きらきらと輝かがやく水みな面もを、無む関かん心しんな目で見つめていた。


　泳いでみようか──


　漠ばく然ぜんとそう思った。むしろこの水の中に沈しずんでいって、そのまま消えてなくなろうかと思った。いや、こんなプールに飛び込んだところで、自殺が出来るわけでもない。それでも、自分自身でよく理由がわからないまま、彼女はプールサイドへと歩いていった。


　ヒール付きのサンダルを脱ぬぎ捨て、素す足あしをプールに入れてみる。


　冷たい。


　ここ数か月味わったことのない、奇き妙みような新しん鮮せんさを彼女は感じた。


　周囲にだれか見ている者はいない。


　かなめは着ちやく衣いのままプールの縁ふちに腰こしかけ、しばらく両足で冷たい水を弄もてあそんだあと、するりと水の中へ全身を浸ひたしてみた。


　冷たい。


　着ていたワンピースが水の中でふわりと広がり、それから動くたびに重く体にまとわりついた。鬱うつ陶とうしかったので、プールの中でもがきながら脱いでみる。ずいぶんと体が軽くなった。


　下着姿のまま、彼女は仰あお向むけに水面に浮うかび、ちゃぷちゃぷと静かにたゆたった。夜空がよく見える。無数の星が眼前に瞬またたいている。そうしているうちに、本当に泳いでみたくなってきた。


　ゆっくりと足を蹴けり、顔をあげたまま前へと泳ぐ。すっと水の中を体が進む。悪い気分でもなかったが、水温の冷たさが彼女の息を浅く、短くさせた。


　もうちょっと速く泳ごうか。


　クロールの姿し勢せいになる。バタ足を強くして、両手で交こう互ごに水をかく。速度がはやまり、水をたたく音が誰だれもいないプールに響ひびき渡わたった。


　もっと速く泳げるだろうか？


　試ためしてみた。


　思った通りに速くなった。腕うでに、脚あしに力をこめるたび、彼女の体は水をかきわけぐいぐいと進んでいく。


　なんだろう。悪くない。


　彼女はさらに力を入れた。みるみるコースの終わりが近づいてくる。壁かべに触ふれたところでクイックターン。さらに二五メートル先へと泳いでいく。


　なにかの深しん遠えんな理由もなく、彼女は泳ぎ続けた。水の中を縫ぬうような、美しい泳ぎ方ではない。もっと力任せの乱らん暴ぼうな泳えい法ほうだ。水面をぶっ叩たたいて、猛もう烈れつに蹴り飛ばし、はげしく身をよじるような泳ぎ方。たちまち息が荒あらくなってきたが、彼女は構かまわず泳ぎ続けた。


　さらに前へ。さらに前へ。


　何度もプールを往おう復ふくする。なぜこんなことをしているのか、彼女自身にも分からない。とにかく泳ぎたいのだ。全身を動かし、前へ進みたいのだ。


　前へ。前へ。前へ。


　数か月の運動不足のせいか、すぐに疲つかれてきた。つらい。息が苦しい。あちこちの筋肉が悲ひ鳴めいをあげている。


　それでも泳ぐ。


　前へ！　前へ！　前へ！


　薄うす闇やみの中で水を殴なぐりつけ、小さなうなり声をあげ、彼女は泳いだ。まったく美しくない、タコか何かがおぼれているような動どう作さで、水面から顔を出すたびにあえぎながら、とにかく前へ進んだ。


　泳げ！　泳げ！　泳げ！


　水の冷たさなど、どこかに行ってしまった。いまはただ熱い。叩きつけられ、飛び散ちった水すい滴てきが宙ちゆうを舞まう。彼女はなぜか笑いたい気分になった。全身の苦しさが逆ぎやくに心ここ地ちよくなっていた。吐はきそうなほど辛つらいのに、心はどこかで解かい放ほうされていた。


　ああ、そうか。


　懐なつかしい感かん覚かくと共に、彼女は思った。


　要ようするに考えすぎだったのだ。


　迷い、苦しんだところでなにも始まらない。いや、そういうことも必要なのかもしれないけど、もっと大事なことがある。


　すなわち。


　泳いで、走って、前へと進むことだ。半日後にはぐったりしているかもしれないけど。それでも、こうやって泳ぐのは悪くない。


　もっと前へ！　もっと前へ！


　そうやって泳ぎ続け──もう何往復したのかは自分でも分からなかった──これ以上やっていたら気を失っておぼれると思って、やっとかなめは泳ぐのを止めた。プールサイドに這はい上がったときは、全身から湯ゆ気げが立ちのぼっているような気分だった。


　よろめきながら立ち上がると、彼女の背中に声をかけてくる者がいた。


「珍めずらしいですね」


　サビーナだった。あれだけ派は手でに泳いでいたのだから、気付かないわけもないだろう。


「そう？」


　はげしく肩かたで息をしながら、かなめは彼女へとふりかえった。ばくばくと鳴り続ける心臓の音が心地よかった。濡ぬれそぼったショーツがほとんど太ふと股ももにまでずり落ちていたのを、ごく無む造ぞう作さに持ち上げる。色いろ気けもへったくれもない仕し草ぐさだったが、かなめはすこしも気にしなかった。


「気持ちいいよ。あなたもどう？」


　挑いどむような、ぎらぎらとして目でかなめが言うと、サビーナは小さく肩をすくめた。


「いえ、わたしは。ですが、お元気になられたのならいいことです」


「どうかな。まだ最悪だし」


「さようですか」


　サビーナは注意深い目でかなめを見つめてから、こう言った。


「聞いてらっしゃいましたね？」


　それだけで、さっきの庭園でのことだと彼女には分かった。どこからかは分からなかったが、サビーナは気付いていたのだ。


　かなめはあっさりとこう告げた。


「うん、聞いてた。ごめん」


「ではご存じですね？　わたしはあなたの恋こい人びとを殺すように命じました」


「別に。いいんじゃない？」


　かなめは鼻をふんと鳴らした。


「っていうか、そもそも恋人ちがうし。でもあいつが、あんたなんかに殺されるわけないし。ちょっと自じ意い識しき過か剰じようなんじゃない？　あなたの大切なものを奪うばおうとしました、ごめんなさーい、アンドあたしってかっこいい～、ってところ？」


　サビーナは無表情のままだった。


「……そろそろ、ご夕食の時間です。食堂においでいただけますでしょうか？」


「めんどくさいからパス」


　かなめは無む造ぞう作さに言った。


「ですが──」


「どうしても呼びたかったら、魚うお沼ぬま産さんのコシヒカリとひきわり納なつ豆とうを用意しなさい。ああ、それから──うるめいわしの干ひ物ものも食べたいわ。よろしく」


　日本の食しよく習しゆう慣かんをよく知らないサビーナが、食材の名前を聞き返すゆとりさえ与あたえず、かなめは濡れそぼった下着姿のまま、さっさと邸てい宅たくの中へと引き返していった。


　確かにまだまだ問題だらけだ。


　でもいつまでも、それが続くとは限らない。


　だからとにかく、前へ。前へ。前へ。





　　　　　●





　元ヽ〈ミスリル〉情報部香ホン港コン支し局きよく長ちよう、ギャビン・ハンターたちが襲しゆう撃げきを受けたのは、彼らがキャントウェルの町を通つう過かして六〇キロほど進んだ路ろ上じようでのことだった。あわてて『機体』の組み立て作業をしていたアンカレジから逃のがれ、あらかじめ用意しておいた別の工場に向かっている道中に襲おそわれたのだ。


　雨上がりの払ふつ暁ぎよう。見渡す限りの針しん葉よう樹じゆ。


　もう六月だったが、アラスカの早朝はまだ肌寒い。機体を載のせた大型トレーラーは二台。ハンターは先頭車両の助じよ手しゆ席せきでうとうとしていたところだった。たまに夜や間かん便びんのコンボイとすれ違ちがうほかは、ほとんど車の行き交かいもないような場所だ。


　そこで待ち伏ぶせを受けた。


　行く手の道路の真ん中にゆらりと青い燐りん光こうが浮うかんだかと思うと、たちまち一個の巨きよ人じんが現れた。アーム・スレイブだ。しかもその一機だけではなかった。ハンターたちの後方にもう一機。そして左手三〇〇メートルほどの小高い丘おかに一機。見える限りで、三機いる。どれもすらりとしたシルエットに菱ひし形がたの頭部だ。たまげたことに、敵は例の〈コダール〉タイプ三機を投とう入にゆうしてきたようだった。これでは一個機き甲こう中ちゆう隊たいが護衛についていたとしても抵てい抗こうできない。


　正面の〈コダール〉が両手を広げた。『止まれ』と言っているのだ。


「言われたとおりにしよう。止まってくれ」


　突とつ然ぜんのＡＳの出現にあっけにとられていた運転手に、ハンターは言った。この運転手は現地で雇やとっただけの部ぶ外がい者しやで、もちろん積つみ荷にの内容も知らなかった。


　二両のトレーラーが路上で停止すると、〈コダール〉が外部スピーカーで告げた。


『エンジンを切ったら両手をあげて出て来い。抵抗すれば射しや殺さつする』


　彼らは従したがった。


　道路の左脇わきの茂しげみから五～六名の男たちが現れて、たちまちハンターたちの首根っこをつかむと、トレーラーの横に一列に並ばせた。私服姿だったが、手にはサプレッサー付きのサブマシンガンを持っており、動作や連れん携けいもよく統とう制せいされている。抵抗を受けて射撃しなければならなくなったときに、射しや線せん上じように味方が立たない位置に各員が立っている。彼らがプロなのは間違いなかった。


　運転手たちは怯おびえきっている。ハンターは彼らを巻き込んでしまったことを気の毒どくに思った。だが彼はこうなる場合を見み越こして部外者を雇ったのだ。高い技能と経験を持つ部下たちを不必要な危険にさらしたくなかった──つまり、彼ら雇われ運転手が殺されたとしても大きな損そん害がいにはならないと踏ふんだのだ。


　だったら、なぜ自分は彼らと一いつ緒しよにこんなところにいるのだろう？


　合ごう理り的てきな理由はいくつもあった。彼らが自分を殺そうとはしない計算も、捕とらえられたあとにどうにか脱だつ出しゆつするための算さん段だんも、仮に自分が死んでも大して困る人間がいないことも。香港時代に愛していた妻との関係は、〈ミスリル〉が崩ほう壊かいしたころにあっさり破はき局よくしていた。


　まあいい。元モデルのプライドばかり高い女など、くそくらえだ。俺みたいなちびの太っちょと一緒になったのも、グランサンクの指ゆび輪わが欲ほしかっただけに違いない……そう思うようになっていた。


　だが一番大きかったのは、ここまでの危険を冒おかさなければ敵は納なつ得とくしないだろう、ということだった。


「ギャビン・ハンターだな？」


　襲撃者の一人が油ゆ断だんなく銃じゆうを構かまえたまま言った。否ひ定ていしても無む意い味みなので、ハンターは認みとめた。それでも敵は用よう心じん深かった。


「母親の名前と誕たん生じよう日びを言え」


　自分の替かえ玉でも警けい戒かいしているのだろう。彼はすこし記き憶おくをたどってから──なにしろお袋ふくろなんて二〇年前に死んでいる──相手の質問に答えた。


「デビー。六月四日」


「よし。積つみ荷にを見せろ。おまえが行って鍵かぎを開けるんだ」


　ここで抗こう弁べんすべきかどうか、ハンターは迷まよった。すこしは焦あせって見せた方がいいのではないか？　いや、そんな態たい度どはむしろ相手に疑ぎ念ねんを抱いだかせる。彼は思い直すと、ごく冷れい静せいに『わかった』とだけ告げて、両手をあげたままトレーラーの後部へと歩き出した。武装した男が二人、彼の背後からついてきた。


　どうあがいたところで、ここで抵抗できるわけがない。よく訓練され、自動火か器きで武装した男たちと、ラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳ三機が見み張はっているのだ。ハンターの知る限りで、もっとも優ゆう秀しゆうでしぶといあの連中──作戦部の西にし太たい平へい洋よう戦せん隊たいの奴やつらでさえ、手に負える状じよう況きようではなかった。


　後部ドアの南なん京きん錠じようを解かい除じよし、無ぶ骨こつな金具をがちゃりと開く。観かん音のん開びらきの扉とびらを開くと、荷に台だいには大量の段だんボール箱が積んであった。


「スモーク・サーモンですよ」


　ハンターは言った。


「業ぎよう者しやから安く買い付けたんです。このままカナダを越こえてユタに運ぶ予定で──」


　彼の説明などろくに聞きもせず、男は荷台に上がって段ボール箱の山を手て荒あらに崩くずしていった。荷台からこぼれた段ボール箱が路面に落ち、つぶれた箱から大量のスモーク・サーモンの真しん空くうパックがぶちまけられた。それを見ていたハンターは、こんなときなのにふとビールが飲みたい気分になった。


「黙だまって見ていろ」


　段ボールを数個どけると、その奥おくから曲きよく面めんを帯おびた装そう甲こうに鎧よろわれた、大きな機材の一部が出しゆつ現げんした。


　軍事畑の人間ならすぐにわかる。これは第三世代型ＡＳの頭とう頂ちよう部ぶだ。


「これがスモーク・サーモンか？」


　男は鼻で笑うと、持っていたデジタル通信機に呼よびかけた。


「こちらブルー・ワン。タンゴ・ワンを発見した。ブルー・ワンは手て順じゆんアルファを実じつ行こうする。タンゴ・フォーはコントロール下にある。指し示じを求む……ブルー・ワン了りよう解かい」


　男は通信を済まして襲撃者たちに撤てつ収しゆうするよう命令した。


　たちまち、どこからともなくＥＣＳ装そう備びの大型ヘリが二機ほど飛ひ来らいし、上空一〇メートルの高度で見み事ごとにホバリングすると、頑がん丈じようなワイヤーとフックを落としてきた。地上の男たちが素す早ばやい手て際ぎわで二両のトレーラーをワイヤーに固こ定ていする作業にかかる。


　さらにもう一機の小型ヘリが樹木を飛び越えて接せつ近きんしてきた。旧式のガゼルだ。小型ヘリは軽けい快かいな動きで降こう下かすると、トレーラーから三〇メートルほど離はなれた路上にふわりと着陸した。


　私服姿の大おお柄がらな男が小型ヘリから降りてきた。


　ヘッドセットを外して座席に放ほうり、きびきびとした軍人らしい足取りでこちらへ向かってくる。樹木の作り出す影かげのせいで、男の顔はよく見えなかった。風にはためく灰色のコート。髪かみも髭ひげも灰色のようだった。


　襲しゆう撃げき者しやの一人がその『灰色の男』に駆かけより、顔を寄せて、ヘリの爆ばく音おんに負けない声でなにかを報ほう告こくした。おそらくあの男が指し揮き官かんなのだろう。


　手短に部下へ指示を出すと、灰色の男はハンターにゆっくり近づいてきた。身長は一九〇センチくらいはあるだろう。五〇前後かそれ以上の年ねん齢れいにも見える。


「…………？」


　ハンターの数歩先まで男が来た。


　知っている顔だった。そして、ここにはいるはずのない人間だった。


「馬ば鹿かな。あなたは──」


「この業界ではよくあることだ」


　絶ぜつ句くしたハンターの視し線せんを当然のように受け止め、その男──アンドレイ・カリーニンは言った。


「しかし──」


　ハンターもたいていのことには驚おどろかない男だったが、こればかりは違ちがった。なにかの見間違いなのではないかと、何度も考え直した。


　だが確かだ。


　そこに立ち、〈アマルガム〉の部隊の指揮をとっているのは、かつて〈ミスリル〉の西太平洋戦隊で作戦指揮官を務めていたあのロシア人、アンドレイ・カリーニンだった。


　彼はハンターの横を通り過ぎて、トレーラーの中を確かく認にんした。


「これが例の機体だな」


「…………」


「こんなものを建けん造ぞうしたところで、何も変わらない。無む駄だな労力だ」


　ハンターの拳こぶしに自然と力がこもった。


「……ミスタ・カリーニン。あなたの口からそんな言葉を聞くとは思わなかった。そう親しかったわけでもないし、一緒にこなした作戦も数えるほどだ。だが、あなたはそういうことは言わない人間だと思っていた。あのすばらしい若者たちがあなたを信しん頼らいしていたのは、それが理由だったのではないのかね？」


「それは買いかぶりだ」


「たくさんの味方が殺されたはずだろう！　それが、よりにもよって、なんという破は廉れん恥ちな──すこしは胸が痛まないのか!?」


　ハンターの鋭するどい言葉にも、カリーニンは眉まゆひとつ動かさなかった。


　そしてただ一言、


「撤てつ収しゆうしろ」


　と、そばの部下に命じた。


「待ちたまえ、ミスタ・カリーニン。あなたは本当に──」


　さらに言い寄よろうとしたハンターめがけて、カリーニンは無む造ぞう作さに自動拳けん銃じゆうを抜ぬいて発はつ砲ぽうした。腹ふく部ぶににぶい衝しよう撃げきを感じ、それから焼けるような痛みが全身を駆け抜けた。


「…………！」


　押おさえた両の手のひらが、みるみる血に染まっていった。グラスゴーの町の貧まずしい少年時代、喧けん嘩か相手に刺さされたときの記き憶おくが脳のう裏りをよぎる。ハンターは両りよう膝ひざを折り、そのまま前のめりにくずおれた。狭せばまっていく視し界かいの片かた隅すみに見えるのは、濡ぬれた路面とカリーニンの革かわ靴ぐつだけだった。


「人間はおよそ三五パーセントの血液を失うと死ぬ」


　カリーニンが言った。


「その出血だと、君はあと三〇分以内に応おう急きゆう治ち療りようを受けなければならない。まともな医い療りよう設せつ備びのある町までは六三キロだ。我々はこれから撤収するが、君を拾ひろって運んでくれる車が運良く通りかかり、せいいっぱい飛ばしたとしても、間に合うかどうかは微び妙みようなところだろう。そして私のヘリには必要な医療キットがある」


「…………」


「では質問だ、ミスタ・ハンター。この機体──ＡＲＸ─８を組み立てた人物はだれだ？　そしてどこにいる？」


　ハンターは血の混まじったつばをカリーニンの靴に吐はきかけようとした。うまく飛ばなくて、つばは地面に落ちた。


「くそくらえだ」


「そうか」


　カリーニンは特に落らく胆たんした様子も見せなかった。


「では、最後の三〇分間を楽しみたまえ」


　倒たおれたハンターをそのままにして、アンドレイ・カリーニンはその場を去っていった。彼の部下たちも撤収を始め、運転手たちはひざまずいたまま放ほう置ちされた。


　上空のヘリのターボシャフト・エンジンがすさまじいうなり声をあげた。ヘリは二両の大型トレーラーをぶら下げたまま上じよう昇しようし、力をためるように傾かたむいてから、日が昇のぼりはじめた東の空へとゆるゆる加か速そくして遠ざかっていった。カリーニンを乗せた小型ヘリも離り陸りくし、すぐに見えなくなる。


　三機の〈コダール〉はその様子を見守ったあと、手にしていた武器をすっと下げ、ＥＣＳを起き動どうさせるとその場から跳ちよう躍やくして遠ざかっていく。青白い光の飛ひ沫まつを残して、三機は朝の大たい気きの中に消えた。


「……なんたることだ」


　戻もどってきた静せい寂じやくの中、うつぶせに倒れたままハンターはつぶやいた。運転手たちが駆けよってきて、彼を心配したり罵ば声せいを浴あびせたりしていたが、そんな言葉など耳に入っていなかった。


　西太平洋戦隊の諸しよ君くん。


　君たちはあんなおもちゃ──ラムダ・ドライバ搭載型ＡＳなど、問題にならないほど手て強ごわい敵と対決しなければならなくなったようだぞ──





　　　　　●





（基本はよく教育してある）


　演えん習しゆうの二日目になると、宗介は対戦相手の男たちをそう評ひよう価かするようになっていた。ほかでもないレモンの部下たちのことだ。


　捜そう索さくルートの選せん定てい方法や、夜や営えいの際の陣じん地ち構こう築ちく、渡と河かの手順、追トラツ跡キングに関するいくつかの鉄てつ則そく。実戦経験もそれなりにあるようだ。だがおそらく、湿しつ地ち帯たいの経験は少ないのではないか？


　たしかに大きな蚊かや蟻ありの類たぐいは不ふ愉ゆ快かいだが、体に塗ぬりたくった防ぼう虫ちゆう剤ざいが、何度かのスコールで流れ落ち、あちこちの水たまりに浮うかんでいる。こうした湿地帯には珍めずらしい人工物の痕こん跡せきだ。


　これではいくら足あし跡あとを残さず、密みつ林りんに張はった蜘く蛛もの巣をていねいに避さけて進んでも、『我われ々われはこちらに進んだ』と宣せん伝でんしているようなものだ。連中は二個チームに分かれてこちらを追っているようだったが、地形的にみて両チームの捜そう索さく範はん囲いが離はなれすぎている。これでは片方が戦せん闘とうに入ったときに支し援えんに回るまで時間がかかりすぎる。片方の四人を片づければ、トラップを残して姿を隠かくすのは難むずかしくないだろう。


（では、緊きん急きゆう時じはどうか……）


　しかけてみるか。


　宗介は彼らがもっとも集中力の落ちている時間帯を狙ねらって、攻こう撃げきをかけてみた。わざと食事の痕跡を残しておいた場所──巨きよ木ぼくの根本まで彼らが到とう達たつし、前ポイント衛マンがその痕跡に気付いたところで、チームの最さい後こう尾びに右う翼よくから忍しのび寄ってやる。残した痕跡がすこしわざとらしかったかもしれない──そう反省しながら最後尾の男のそばまで近づき、音もなく組み付くと、ナイフを首くび筋すじにぴたぴたと当ててやった。


「戦死だ」


　耳元にささやき、その場に伏ふせさせる。


　残りの敵はわずか八メートルも離れていないはずだったが、濃のう密みつなブッシュが視し界かいをうまく遮さえぎってくれる。


　さて、もう一人。ここからが難しい。


　宗介は前へ進まず、左翼から回り込んで敵に接せつ近きんした。最初の一人を『殺害』した気配を感じた敵が、周しゆう囲いを警けい戒かいしながら仲間に呼びかけている。


　訓練された相手を、音もなく殺すのはもう無む理りだろう。


　そう判はん断だんした彼は、ナイフをしまってサブマシンガンを構かまえ、一気に敵へと迫せまった。タブロイド紙くらいはありそうな葉をどけて前に出ると、ほんの数歩先に相手がいた。こちらに銃じゆうを向けようとしている。先に宗介が発はつ砲ぽう。密林に銃声が響ひびき渡わたる。弱じやく装そうカートリッジから吐き出されたペイント弾だんが胸と頭に命めい中ちゆう。それでも相そう当とうな痛さだったのだろう、撃うたれた相手が間の抜けた悲鳴をあげた。


「うお、いっ……て！」


「死人は寝ねていろ」


　宗介はすぐに移い動どうする。銃声と悲鳴を聞いた残りの敵二人がブッシュの向こうで反応した。さっそく撃ってくる。立て続けの銃声が付近に鳴なり響ひびいた。


　これが本物のライフル弾だったら、葉っぱなど貫かん通つうしてこちらまで届いたかもしれない。宗介は戦死だ。だがあいにく、装そう薬やくを減へらしたペイント弾には濃密なブッシュを貫通するほどの威い力りよくはない。しかも相手はこの一帯の足場を把は握あくしていなかったので、動きがのろい。かたや宗介は昨晩のうちに歩き回って地形を把握し、目をつぶっても走れるように覚えておいたので、あとの勝負は二対一でもどうにかなる。


　すこしずるい気もしていたが、宗介は残りの二人を手て際ぎわよく片づけてしまった。


　予想通り文もん句くを言ってきた四人に『おとなしく死体をやっていろ』と告げ、彼はいそいそとトラップ作りに精せいを出した。


　最初の銃声から二〇分後、別のチーム四人がやる気満々でやってきた。


　その五分後、彼らは全員『戦死』し、やはりあれこれと宗介に不平をこぼした。





　演習が終わり、宗介たちが全員でキャンプに戻ると、レモンとコートニー老人が扇せん風ぷう機きの前でチェス盤ばんを挟はさんで、あれこれと口論していた。


「だーかーら！　ズチールトなんかしてませんよ！」


「いいや！　絶ぜつ対たいにファッキン・チートだ！　さっきまでわしのポーンはこんなところにいなかった！　クソしに行ってる間に貴き様さまが動かしたんだ！　このイカサマ野や郎ろうめ！」


「言っときますけどね、僕はＩＱ一五〇でソルボンヌも出てる。すごく頭がいいし、しかも若いんだ。あんたみたいな偏へん屈くつジジイに負けるわけがないんですよ！　変な言いがかりはやめてください！」


「よくもそんな口が利きけたもんだ！　わしの叔お父じはオマハ・ビーチで死んだ。おまえら弱っちいフランス野郎をファッキン・ヒトラーから助けるためにな！」


「はっ！　だったら僕のご先せん祖ぞは二〇〇年前に新大陸のあわれな貧びん乏ぼう人にんどもに武器を恵めぐんでやるために海を渡って死にましたよ！」


「ウソつけ！　絶対ウソだ！」


「そっちだってどうせウソでしょう!?」


「なんだとお!?　証しよう拠こならあるぞ！　アリゾナの家に当時の写真が──くそ、明日までそこで待っとれ！　ちょっと帰って取ってくる！」


　本気で二五〇〇キロ離れたアリゾナまで行くつもりなのか、コートニー氏が席から腰こしを浮かした。そこでようやく、二人は宗介たちに気付く。


「ん。なにしとるんだ、おまいら？」


「演習は終しゆう了りようです。八人全員やられました」


　チーム・リーダーの准じゆん尉いが言うと、コートニーが目を丸くした。


「ほほう？」


「たまげましたよ。我々だってそれなりの経験は積んできたつもりですがね。サガラにやられっぱなしでした」


「いや。実戦なら三人倒たおしたところで終了だった。まだ本調子ではない」


　宗介は否ひ定ていすると、ベルト・キットを外して弾だん倉そうや通信機その他の整備を始めた。


「ずいぶんな自信だね」


　手て際ぎわよく装備を並べて点てん検けんしていく宗介の背中を眺ながめ、レモンがつぶやいた。


「もし本調子なら、実戦でも八人皆みな殺ごろしに出来たような口くち振ぶりじゃないか」


「肯こう定ていだ。それくらいが出来なくては、〈アマルガム〉の連中とは戦えない」


　なんの気負いもない声で宗介は答えた。


「確かにそうかもしれない。でも、君の回復を悠ゆう長ちように待ってもいられない雲行きになってきたみたいだ」


「？」


「ニケーロだったね。君が言っていた地名の一つだ。おかげでいろいろと絞しぼり込めたよ。これだ」


　粗そ末まつなデスクの上に置いてあったノートＰＣを開き、レモンはいくつかの図ず表ひようを表示させてみせた。


　衛えい星せい写真だ。メキシコ南部のポチュトラ市郊こう外がいにある小さな町、ニケーロ近くの海岸一帯が映っていた。一見して特に目立った施し設せつもない、人里離れた場所である。海に面した大きな邸てい宅たくがあるだけだ。


「二〇時間前の衛星写真だ。ＮＡＴＯ軍の監かん視し衛星──ちょっと解かい像ぞう度どの低いタイプだけど、それに侵しん入にゆうして撮さつ影えいさせてもらった」


「ふむ。器き用ようじゃのう」


　横から画面をのぞき込んだコートニーが、うなり声をあげた。


「だから頭がいいって言ってるでしょう。イカサマなんかしなくたって、あなたには勝てるんです」


「うるさい。それとこれとは話が別だ！」


　レモンの頭を小こ突づこうとするコートニーを遮って、宗介はたずねた。


「それで、この邸宅が？」


「ここは実在する大だい富ふ豪ごうの所しよ有ゆうってことになってる。ＩＴで大おお儲もうけしてるメンドーサってメキシコ人で、たまに〈ウォール・ストリート・ジャーナル〉なんかにも顔を出す奴やつなんだけど、彼はほとんどここを利用したことがない。こっちの表が資し金きんの流れだ。去年度の数字に注目してくれ。彼と契けい約やくした建けん設せつ会社とエージェント、それから銀行のカネの出入りをよく見ると──」


　それからしばらく、レモンはいくつもの書類を示しめして専せん門もん的てきな説明をした。金きん融ゆうや法ほう律りつについてまったくうとい宗介たちには、ほとんど理解できない話ばかりだった。


『つまり？』


　カネのことなどさっぱり分からないレモン以外の全員が、異い口く同どう音おんに言った。得とく意いげに説明をしていた彼は、いささか落らく胆たんした様子で答えた。


「つまり──この邸宅は正体の見えない何者かが実じつ質しつは利用している、ってことだよ」


「〈アマルガム〉の関連だと？」


「段だん取どりの踏ふみ方があのナムサク郊こう外がいの『特とく等とう席せき』とよく似てるし、まず九割がた間ま違ちがいないだろうね」


「ギャングや麻ま薬やくカルテルの持ち物かもしれない」


「それはない。ギャングにしては警けい備びが厳げん重じゆうすぎるんだ。衛星写真を拡かく大だいするよ」


　邸宅が拡大され、不ふ鮮せん明めいながらも庭を歩く人間の姿まで見えるくらいの解像度になった。今度は全員がうなずく。


「なるほど。厳重だ」


　おそらくは自動小しよう銃じゆうを携けい帯たいした歩ほ哨しようが最低でも一六名。ほかにも手ぶらの大男が数名。重じゆう機き関かん銃じゆうのターレットを装備した軽けい装そう甲こう車しやが四両。


「時じ刻こくは？」


「一七時過ぎ。夜はもっと増ふえるかもね。おおよそ一個小隊。やり方次し第だいでは沈ちん黙もくさせることもできると思う」


「無む理りだな」


　宗介が言った。


「トレンチコートを着た大男があちこち歩哨に立っているだろう。これは人間ではない。超ちよう小こ型がたの自じ律りつ行動型ＡＳだ」


「……前に言ってた〈アラストル〉とかいうロボットだね」


　このキャンプでの生活中に、宗介はレモンたちに〈アマルガム〉の装備や、彼らとの戦せん闘とうの経けい緯いをおおよそ話していた。


　──かなめの話はしていなかったが。


「強力な特とく殊しゆ弾だん頭とうや五〇口こう径けいクラスの弾たまでなければ倒せない相手だ。必要なときは自じ爆ばくしてボールベアリングをまき散ちらす。俺の部隊も散さん々ざん手こずった」


「ふむ……。でも、これでここが〈アマルガム〉の施し設せつだということははっきりしたわけだね」


「肯こう定ていだ。問題はまだある」


　宗介は衛星写真の一点を指さした。


「敷しき地ち内ないにコンテナが六つある。倉庫のようにも見えるが、これはＡＳの偽ぎ装そう格かく納のう庫こだ」


「なんだって？」


「サガラの言うとおりじゃ」


　コートニーがうなずいた。


「前にネバダの兵器ショーで見たことがある。屋根が展てん開かいするんじゃよ。あれの構こう造ぞうとよく似とるな」


「それです、中佐殿どの。装備類や弾薬も含ふくめれば、コンテナ二つにつき一機。おそらく三機いる」


「ははあ……」


　レモンがこめかみを指先で搔かいた。


「機き種しゆは？　〈サベージ〉とかかな？」


「ここが〈アマルガム〉の重要な施設なら、そんな生やさしい敵ではないはずだ。おそらくは〈コダール〉タイプだろう」


「例のラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳか……」


「こいつに至いたっては、対たい抗こう手しゆ段だんがほとんどない。腕うでのいい操そう縦じゆう兵へいの操あやつるＭ９が数機がかりで、どうにか一機を仕し留とめられるかどうかといった相手だ。しかも相当の損そん害がいを覚かく悟ごしなければならない」


　重苦しい沈黙がその場にたれこめた。


「まいったね。そんな化け物が三機もいたんじゃ、手も足も出ない」


「あいつがいれば、倒すのは難しくないのだが……」


「『あいつ』？」


「アルだ。〈ミスリル〉が唯ゆい一いつ保ほ有ゆうしていたラムダ・ドライバ搭載型ＡＳだ」


「初代のアルだね。ＡＲＸ─７とかいう」


　ナムサクで大たい破はした白いサベージ──『アル二世』のことを思い出したのだろう。レモンがしんみりと目を細めた。


　体力も思し考こうもはっきりしてきたいまになって考えてみても、ヒバオア島で宗介が襲しゆう撃げきを受けた理由は、東京で大破した〈アーバレスト〉が関係しているとしか思えなかった。あそこまで破は壊かいされた機体が修しゆう理りできるわけがなかったが、何らかの形でラムダ・ドライバのシステム──ＡＩも含めたコア・ユニットがまだ生きている可か能のう性せいはある。そしてそのシステムを駆く動どうさせることができるのは、世界でただ一人宗介だけなのだ。この期ごに及およんで〈アマルガム〉が、わざわざ自分のような野の良ら犬いぬを狙ねらってきた合ごう理り的てきな理由は、それくらいしか思いつかなかった。


　もちろんただの報ほう復ふくという可能性もある。自分はガウルンやクラマ、その他複ふく数すうの〈アマルガム〉幹かん部ぶを殺してきたのだ。だが、どうしてもそうとは思えなかった。わざわざＤＧＳＥと事を構えてまで、ああいう拙せつ速そくともいえる形で襲撃を試こころみたことが不自然な気がしてならないのだ。


　もっとほかの理由もあるかもしれない。


　レモンたちへの情報提てい供きようを嫌きらった？　指揮系けい統とうの混こん乱らん？　レナード・テスタロッサの個人的動どう機き？　クラマやガウルンの係けい累るいの復ふく讐しゆう？　それらすべてが絡からみ合った、もっと複ふく雑ざつで込み入ったなんらかの事情か？


　考え出したらきりがない。やはり最初に連れん想そうした理由──アル絡みの何かが一番しっくりくる。


「……いや、失われた機体のことを考えても仕方がない。現実的な作戦を考えよう」


　様々な疑ぎ念ねんを振ふり払はらって、宗介は言った。


　レモンがため息をつく。


「そうは言ってもね。この戦力じゃ攻こう撃げきは無む理りだよ。君の言う幹部やＶＩＰを捕とらえることなんて不可能だ。ここにいる僕の部下は大だい事じな連中だし、生せい還かん不可能な敵地に放ほうり込みたくない」


「そこまでは頼たのんでいない。俺一人でもやるつもりだ」


「また、そうやって……。いまさら一いつ匹ぴき狼おおかみを気取るのは勘かん弁べんしてくれよ！」


　レモンが声を荒あらげると、コートニー中佐が顔をしかめて間に入った。


「あー、やかましいのう。おなごみたいにピイピイと叫さけぶな」


「僕は叫んでなんかいませんよ！」


「だまれ、イカサマ野や郎ろうめ！」


「そっ……」


「要するにだ。その羊ラ肉ムなんとかを積んどるファッキンＡＳをどうにかすりゃいいんじゃろ？」


「だから、それが出来ないから困ってるんですって！」


「ふん。どんな機体だって操縦者がいなけりゃただのファッキン・ジャンクだ。ＡＳで奇き襲しゆうを仕し掛かけて、動き出す前に四〇ミリ弾でファックしちまえばいいだろが」


　妙みように自信たっぷりにコートニーは言った。


「ＡＳねえ。でも、いまは僕も組織の支し援えんが受けられない状態なんです。まともなＡＳ一機を用意することもできない」


「ＡＳがあればいいわけじゃな？」


「ええ。ですが南米の田い舎なかやナムサクみたいなところで出回ってるようなガラクタじゃだめです」


「ふむ。軍ぐん曹そう、おまえはどう思う」


　コートニーは宗介に聞いた。


「ＡＳで奇襲するなら、少なくとも静せい粛しゆく性せいと運動性に優すぐれた第二世代型が必要です。火器管かん制せいシステムと通信システムは最低でも現用レベル。比ひ較かく的てき入にゆう手しゆの容よう易いな〈サベージ〉では能のう力りよく不ぶ足そくでしょう」


　聞かれたので答えてみたが、現状ではそんなＡＳが入手できるわけがない。どうにか海から生なま身みで潜せん入にゆうし、Ｃ４爆ばく薬やくでかたをつけるしかないだろう。とてつもない困難を伴ともなうだろうし、成功の望みも少ないが──


　だが、コートニーは勝手に一人で納なつ得とくしてうなずき、こう言った。


「なるほど。だったらいけそうだわい」


「？」


　そのおり、どこか遠くから奇き妙みような物音が響ひびいてきた。くぐもったエンジン音と、ばたばた空気を叩たたくような断だん続ぞく的てきな音。これは航空機──ヘリコプターの音だ。それがこのキャンプに近づいている。


「ちょうど来た」


　怪け訝げん顔がおの一同に向かって、コートニーは一言、『付いてこい』と告げ粗そ末まつな宿舎から出ていった。そうしているうちに、へリの音はみるみる大きくなっていき、やがてキャンプ中を揺ゆるがすような爆音へと変へん貌ぼうした。


「コートニーさん。これはいったい──」


「いいから見ろ」


　キャンプを取り巻く密みつ林りん──その南側の樹木が、強風を受けて激はげしく揺ゆれた。枝葉が空へと吹ふき上がり、その向こうから一機の大型ヘリが姿を見せた。


　灰色に塗と装そうされた箱形の機体。ＣＨ─53の改かい良りよう型がただろう。宗介たちが〈ミスリル〉で使っていたＭＨ─67〈ペイヴ・メア〉の前の世代の輸ゆ送そうヘリだ。その大型ヘリの下に、ワイヤーでずんぐりとしたシルエットのアーム・スレイブがつり下げられていた。


　ダークグレーの装そう甲こうと、頑がん丈じようそうな太い手足。ダウンジャケットで着ぶくれした短足男のようにも見える。


　Ｍ６〈ブッシュネル〉だ。


　しかもその機体は特とく殊しゆ部ぶ隊たい向けにアップデートされた最新のＡ３型で、〈ダーク・ブッシュネル〉と呼ばれているタイプだった。一世代先のＭ９ほどではないが、良好な運動性を誇ほこり、短時間なら非ひ常じように静粛性の高い電気駆く動どうができる。


　初期型ならまだしも、こんな機体を入手するのは簡単ではないはずだったが──


「ま、ちょろいもんよ」


　ぽかんとするレモンたちを前に、コートニーは言った。


「……っていうか、こんな大事な用があったのにアリゾナくんだりまで帰ろうとしてたんですか、あんたは」


「ふむ、そんなこと言ったかの？」


　上空のヘリのハッチから身を乗り出し、こちらに手を振る人ひと影かげがあった。


　これまた老人だ。コートニーの古い戦友で、以前に酒しゆ宴えんを共にしたロイ・シールズ大たい佐さだった。アメリカ海軍特殊部隊の元高官だそうだが、宗介は酒宴の賓ひん客きやくとして呼ばれたテッサにむっつりとセクハラしていたことしか覚えていない。本来はかなりの地位だったと聞いている。


　ＡＳを降ろしてからヘリが着陸すると、シールズ氏はまっしぐらにこちらに走ってきた。彼は宗介やレモンたちは完全に無む視しして、キャンプのあちこちに視線を走らせ、それからコートニーに怒ど鳴なった。


「書類をちょろまかして持ってきたぞ！　さあ、テッサたんはどこだ？」


「それがな、いないんじゃ」


　コートニーの返事に、はげしくきょろきょろ動いていたシールズ氏の首がぴたりと止まった。


「なんだと？　ここで待ってるって話だったじゃないか。Ｍ６Ａ３を持ってきたら、彼女がナイチンゲール風の古式ゆかしい看かん護ご婦ふ衣い装しようで、わしをあれこれ看かん病びようしてくれると──」


「いやすまん。噓うそだ」





　　　　　●





　オンライン会議の席上でおもな議ぎ題だいになったのは、中東および中央アジア、それから極きよく東とうの軍ぐん事じバランス、資し源げんバランスに関する『修しゆう正せい』についてだった。


　中東については現げん状じよう維い持じの意い向こうが大たい勢せいを占しめ、中央アジアについては地下資源の分ぶん配ぱいに関連していくらかのテロ事件が必要とされ、極東については緊きん張ちようを維い持じしつつ各国の軍ぐん費ぴを増ぞう大だいさせていく方向で意見がまとまった。


　予想される被ひ害がい額がくと死者の数が概がい算さんされ、それが長期的にはプラスに転じるとの報ほう告こくが出た。各自がその報告を検けん討とうし、それぞれの思おも惑わくから積せつ極きよく的てき・消しよう極きよく的な賛さん同どうを示した。


　すでに『世界征せい服ふく』は終わっている──


　世界中のほとんどの人々は、その事実に気付いていない。もちろん、気付く必要もない。この組織は効こう率りつ的に資し金きんや技術、そして暴力を運用し、大多数の人々が納得できるところにパワーを分ぶん配ぱいしていく。


　すでに『世界征服』は終わっている──


　すべての富を一手に握にぎる必要はない。サバンナの肉にく食しよく獣じゆうは草を食べなくていいし、草食獣は増えすぎても減へりすぎてもいけない。大事なのはバランスなのだ。


　すでに『世界征服』は終わっている──


　この流れを変えることはできない。彼ら自身にも変えられない。全ぜん貌ぼうすら、誰だれにもわからない。大切なのは全体の逆げき鱗りんに触ふれないこと。そして流れを読んでいくこと。


　いや、ばかばかしい。


　すでに世界は──


「ミスタ・[image: ]シルバー、聞いているのかね」


　会議の終しゆう盤ばん、幹かん部ぶの一人が苛いら立だたしげな声でレナードに呼びかけた。もちろん彼は聞いていたが、すこし間を置いてから、はじめて気付いたような顔をしてやった。


「ええ。なにか？」


「プロジェクトのことだ。この問題は規き模ぼからいっても、各自の協調が必要だということになっていたはずだが」


　きつい声で彼に質問しているのは、ミスタ・[image: ]ゴールドだった。ここではお互たがい名乗らないのが鉄てつ則そくだったが、レナードは彼の国こく籍せきも本名も知っていた。


「おっしゃる通りです。僕も提供できる限りの情報を、皆みなさんに開かい示じしてきたつもりですが？」


「ならば、いつまであの娘むすめを放ほう置ちしておくつもりかね。今日も『調査中』で済ませるつもりかな」


「申し訳ありません。ですが、これまでのアプローチでは発見できなかった要よう素そが考えられますので」


「またいつもの『無む農のう薬やく野や菜さい』説か」


　[image: ]ゴールドの皮肉に何人かが笑った。レナードは穏おだやかな微笑みを浮うかべるだけだった。


「新たな『暗ブラツ黒ク・テ技クノ術ロジー』の需じゆ要ようもある。例の『オムニ・スフィア』などといった抽ちゆう象しよう的てきな概がい念ねんではなく、われわれは結果が欲ほしい」


「そうでしょうか。結果なら充じゆう分ぶんさしあげているはずですが」


「なるほど。そうかもしれんな」


　音声だけの男が、回線の向こうで鼻を鳴ならした。話題を切り替かえるように改あらたまった調子で、[image: ]ゴールドは言った。


「それから情報がある。特とく定ていはできないが、何らかの組織が君のガールフレンドの所しよ在ざいをつきとめたようだ。そろそろその場所も安全とは言えなくなってきたのではないかね」


「初はつ耳みみです。警備を増ぞう員いんしなければ」


　もちろん本気で言ったわけではない。ＮＡＴＯ軍の監かん視し衛星が、内部から──そのシステムをよく知る者から──侵しん入にゆうを受けて、ニケーロ近くの邸てい宅たくを最大倍ばい率りつで撮さつ影えいしたことはもう知っていた。資金関係の洗い出しも。誰だか知らないが、なかなか有能なハッカーらしい。フランスのＤＧＳＥの関係者だということまでは分かっていたが、所しよ在ざい地ちまではつかめなかった。


　それだけではない。こうした種類の侵入をネットのどこかから監視し続け、棚たなボタ式に同じ情報を横からこっそりかすめとった何者かが存在している。これは人間ではない。非ひ常じように大だい規き模ぼで知的な人じん工こう知ち能のうの仕事だ。


　こんな芸げい当とうができるのは、まず間ま違ちがいなくあの潜せん水すい艦かんのコンピュータ──〈ダーナ〉の仕し業わざだ。いかな〈ダーナ〉でも最初のハッカーの正体や所在地は把は握あくしていないだろうが、いずれにせよ当面必要なものはつかんでいるはずだ。


　その通り。この邸宅はもはや安全とは言えなくなりつつある。


　ミスタ・[image: ]ゴールドが言った。


「警備の増員ならば、われわれからも支し援えんしよう。すでに『一五〇二』三機、『一〇五九』三機をそちらに向かわせている」


「それは助かります。メリダ島でも大だい活かつ躍やくでしたからね」


　レナードの皮肉に何人かが笑った。だが彼は内心で『いよいよ来たか。面めん倒どうなことを』と思い、だれにも聞こえない舌打ちをした。


　それからいくつかの無ぶ難なんな議題が話し合われ、オンライン会議は終しゆう了りようした。


　邸宅の地下に設もうけられた会議室を出ると、彼の部下──ポーランド人のサビーナ・レフニオが待っていた。


「例の機体が届きました」


「ＡＲＸ─８だったっけ」


「はい。ミスタＫカリウムもお待ちです」


「カリーニン氏だね。行こう」


　レナードは地下を出て邸宅の回かい廊ろうを通り抜ぬけ、ヘリの発着場に向かった。発着場のすぐそばに、ＡＳの部品を収しゆう納のうしたパレットがあり、その前にアンドレイ・カリーニンが立っていた。


　上着を脱ぬいだシャツ姿だったが、右腕うでに灰色のコートをかけている。アラスカから、そのままここまで直行してきたのだろう。


「初はつ任にん務むの感想は？」


　レナードはカリーニンにたずねた。


「特には。機体をご覧らんに？」


「そうだね。ちょっとだけ」


　大型のパレットの上に置かれたＡＳと、その上にかぶせられた防ぼう水すいシート。そのシートが数人がかりで取り払はらわれ、中のＡＳがあらわになった。いくらか装そう甲こうや細かいパーツの仕し様ようが異ことなるほかは、〈ミスリル〉の第三世代型ＡＳ、Ｍ９〈ガーンズバック〉とほとんど同じように見えた。


　つまらない機体だった。


「これが彼らの切り札？」


「はい」


　まったくの無表情でカリーニンは答えた。


「〈アーバレスト〉の外見が変わっていたのは、ＸＭ９の試し作さく段階のパーツを流用したからです。この機体は通常のＭ９──Ｅ系けい列れつのパーツを利用していると聞いていました。……ラムダ・ドライバのコア・ユニットをご覧になりますか？」


「じゃあ、見ておこうかな」


　カリーニンがうなずき、部下の一人に目線で合あい図ずを送った。背部の装甲が開かい放ほうされ、腰よう部ぶの装甲も数人がかりで取り除のぞかれ、ＡＳの内部が露ろ出しゆつした。コックピットの直下──本来ならば動どう力りよく源げんの一部と電子兵へい装そうが収まっているはずの位置に、Ｍ９系列とは異なる冷れい蔵ぞう庫こ大だいのユニットが収まっている。


　レナードはＡＳのフレームをひょいと上ってから、そのユニットのハッチを開放して中をあらためた。緩かん衝しよう装そう置ちで固こ定ていされた強化ガラスのシリンダーが収まっており、そのシリンダーには構こう造ぞう色しよく──金属的な光こう沢たくを放つ流体が充じゆう塡てんしてあった。


　このシリンダーがラムダ・ドライバの核かくとなる回かい路ろだ。電源が入っていれば、この『流りゆう体たい演えん算ざん素そ子し』はＤＶＤのような虹にじ色いろの光を発しながら駆く動どうする。この装置は〈コダール〉や〈ベヘモス〉にも搭とう載さいされているが、目の前の流体プロセッサは〈アマルガム〉製のそれの数倍はあろうかという容よう積せきだった。


「間違いありませんか」


　カリーニンが言った。


　レナードはシリンダーの表面に手をあて、黙もつ考こうする。


　回路の本体、緩衝システムに冷れい却きやくシステム、シリンダーの両りよう端たんからのびる光ケーブルの束。どこにもおかしいところはない。


　だが──


　いや。どちらだろうと知ったことではない。こうして自分がじっくり考えること自体が、この機体とあの男を強く意い識しきしていることになる。ちらりとよぎったあの少年──バニ・モラウタの横顔を思い出し、彼は自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく笑った。


「ああ。処しよ分ぶんして」


「了りよう解かいしました」


　カリーニンは答えると、部下に指し示じを下した。





　数十分後、奪だつ取しゆされた機体は動力源を取り除かれ、四し肢しのジョイント部分を焼き切られ、そのまま敷しき地ちの片かた隅すみに放ほう置ちされた。車でいったらシャーシを切り離はなされ、エンジンを引っこ抜ぬかれたようなものだ。


　例のシリンダーは機体から取り外され、衆しゆう目もくの中でたたき壊こわされた。中身の流体が周囲に飛び散ちり、機体の『心』を司つかさどっていた残ざん骸がいはバケツとモップで洗い流された。


　その作業中、カリーニンは邸てい宅たくの三階の窓まどをふと見上げた。


　いるだろうとは思っていたが──


　あの少女、千鳥かなめが、窓の向こうから青白い顔で、解かい体たいされるアーム・スレイブと、その様子を監かん督とくしているカリーニンを見下ろしていた。遠くてはっきりとは見えなかったが、目があったとたんに彼女は屋敷の奥おくに引っ込んでしまった。


　南西の空が雲におおわれている。


　ごろごろと、低い雷かみなりの音が響ひびいてくる。


（嵐あらしが来る──）


　彼は重苦しい気持ちを感じながら、迫せまり来る戦いのあれこれに思いをはせた。





　　　　　●





　ひどい低てい気き圧あつが容よう赦しやなく輸送機を揺ゆさぶる。


　上へ、下へ。右へ、左へ。


　もう何時間続いているだろうか。こういう悪あく天てん候こうにも慣なれっこだったつもりだが、胃のむかつきは押おさえようがない。


　搭乗員のほとんどが、口を開くたびに死人のような声を漏もらしていた。貨カー物ゴ・室ベイの乗員が、いまにも吐はき出しそうになりながら、ヘッドセット越ごしに思い切り叫さけぶ。


「ワーン、ミニッツ!!（一分！）」


　降下地点が迫っている。


　宗介はコックピットの操そう縦じゆう桿かんを軽く操そう作さし、最終的な確かく認にんをした。パラシュートの機き構こうは問題ない。火か器き管かん制せい？　ＯＫ。通信システム？　ＯＫ。航こう法ほう？　ＯＫ。運動制せい御ぎよ？　ＯＫ。すべてＯＫだ。


　では行くか──


　輸送機後こう尾びの巨きよ大だいなカーゴ・ハッチがゆっくりと開いていく。猛もう烈れつな暴ぼう風ふうが格納庫に吹ふき込んできた。レールに乗ったＭ６Ａ３〈ダーク・ブッシュネル〉はジェネレータを駆動させ、これからやってくる激しい仕事にじっくりと備える。


　宗介は大きく息を吸い込むと、輸送機のクルーに告げた。


「こちらウルズ７。これより目標地点に降下する。見送りに感謝する。こヽちヽらヽはヽコヽーヽルヽサヽイヽンヽ、ウヽルヽズヽ７ヽ。これより降下を開始する──」


『了解した！』


　輸送機の機長が無線越しに怒ど鳴なった。


『幸運を祈いのる、ウルズ７！』


　はげしい火花が飛び散る。


　レールのロックが解かい除じよされ、宗介のＭ６が空中へと放ほうり出された。













　　４：嵐あらしの夜に










　宗そう介すけの搭とう乗じようするＭ６Ａ３〈ダーク・ブッシュネル〉は、真っ暗なメキシコ南部の空を降こう下かしていた。


　自由降下中の機き体たいをはげしい暴ぼう風ふうがなぶり、ぎしぎしときしませる。コックピット内も激はげしく振しん動どうし、ときおり首の骨が折れてしまいそうな衝しよう撃げきが襲おそいかかってくる。みるみる残ざん量りようの減へっていくデジタル高度計。細かく揺ゆれ動く方ほう位い計けい。姿し勢せい指し示じのインディケーターがくるくると回転する。ＥＣＳは休きゆう眠みん中ちゆうだ。不ふ可か視し機き能のうはないものの、Ｍ６Ａ３にもＥＣＳは搭とう載さいされている。しかしこんな嵐の中で使っても意味はない。


　高度計の数値が三〇〇〇フィートを切った。


　一いち次じ開かい傘さん。成功。


　機体の落らつ下かが急きゆう減げん速そくする。


　二次開傘。成功。


　巨きよ大だいなパラシュートが頭上で開くと、たちまち暴風が殴なぐりつけてきた。十数トンの機体が振ふり子のように揺れ、空中を泳ぎ、バランスを崩くずしてきりもみする。


　あと一五〇〇フィート。このままでは地面に激げき突とつしてしまう。


　姿勢を崩したＭ６Ａ３の胴どう体たいに、たるんだワイヤーがからみつこうとする。宗介は機体を操あやつり、なんとかまともな降下姿勢を取り戻もどそうとした。できない。瞬しゆん時じに判はん断だんしてパラシュートを切り離はなす。迫せまりくる大地。すぐにスイッチを押おしたい衝動をこらえながら、一秒待って予よ備びパラシュートを開く。


　成功。またしても暴風が襲ってくる。


　今度はうまく風を読み、宗介は手足を器き用ように振りながら、風上に機体を向けた。


　地表が迫る。暗あん視しセンサが捉とらえた灰色の画像の中で、広こう葉よう樹じゆにおおわれた山さん岳がく地ち帯たいがいっぱいに広がっていく。


　あと三〇〇。


　二〇〇……一〇〇……五〇……


　樹木の天てん蓋がいを突つき破やぶり、Ｍ６は大地にぶつかった。パラシュートをすぐさま切り離し、姿勢制せい御ぎよ。関節から吹ふきだした衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう剤ざいの煙けむりがぱっと密みつ林りんの中に広がる。


　宗介は機体を操り、前後左右を素す早ばやくパッシブ・センサで走そう査さした。敵てき影えいはなし。見える熱ねつ源げんは、いきなり鋼こう鉄てつの巨人が落ちてきたことに驚おどろいた夜や行こう性せいの動物たちが、あわてて逃げていく姿すがただけだ。


　着地成功。


「ふー……」


　宗介はすべての安全を確かく認にんしてから、大きく息をついた。


　いま、宗介のＭ６Ａ３は密林に黒い塊かたまりとなってうずくまっている。はげしい風と雨が装そう甲こうを打ち付ける中、ガスタービン・エンジンがくぐもったうなり声を発していた。


　ＧＰＳで現在地を確認する。目標の邸てい宅たくから二〇キロ北西の山中だ。


　このまますみやかに南下して、目標の一〇キロ手前から無む音おん駆く動どうに切り替かえる。可能な限り近づいていって、敵に察さつ知ちされたと見たら最大出力で突とつ進しんする。最さい優ゆう先せん目標は起き動どう前まえの〈コダール〉タイプ三機だ。搭乗者が乗り込む前に破は壊かいすることさえ出で来きれば、ラムダ・ドライバなど恐おそれるには足りない。


　本当に三機だけならば、だが。


　レモンたちは別の地点に待たい機きしている。宗介が突とつ破ぱ口こうを開くと同時に、ヘリで目標の邸宅に急きゆう行こうし強行着陸、歩ほ兵へい部ぶ隊たいで制せい圧あつするという手て筈はずだ。


　そうスムーズに行くとも思えなかったが、他に手しゆ段だんはなかった。直接、邸宅上空から降下・奇き襲しゆうするプランもあったが、その前に輸ゆ送そう機きが対たい空くうミサイルの餌え食じきになる可か能のう性せいが大きすぎた。海からの侵しん入にゆうも同様だ。海岸からの見通しが良すぎるので、八キロ以上の彼か方なたから赤せき外がい線せんセンサで接せつ近きんを察知されてしまうことだろう。


（せめてＭ９があれば……）


〈ミスリル〉の使っていたＭ９なら、もっと柔じゆう軟なんな作戦も立てられただろうが、あいにくこれ以上の贅ぜい沢たくは望むべくもなかった。敵に察知され、なおかつ〈コダール〉タイプが起動していた場合は作戦を中止し撤てつ退たいするしかない。そうなればもちろん敵は警けい戒かいを強めるだろうし、短期間であの邸宅を放ほう棄きしてしまうだろう。


　ナムサクでの戦いと、そこから導みちびき出されたクラマのヒント──そうしたすべてが水すい泡ほうに帰きすることになる。


　すべて一からやり直しだ。かなめも手の届とどかないどこかに行ってしまう。


　いや──そもそも、本当にあの邸宅にかなめがいるのだろうか？　それどころか、本当に彼女は生きているのだろうか？　生きていたとして、あの邸宅にいたとして──彼女の心にまだ俺はいるのだろうか？　俺でさえ、ナムサクで迷まよい彼女の記き憶おくを失いかけた。時間とは、距きよ離りとはそうしたものだ。もし彼女があの男の腕うでの中にいたら？　迷めい惑わくそうな顔をされたら？　哀あわれむように、『もう探さないで』と言われたら？


　作戦のあれこれとは異ことなる、言いようのない不ふ安あんと焦しよう燥そうが、彼の胸をしめつける。クラマに撃うたれた傷きず跡あとがずきりと痛んだ。


（いや……）


　知ったことか。こんな葛かつ藤とうはもう飽あき飽きだ。


　いまやるべきことは何か？


　敵の警戒網もうを騙だましながら、密ひそかに、確かく実じつに接近することだけだ。この機体を最良の形で操り、目的を遂すい行こうしなければならない。


「行くぞ」


　そうつぶやき、宗介はＭ６Ａ３を前進させた。当たり前のことだったが、機体の制御システムはなにも答えなかった。





　本気になっていじってみたが、そのノートＰＣからはネットワーク機き能のうが完全に削けずり取られていた。ソフトウェアではなく、通信のためのハードウェア自体がごっそり取り除のぞかれているのだ。わざわざ苦労して筐きよう体たいの中身を開いた挙あげ句く、かなめはそう結けつ論ろんするしかなかった。


　まあ、当たり前だろう。


　そうでもなければ、いまの自分に──降こう参さんしたとはいえ決してアマルガムに協力的ではない自分に、重じゆう要よう情じよう報ほうの詰つまった電子機き材ざいを与あたえるわけがない。外部のだれかに自分の居い場ば所しよを伝える手しゆ段だんをあれこれ検けん討とうしてみたが、そんなものは見つからなかった。脱だつ走そうしようにも、邸宅の周囲にはあの〈アラストル〉がうろうろしてるし、その目を盗ぬすんだところで逃にげ切れるわけでもない。


　夜のテラスで満天の星々を眺ながめ、うろ覚えの三角法でおおよその緯い度どは把は握あくした。北ほく緯い一五度四〇分。大おお雑ざつ把ぱな世界地図くらいなら邸内にもあったので、その緯度で合がつ致ちするこの海岸を推すい測そくしてみる。インドかアラビア半島かメキシコ南部のどれかだろうが、おそらくはメキシコ南部だ。


　自分の現在地が分かったところで、ここから逃げる足しになるわけでもなかったが、それだけでも小さな達たつ成せい感かんはあった。その気になれば、すぐにこれくらいは調べられたのに。なぜ自分はこんな簡かん単たんなことさえ実行に移うつさなかったのだろう？


　かなめはそれから邸内のあちこちを歩き回り、これまで気にもしなかったあれこれを注意深く観かん察さつするようになった。どこかに逃げるヒントがあるかもしれない。利用できる何かがあるかもしれない。そう思うようになっていた。


　逃げてどうなるの？　それからどこに行くつもり？


　いつもその気持ちが頭のどこかにあった。そう。逃げたところで、行くところなどないのだ。


　だがそんな考えがどんどんふくらんできたとき、かなめはすぐに頭を振ふってプールに向かった。水着に着き替がえて飛び込んで、一〇往おう復ふくもすると、すこしは気分が楽になった。


　邸宅の人々はかなめの変化に気付きつつあるようだったが、彼女はとりたててそれを隠かくそうとはしなかった。どうせ自分がどんな状じよう態たいだろうと、この鳥かごの鉄てつ格ごう子しが広がるわけではないのだ。


　そんなある日、あの男が邸宅に来た。アンドレイ・カリーニンだ。


〈ミスリル〉のものとおぼしき第三世代型ＡＳを空くう輸ゆしてきて、レナードと中身を確認してから解かい体たいしてしまうのを、かなめは邸宅の窓から見たのだ。


　なぜ彼がここに？　裏うら切ぎったのか？　それとも寝ね返がえったふりをしているのか？


　この出で来き事ごとはかなめの心を大きく揺ゆさぶったが、あのロシア人と直接話す機き会かいはそれから数日、一度もなかった。会ったとしてもなにを話したらいいのか思いつかなかったし、カリーニンは一日のほとんどを外で部下たちと過ごしている様よう子すだった。


　敷しき地ち内ないの防ぼう備びと警戒態勢の見直しを行っている。部下たちの作業の断だん片ぺん的てきな様子を観察して、かなめはそう推すい理りした。


　なにか異い変へんが近づいている。彼女は漠ばく然ぜんとそう感じていた。


　その予感が現実となったのは、カリーニンが現れた数日後、嵐あらしの夜のことだった。


　屋外では風が吹ふき荒あれ、大おお粒つぶの雨が窓を叩たたき続けている。海岸にうち寄よせる波の音がくぐもって轟とどろき、ごろごろと不吉なうなり声となって寝しん室しつに響ひびいていた。


　かなめがベッドに寝ころんで読書にふけっていると、レナード・テスタロッサが彼女の部屋を訪おとずれた。


「何の用？」


　つっけんどんにかなめは言う。いつもなら、彼女がこうした態たい度どを取ると彼は微び笑しようを浮うかべて肩かたをすくめるのだが、今夜は違ちがった。レナードは笑いもしないし、戸口に立ったまま身じろぎもしない。


「身み支じ度たくをして欲ほしい。きょうか明日……とにかく近い内にここから離はなれる」


「どうして？」


「いろいろとね。事じ情じようが変わったんだよ」


「その気があるんだったら、その事情とやらをあたしに説明してくれない？」


　レナードは黙だまっていた。彼は自身の考えや本ほん音ねをほとんど表に出さない。この時も同どう様ようだった。ただその場に立って、だれにものぞくことのできない胸の内で、なにかをゆっくりと吟ぎん味みしているようだった。


「そう」


　ベッドの上であぐらをかいた格かつ好こうのまま、かなめはそっけなく言った。


「話す気がないならそれでもいいわよ。あなたは相あい変かわらず、あたしを人形か小鳥みたいに扱あつかうんだっていうことなんだろうから。まあ、それだったらこっちもそういう態度しか取りようがないでしょうね」


「そういうわけじゃない。君に余よ計けいなことを話して、あれこれと煩わずらわせるのもどうかと思っているだけさ」


「それが人形扱いなのよ」


　軽くのびをする。苛いら立だちに似た感情がわいてきて、彼女の声は自然と辛しん辣らつになってきた。


「あたしはテッサみたいに物もの分わかりが良くないわよ？　あんたがどれだけ優ゆう秀しゆうだろうとハンサムだろうとお金持ちだろうと、それだけでなにかを委ゆだねるほど利り口こうじゃないの」


「それは妹も同じだよ」


「でしょうね。あたしが言ったのは、昔のあの子の話。いまのあの子はあんたに真まっ向こうから逆らってる。だったらあたしがこんなことを言うのも、よくわかるでしょ？」


　彼は否ひ定ていも肯こう定ていもしなかった。


「答えないのね。最近思うようになったんだけど、あなたってひょっとしたら、ものすごく臆おく病びようなんじゃない？」


　すこしの間を置いてから、彼は自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。


「そうだね。それは言えてるかも」


　まただ。おきまりのわけ知り顔の白しろ旗はただ。


　だが彼女はそれでも容よう赦しやしなかった。


「そうやって『わかってるよ』って顔するのがカッコいいと思ってるの？　そこいらの人が相手なら、まあそれも結けつ構こうだけど。あたしにもそういう調子なわけよね。で、それでいいわけ？」


「……もし僕がなにかを話したとして、それで君の態度が変わるとも思えないけどね」


「よく分かってるじゃない」


　嘲ちよう笑しようするように言ってやる。可能な限りいやらしく、にくたらしく。


「だからあたしを苦しめるわけ？　閉じこめて、なにもかも奪うばって、微笑みながら見ているだけ？　それでいつかは白旗をあげるってこと？　まあ、あたしも別に超ちよう人じんじゃないから、いずれはそうなるかもしれない。だとして──もしそうなったとして──あんたはそれで満足なの？」


「…………」


「隣となりのクラスにね、すっごいキモい男子がいたわ。体重が一〇〇キロくらいあって、いつもフウフウ汗あせかいてて、しょっちゅうあたしとか色んな女子をニヤニヤしながら見てた。ストーカーみたいなこともしてたらしいし、監かん禁きんとかロリコンとかのやらしい本をたくさん持ってるなんて話も聞いたことがある。どこまで本当かは知らないけどね。とにかく、そういうタイプ。何考えてるのか全然わからない奴やつ。……さて問題です。そのキモい男子と、あんた。どちらかと付き合わなきゃならなくなったとして、あたしはどちらを選ぶと思う？」


　やはり彼は答えなかった。ただ無む表ひよう情じようのままで、その場に棒ぼう立だちしていた。


「聞いてんのよ。どっちだと思う？」


「悪あく趣しゆ味みな質問はよしなよ」


「答えなさい」


「下げ品ひんなたとえはいいから、話の続きをさせてくれないかな」


「だめよ」


　彼女はきっぱりと言った。


「聞いて驚おどろきなさい。あたしは真しん剣けんにこの命めい題だいを一日かけて考えたんだけど──本ヽ当ヽにヽ分ヽかヽらヽなヽいヽのヽ。つまるところ、あんたとあのキモい男子の違いは、イケメンかブサイクか、ただそれだけなのよ。どう？　ありていに言って、あんたのやってることって、それくらい気き色しよく悪いの。……ソースケがあたしの前に現あらわれたとき、あいつはかなりキモい奴だったわ。でもあんたとは違った。あいつはヘラヘラ笑ったりしなかった。どんなことがあっても、まっすぐな目でなにかと戦っていた。いまのあんたみたいに、そういう何もかも見み透すかしたような態度で、あたしを見つめたりしなかった。そうよ──彼はいつでも真剣だった」


「いい加か減げんにしてくれないか」


　ゆっくりとした足取りで彼が近づいてきた。


　いつも通りの優ゆう美びな物もの腰ごしだったが、その声は低く、冷たかった。


「僕はいつでも真剣だよ」


「そうは見えないわね。あたしのこと好きだって言ってたでしょ？　あれマジなの？」


「ああ」


「なんで？　あたしのどこが好きなわけ？　わかりやすく答えてくれない？」


「それは前にも言ったはずだ」


「ラブホの屋上で？　あんなの説明になってないわよ。けっきょくのところ、人を好きになるってことが本当は自分でもよく分かってないんじゃない？　そんな調子だからテッサにもそっぽ向かれたのよ」


　ポケットの中に隠かくれたレナードの拳こぶしに、力がこもった。だがその変へん化かに気づくこともなく、かなめは続けた。


「あなたはイヤミでカッコばかりで、だれにも心を開いてない。女をモノとしか見ていない。ひょっとしてよくあるあれ？　親の愛が足りなかったとか？」


　いきなりレナードが彼女の両肩をつかんだ。華きや奢しやで繊せん細さいな体つきに似に合あわず、驚くような握あく力りよくだ。まともな抵てい抗こうもできないまま、かなめはベッドに押おし倒たおされた。


「じゃあ教えてやるよ。僕の目を見ろ」


「なにを──」


「見るんだ」


　視し界かいいっぱいに彼の顔が迫せまった。端たん整せいな相そう貌ぼうが押し殺した激げき情じように震ふるえている。かなめの本ほん能のうがどこかで『見るな』と告げていた。


　しかし、彼女は見てしまった。


　灰色の瞳ひとみのもっと奥おく、光では捉とらえられないなにかが、彼女の心に流れ込んできた。


　思し考こうの奔ほん流りゆう。あの『共きよう振しん』だ。


「…………っ！」


　雷かみなりにでも撃うたれたように、かなめは背中を弓なりに反らせた。これまで経けい験けんしてきたような茫ぼう洋ようとしたものではなく、もっとはげしく、荒あら々あらしく、それでいて陰いん鬱うつなイメージだった。





　かなめは火事の中にいた。


　燃え上がる廊ろう下か。煙けむりが渦うず巻まき、刺し激げき臭しゆうが鼻をつく。炎ほのおの色は灰色だった。小さな女の子が泣いている。断だん続ぞく的てきな銃じゆう声せいが響ひびき、だれかの怒ど鳴なり声と悲ひ鳴めいが耳の中に響く。


　この家は襲しゆう撃げきを受けているのだ。


（二人を地下室へ連れて行け）


　男が叫さけんでいた。


（無む理りだわ。すぐに見つかってしまう）


　女は取り乱みだし、泣いていた。


（もうすぐジェリーたちが助けにくる。一〇分でも持ちこたえれば……。行くんだ、マリア。僕は南側で敵を防ふせいでいるから）


（待って、カール。そばにいて）


（だめだ。行け）


（お願いよ）


　しかし男は行ってしまう。女は二人の子供を抱だいたまま、ほとんど憎ぞう悪おともつかない声でこうつぶやく。


（いつもそう。だからわたしは──）


　ほかの男たちと。


　瞬しゆん間かん的てきに吐はき気を催もよおすような光こう景けいがまたたいた。ベッドの上で絡からみ合う、なまめかしい人と人。耳を塞ふさぎたくなるような、醜しゆう悪あくなあの声。その男が義ぎ務むを果たしに遠い海にいってしまったとき、女はいつも溺おぼれていた。人前では貞てい淑しゆくな妻だったが、なに食わぬ顔でそうしていた。幼おさない彼はそれを知っていたのだ。その目でいつも見ていたのだ。


　銃声が近くなった。


　女はおびえ、煙にむせび、子供たちを連れて地下室へ走る。階段を降りて、山やま積づみになった木材や園えん芸げい用品の奥へ。


　階上で銃声がした。誰だれかが倒れた音。知らない男たちが階段を下りてくる。荒々しい足音がこちらに迫せまる。


（かくれて）


　女が──母親が子供たちに言った。泣きじゃくる女の子を木箱の山の奥に押し込み、その上からぼろぼろの毛もう布ふを詰つめ込む。足音はすぐそこだ。残ったもう一人の子供──男の子の方を隠している時間はない。


　母親と男の子の目があった。


　その女の醜みにくい表情を、かなめは一生忘れることはできないだろう。


　焦しよう燥そう。逡しゆん巡じゆん。そしてなにかの嫌けん悪お。


　この子はわたしの裏うら切ぎりを知っている。


　いつもわたしを責せめている。わたしを淫いん売ばいだと思っている。その薄うす気き味み悪いほど優すぐれた頭ず脳のうで、わたしを軽けい蔑べつしている。


（母さん……？）


　男の子は言ったが、母親は答えなかった。


　美しい女だったが、眉まゆをひそめ、自身の息むす子こから目をそらしたその顔は、ひどくリアルで生々しかった。そう極きよく端たんに歪ゆがんだわけではない。


　むしろ逆だ。ただ、目をそらしただけ。


　だからこそ彼女の意い思しは決けつ定てい的てきで、それがなにかの運命を完全に狂くるわせてしまった。


　男たちが来た。


　手には黒光りする自動小しよう銃じゆう。


（もう一人の子供は？）


　男が言った。


（親しん戚せきの家よ。どうか、助けて──）


　母親は息子の両肩をつかみ、彼らの前に差し出した。まるで懐ふところから取り出した財さい布ふを、強ごう盗とうに差し出すかのように。


　その絶ぜつ望ぼうと虚きよ無む感かん。


　痛つう切せつなすべてが胸の中へと流れ込んできて、かなめの心をかき乱した。


　それから先のことはもう、どうでもよかった。





　何秒間、いや何分間そうしていたのだろうか。かなめが意い識しきを取り戻もどすと、レナードはもう彼女から離はなれていて、部屋の片かた隅すみの椅い子すに腰かけていた。


「っ…………」


　仰あお向むけに横たわっていたキングサイズのベッドから身を起こす。まだ息が荒かった。かなめは自分の背中がぐっしょりと汗あせに濡ぬれていることに気づいた。


　窓に打ち付ける雨の音が、やけに耳に残る。


「妹も知らないことだよ」


　レナードはぼんやりと言った。


「だからって……」


　彼女は喉のどを絞しぼった。


「……だからって、なによ？」


　悲しい過か去こだの、辛つらい経験だの。そんなのは誰だれだって背せ負おってるじゃないか。宗介だってそうだ。あたしも。それは確たしかに気の毒どくだけど、だからといっていま、こうして人の運命を弄もてあそんで、微び笑しようを浮うかべている理由にはならない。


　かなめのそうした想おもいがよく分かっている様よう子すで、レナードはため息をついた。


「普ふ通つうの人間に言葉で伝えたなら、せいぜいそんな反はん応のうだろうね。でも君は違ちがう。だからこうして伝えた。分かってるだろう。もう他ひ人と事ごとじゃないって」


　その通りだった。もう他人事ではなくなってしまった。あのダイレクトな痛み、悲しみ。彼女自身が同じ経験をしたも同然なのだ。


　ひどい吐き気がした。


　何度も咳せき込み、どうにかこらえて、シーツを汚よごさずに済んだ。


　なぜだろう。小さいころ、河かわ原らで大きめの石をひっくり返したときの光景を思い出した。石の裏側にはミミズやムカデや、そうした醜い虫どもがひしめき、うごめいていた。ひどい虚きよ飾しよくが、欺ぎ瞞まんがあちこちにはびこっている。信しん頼らいや愛情や友情や正義や、そうした美び辞じ麗れい句くがすべてむなしく感じられた。


　人間は汚きたない。


　誰も彼も噓うそばかり。隠かくし事だらけ。


　それが肌はだで実じつ感かんできた。


「別に同情して欲ほしくて教えたわけじゃない」


　レナードは静かに言った。


「トラウマを理由に自分を正せい当とう化かする気もない。僕は考え、行こう動どうしている。自分の意い思しで。母の呪じゆ縛ばくなど関係ない」


「だったら、なぜ……」


「君の言ったとおりに心を開いた。ただそれだけだよ」


「…………」


　彼は立ち上がり、彼女に背を向けた。


「殺した、殺されたってのは最悪だけどね。世の中には違う種しゆ類るいの最悪もあるってことさ。伴はん侶りよや家族に裏切られること、拒きよ絶ぜつされることは、死なれることよりもはるかに辛い。その点、僕の父は何も知らなかったんだから気き楽らくなものだよ。模も範はん的てきな軍人、模範的な指揮官、模範的な夫として、愛する家族──無む垢くだと信じる家族を守って死ねたんだから。格かつ好こうよく、英えい雄ゆう的てきに」


「そんな……」


「と、まあ……僕が君の言うように『ヘラヘラ笑ってる』んだとしたら、そういう気分のせいかもしれない。ロマンチックな世界の住人はのんきだね、と。そんなところかな」


「でも、わからない」


　かなめは言った。いつも彼に接するような刺とげ々とげしさは、もうかき消えていた。


「そんなあなたが、なぜあたしを？」


「さあ、なぜなんだろう」


　ぽつりと言ってから、彼は部屋を出て行った。その間ま際ぎわに、付け加えた。


「とにかく身み支じ度たくを急いで欲しい。君に見せたいものもあるからね……」


　そのとき、部屋の窓ガラスや調ちよう度ど類るいが強く、小こ刻きざみに震ふるえた。


　嵐あらしの音ではない。これは遠くの爆ばく発はつ音おんだ。





　宗介が順じゆん調ちように近づけたのは一〇キロの距きよ離りまでだった。


　Ｍ６Ａ３を無む音おん駆く動どうに切り替かえて、目的地の邸てい宅たくまで接せつ近きんしていくと、予想通り敵の警けい戒かいシステムに遭そう遇ぐうする。


　対ＥＣＳレーダ、赤せき外がい線せんセンサ、感かん圧あつセンサ、ごく単たん純じゆんなワイヤーなど、あれやこれやだ。Ｍ６の電子兵へい装そうでぎりぎり欺瞞できる種類のものも多かったが、対ＥＣＳレーダやいくつかのセンサは大きく迂う回かいして避さける必要があった。


　せめてあと二キロはひそかに接近したい。


　そう思って警戒網もうをどう進むか攻せめあぐねているときに、その爆発音がした。


「…………？」


　遠いようだ。およそ四キロ北東。


　密林のただ中で宗介は機体を停てい止しさせ、左腕うでに収しゆう納のうされたペリスコープを頭上にかかげた。するすると伸しん縮しゆく式しきのセンサが伸のび、樹上から爆発の方角に向けられた。


　風雨の荒あれ狂くるう夜の空に、爆発と熱源の痕こん跡せき。


　おそらくヘリか何かの航こう空くう機きが、警戒システムの対空攻こう撃げきを受けて撃げき墜ついされたのだ。


（まさか、レモンたちが……？）


　一いつ瞬しゆんためらったものの、彼はすぐに専用チャンネルの無む線せんで呼びかけてみた。ミシェル・レモンがのんきな声で応おう答とうし、まだ所しよ定ていのポイントで待たい機きしていると告げた。


『爆発音？　どういうことだ？』


「わからん。いま調べている」


　撃墜されたのはレモンたちではない。では、どこの所しよ属ぞく機きだろうか？


（ペリスコープのセンサでは……）


　おもに市し街がい戦せんで使う近距離向けの小型センサでは、それ以上の情報は集めようがない。嵐のせいで視し界かいもかなり悪い。そうこうしているうちに、最初の爆発の近くでまた動きがあった。今度は地上だ。密林の木々が炎ほのおに照てらされる。


　警戒網の対たい空くう砲ほうが破は壊かいされたのだ。


　おそらく撃破された航空機側の勢せい力りよくがＡＳを地上に投とう下かし──


「戦せん闘とうが起きている」


『なんだって？　いったい誰が？』


　密林に瞬またたくいくつもの砲ほう火か。なにかがぱっと樹木の天てん蓋がいを突つき破やぶり、空中に躍おどった。あれはＡＳだ。戦闘機動で跳ちよう躍やくしたのだろう。滞たい空くう時間はそれほど短くなく、すぐに視し界かいから消えた。


「Ｍ９だ」


　センサのとらえたデータをマニュアル操作でプレイバックして拡かく大だいし、宗介は結けつ論ろんした。


　間ま違ちがいない。あのスマートなシルエットはＭ９〈ガーンズバック〉以外はありえない。Ｍ９が、こんな場所で戦っている。いったいどこの勢力だろうか？


『〈ミスリル〉の残ざん存ぞん兵力が攻撃を？』


　無線の向こうでレモンが言った。彼らが知る限り、Ｍ９を実じつ戦せんで使っていたのは〈ミスリル〉だけだ。


「わからん。だが考えにくい」


『なぜ？』


「俺のＭ６ですらここまで見つからずに来れたんだ。次世代型のＭ９の性せい能のうなら、もっとましな作戦と隠おん密みつ接近ができるはずだ。だれにせよ、Ｍ９を使い慣なれてる〈ミスリル〉の要よう員いんがあんなミスをやるとは思えない」


　それにあのＭ９は細かい仕し様ようが〈ミスリル〉のものとは違っていた。頭部センサのタイプや、肩けん部ぶ装そう甲こうの形。それに装甲厚あつも彼の知っているＭ９より大きそうだ。そして動きが若じやつ干かんのろい。あの機体特とく有ゆうの、動きのシャープさがない。


『だったら──』


『たぶん米軍じゃな』


　レモンの横から、ほかの声が割わり込んだ。このＭ６Ａ３を持ってきてくれたシールズ大たい佐さだった。


『陸軍の連中だろう。デルタ・フォースの強きよう襲しゆう機き兵へいチームには、もうＭ９が配はい備びされとるはずじゃ。公おおやけにはなっとらんがな』


『なんですって？　でもなんだってまた彼らがここを──』


『わしらでさえ突き止めたんじゃ。連中が知らない理由もなかろう。まったく無む茶ちやしおってからに……』


　なにしろ同じ祖そ国こくの同どう胞ほうだ。シールズの声にはそのＭ９部隊の身を案じるような響ひびきがあった。


　だが独どく断だん専せん行こうをしているレモンたちはともかく、アメリカ軍が〈アマルガム〉の拠きよ点てんを攻撃することが奇き妙みようだった。なにしろ〈アマルガム〉にはそうした正せい規き軍ぐんの手足を封ふうじる政治的な力がある。彼らの狙ねらい、作戦目的などがはっきりとしない。


『説明が付かないことが多すぎる。ソースケ、作戦は中止しよう。ヤバい感じだ』


「ああ、だが……」


　レモンの言う通りだったし、トラブルの際の作戦中止は視し野やに入れていたが、それでも宗介は迷った。


『だが、じゃないだろ？　これだけの騒さわぎが起きたら、敵も例の〈コダール〉タイプを起き動どうさせようとしているはずだ。目標に近づいても撃げき破はできる見込みはまったくない』


　作戦直前に入った衛えい星せいからの新たな画像で、あの邸宅には〈コダール〉タイプがいることがほぼはっきりしていた。機き影えいが見えたわけではなかったが、雨のあとの海岸や未み舗ほ装そうの敷しき地ち内ないに特とく徴ちよう的てきな第三世代型ＡＳの足あし跡あとがあったのだ。


　やはり撤てつ退たいすべきか？


　普ふ通つうに考えればそのはずだった。しかし、ここであきらめたら、あの邸宅にいるかもしれない彼女が──


「待機していろ。俺は強襲をかける」


　それ以上考えることもなく、宗介は告げていた。北きた朝ちよう鮮せんでの事件以来、すっかりおなじみになった『不ふ合ごう理り』という名の病気だ。だがここまできたら、いまもっとも大事なのは時間である。突っ込むと決めたのならば早くしなければ。


　宗介は機体の無音駆動を切り替え、ＡＰＵ（補ほ助じよパワーユニット）の電力からガスタービンを再さい起き動どうさせた。


「敵の注意はあのＭ９部隊に注そそがれている。やりようによっては隙すきもつける」


『引き返せ、ソースケ！　無茶だ！』


「心配するな。無理そうなら引き返す」


　そう答えながら、宗介はなにか言い知れない胸むな騒さわぎを覚えていた。なにかがこの先に待っている。そう感じていた。


　はげしく装甲をたたく雨の音。濃のう密みつな木々をかきわけ、機体をほぼまっすぐに走らせる。枝が、葉が舞まい散ちり、エンジンの咆ほう哮こうがあたりに響き渡わたる。敵の警けい戒かい網もうについては、この際さいなので最低限の注意で済ませた。いまはなによりも時間が惜おしい。


（千ち鳥どり──）


　いるかどうかはまだ分からない。だが、なにかの手がかりはつかめるかもしれない。それになぜだろうか。いヽるヽよヽうヽなヽ気ヽがヽすヽるヽ。近くで彼女が待っているような気がする。それはウィスパードがどうとかいった話とは無関係の、本ほん能のう的てきな直感、合ごう理り的てきには説明のつかない嗅きゆう覚かくのようなものだった。


　デジタルマップの表示では、邸宅まであと二キロ。


　この位置からでは小高い丘きゆう状じようの地形が邪じや魔まになって目もく視しできなかったが、あとすこしだ。このまま突っ込んで時計回りに敷地を駆かけるつもりだった。外部スピーカーで名前を呼べば──彼女が姿を見せるかもしれない。どこかから呼びかけてくれるかもしれない。彼女を奪うばうことさえできれば、あとは全速で脱だつ出しゆつして──


　アラーム音。


　八時方向。距きよ離り三〇〇。


「！」


　Ｍ６の反はん応のう速度では、回かい避ひは間に合わない。機体を振ふって肩部を向け、防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとるので精せい一いつ杯ぱいだった。


　がつん、と強い衝しよう撃げき。


　機体が揺ゆれる。コックピットが震ふるえる。左後方から何発かの砲ほう弾だんが飛来し、肩部装甲に当たってはげしい火花を散らした。


　サーマルセンサが捕とらえた熱源のパターンは、斜しや面めんを高速で二足歩行する俊しゆん敏びんなヴィークルを示しめしていた。


　つまりＡＳだ。


（さすがに甘あまかったか）


　宗介は舌した打うちしてデータを吟ぎん味みする。Ｍ９だったらすぐに機体のタイプを教えてくれるところだったが、この機体はそこまで強力なＡＩを積つんでいない。


　相手は第三世代型だった。おそらく〈コダール〉タイプだ。


　いきなり出くわしてしまった。もう作戦の継けい続ぞくは無理だ。せいぜい全装備と技能を総そう動どう員いんして、逃にげることが精一杯だろう。


　かなめの奪だつ還かんなど論ろん外がいだ。


　歯がゆい。無む念ねんだ。だがあきらめるしかない。


　さらにアラーム音。


　敵〈コダール〉が発砲しながらこちらに接近してきた。たった一機だけだったが、それでも手に余あまる相手だ。しかもあの敵機にはこちらの攻こう撃げきが一いつ切さい通じない。


　滝たきのような雨の中、地形を利用し、ぎりぎりで敵の射しや線せんを避さけて走る。追い立てるような着ちやく弾だんがＭ６の周囲で跳はね回った。


（余よ裕ゆうたっぷりだな）


　なかばやけくそで手持ちの散さん弾だん砲ほうを撃うってやると、〈コダール〉は軽くステップしてこちらの砲弾を『受け止めた』。正面の大気が歪ゆがみ、機体の手前で砲弾が止まる。けたたましい破は裂れつ音おんが響き、当たっていたはずの砲弾は粉こな々ごなに弾はじけとんで燃え上がった。


　ラムダ・ドライバだ。


　あのいんちきでデタラメな装そう置ち。なまじその威い力りよくを知っているだけに、こうして通つう常じよう型がたのＡＳで立ち向かっている自分が馬ば鹿かみたいに思えてくる。


「だが……」


　逃げるだけなら、まだなんとかなる。


　宗介はスティックをなめらかに操そう作さし、機体背部に装備していた発はつ煙えん弾だんとレーダー妨ぼう害がい弾の散デイ布スチ装ヤー置ジヤーを作さ動どうさせた。筒つつ型がたの装置に内ない蔵ぞうされていたロケット弾が大量に飛ひ翔しようし、頭上で炸さく裂れつした。まばゆい光と共に大量の煙けむりが広がり、あたり一帯をおおい尽つくす。


　いま、敵機はこちらを見失っているはずだった。宗介は無音駆動に切り替えて、まっすぐ北へと向かう。彼ひ我がの位置と距離を勘かん案あんすれば、これで相当な距離を稼かせげたはずだ。速度は向こうが上だったが、地形も利用してうまく隠かくれながら逃げ切ることは、そう難しくは──


「！」


　甘かった。


　正面に敵てつ機き。距離三〇〇。


　敵はこちらの動きを読んでいた。先回りされたのだ。


　灰色の装そう甲こうの〈コダール〉が、赤い一つ目をらんらんと光らせＭ６に迫せまる。手にしたカービンの砲ほう口こうがこちらを向いていた。


　発砲。


　三五ミリ砲弾が装甲を砕くだき、すさまじい衝撃が宗介を襲おそった。だがまだ動く。機体を振って回避運動。無む駄だだとは分かっていたが、こちらからも射撃して注意を逸そらそうと試こころみる。やはり駄目だ。例の力りき場ばがこちらの砲弾をすべて弾はじいた。〈コダール〉が腰こしから単たん分ぶん子しカッターを引き抜ぬく。あと数歩の距離。コックピットを串くし刺ざしにするつもりだ。何度撃っても、真ま正しよう面めんに展開されたラムダ・ドライバの力場はびくりともしない。


　だが、その背面は違った。


　宗介のすぐ目の前で、〈コダール〉の背中が爆ばく発はつした。いきなり背後から、大だい口こう径けいの砲弾をまともに食らったのだ。


　煙を噴ふき上げ、よろめく敵機。まだ致ち命めい傷しようにはなっていないようだった。横っ飛びに回避運動を試み、背中から奇き襲しゆうしてきた敵を捜さがし求める。


　その敵機のすぐ横に、一機のＡＳが姿を現した。丘の陰かげに隠れていたらしい。灰色のＭ９だ。


　至し近きん距離からの完全な奇襲。


　大型の単分子カッター──〈クリムゾン・エッジ〉を構かまえて、灰色のＭ９は〈コダール〉のわき腹めがけて激げき突とつした。耳みみ障ざわりな金切り声が響き渡り、大量の火花が舞まい散ちった。


「まさか……」


　そのＭ９はアメリカ軍のものではなかった。よく知っている、ごく慣なれ親しんだ『Ｅ系列』の機き体たいだった。見間違うはずもない。頭部にブレードアンテナを装備したＥ系列のＭ９だ。


　中ちゆう枢すう部ぶを破は壊かいされ、くずおれる〈コダール〉。その残ざん骸がいをぞんざいに突つき飛ばしてから、灰色のＭ９は彼に向き合い、外部スピーカーから告げた。


『ったくもう……』


　女の声だった。


『……ひどい戦いぶり。とても見てられなかったわよ？』


　その女の声もまた、宗介はよく知っていた。


　メリッサ・マオだ。生きていたのだ。


「マオ」


『ソースケ。やっぱりあんたね』


　彼女の声が弾はずんだ。


『〈コダール〉相手に冷れい静せいな対応、そしてあの機き動どうに、その散さん弾だん砲ほう。ひょっとしたらと思ったんだけど──』


『な、言っただろ!?　絶ぜつ対たいそうだって！』


　別の声がした。彼らから八〇メートルほど離はなれた高たか台だいに、もう一機のＭ９が姿を見せた。大型・長ちよう砲ほう身しんの狙そ撃げき砲ほうを持っている。


「クルツか」


『やっぱりおめおめ生きてやがったか。このネクラ男！』


　容よう赦しやのない罵ば声せい。間ま違ちがいない。クルツ・ウェーバーだ。彼も生きていたのだ。


「だが、なぜここに──」


『それはこっちが聞きたいところだし、積つもる話もいろいろあるけど。どうやら新あら手てが来たみたい』


　マオがつぶやき、不ふ意いに自じ機きの腰を落とさせた。


『〈コダール〉二機。七時。距きよ離り二〇。もう奇襲は効きかないでしょうね。いまいるのはあたしとクルツ二人だけだけど、やれる、ソースケ？』


「肯こう定ていだ」


　機体のダメージ制せい御ぎよをてきぱきとこなしながら、宗介は答えた。


　Ｍ９二機にＭ６一機の混こん成せい小しよう隊たい。対するはラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳ二機。


　かなり分ぶの悪い戦力差だ。


　だが──


「問題ない。こちらで合わせる」


『へへっ。玄くろ人うとの味を見せてやろうぜ』


　と、クルツが言った。


『上等！　いきなりだけど、トリオ復ふつ活かつよ！』


　と、マオが言った。


　彼らに聞きたいことは山ほどあったが、いまはのんびり話している時間がない。まず目の前の敵をどうにかしなければ。


　ようやくＭ６のセンサが敵機の痕こん跡せきを捉とらえた。


　方位は八時。距離は一五〇〇。


　事前に細かい指し示じを下してから、マオが告げた。


『さあ、あのクソったれどもに思い知らせてやるわよ！　野や郎ろうども！　覚かく悟ごはいいわね!?』


『いつでも！』


「どこでも！」


　クルツと宗介がそれぞれ答える。それを受けて、マオが叫さけんだ。


『ＯＫ、散ブレ開イク！』


　三機のＡＳが身み構がまえ、それぞれの方向へと跳ちよう躍やくした。
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　スクリーン内のシンボルが入り乱れ、夜の山さん間かん部ぶに火か砲ほうの軌き跡せきがはげしく飛び交かう。


　小隊規模でのＡＳ戦せん闘とうは、どこかバスケットボールやサッカーの試し合あいに似にている。


　すべてのユニットが息つく間もなく有ゆう機き的てきに動き、フィールド上で絡からみ合う。それぞれの機体が駆かけ、跳とび、敵の裏をかこうとする。あるときは柔じゆう軟なんに、またあるときは強ごう引いんに。ボールはいわば、戦闘におけるイニシアチブだ。フェイントを織おり交ぜ、パスやドリブルが両者から繰くり出される。囮おとりになっていたはずの一機が、数秒後には致ち命めい的てきな攻こう撃げき役となって襲おそいかかってくる。


『ウルズ６、アルファを西へ引きつけろ』


　マオが叫ぶと、クルツが即そく答とうした。


『了りよう解かい！』


『ウルズ７はブラボーを連れてそのまま南進。何秒稼かせげる？』


「一五秒だ」


　宗介が答えた。


『頼たのむわよ』


「了解」


　短いやり取りで最大限の意い志し疎そ通つうをはかる。


　一年前、宗介たちは一機の〈コダール〉相手に全ぜん滅めつしかねないほどの苦戦を強しいられていた。


　だが彼らも、ただ何もせずにラムダ・ドライバ搭載機の影かげにおびえていたわけではない。それから彼らはラムダ・ドライバ搭載機相手のセオリーを試し行こう錯さく誤ごで構こう築ちくし始め、香ホン港コンの事件のころにはあとすこしで〈コダール〉タイプを仕し留とめられるところまで戦せん術じゆつを鍛きたえ上げていた。それから『妖よう精せいの目』という力りき場ば検けん出しゆつ装そう置ちを手に入れ、さらにそのノウハウを高め、同時に数多くのシミュレーションを重ねてきたのだ。


　そうした積つみ重ねを経へた結果、いまやマオたちにとって〈コダール〉は『絶ぜつ対たいに倒たおせない敵』ではなくなりつつあった。


　もちろん二機を相手にするのは危険きわまりない戦闘だったが、それでももはや『絶望的』な戦闘ではなくなってきたのだ。


　しかもこの三人だ。


　マオとクルツ、そして宗介はＡＳ戦闘における小隊戦術の呼こ吸きゆうやリズムを徹てつ底てい的てきに知り尽つくしたチームであり、またこの世界中で──おそらくラムダ・ドライバ搭載型ＡＳとの交戦経験がもっとも豊ほう富ふな操そう縦じゆう兵へいたちだった。


（腕うでは落ちてないようだな──）


　マオとクルツの動きを横目で見ながら、宗介は思った。もっとも、Ｍ６に乗っているこちらの動きがいちばん鈍にぶい。こればかりはどうにもならないことだった。


　他の二人が次にどう動くか、宗介は手に取るようにわかる。


　迫せまってきた敵ＡＳに小こ技わざを繰くり出し逃にげながら、少しずつ──少しずつ注意を逸そらしていく。逃げたと思ったところで、反転するなり別の一機と同時に手て厳きびしい攻撃を叩たたきつけていく。


　クルツ機とマオ機の『妖精の目』からリアルタイムで送られてくるデータのおかげで、敵のラムダ・ドライバの発はつ動どうタイミングは手に取るように検けん知ちできた。


　二機のうち一機が狙ねらい通りの地点に飛び込んできた。


　囮役になった宗介のＭ６に〈コダール〉が迫る。散弾砲を撃うつと、敵は力場でそれをはじく。クルツ機が射しや撃げきし、これもはじかれる。敵も別方向からの攻撃を警けい戒かいしている。そう簡かん単たんに不ふ意い打うちはできない。


　敵機が宗介に発砲する。衝しよう撃げき。盾たてにした散弾砲が真っ二つになる。


　攻撃手しゆ段だんを失ってしまったにもかかわらず、宗介は短く叫んだ。


「俺がやる」


　それだけで二人は彼の意い図とを察さつした。


　マオたちが〈コダール〉めがけて肉にく薄はくし、たて続けに砲弾を浴あびせる。力場がはじく。敵の注意が二機のＭ９へ向いた。マオ機とクルツ機がほとんど衝しよう突とつしそうな距離まで敵に接近し、高速ですれ違う。


　その瞬しゆん間かん、マオとクルツはそれぞれの武器を頭上の空中へと放ほうり投げていた。


　敵からの視し点てんならば、一瞬前まで武器を持っていたはずのＭ９が、いきなり丸まる腰ごしになったように見えたことだろう。二機が放り投げた二挺ちようのライフルは、くるくると回って放ほう物ぶつ線せんを描えがき──敵の背後で跳ちよう躍やくした宗介のＭ６の両手に、ぴたりと収まっていた。


　空中でキャッチしたのだ。


　散弾砲を失い、ほとんど脅きよう威いではなくなっていたはずのＭ６が、二挺のライフルを握にぎって〈コダール〉の背後に着地した格かつ好こうになる。


「まず一機」


　間かん髪はついれずに二挺のライフルをまっすぐ構え、全力で射撃する。


　くぐもった発射音とほとばしる発射炎えん。無数の四〇ミリ砲弾と数発の七六ミリ砲弾が〈コダール〉の背中に襲いかかる。装そう甲こうが砕くだけ、リアクターやコックピットが粉こな々ごなになり、敵機はほとんど真っ二つになった。


　撃げき破はするなり宗介はそれぞれのライフルを、仲間の二機に放り投げて返す。


『はっは！　思い知ったか！』


　クルツ機がくるりと一回転しながら狙そ撃げき砲ほうを受け取った。


『まだ一機いる！　笑うのはそのあと！』


　マオが無む造ぞう作さにライフルをつかみ、すかさずもう一機の〈コダール〉へと牽けん制せい射しや撃げきを始める。三機は止まることなく散さん開かいし、戦せん闘とう機動で敵をかく乱らんし続けた。


　残った一機の様子に動どう揺ようが見てとれた。まず負けるわけがないと思っていたのに、驚きよう異い的てきな連れん携けいとトリックで僚りよう機きが撃破されてしまったのだ。この敵三機は手ごわい。普ふ通つうの相手ではない──それをようやく察したようだった。


「二人でもやれるか？」


　戦闘機動を続けながら宗介は言った。


『できるとは思うけど、どういうこと？』


　マオが言った。


「目標の邸てい宅たくにカナメがいるはずだ。探しに行く」


『あそこにカナメが!?』


　クルツが言った。


「時間が惜おしい。行かせてくれ」


　宗介のＭ６は主兵装の散弾砲を失っている。ここにいても出来ることはあまりない。マオもそう判断したらしく、すぐに応じた。


『わかった。気をつけて。こっちも片付いたら行くから』


「感謝する」


『おい、ソースケ！　おめーには色々聞きたいことが山ほどあるんだ。死ぬんじゃねえぞ！　命令だからな！』


「？」


　クルツの言葉に宗介は眉まゆをひそめた。


「なぜ命令なのだ？」


『ふふん。俺様が曹そう長ちよう殿どのだからだ！』


「おまえがか？」


『おうよ』


「よくわからんが、人ひと手で不ぶ足そくが深しん刻こく化かしている様子だな……」


『…………』


『そーなのよ。もーね、溺おぼれる者は藁わらをもつかむというか──』


〈コダール〉が三人に迫った。ラムダ・ドライバの衝しよう撃げき波はが襲い掛かかってくるのを、三機はぱっと散るようにしてかわす。


『──って、まったり話してる場合じゃなかったわね！』


『そういうこった。行くならさっさと行ってこい！』


　二機のＭ９が迎げい撃げきに移る。


「では任せた」


　宗介は機体の姿勢を変え、まっすぐに邸宅の方角へと向かった。





　戦闘中のマオから『宗介に出会った』と聞かされて、〈デ・ダナン〉の発はつ令れい所じよにつめていたテッサは嬉うれしい気持ちとは裏うら腹はらに、こうも感じていた。『ああ、やっぱりそうなんだな』と。


　相さが良ら宗介が生きていたのはもちろん嬉しい──とても嬉しい。だが彼がここにいる理由を考えると、すこしだけ胸が痛い。


　どこまでも彼女のためなのだ。


　その愚ぐ直ちよくさがおかしくもあり、悲しくもある。あの子がそこまで大事なのね、と呆あきれるような寂さびしくなるような──


　いや。


　いまさらそんな未み練れんの情に心を囚とらわれるなんてばかげている。いまは作戦に集中しなければ。


　これまでテッサは〈デ・ダナン〉のＡＩ『ダーナ』をフル活かつ用ようして、レナードの足取りを追ってきた。あらゆる国家の諜ちよう報ほう機き関かんや監かん視しシステムをひそかに監視し、すこしでもそれらしい痕こん跡せきを見つけたら徹てつ底てい的てきに追つい跡せき調ちよう査ささせてきた。


　その網あみに引っかかったのが、ＮＡＴＯ軍の監視衛えい星せいの不ふ審しんな動きだったのだ。メキシコ南部、ポチュトラ市とニケーロの町の付ふ近きん一いつ帯たい。何者か──ごく小しよう規き模ぼな組織がその地ち域いきを入にゆう念ねんに調べているのを察さつ知ちしたのが数日前のことだった。


　その『小規模な組織』はどういうトリックか、アメリカ軍のＭ６Ａ３を一機だけ調ちよう達たつし、フロリダ北部へ移い送そうさせていた。そのＭ６を『ちょろまかした』人物──シールズ大佐の名前を見ただけで、テッサは『彼かもしれない』と思っていた。つまり相良宗介だ。シールズやコートニーとのつながりがある〈ミスリル〉の関係者といったら、自分とボーダ提てい督とく、マデューカス、そして宗介くらいのものだったからだ。


　その邸宅が〈アマルガム〉と関係しており、しかもレナードがいることはほぼ間ま違ちがいなさそうだった。


　宗介もどこかから手がかりをつかんでいたのだ。テッサはすぐさま艦かんを一八〇度回かい頭とうさせ、メキシコ南部の沿えん岸がん域いきへと急行した。


　そのころには、アメリカ陸軍が動き出していることも察知していた。ＣＩＡ（アメリカ中ちゆう央おう情じよう報ほう局きよく）の意い向こうを受けて、特とく殊しゆ部ぶ隊たいに配はい備びされたばかりのＭ９部隊が、問題の邸宅に派は遣けんされる動きをつかんだのだ。ＣＩＡがどうやってあの邸宅の情報を入手したのかは、まだはっきりとはしていなかった。ＣＩＡや米軍が、独どく自じに情報をつかんで行動したかどうかは、疑うたがわしいところだったが──


　依い然ぜん、交戦中のマオが無線の向こうで言った。


『現在は〈コダール〉タイプ一機と交戦中。巡じゆん航こうミサイルの支し援えんは？』


「もう射しや出しゆつしました。データを転てん送そうします」


『確かく認にんしたわ。たぶんやれると思う。ウルズ１は？』


「アメリカ特殊部隊の監視は切り上げて、そちらに急行中です。でも気をつけて」


『わかってる。大だい丈じよう夫ぶよ、テッサ』


　正面スクリーンに映ったマオ機のシンボルが、はげしく動きながら敵機のシンボルと撃ち合いを繰くり広げていた。





　嵐あらしはなおも激しさを増していた。予よ備び兵へい装そうのハンドガンを構え、宗介のＭ６Ａ３〈ダーク・ブッシュネル〉はゆるやかな丘きゆう陵りようを全速力で飛び越こえる。


　事じ前ぜんに集めていた情報の限りでは、目標の邸宅に配はい備びされていた〈コダール〉タイプのＡＳはもういないはずだった。自分とマオ、クルツたちが始し末まつした二機と、現在交戦中の一機。それだけのはずだ。


（あれか……！）


　最初に見えたのは暗くら闇やみの中に荒あれる夜の海だった。


　そして海岸に面して切り開かれた、広大な敷しき地ちが広がっている。両りよう翼よくで一キロくらいはあるかもしれない。その中心に白い邸宅があった。日本の学校の校舎くらいのサイズで、周しゆう囲いにテニスコートやプール、庭園がある。


　衛星写真を見て位置関係は頭に叩たたき込んでおいた。Ｍ６Ａ３のセンサはある程てい度どの対戦車、対ＡＳ地じ雷らいを探知することができる。警けい戒かい網もうを潜くぐり抜ぬけ、宗介はまっすぐ中央の邸宅に向かう。


「レモン、聞こえるか──」


　宗介はいまだ待機中のミシェル・レモンに無線で呼びかけた。すぐに応じたレモンへ、手て短みじかに〈ミスリル〉の戦友たちと出会った話をする。


『よくわからないんだけど、それはいいニュースだと考えていいのかな？』


「肯こう定ていだ。彼らは信しん頼らいできる」


『なるほど。それからこちらもニュースがあるんだ。ついさっきコンタクトしてきた人物がいて、一いつ緒しよにそちらに──』


　無線にはげしいノイズが入った。嵐で受じゆ信しん状態が悪い上に、付近一帯には限げん定てい的てきながら電でん波ぱ妨ぼう害がいがかかっているようだ。


「こちらに、なんだ？」


『──聞こえるか、ソースケ？　僕も判はん断だんしかねたんだけど、どうせだから──』


「聞こえない。復ふく唱しようしろ、レモン」


『──もしヤバそうだったら、次の座ざ標ひようで待機を──』


「なにを言ってるんだ」


『──テインとかいう──予よ備びの──』


「聞こえない。何の話だ」


『──だから、どんな機──僕も──ないよりはマシだと──』


「レモン？」


『──赤──第三──変な──』


　アラーム音。


　敷地内に設せつ置ちされた二〇ミリ級のセントリー・ガンがこちらに照しよう準じゆんしていた。自動的に敵に反応する無人の攻こう撃げきシステムだ。レーダー波を検けん知ち。宗介は無線機の操そう作さをあきらめ、すぐさまハンドガンで攻撃する。二五ミリ砲ほう弾だんを食らってセントリー・ガンが爆ばく散さんした。


　敵てき歩ほ兵へいの姿は見えない。装そう甲こう車しやもだ。


　いや──


　あの等とう身しん大だいＡＳ〈アラストル〉が数機、姿を見せた。植うえ木きの中から飛び出してきて、腕わん部ぶの五〇口径ライフルを発はつ砲ぽうしてくる。その程てい度どの銃じゆう弾だんでは、Ｍ６の装甲はびくともしない。一機をハンドガンでばらばらにし、もう一機を蹴けり飛とばす。生身では手ごわい〈アラストル〉も、ＡＳにかかれば倒たおすのは簡かん単たんだ。


　外部スピーカーをオンにして、彼は叫さけんだ。


「千鳥」


　どこにいるんだ──


「千鳥！」


　姿を見せてくれ──


　中庭から黒くろ塗ぬりのセダンが走り出していくのが見えた。庭園の中を突つっ切る石いし畳だたみの道を、まっすぐ北へと向かおうとしている。


（あの車は……？）


　ヘリでの脱だつ出しゆつが困こん難なんだと見たのだろうか？


　宗介は機体を車へと走らせ、その行く手にハンドガンで威い嚇かく射しや撃げきした。


「止まれ！」


　しかし、車は止まらなかった。左さ腕わん部ぶの一二・七ミリ機き関かん銃じゆうをセミオートに。注意深く狙ねらって、ボンネットに数発撃うちこんでやる。エンジンブロックが被ひ弾だんすると、たちまち黒い車のボンネットから水すい蒸じよう気きが噴ふき出した。右へ左へとよろめいてから、道路の縁えん石せきに乗り上げて停てい止しする。


「ゆっくりと両手を挙あげて出て来い！」


　外部スピーカーで命じると、ドアを開けて運転手が出てきた。両手をあげ、こちらをおろおろと見上げている。


「女は乗っているか」


「し、知らない……」


　それだけ言うと、運転手は脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。宗介は逃げる男を無む視ししてセンサを操そう作さし、赤外線モードで車を走そう査さした。後部座席に人間の体温に近い熱源はなかった。車のサスの沈しずみ具ぐ合あいから、まだ数名が乗っている様子にも見えたのだが──


「…………！」


　直感が彼を衝つき動かした。とっさにコックピット部分を両りよう腕うででかばいながら、機体を後ろへ飛びのかせる。


　直後に車が大爆発した。


　後部に積つんであった数百キロの高こう性せい能のう爆ばく薬やくが炸さく裂れつしたのだ。猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はと爆風、そして超ちよう音おん速そくの破は片へんが襲おそい掛かかり、十数トンの機体が吹ふき飛ばされた。人間の尺しやく度どでいったら、数メートル先の目前で手しゆ榴りゆう弾だんが爆発したようなものだ。


　はげしい衝撃がコックピット内の宗介を揺ゆさぶる。機体はもんどりうってから尻しり餅もちをつき、そのまま右に倒れて庭園の木々をなぎ倒した。


「…………っ！」


　罠わなだ。


　スクリーンが真っ黒だった。頭部センサが破は壊かいされた。警けい告こく灯とうがはげしく明めい滅めつしている。


　電力低下。油ゆ圧あつ低下。


　数すう箇か所しよに火か災さい発生。コックピットをかばった両腕部の駆く動どう系けいがほとんどダウン。冷れい却きやく装そう置ちがシャットダウン。姿勢制せい御ぎよ用のジャイロにも深しん刻こくな故こ障しよう。制御系けい統とうの正・副二系統があちこちで断だん絶ぜつ。


　あと少し気付くのが遅おそかったら、もっとひどい損そん傷しようを受けていたことだろう。宗介は頭がくらくらするのをこらえながら、てきぱきとスティックとスイッチを操あやつり、ダメージ制御の操作を行った。


　予備の光こう学がくセンサを起き動どう。といっても、股こ間かん部分に取り付けてあるその予備センサは、家庭用ビデオカメラ並みの性せい能のうしかない。損傷を受けたときに、最低限の視界を確かく保ほして撤てつ退たいするためだけの装備なのだ。もちろん暗あん視し機能もない。


　とにかくここから離り脱だつしなければ──


　まともに動いてくれない両足を駆く使しし、どうにか立ち上がろうとする。


　だが敵は容よう赦しやなかった。


　どこに隠かくれていたのか、何人かの歩兵があちこちから現れ、携けい行こう式しきのロケット弾を撃ってきた。狙いすましたような、ごく統制のとれた攻撃だ。損傷を受けていなければ、対人兵装で攻撃するなり回かい避ひ運動をとるなりで、さばききれるところだったが、いまはとうてい無理だった。


　足と腕、それから腰こしに被弾。


　コックピットの正面装甲にも。


　Ｍ６Ａ３の正面装甲は対たい成せい型けい炸さく薬やく弾だん仕し様ようになっていたため、ロケット弾の燃ねん焼しようガスがコックピット内に飛び込んでくることはなかったが、それでも制御系と電子系がずたずたにされた。


　それ以上は一歩も進むことさえできず、宗介のＭ６Ａ３はその場に前のめりになって転てん倒とうした。


「レモン。聞こえるか？」


　機体が行動不ふ能のうになった旨むねを伝えようと、宗介は遠えん方ぽうで待たい機き中ちゆうのレモンに無む線せんで呼びかけてみた。


「レモン。こちらは──」


　だめだ、無線機も死んでいた。


　機を捨すて脱出しなければ。


　宗介が緊きん急きゆう脱出レバーを引くと、爆発ボルトが作動して、破壊された頭部とコックピットの天てん井じよう部分が吹き飛ばされた。


　ハッチのそばに収しゆう納のうしてあったドイツ製の小型サブマシンガンを引ひっ張ぱり出して初しよ弾だんを装そう塡てんし、発はつ煙えん弾だんのピンを抜ぬいて機外に放ほうり投げる。大たい破はした機体の周辺に白い煙けむりがたちこめた。赤外線スコープを装備した敵がいれば気休め程てい度どにしかならないが、それでもないよりはましだ。


　機体に最後の仕し掛かけを施ほどこす。


　ハッチから這はい出し、熱くやけただれた機体から降りる。


　そのとき、声がした。


「包ほう囲いは完かん了りようしている。武器を捨てたまえ」


　八時方向。距きよ離りはおよそ三〇メートル。


　おそらくこの邸てい宅たくを守しゆ備びしていた指揮官だろう。落ち着いた男の声だった。


（いや……）


　この声は？


　Ｍ６の右腕の装そう甲こうの陰かげに隠かくれつつ、宗介は用よう心じん深く声の方角をうかがった。


　たなびく煙の向こう──


　邸てい宅たくを囲うようにして続く、二階建ての回かい廊ろうの上、宗介を見下ろす屋根に、野や戦せん服ふく姿の男が立っていた。大おお柄がらな白人だ。灰色の髪かみと髭ひげをたくわえている。彫ほりの深い顔と、射いるようなまなざし。


　見み間ま違ちがえるわけがない。


　その男は──


「少しよう佐さ」


　両目を見開き、宗介はつぶやいた。周囲の敵への警けい戒かいさえ、この瞬しゆん間かんは忘れていた。


「……アフガンのあのときを思い出すな、サガラ・ソウスケ」


　アンドレイ・カリーニンが言った。
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「なっ……」


「また私の勝ちだ。あまえがあの娘むすめに心を奪うばわれていなければ、この程度のトラップには引っかからなかっただろう」


「少佐？　これはいったい──」


　いまだに半はん信しん半はん疑ぎのまま、宗介は言った。


「見ての通りだ。私は〈アマルガム〉の人間になった。レナード・テスタロッサと組織に仇あだなす者は、私が実力で排はい除じよする」


「馬ば鹿かな。そんな──」


　ありえない。よりにもよって、少佐が連中と手を組むなど。なにか別の作戦が進行中なのか？　寝ね返がえったと見せて、〈アマルガム〉の中ちゆう枢すうに近づこうという──


「あいにくだが、君が考えているような囮おとり作戦ではない。私は自分の意志でここに来た、君の敵だ。君が抵てい抗こうするなら、躊ちゆう躇ちよなく射しや殺さつを命じる。ここで君を殺さないのは、いくらかの情報が欲ほしいだけにすぎない」


「だとして、なぜです!?」


「君には知る必要がない」


　あのいつもの冷れい然ぜんとした調子のまま、カリーニンは言った。彼がそう言った以上は、なにも説明するつもりはないのだろう。その事実が宗介には痛いほどよくわかっていた。しかし──


「千鳥は？　彼女はここに？」


「いたとして、どうだというのかね？」


「会わせてくれ」


「許可できない。彼女とミスタ・テスタロッサは脱だつ出しゆつの準じゆん備び中だ。米軍、マオたち、そして君……すべての敵を撃げき退たいしつつあるが、それでもこの場所は知られすぎたからな」


「マオたちが……？」


「武器を捨てろ、軍ぐん曹そう」


　カリーニンが片手を挙げた。彼の部下たちがそれぞれの武器を宗介に向けた。


「言うとおりにした方がいいと思うよ」


　新たな声。カリーニンの背後から、レナード・テスタロッサが現れた。





　黒いＭ９『鷹フアルケ』を駆かるベルファンガン・クルーゾーは、嵐あらしの夜よ闇やみと地形を利用してマオたちの戦せん闘とうに駆けつけ、敵ＡＳ──あの〈コダール〉へ絶ぜつ妙みようの位置に忍しのび寄ってからこう叫さけんだ。


「撃うて！」


　マオ機とクルツ機がフェイント混まじりの複ふく雑ざつな攻こう撃げきを加えた。上空で待たい機きしていた〈デ・ダナン〉からの巡じゆん航こうミサイルが襲おそいかかった。それら攻撃をすべてしのぎきった敵の横よこ合あいに、クルーゾーはダメ押おしとばかりに襲いかかった。


　単たん分ぶん子しカッターを腹ふく部ぶにつきたて、腕うでをとって投げ技わざをかける。姿し勢せいを崩くずして吹き飛んだ〈コダール〉に、マオとクルツが射しや撃げきをくわえる。なす術すべもなく、敵てつ機きは空中で次々に被ひ弾だんしてばらばらになった。


『一いつ丁ちようあがり』


　クルツが言った。


『米軍の方は？』


　マオがクルーゾーにたずねる。彼はさっきまでマオたちと離はなれ、交戦中のアメリカ特とく殊しゆ部ぶ隊たいの様よう子すをうかがっていたのだ。


「撤てつ収しゆうしたようだな。彼ら自身も作戦目標や敵兵力が判はん然ぜんとしていなかった節ふしがある。どうも、なんというのか──」


『だれかに操あやつられていたような？』


「それだ。特殊部隊の兵士に特有の、『自分が何をしているのか分かっている』、あのムードが感じられなかった。連れん携けいや隊たい形けいに微び妙みような躊ちゆう躇ちよがあった」


『ああ。なるほどな……』


　と、クルツが言った。


『がんばりが足りないっつーか……上の理り不ふ尽じんな命令でイヤイヤやらされてる感じ？』


「同業者でなければ分からない程度だがな。普ふ通つうならもう少し粘ねばったはずだ。ところがすぐに撤てつ退たいした。わけの分からない作戦でくたばるのは、だれだって御ご免めんだろう」


『だとして、どういうことかしらね……？』


　どうもこちらの知らない事情が、敵側にもあるのではないか──そんな匂においが漂ただよっている。判はん断だん材ざい料りようがほとんどないため、可能性はそれこそ山ほどあったが。


「まだ何とも言えん。大たい佐さ殿どのは予想されていたようだったが。……それより、サガラはどうしたんだ？」


　無ぶ事じに生きていたという話は聞いていたが、クルーゾーはまだ宗介と一言も話していなかった。


「ええ、それが──」


　そのとき、三人はほとんど同時に自じ機きのアラーム音を聞いた。


『っ!!』


　三時、七時、一〇時の三方向から同時に攻撃。それぞれ対たい戦せん車しやミサイルと中ちゆう口こう径けい、大口径の砲ほう弾だん。


　マオ機がＥＣＭ（電子対たい抗こう手しゆ段だん）を作動させ、クルツ機が狙そ撃げきを受けた地点に牽けん制せい射撃を加え、クルーゾー機が兵へい装そうラックから赤外線妨ぼう害がい装そう置ちを取り出して投とう擲てきした。


『また敵機!?』


　ミサイルを回かい避ひし、戦闘機動に入りながらマオが叫んだ。


『ああ。しかも三機』


　遮しや蔽へい物ぶつに飛び込み、高速で機動する敵機に照しよう準じゆんしながらクルツが言った。


「気をつけろ、さっきのとは違うぞ！」


　背中に装備していたカービン銃を構えながら、クルーゾーが言った。


　ラムダ・ドライバ搭とう載さい機きなのは間違いなかった。こちらの攻撃が何度か理り不ふ尽じんな方向に弾はじかれている。回避できた攻撃のはずだったのに、あえて受け止めて具ぐ合あいを試ためしたような印いん象しようだった。


　三機が三方向から迫せまる。


『妖よう精せいの目』が力場を検出。全力で回避。新たな敵とＭ９が、目にも留とまらぬ速さで交こう錯さくし、火花を散らして距きよ離りをとった。


　強い衝しよう撃げき。警告灯が点てん灯とうし、クルーゾー機の左腕の肘ひじから下が吹ふき飛ばされた。攻こう性せいの力場をかわしきれずに、駆く動どう系けいごと千ち切ぎりとられたのだ。


「…………！」


　リアルタイムのデータ・リンクが知らせていた。マオ機、クルツ機も大なり小なり損傷を受けている。マオ機は頭部が半はん壊かいし、クルツ機は狙そ撃げき砲ほうを破壊された。


　刹せつ那な、クルーゾーたちと敵三機が対たい峙じする格好になった。どんな余よ裕ゆうなのか、敵はすぐに仕し掛かけてこない。小高い丘おかの頂いただきに並び、彼らを睥へい睨げいしている。


　基き本ほん的てきには〈コダール〉タイプに似たＡＳ三機だったが、細さい部ぶが違ちがっていた。


　ボリュームのある上半身。ポニーテール状の放ほう熱ねつ索さくではなく、背中に伸のびるブレード状の放熱板。これまでの〈コダール〉とは異ことなる力強さ。敏びん捷しようさと獰どう猛もうさを内に秘ひめた、マッシブなシルエットだ。たとえるなら豹ひようと獅し子しとの違いとでも言おうか──


　色は三機とも異ことなっていた。


　黒、白、赤。


　それぞれ超ちよう大型の単分子カッター、大型のガトリング砲、大口径の狙撃砲を手にしている。


『ようこそ、〈ミスリル〉残ざん党とうの諸しよ君くん。サンフランシスコでは世せ話わになったね』


　中央の黒いＡＳが外部スピーカーから告げた。知っている声だった。


「ファウラーか」


『あいつかよ……』


『やる気満々みたいね』


　マオとクルツの声にも緊きん張ちようがにじんでいる。


『君たちの奮ふん闘とうぶりには感心させられるばかりだが──もう終わりにしたい気分でね。我々は油ゆ断だんも侮あなどりもしない。最大限の敬けい意いをもって、抜ぬけ目のない君たちに全力で「挑ちよう戦せん」しようと思う』


『ああ？　スカしてんじゃねーぞ!?』


　ファウラーの言葉をさえぎり、クルツが頭部機き関かん銃じゆうをフルオート射撃した。一二・七ミリ砲弾が黒いＡＳに降ふり注そそいだが、そのすべてが青白い光を散ちらし、小雨のように弾き飛ばされた。


『いやはや。せめて戦せん端たんを切るときは紳しん士し的てきに、と思ったのだが』


　ファウラーが冷たく笑った。


『むしろ無ぶ粋すいだったようだ。では、覚かく悟ごしていただこうか……』


　来るぞ──


　と、クルーゾーがわざわざ言うまでもなかった。すぐさま身構えた彼らのＭ９めがけて、ファウラーたちのＡＳが一いつ斉せいに跳ちよう躍やくした。





「久しぶりだね、サガラ・ソウスケ君」


　レナードが屋根から宗介を見下ろし、悠ゆう然ぜんと言った。その口調とは裏腹に、彼は少しも笑っていなかった。どこか憂ゆう鬱うつげな目で、大破したＭ６の傍かたわらにかがんでいる宗介を静かに見つめている。大おお粒つぶの雨を受け、全身を濡ぬれるがままにして。


「千鳥はどこだ」


「僕なんかには興きよう味みがない、ってわけか。泣けてくるね」


「黙だまれ。千鳥に──」


「そっちこそ黙ったら？」


　底冷えのする声でレナードは言った。


「つくづく不ふ愉ゆ快かいな態たい度どしか見せないんだね、君は。なにも分かっていない癖くせに。まるでそれが当然の権けん利りだと言わんばかりに、そうやって叫さけんでみせる。その傲ごう慢まんがなぜ分からないんだ？」


　傲慢なのはどちらだ──そんな台せり詞ふさえ出てこなかった。敵とのコミュニケーション、敵との議ぎ論ろんなど必要ない。


「知ったことか。彼女を渡わたせ」


「やれやれ」


　レナードは小さく鼻を鳴らしてから、傍らのカリーニンを一いち瞥べつした。


「……で？　守しゆ備び隊長としてどうするつもりかな、ミスタ・Ｋカリウム」


「本ほん来らいならサガラを拘こう束そくして撤収するところですが──時間があまりありません。すぐそこまでミスタ・[image: ]ゴールドの部隊が来ています。いまのところは目立った動きは見せていませんが──」


　そこでカリーニンが言葉を切り、右耳に仕し込こんだイヤホンからの報ほう告こくに集中した。


「──聞いての通りです。動き出しました」


「本ほん性しようを見せたというわけか」


　レナードが目を細め、海の方向を振ふり仰あおいだ。宗介の位置からはまだよく見えなかったが、それでもその機体──忘れもしない上半身の、あのシルエットだけはかすかに見ることができた。


〈ベヘモス〉だ。


　あの巨きよ大だいＡＳが三機、波をかきわけて海からこの邸てい宅たくへと接近してきている。上空には数機の輸送ヘリ。おそらくは中にＡＳを搭とう載さいしているはずだった。


〈アマルガム〉の増ぞう援えん？


　いや、それにしては様子が妙みようだ。


　その疑ぎ問もんはすぐに確かく信しんに変わった。ベヘモスが、巨大なライフル砲──おそらく三〇〇ミリくらいはあろうかという大砲を、この邸宅へと向けたのだ。上空の輸送ヘリも高度を下げ、まっすぐにこちらへと降下してくる。


「やる気のようです」


　カリーニンが言った。


「だろうね。適てき当とうにあしらってから去るとしようか」


「はい」


「そうそう、答えを聞いてなかった。それで、彼をどうするつもりかな？」


　レナードが宗介を見た。カリーニンも遅おくれて、感情のかけらもない目で彼を見つめた。


「射殺します」


「けっこう」


　そう言ってレナードは身をひるがえした。あの黒いコート──『アクティブな防ぼう弾だん衣い』が重たげに広がり、彼はテラスの向こうへと消えた。その間ま際ぎわに、一言だけ付け加えた。


「とりあえずはね」


　カリーニンはその言葉には何も答えず、宗介に告げた。


「そういうわけだ、サガラ。死んでもらう」


「…………」


　宗介は即そく座ざに確信した。


　あの目、あの声は本気だ。


　手て加か減げんする気もない。なにかの含ふくみを持たせているわけでもない。芝しば居いや演えん習しゆう、そうした意い図とのあれこれをひそかに隠かくしていることもない。


　アンドレイ・カリーニンは本気なのだ。


　父親のように思っていたあの男が、俺を本気で殺そうとしている──


「まっ……」


「撃うて」


　まず狙撃手からの一撃が来た。元からその狙撃手の位置はつかんでいたので、宗介は即そく座ざに装そう甲こうの陰かげに頭を引っ込めて初弾をしのいだ。信じられない。いまの射撃には間違いなく本当の殺さつ意いがこめられていた。


　続いて襲おそいかかる周囲からの射撃も同様だった。大破したＭ６の装甲に無数の銃じゆう弾だんが当たり、まばゆい火花を散らす。


「少佐！」


　叫んでも返事はなかった。


　敵とのコミュニケーションなど必要ない──彼はそれを実じつ践せんしていた。


「……っ！」


　宗介は装甲の奥おくにもぐりこむと、握にぎっていたリモコンのスイッチを押おし込んだ。Ｍ６を降りるときに施ほどこしておいた最後の仕し掛かけ、固こ定てい武ぶ装そうの全弾発射指し令れいが機体に伝でん達たつされる。


　生き残っていたＭ６の固定武装──一二・七ミリ機関銃や発はつ煙えん弾だん、小型の対たい人じん地じ雷らいがでたらめに吐はき出され、地面をえぐり、邸宅の外がい壁へきを吹ふき飛ばし、破は片へんや閃せん光こう、炎ほのおや煙けむりをはげしく撒まき散らした。機体を取り囲んでいた敵集団が混こん乱らんする。自分自身も巻き込まれかねないような小しよう爆ばく発はつの真まっ只ただ中なかを、宗介はまっすぐに駆かけ抜ぬけた。手近な邸宅の中──閉へい鎖さ空くう間かんに跳とび込めば、まだ生き延のびるチャンスはある。


　いちばん近くの窓に飛び込む直前、宗介はあのテラスを見た。周囲で飛び回る破片や銃弾にまったく動じることなく、カリーニンは彼をまっすぐに見下ろしていた。


（本気なのか）


　刹せつ那な、宗介は視し線せんだけで問いかけた。


　カリーニンはそれをまっすぐに受け止め、わずかに唇くちびるを動かした。


（私を止めてみせろ）


　そう言っているように見えた。


　それ以上なにかを試みる時間はなかった。飛び込んだ窓の向こうに、敵の歩兵がいたからだ。ぶち破った窓ガラスの破片と共に滞たい空くうしながら、彼は最初の敵めがけて発はつ砲ぽうした。


　いまは戦う以外に道がない。


　とにかく生き延びなければ──





　低てい空くう飛ひ行こうで山やま間あいを縫ぬう輸送ヘリは、はげしい騒そう音おんと振しん動どうに見み舞まわれていた。


　レモンがどれだけ機の通つう信しん担たん当とうにはっぱをかけても、彼は『原げん因いん不ふ明めいです！　とにかくチャンネルがつながらないんだ！』と繰くり返かえすばかりだった。


「こんな飛び方で大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」


　レモンが怒ど鳴なると、コートニー老人が顔をしかめ、『わしの知ったことか！』と怒鳴り返した。横からシールズ大佐が口を挟はさむ。


「大丈夫、大丈夫！　この高度なら対たい空くう砲ほうの攻こう撃げきを受けてもオート・ローテーションで不ふ時じ着ちやくできるはずじゃ！　『デッドマンズ・カーブ』って知っとるか!?　それのぎりぎり上のはずじゃから──」


「その前に爆ばく散さんしたら意味ないでしょう!?」


「若いもんが、細かいことを気にするな！」


「ですがね、こんな無茶な飛び方だって知ってたら、僕は絶対に反対して──」


　機体ががくんと揺ゆれ、レモンは舌を嚙かみそうになった。


「……～～～っ！　ああっ、くそ！　どうなっても知りませんよ!?」


　レモンは悪あく態たいをついてから、隣となりに座すわっていた東洋系の女を一いち瞥べつする。


　ひどい飛ひ行こうですっかり気分が悪くなったらしく、その女は青ざめた顔のまま、むっつりとうなずき、機体後部の貨カー物ゴ・室ベイにうずくまるものを横目でにらんだ。


「かまわない。どうせこヽいヽつヽはあの男にしか扱あつかえないのだ」


「じゃあ、もしソースケが死んでたら、この機体──〈レーバテイン〉とやらはどうするんです!?」


「捨てようが壊こわそうが好きにすればいい」


　女は素そっ気けなくつぶやいてから、ヘッドセットにこう呼びかけた。


「……それでいいんだったな？」


　すると機体から発せられた合ごう成せい音おん声せいが、落ち着いた調子でこう答えた。


《肯アフ定アーでマテすイブ》





　数人の護衛と〈アラストル〉に周囲を取り囲まれ、かなめは邸宅の廊ろう下かを連れて行かれるところだった。


　彼女でもこの邸宅が戦せん闘とうの渦か中ちゆうにあることくらいは理り解かいできた。遠い砲撃の音が次し第だいに近づき、やがて第二世代型ＡＳの駆く動どう音おんや機関砲の射撃音、そして激しい爆発が敷しき地ち内ないのあちこちから響ひびいてきたのだ。衝しよう撃げきと振動で家具が倒たおれ、割れた窓ガラスが床ゆか一面に散らばっていた。


「どこに行くの？」


　護衛の男は答えなかった。


　それでも彼女には分かった。ヘリポートだ──邸宅の庭に隣りん接せつした、大型のヘリポート。自分を連れて、ここから脱だつ出しゆつさせるつもりなのだろう。


「だれが来てるの？」


　やはり、護衛たちは答えなかった。代わりに別の声が答えた。


「彼だよ」


　背後の角からレナードが現れて告げた。濡ぬれそぼった黒いコートをはためかせ、早足で彼女の脇わきを追い越こしていく。なにかに追われているというよりは、どこか遠くへ急いでいるような様子だった。


「彼……？」


「そう、彼だ」


　ソースケだ──


　反はん射しや的てきに立ち止まった彼女の腕うでを、レナードが強くつかんだ。


「放して」


「だめだ」


　払はらいのけようとしても、彼は手を放さなかった。鍛きたえられた宗介のそれと変わらない──いや、ひょっとしたら宗介よりも強く、迷いのない力にさえ思えた。


「あ、あたしは──」


「会ってどうする？　抱だき合って二人で逃にげるのか？」


「…………」


「君は迷っている。一度でも彼に背を向けた自分が、いまさら彼のところにいけるのかと。ああして彼が命がけでこヽこヽまで来たというのに、まだ迷っている」


　レナードの言う通りだった。


　彼が来たというのに、自分は躊ちゆう躇ちよしている。なぜもっと激しく抵てい抗こうして腕を振ふり切り、銃撃戦の方角へと駆け出していかないのだろう？　彼に会いたくないのか？　彼の胸に飛び込みたくないのか？


　そんなことない。会いたいはずだし、抱きしめてほしいはずなのに。


「自分でもよく分からないだろう」


　何も言えずにうつむく彼女を、レナードは静かに見つめていた。通路を抜け、ヘリポートの前へ。ＥＣＳ搭とう載さい型がたの大型ヘリが一機、すでに待機して離り陸りくに備そなえていた。耳を聾ろうするエンジンの轟ごう音おんがあたりに響き渡わたっている。


　このまま、あのヘリに乗るのか？　そしてまたどこかへ行く。彼の手が届とどかないどこかへ。それでいいわけがない。なのに自分はどうして、こんな風に腕をとられて歩き続けているんだろう？


　自じ問もんするかなめの耳元に、レナードがそっと顔を寄せて言った。


「だったら賭かけをしてみようか」


「？」


　彼が部下と〈アラストル〉に、『先に行け』と命じた。〈アラストル〉はすぐさま応じてヘリへと向かったが、部下たちはためらった。


「しかし……」


「いいから、行きなよ」


　それ以上抗こう弁べんはせず、男たちはヘリへと走った。ヘリポートのはずれ、邸てい宅たくの入り口にかなめとレナードの二人が取り残された。彼は無む造ぞう作さに黒い外がい套とうを脱ぬぎ、ヘリの作り出す強風の中に放ほうり投げた。まるで鴉からすが羽ばたくようにして、外套は夜の闇やみの中へと消えていく。


　あの防ぼう弾だん衣いが、あらゆる銃じゆう弾だんや刃は物ものを跳はね返す機き能のうを持っていることは、かなめもよく知っていた。いまの彼女にはその機き構こうさえ分かる。第三世代型ＡＳに使われるマッスル・パッケージ──超ちようアラミド繊せん維いよりも数すう段だん進んだ防弾性を兼かね備えた形けい状じよう記き憶おくポリマーと、超小型のレーダー素そ子しを織おり込んだ『アクティブな』防弾衣だ。かつて彼女を襲おそった暗あん殺さつ者しやや、宗介がレナードを攻撃したときは、そのすべてを完全にストップした。


　その外套を脱ぎ捨てたということは、いま、彼は一いつ般ぱん人じんと同じで、完全に無む防ぼう備びな状態にあるということだ。


「これを」


　そう言ってレナードは一挺ちようの拳けん銃じゆうを差し出した。撃げき鉄てつを起こすと、こなれた手つきでくるりと銃を回し、グリップ側を彼女へと向ける。


「受け取って」


　冷たい銀色の銃だ。


　どことなく古ふる臭くさい形のリボルバー──回かい転てん式しき弾だん倉そうの拳銃で、優ゆう美びな装そう飾しよくが彫ほり込んである。レナードが銃を持っていたことや、その銃がなにかの西部劇にでも出てきそうなイメージだったこと──そうしたあれこれよりも、かなめはまず彼がごく流りゆう麗れいに、熟じゆく練れんした手つきでその銃を扱あつかったことに驚おどろいた。


「さあ」


　うながされて、かなめは思わずその銃を受け取った。


「いったい、どういう──」


「賭けをするって言っただろう？　その銃で僕を撃うってみればいい」


　レナードが戸口の前に立ちふさがる。


「相良宗介くんは向こうだ。会いたかったら、僕を撃ち殺して行くしかない。これから三〇秒待つ。それまでに決めることだ」


「……本気なの？」


「冗じよう談だんでこんなことはしないさ。あと二五秒だよ」


「あたしに撃てないと思ってるの？」


「だから賭けだよ」


「足なら撃てるわ。それであんたをまたいでいく」


「名めい案あんだね。どうぞ」


　微ほほ笑えんでから、彼は付け加えた。


「あと一〇秒」


　かなめは拳銃を片手で構えた。引き金に指をかけ、その銃口を彼の眼がん前ぜんへと向ける。


　これはとても分かりやすい図式だった。


　向こうで彼が戦っている。レナードの背後で。そこに行くのは簡単なことだ。人差し指を少し動かし、この男を倒たおしてしまえばいい。たくさんのものを奪うばい取り、今日の今日まで自分を搦からめとってきたこの男を。


　指がこわばる。肘ひじが震ふるえる。


　憎にくいはずだ。殺したところで、何も思い悩なやむことなどない相手のはずだ。ひょっとしたら、これは最初で最後のチャンスかもしれないのに。


　なのに──


「あと五秒」


　撃てない。


　殴なぐったり蹴けり飛ばしたりするなら、平気でできるだろう。自分はもう、そこまでやれるくらいの活かつ力りよくは取り戻もどしてきたと思う。それに自じ慢まんできることではないが、宗介やクラスの不ぶ躾しつけな男子たちは、いつも殴ったり蹴ったりしてきた。


　でも、撃つことはできない。


　当たり前のことだが、暴ぼう力りよくのレベルが違ちがうのだ。本ほん質しつ的てきな意味で、意い図として人を傷つけ、その存在を消しよう去きよすることはできない。殺さつ害がいができない。そんな経験ももちろんない。かなめはいつも宗介から『手て加か減げん』されていたのだ。


　女だから。一般人だから。


　こういうときに人を殺せる覚かく悟ごはない。持てるはずもない。


　だから、撃てない。


　ソースケが向こうにいるのに。


　そういうところまでこの男に見み透すかされているのが、悔くやしくて仕し方かたなかった。


　いや、本当に見透かされているのだろうか？　なぜなら彼はいままっすぐに、すこしもあのスカした笑いを見せることなく、こうしてこの古くさい拳銃とあたしの瞳ひとみを見つめていて──


「ゼロ。時間切れだよ」


　ごく真ま面じ目めな声でレナードが言った。


「僕なら撃った」


「…………」


「彼は君に会うために戦い、人を殺あやめることさえいとわない。なのに、君は僕のような『キザ野や郎ろう』一人を撃つことさえできない。けっきょく、君の覚悟はその程てい度どってことなんだよ」


「ちがう」


　力なく銃を握にぎったまま、かなめは後じさった。レナードが彼女に手を伸のばす。


「行こう。君に見せるものがあると言っただろう？」


「そっ……」


「君の負けだよ。……さあ」


「やめて……っ！」


　彼女はなにも考えられなかった。ただ身を固くし、つかまれた腕うでを振ふりほどこうとしただけだった。か細い声をもらして。


　──だから


　──そんなつもりはなかったのだ。


　銃口が上を向き、その拍ひよう子しに引き金にかけた指に力がこもった。ごくわずかに。撃鉄を起こしたシングル・アクションの拳銃が撃発するのには、それだけの力でも十分だった。


　乾かわいた銃声。


　目の前で発砲の炎ほのおが瞬またたき、視し界かいが真っ白になり、にぶい反はん動どうが右手を震わせる。ぱっと血の飛ひ沫まつが飛び散って、彼女の頰ほおを赤く濡らした。





「くそったれ……！」


　予備の武器──小型の機き関かん砲ほうを手に木々の間をすり抜ぬけ、クルツはコックピットの中で悪あく態たいをつく。


　クルツ、マオ、クルーゾーの三人はひどい苦く戦せんを強しいられていた。


　ファウラーら三機のラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳは、圧あつ倒とう的てきな力で畳たたみ掛かけるように三機のＭ９へと襲おそいかかってくる。


　運動性、パワー、そして連れん携けいと戦せん術じゆつ──そのどれもがこれまでの〈コダール〉タイプの敵とは違っていた。都つ合ごうのいい攻撃の隙すきなどまったくうかがえなかったし、それどころかこちらが殺されないように牽けん制せいし、逃にげ回るのがやっとの状じよう態たいだった。


　黒い敵ＡＳ──ファウラーの機体は両手に大型の単分子カッターを装備し、執しつ拗ような接近戦を挑いどんでくる。格かく闘とう戦せんでは並ぶ者のないあのクルーゾーが、ファウラーには圧倒され通しだ。片腕を失っている上、ラムダ・ドライバ搭載機が相手だとはいえ、ここまで劣れつ勢せいに立たされるのはファウラーの技ぎ量りようによるものも大きいと考えるよりない。


　白い敵ＡＳは大型のガトリング砲を二挺ちようも装備し、中距きよ離りから嵐あらしのような砲弾の雨を降らせてくる。武骨な武装にもかかわらず、その白い機体の立ち居い振ふる舞まいはどこか優美で、女性的なものを連れん想そうさせた。マオ機はその攻撃の矢や面おもてにさらされ、遮しや蔽へい物ぶつの陰かげにほとんど釘くぎ付づけにされている。なにかと貧びん乏ぼうくじを引くことの多いマオだが、彼女の総そう合ごう的な操そう縦じゆう技術は宗介にもひけをとらない。その彼女が手も足も出せないのだ。白い機体の操縦兵がだれなのかは分からなかったが、これも相当な手て練だれだ。


　そしてあの赤い敵ＡＳ──


　狙そ撃げき砲ほうを装備している。奴やつはスナイパー、つまり自分と同じタイプだ。


　最初の接せつ触しよくのとき、クルツのＭ９は狙撃砲を真っ二つに撃ち抜かれていた。とっさに機体を守って武器を盾たてにしたのではない。あの敵はこちらの武器を狙ねらって破は壊かいしたのだ。


　こちらのコックピットを狙えば一撃で済んだところなのに、わざわざ武器を撃った。ファウラーから『挨あい拶さつがあるからまだ殺すな』とでも命じられていたのだろうか？


　いや、そんな意図などどうでもいい。


　奴は──あの赤い敵ＡＳは俺をいたぶったのだ。こちらの狙撃砲を見て、同じスナイパーだと分かったのだろう。その武器を正確に射い貫ぬくことで、自分をあざ笑った。


「上じよう等とうじゃねえか……」


　そうつぶやきながらも、同時にクルツはあの赤いＡＳと操縦兵のすさまじい技量に、ひそかに戦せん慄りつしていた。


　なんという腕だろうか。


　こちらもさすがに馬ば鹿かではない。さきほど最初の襲しゆう撃げきを受けたときは、狙撃を警けい戒かいして十分な機マニユ動ーバをとっていたのだ。戦せん闘とう機動中の第三世代型ＡＳ、その武器だけを狙って、あの遠距離から狙撃することなど、常じよう識しきでは不可能だ。あんな芸げい当とうができる操縦兵は、世界でも数えるほどしか──


　いや。


「まさか……？」


　その瞬しゆん間かんうかんだ疑ぎ念ねんは、敵からの狙撃でかき消された。木々の隙すき間ま、岩や斜しや面めんで隠かくれたぎりぎりの点を狙っての精せい密みつ射撃。クルツ機の大だい腿たい部ぶの装そう甲こうが、砲ほう弾だんを食らってひきはがされた。


「くっ！」


　ＡＩが損害を報ほう告こくする。右大腿部の駆く動どう系けいに深しん刻こくな損傷。運動性が大おお幅はばに低下。戦闘機動の続行は困こん難なん。


　このままではやられる。


　狙撃砲さえ使わないまま、嘲ちよう笑しようされ、なにもできないまま殺される。


「っ……」


　次の一撃を覚かく悟ごして身構える。しかしその攻撃は来なかった。……三秒、四秒。一〇秒たっても狙撃はなかった。


　まだいたぶるつもりか？


　そう思ったが、ちがった。敵が撤てつ退たいしていく。クルツを追い詰つめていた赤い敵ＡＳだけでなく、残りの二機も。


「…………？」


　捨すて台ぜり詞ふひとつ残さず、ファウラーたちは高速で彼らから離はなれていき、強風の吹ふき荒あれる夜の山の中に消えていった。


『逃にげていく。これはいったい──』


　と、クルーゾーが無線の向こうでつぶやいていた。


『どういうこと？』


　と、安あん堵どの溜ため息いき混まじりに、マオが言った。


「わかんねえけど、命拾びろいしたみたいだな」


　苦々しげにクルツは言った。


　苦戦を強いられていたクルツたちの戦闘は、あっけないほどの形でお預あずけになった。





　邸てい宅たくの中を走る宗介を追って、男たちが執しつ拗ように攻こう撃げきを加えてくる。絶たえず周囲で跳ちよう弾だんがおどり回り、彼を一定の方角へと追い込もうとしてくる。


　敵の銃じゆう撃げきは容よう赦しやのないものだった。


　敵が繰くり出してくる攻撃のリズム。訓くん練れんされ、連れん携けいのとれた敵の動きの匂においを、宗介はよく知っていた。


（少佐──）


　これは間ま違ちがいなくカリーニンの指し揮きだ。


　百ひやく戦せん錬れん磨まのあの男は、もともと奇き策さくに頼たよらないタイプの指揮官だ。〈ミスリル〉での作戦は、装そう備び差さ、情報差による奇き襲しゆう作戦によって立つところが大きかったために目立たなかったが、本ほん来らいはごく堅けん実じつな戦せん術じゆつを選んでくる。


　陽よう動どうや伏ふく兵へいなどは滅めつ多たに使わない。彼の部隊が右から圧プレツ力シヤーをかけてきたのなら、その右う翼よくは間違いなく本当の脅きよう威いにさらされているのだ。間に合わせの対たい応おうでしのいだり、時間を稼かせげるような種類のものではない。必要な戦力を必要な数だけ割さかなければ、確実にこちらは引き裂さかれてしまう。


　そうした戦術家としては当たり前の──しかし実際にはなかなかお目にかかれない指揮官がカリーニンだった。野球にたとえてみれば、ホームランは期き待たいしないがヒットと盗とう塁るいで確実に点を稼ぎ、こまめな継けい投とう策さくで失点を抑おさえるタイプだ。


　そのカリーニンの戦術が、じわじわと邸宅の南なん端たんへ宗介を追い詰めつつあった。どれだけカリーニンの癖くせを知ち悉しつしていようと、この不ふ利りばかりはどうにもならない。別の方向に向かいたくても、そうできないのだ。


　この敵の動きだけでも、宗介はこう認めざるをえなかった。


（少佐は本気だ）


　とにかく手て堅がたい。戦いが始まる前から、ほとんど勝負が決まっているなら、そのようにしか動かない。


　もちろん心しん理り的てきな揺ゆさぶりも効きかない。快かい勝しようの誘ゆう惑わくや希望的観かん測そくなど、彼には一いつ切さい通用しない。


　戦闘を終えて自宅に帰って紅茶を一口飲むまで、彼はおごらないし気を抜ぬかない。勝てる時は必ず勝つ。負ける時は必ず上手に負ける。そういう男なのだ。


　カリーニンはあのとき、確かに自分にこう言った。『私を止めてみせろ』と。だからといって、なにかの手て加か減げんをする気け配はいは一切みせない。


（どうしてなんだ）


　まったく分からなかった。体は自動的に反はん撃げきし、確かく実じつな射撃を繰くり返かえしていたが、頭の中ではカリーニンの裏切りのことがぐるぐると渦うず巻まいていた。


（なぜなんだ）


　そんな男のはずがない。冷れい徹てつ、沈ちん着ちやく、ときに非ひ情じようなのは確かだったが、こんなことは考えられない。よりにもよって、奴やつらに寝ね返がえるなんて。


　俺は動どう揺ようしている──


　そう自じ覚かくできたのは僥ぎよう倖こうだった。考えるのは後だ。いまは闘たたかわなければ。


　感情を押おし殺し、滑すべるように歩きながら、右手の敵に牽けん制せい射撃を加える。隣となりの部屋に移動すると、ほんの数秒前までいた場所にいくつもの手しゆ榴りゆう弾だんがごろごろと投げ込まれた。


　爆ばく発はつ。


　衝しよう撃げきと共に白はく煙えんがたちこめ、ただでさえ悪い視界がほとんどゼロになった。この隙すきに乗じようじて、近くの戸口から外に出ようかと思ったがやめておく。少佐なら必ずあの先に人員を配はい置ちして待ち伏ぶせさせておくことだろう。


　反対側へと走る。


　そちらにも抜かりなく敵がいた。赤外線スコープ越ごしに照しよう準じゆんし、サブマシンガンを発はつ砲ぽうしてくる。


　とっさに身をひねったが間に合わなかった。敵の銃撃が宗介に襲おそいかかる。左上半身の何か所かに鈍にぶい痛みが走った。食らったのは大口径の拳けん銃じゆう弾だんだ。ＡＳ操そう縦じゆう服ふくがすべての銃弾をストップした。もっと威い力りよくの大きいライフル弾なら死んでいたかもしれない。


　すぐさま応おう射しや。


　胴どう体たいに命中したが、すぐに通路の陰かげに引っ込んでしまう。向こうもボディアーマーを着けている。聞こえるのは小さな悪あく態たいだけだった。


（千鳥は……？）


　折おり重なるようにして倒たおれた本ほん棚だなの陰に身をひそめ、弾だん倉そうを交こう換かんしながら、宗介はすばやく周囲を見回した。


　彼女がいるならヘリポートの方向のはずだ。しかし、この包ほう囲いをどうやって突とつ破ぱし、さらに厳げん重じゆうに守られているはずの彼女のもとに行けるだろうか……？


　逡しゆん巡じゆんしていた時間はごく短かった。弾倉を交換し、すぐに移い動どうしようと身を起こしたとたん、これまでで最大の衝撃が襲いかかってきた。数メートル向こう──敵兵が潜ひそんでいたあたりの壁かべが吹ふき飛び、離はなれていた宗介も爆風にあおられ、飛び散ちる建けん材ざいの破は片へんと共に、床ゆかに叩たたきつけられた。


「…………っ」


　耳鳴りがする。身を起こすと、背中に積つもった細かな瓦が礫れきと大量の埃ほこりが、ばらばらと崩くずれ落ちた。そばの壁にぽっかりと穴あながあいて、夜の潮しお風かぜが室内に吹き込んでいる。


（いまの攻撃は……）


　自分を狙ねらった攻撃ではない。それに威力が大きすぎる。


　歩兵の使う爆発物ではなく、ＡＳや戦闘ヘリの火か砲ほうによるものだ。壁の大穴から外をうかがうと、数機のヘリが上空を旋せん回かいしていた。先ほど見えた海上の〈ベヘモス〉三機は、さらにこちらへと接近しており、肩かたに搭とう載さいされたロケットランチャーを散さん発ぱつ的てきに発射していた。


　この邸宅を攻撃しているのだ。どちらも〈アマルガム〉の勢せい力りよくのはずだったが、その両者が戦っているというのか？　理由はまったく分からなかった。北の山さん岳がく地ち帯たいで見た米軍の戦闘といい、この襲しゆう撃げきといい、いったいなにが起きているのか？


「！」


　海上のベヘモスが機関砲を発砲した。三〇メートル離れた邸宅の一角が紙かみ細ざい工くのように引き裂さかれる。宗介のところまで破片と炎が降り注そそいできた。


　この際事情はどうでもいい。この混こん乱らんに乗じて、かなめを追いかけよう。なんとか敵の包囲を破って、ヘリポートへ急ぐことができれば──





　かなめの足元にレナード・テスタロッサが倒れている。


　右半身を下にして、力なく横たわっている。頭部から流れる血が水たまりの中にみるみる広がり、波打つような銀色の髪かみを染めていった。


「そんな……」


　膝ひざを落とし、遠くの銃声をぼんやりと聞いていたかなめは、倒れたまま眠ねむっているように動かないレナードを、のろのろとのぞきこむ。ふとした弾はずみで暴ぼう発はつした拳銃の弾丸は、レナードの額ひたいを深ふか々ぶかとえぐりとっていた。


　死んだ……？


　一いつ瞬しゆん、氷よりも冷たい手が、彼女の心臓を鷲わしづかみにした。だが震ふるえる指先を彼の首くび筋すじにあてると、かすかな脈みやく動どうを感じた。


　まだ死んでいない。


　確かに弾は当たったが、角度が浅かったのだろう。かなめはレナードの肩をゆすり、反応がないことが分かると、手当てに役立ちそうなものを求めて辺りを見回した。


　どうしよう？　出血を止める？　消しよう毒どくする？　人工呼こ吸きゆうとか心臓マッサージとか？　まるで見けん当とうもつかない。ＡＳやその他の兵器、通信システムや人工知ち能のうのあれこれについていくら知っていても、緊きん急きゆう医い療りようのことはなにも思いつかない。自分の知識の異い常じような偏かたより具合を、改あらためて思い知らされる。


　いや──


　かなめはわれに返った。


　そもそも、どうして手当てをする必要があるんだろう？　もともとあたしは、彼を撃うって前に進むべきだったはずなのに。


　異い変へんを察さつ知ちした護ご衛えいの男たちが、ヘリから降りてこちらへ向かってくる。


（逃にげなくちゃ……それも今すぐ）


　そう思った。ヘリポートからここまでは距きよ離りがある。今すぐに逃げれば、護衛たちも追いつけない……！


「待て！」


　護衛の一人が叫さけんだ。


　かなめは身を翻ひるがえし、邸てい宅たくの中へと飛び込もうとした。このまままっすぐ走ればいいのだ。そして大声で『ソースケ！』と叫ぶ。そうすれば、彼が──


　だが、足が動かなかった。


　まるで足の裏が──サンダルが強力な接せつ着ちや剤くざいで地面に張はり付きでもしたかのように、まったく動かない。


「…………」


　相あい変かわらず倒れたままのレナードに視し線せんが釘くぎ付づけになった。血だらけになって、雨の中に横たわっているレナードに。彼の目がうっすらと開き、その場に立ち尽つくすかなめを見上げた。その瞳ひとみはなぜか穏おだやかで、同時にひどく痛々しげだった。


　怪け我がの苦痛のためなのか、もっと別のなにかなのか。





　──あたしが撃った。


　──ルール違い反はんをして。





　その事実が、彼女をその位置から引き剝はがしてくれなかった。孤こ独どくを抱かかえ、ひどく傷ついた彼に追い討うちをかけ、つばを吐はきかけて逃げるような後ろめたさ。


　ためらっていたのはどれくらいの時間だっただろうか。気付けば護衛の男たちはほんの数歩先まで駆かけつけていた。銃を構え、こちらに向けている。


　躊ちゆう躇ちよが致ち命めい的てきな足かせになってしまった。


「拳銃を捨てなさい。はやく」


　男に言われて、かなめは初めて自分がいまだにレナードの拳銃を握にぎったままだということに気付いた。


「え……」


　思わず後じさりしたかなめの肩かたが、分ぶ厚あつい胸むな板いたにどしん、と当たった。振ふり返ると、アンドレイ・カリーニンの巨きよ軀くが戸口をふさいでいた。


「どこに行くつもりかね」


「あたしは──」


　かなめの持つ拳銃と、横たわるレナードの横顔を見ると、ロシア人の冷然とした瞳にふと哀かなしげな影かげがよぎった。だがそれはごく一瞬のことで、カリーニンはすぐにいつもの無表情を取り戻もどし、無む造ぞう作さに銀色の拳銃を取り上げた。


「脱だつ出しゆつする。連れて行け」


　護衛の男にかなめを突つき出し、レナードの傍かたわらにひざまずく。怪け我がの様子を見てから、なにかを彼にささやいていた。なんと言ったのかは聞き取れなかった。


「あ……」


　降り注ぐ豪ごう雨う。ヘリの爆ばく音おん、激しい銃しゆう撃げき、あちこちで起きる爆発の炎ほのお。その渦か中ちゆうをかなめは連れん行こうされていく。


　どこからともなく三機のＡＳが現れ、ヘリポートと輸ゆ送そうヘリを三方向から護衛した。それぞれ黒、白、赤の塗と装そうだ。おそらく黒はファウラーが、白はサビーナが乗っているはずだった。赤の機体に乗っている人間は知らない。


　かなめはその機き種しゆを知っていた。あのノートパソコンに機体データの一部があった、〈エリゴール〉というタイプのラムダ・ドライバ搭とう載さい機きだ。基本は〈コダール〉タイプのフレームだが、ジェネレータや駆く動どう系けいを強化し、もともと不満足な性能だった電子兵装をＭ９並みかそれ以上の水すい準じゆんまで引き上げた機体だった。


　かなめは護衛の男たちに抱かかえられるようにして、ヘリの客席に放ほうり込まれた。負ふ傷しようしたレナードもカリーニンが運び込む。


　ヘリのエンジンがうなりをあげ、ゆっくりと離り陸りくしていく。三機のＡＳは断だん続ぞく的てきに発はつ砲ぽうを繰くり返かえし、どこかから迫せまってくる『敵軍』と交戦していた。やがて三機の護衛ＡＳもヘリポートから離はなれ、地上を随ずい伴はんするように跳ちよう躍やくしながら、北西の方角へと高速移動を始める。


　かなめは上じよう昇しようするヘリの窓から力なく眼がん下かを見下ろした。


　するとヘリポートに一人の男が駆け出してきたのが見えた。吹ふき荒あれる風と周囲の炎、濃のう密みつな黒こく煙えんと夜の闇やみのせいで、はっきりとその顔は見えなかった。


　黒くろ髪かみ。赤いラインの入った、黒いＡＳ操そう縦じゆう服ふく。


　それくらいしか分からない。だが十分だった。


「ソースケ……？」


　みるみると遠ざかり、小さくなっていく宗介がなにかを叫んでいる。唇くちびるの動きなんて読めない。それでも彼がなんと言っているのか、彼女にはおぼろげに察さつすることができた。ごく単たん純じゆんな一言だ。


『千鳥！』


　そう叫んでいる。その段だんになってようやく、自分はどれだけ馬ば鹿かだったんだろう、と強い後こう悔かいにさいなまれた。


　もう逃げられない。


　なぜすぐに逃げなかったのか。


　チャンスだったのに。


　なぜためらったのか。


　どうして──彼女は客室の一角で手当てを受けるレナードを一いち瞥べつした──この彼を見捨てて走り出せなかったのか……？


　そしてなにより、どうしてあたしは──ここで『いや！　降ろして！』と泣き叫んではげしく抵てい抗こうしていないんだろう……？


　ヘリが加速する。宗介の姿が、黒煙の向こうに見えなくなっていく。膝ひざを落とし、地面に拳こぶしを打ち付けているその姿が、彼女の胸をはげしく揺ゆさぶった。


　海岸に上陸しようとしている〈ベヘモス〉は、このヘリに発砲しようとはしてこなかった。おそらく、自分かレナードを生け捕どりにしたかったのだろう。


　もう自分に出来ることはない。このまま前と同じに、人形のように従じゆう順じゆんに──


　ちがう。そうではないはずだ。


　確かに彼には会えなかったけど、できることはまだあるはずだ。そういう準じゆん備びだって、ここ最近はしてきたはずだ。


（そう、少しずつでも──）


　カリーニンはキャビンのクルーとなにかを相談している。ほかの男たちもかなめを見ていない。


　やってみよう。


　彼女はすぐそばに腰こし掛かける兵士の腰の、拳けん銃じゆうが収まったホルスターを一瞥した。





　飛び去った輸送ヘリを、ソウスケはいつまでも目で追っていた。丘おかの稜りよう線せんの向こうにその姿が消えても、まだ北西の空をにらみ続けていた。


　もう無む駄だだ。


　自分に言い聞かせてから、ひとことだけ悪あく態たいをつくことを自分に許す。


「くそっ……」


　あのヘリにかなめはいたはずだ。窓の一つに見えた。長い黒髪の小こ柄がらな人間ということしか分からなかったが、確かにこちらを見つめていた。


　千鳥。


　君に会ったら話したいことがたくさんあるんだ。拒きよ絶ぜつするなら、それでもいい。でも、話したいんだ。だから俺は、こうしてこんなところまで──


　力なくヘリポートの真ん中に立ち尽つくす宗介を、兵士たちが取り囲んだ。カリーニンの部下ではない。あの〈ベヘモス〉と共にこの邸てい宅たくに侵しん攻こうしてきた部隊の連中だろう。


　見える限りで一〇人くらいか。


　見通しのいいこの場所では、抵抗する手しゆ段だんなどまったくない。周囲にはさらに大だい規き模ぼな敵部隊が展てん開かいしていて、海上には〈ベヘモス〉が三機控ひかえている。クルツやマオたちが無ぶ事じでも、こんなヤバい場所には近づけないだろう。これでは逃げる手段さえ考えるのもばかばかしかった。


　もう会えないのか、千鳥。


　徒と労ろう感かんと失しつ望ぼう感が、彼の両りよう肩かたにずっしりとのしかかった。


「おまえがサガラ・ソウスケか？」


　敵の指揮官とおぼしき男が言った。


「…………」


「武器を捨てろ。貴き様さまには尋じん問もんしたいことが山ほどあるそうだ。ただ、死ぬなら今すぐにした方がいい。我々は捕ほ虜りよの扱あつかいに特ヽ別ヽなヽこヽだヽわヽりヽがあるからな」


　周囲の兵士たちが低く笑った。


　宗介はその下げ卑びた笑え顔がおの数々をゆっくりと見回し、はき捨てるように言った。


「勝かつ手てにしろ」


　そのときだった。


　ヘリポートから数百メートル離はなれた敷しき地ち外の丘きゆう陵りようを越こえて、突とつ然ぜん一機の大型ヘリが姿を見せ、エンジンとローターの爆音をあたり一面にとどろかせた。


「!?」


　ＭＨ─53。シールズ老人がＭ６を持ってきた、あのヘリだ。大型ヘリはみるみるこちらに接近してくるなり、左さ舷げんを深く沈しずめて旋せん回かいに入った。


『ソースケ、伏ふせてろ！』


　スピーカーからレモンの声が怒ど鳴なった。


　ヘリの左舷から露ろ出しゆつしたミニガン──バルカン機銃がヘリポートの兵士たちめがけて猛もう烈れつな射撃を浴あびせかけた。周囲ではげしい水しぶきがあがり、兵士たちが倒たおれ、まろび、逃にげ惑まどった。


　レモンたちが駆かけつけたのだ。しかし無む謀ぼうだった。こんな至し近きん距きよ離りをヘリでふらふらと飛んでいたら、たちまち敵の〈ベヘモス〉に撃げき墜ついされてしまう。もちろん、通常兵器のあのヘリに、〈ベヘモス〉やＡＳを撃破する能力は一いつ切さいない。


　ヘリポートを襲おそった混こん乱らんの渦中を駆け抜ぬけながら、宗介は無線機に呼びかけた。


「もういい、レモン。すぐに逃げろ！　作戦は失敗だ！」


　するとコートニー老人の声が、無線越ごしに彼をどやしつけた。


『なにを言っとる！　よく分からんが、諦あきらめる前にケツをまくる算さん段だんでもせんか！』


「なにをわけのわからないことを──」


　そこに別の声──聞き覚えのある女の声が割り込んで怒ど鳴なった。


『サガラ！　いまから〈レーバテイン〉を落とす！　勝手に使え！』


「レーバ……なんだと？」


　その相手、〈ミスリル〉情じよう報ほう部ぶ所しよ属ぞくだったはずのエージェント、レイスはさらに叫さけんだ。


『〈レーバテイン〉だ！　もっとも本ヽ人ヽの自じ称しようだがな！』


『こんな高度から──わしゃ知らんぞ！』


『いいから落とせっ！』


『ええい、もうっ！』


　上空のヘリのカーゴ・ハッチはすでに開いていた。そのハッチの奥おくから、なにかの大きな黒い塊かたまりが滑すべり出して落下してくる。夜よ闇やみと煙けむりでよく見えなかったが、おそらくはＡＳだ。


　旋せん回かいする輸送ヘリに、敵が撃うった数発の機き関かん砲ほうが命中し、ぱっと火を噴ふく。ぐらりと尻しりを振ふり、煙をらせん状に撒まき散らし、輸送ヘリはたちまち失しつ速そくしはじめた。


　無線の向こうから聞こえてくるのは、はげしい雑ざつ音おんとコートニーたちの悲鳴や罵ば声せいばかりだ。


「…………！」


　レモンたちの輸送ヘリは宗介の頭上を通り過ぎ、右へ左へと傾かたむきながら、敷地内の庭園へと不ふ時じ着ちやくした。けたたましい轟ごう音おん。折おれたローターが空中を飛び回り、はげしい砂すな埃ぼこりが巻き上がる。中の連中はあの様子ならまだ大だい丈じよう夫ぶかもしれない。約二名の御ご老ろう体たいはわからなかったが。


　そして──


　もう一つの落らつ下かする物体──レモンたちが運んできた素す性じよう不ふ明めいのＡＳは、空中で軽く身をひねり、宗介の眼前、およそ一〇メートル程てい度どの地上に着地した。ごくスムーズで無ぶ難なんな着ちやく地ちだ。


「…………っ」


　舞まい上がった水しぶきが晴れていくと、周囲で燃もえ上がる炎ほのおに照てらされ、着地したままの姿し勢せいでひざまずくＡＳの全ぜん貌ぼうがようやく見えてきた。


（この機体は……？）


　雨に濡ぬれた装そう甲こう。


　スマートで引き締しまったシルエット。Ｍ９と同じ第三世代型ＡＳだろう。


　いちばん近いのはあの機体──〈アーバレスト〉だった。東京で破は壊かいされたかつての愛あい機き、〈ミスリル〉唯ゆい一いつのラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳ、ＡＲＸ─７〈アーバレスト〉と同じ鋭するどい二つ目。だがこの機体は〈アーバレスト〉よりももっとボリュームがある。腕うで、脚あしはさらに力強く野の太ぶとく、そのパワーや瞬しゆん発ぱつ力りよくのすさまじさを物語っている。肩けん部ぶ装甲の上には大型の大砲が装着されている。普ふ通つうのＡＳでは扱あつかえないようなサイズの──そう、まるで戦車にでも搭載されるような重じゆう装そう備びだ。


　装甲の色は白い。いや、基本の塗と装そうは白だったが、いくつかの箇か所しよは赤く塗装されている。すこし暗めの、だが燃え上がるような血ち潮しおの赤だ。


　白に青で塗装された〈アーバレスト〉が風や氷を連れん想そうさせたのに対し、この機体が各所にたたえる赤の色は、まるで燃え上がる炎だった。


　怒いかりの炎。


　戦いの炎。


　エネルギーと攻こう撃げきを司つかさどる力の色。


　宗介はそこが戦場だということも一瞬忘れて、呆ぼう然ぜんとその機体を見上げてしまった。


『お久しぶりです、軍ぐん曹そう殿どの』


　ひどく懐なつかしい声が外部スピーカーから彼に告つげた。抑よく揚ように欠ける、男性の低い声。機体のＡＩが作り出す合ごう成せい音おんだ。


「……アルなのか？」


『肯アフアー定マテイブ。ただし本機の名めい称しようはＡＲＸ─８〈レーバテイン〉です。サガラ軍曹。あなたの戦争への復ふつ帰きを許可願います』


　そうだ。まだまだ戦える。まだ追える。こいつとこうして組みさえすれば──


「もちろんだ。許可する」


『光こう栄えいです。細かい話は後にしましょう。まずはご搭とう乗じようを』


　その機体──〈レーバテイン〉が左手を伸のばす。何人かの敵がこちらに射撃してくる。装甲に当たって弾はじけ飛ぶ銃じゆう弾だんと火花。宗介はＡＳの手のひらに飛び乗ると、苦もなく機体の背中側に回り込んだ。


『新品の装甲にさっそく傷がつきました。どうせなら、もう少しエレガントな初うい陣じんにしたかったものです』


「……お喋しやべりは相変わらずのようだな」


『ここ数か月、話し相手がいなくて退たい屈くつしていたものでして』


「まったく……」


　なにを偉えらそうに。心配して損そんした。


　宗介は鼻を鳴らし、開かい放ほうされた機体のハッチへと滑り込んだ。操そう縦じゆう系けい統とうはＭ９や〈アーバレスト〉とほとんど変わらない。スティックを何度か握にぎったり開いたりして、具合を確かめる。


　ハッチ閉へい鎖さ。起動手順をこなしていく。マスターモード、バイラテラル角の設せつ定ていなど、すべて手早く完かん了りようする。


「さて……」


　正面スクリーンには、しつこくこちらへと発砲してくる敵歩兵部隊、そしてこちらの存在に気付いた巨きよ大だいＡＳ〈ベヘモス〉が攻撃態たい勢せいに入りつつある情報が表ひよう示じされていた。通つう常じようサイズの敵ＡＳ、〈コダール〉タイプも展開しつつある。


『警ワー告ニング。敵ＡＳ。〈ベヘモス〉タイプ三機、〈コダール〉タイプ三機。重装備の歩兵部隊がおよそ二個小隊』


　普通のＡＳだったら、まずかなわない戦力差だった。一機でも散さん々ざん手こずった〈ベヘモス〉が三機もいるのだ。


　しかし──


『まずはひと暴あばれしてみますか？』


　宗介は深しん呼こ吸きゆうし、スティックを握りなおした。


　ここ半年、感じたことのなかった高こう揚よう。いや、これはあの香ホン港コンでの戦い以い来らいか。理り屈くつを越こえた全ぜん能のう感かんが体をくまなく駆かけ抜ぬけていき、機体に秘ひめられた力がそれに応こたえている。東京からずっと、ままならない戦力のまま苦しい戦いを続けてきた。だが、たったいま対たい等とうの立場まで持ち込めたのだ。


　能のうなしの敵機があわせて六機？


　上等だ。血ち祭まつりにあげてやろうではないか──


　機体が、ＡＩが、そして彼自身の血液が、不ふ敵てきな闘とう志しをはげしくたぎらせている。


「いいだろう。三分で片付ける」


『三分は無む理りです。四分一二秒くらいかと』


「うるさい。いくぞ……！」


『了ラー解ジヤ、軍サー曹ジ』


　戦せん闘とう機動。大地を蹴けり、まさしく炎ほのおの剣つるぎとなって、〈レーバテイン〉は敵へと跳ちよう躍やくした。













　　５：炎ほのおの剣つるぎ










　その〈コダール〉の操そう縦じゆう兵へいは、これといった敵てきがいないことに不ふ満まんを抱いだいていた。『ミスタ・[image: ]ゴールド』と呼ばれる幹かん部ぶの指し揮き下かにある部ぶ隊たい、彼はその一員だった。


　作戦前のブリーフィングでは、この邸てい宅たくには最低でも三機の同タイプの〈コダール〉──ラムダ・ドライバ搭とう載さい型がたＡＳが守しゆ備びについていると聞かされており、また場合によってはそれを上うわ回まわる性せい能のうの発はつ展てん型がたＡＳ〈エリゴール〉と交こう戦せんすることになるだろうとも説明されていた。


〈コダール〉を装そう備びしている以上、攻こう撃げき対たい象しようは自分たちと同じ〈アマルガム〉系けい列れつの組織なのだろう。


　いわば味み方かたなわけなのだが、だからといって手て加か減げんする必要はない。与あたえられた任にん務むを無ぶ難なんにこなしていればいいのだ。それがたとえ『共とも食ぐい』だろうと、傭よう兵へいとしての報ほう酬しゆうと安全、略りやく奪だつの自由さえ保証されていれば、その背景を気にすることなどなかった。作戦前に必ず投とう与よされる薬やく物ぶつについての疑ぎ問もんも、彼らはすでに考えることをやめていた。そして彼らは、〈コダール〉タイプの圧あつ倒とう的てきな性せい能のうのせいで、最近の一方的な戦せん闘とうに物もの足たりないものすら感じていた。


　ところが、蓋ふたを開けてみれば抵てい抗こうらしい抵抗はほとんどない。


　交戦を予想された敵てつ機きはどこかにいったまま現れず、もう一組の手ごわい相手──〈エリゴール〉タイプの機き体たいもほんの少しの間姿すがたを見せると、すぐに撤てつ退たいしてしまった。


　つまらない。殺し合いはなしか。


　興こう奮ふんと集中力が同時に高まった状じよう態たいの彼の精神は、ある種の飢き餓が感かんを感じていた。


　その折おり、所しよ属ぞく不ふ明めいのヘリが一機だけ飛ひ来らいした。ヘリは歩ほ兵へい部ぶ隊たいへの散さん発ぱつ的てきな攻撃を試こころみたが、彼が攻撃位置につくよりもはやく、味み方かたの巨きよ大だいＡＳ〈ベヘモス〉によって撃げき墜ついされてしまった。


　彼の飢餓感はさらに高まる。


　つまらない。俺に獲え物ものをよこしてくれ。ちゃんと殺しをさせてくれ。必ひつ死しに逃にげ回り、抵抗する相手を用意しろ。鋼こう鉄てつとポリマーの手足を振ふり回し、無む力りよくな40ミリ砲ほうをけなげに撃うってくる哀あわれな敵を……！


　アラーム音。


　機体のセンサが、邸宅のはずれに一機のＡＳをとらえた。撃墜されたヘリから投とう下かされたのだろう。


　暗あん視しモード。


　そのシルエットからＭ９に近い第三世代型ＡＳだと判はん別べつできる。なんのことはない。ただのＭ９だ。この〈コダール〉の敵ではない。


　赤せき外がい線せんモード。


　ひざまずくその機き体たいの熱ねつ量りようは、これまで提てい供きようされたＭ９のデータに該がい当とうしなかった。そして、いまなお上じよう昇しようしていく敵機のジェネレータの推すい定てい出しゆつ力りよくは──


「４８００……!?」


　推定、４８００キロワット。


　標ひよう準じゆん的てきな第三世代型ＡＳの二倍以上。これはもはや、陸りく戦せん兵へい器きのレベルではない。はるかに大だい規き模ぼな戦せん闘とう機きや戦闘艦かんの出力だ……！


　くすぶる雨の煙けむりの向こうに、ゆっくりと姿を見せる白い機体。各かく所しよの装そう甲こうが暗く、熱く、燃えるような赤に輝かがやいている。周しゆう囲いの大たい気きが熱にゆがみ、たくましいその姿をゆらゆらと炎の中に踊おどらせている。


　指し揮きユニットから命令が入った。


『全ユニットへ。ヘリポートに降こう下かした敵ＡＳを攻撃せよ。いかなる手しゆ段だんを用もちいてもかまわない。ただちにあの敵ＡＳを撃げき破はせよ……！』


　彼が『了りよう解かい』と答えるより先に、敵ＡＳが身じろぎした。


　そヽれヽは彼らを一いち瞥べつすると、ひざまずいたままの姿し勢せいで軽く身を沈しずめ、力を蓄たくわえた。ほんのわずかな動どう作さだけで、これからなにかが始まることを、すべての味方ＡＳが察知した。


『……繰くり返かえす。ただちにあの敵ＡＳを──』


　燃える炎がはじけるように、敵ＡＳが跳ちよう躍やくした。





　まず最初の跳躍で、宗そう介すけの意い識しきは危あやうくどこかに消えてしまいそうになった。


　すさまじいＧで全身の血液が足元に持っていかれたような感覚。視し界かいが狭せばまり、真っ暗になる。歯を食いしばり、スティックを握にぎりなおす。


「…………っ!!」


　ぎりぎりのところで意識をつなぎ、スクリーン上のＧメーターと高度計に視し線せんを走らせる。瞬しゆん間かん的てきな重力加か速そく度どは30Ｇ以上。これはもはや航こう空くう機きの事じ故こに近い。瞬間的ならば人体はこれ以上のＧにも耐たえられるが、だからといって楽なものでは決してなかった。いまの高度は八〇メートル。数秒前までいたはずのヘリポートは、はるか眼がん下かだ。


　なんなのだ、このＡＳは。


　このパワーはいったい。


　そう口に出す余よ裕ゆうさえなかった。地表がみるみる迫せまってくる。手足を振ふって着ちやく地ち体たい勢せいへ。邸てい宅たくの敷しき地ちのはずれに着地。衝しよう撃げきで叩たたき壊こわされた舗ほ装そうが、まるで地じ雷らいでも爆ばく発はつしたかのように機き体たいの周囲で飛とび散ちった。


「なんだ、これは……!?」


　着地の衝しよう撃げきに耐え切ってから、宗介はあえぐように言った。


《教育メッセージ。『これ』の対たい象しようを定てい義ぎしてください》


　アルが無む機き的てきな声で言った。


「この機体の跳躍力と設せつ定ていの──」


《冗じよう談だんです。なかなかのものでしょう？》


「おまえ……！」


　宗介は舌した打うちした。アルは融ゆう通ずうのきかない通つう常じよう型がたＡＩのふりまでしてのけている。


《失しつ礼れいしました。実はまだろくな試し運うん転てんも実じつ施ししていないのです》


「なんだと？」


《この機体はごく限げん定てい的てきな環かん境きようで、秘ひ密みつ裏りに建けん造ぞうされましたので。私からも演えん習しゆう場じようでの作さ動どうテストを要よう求きゆうしたのですが、ハンター氏からは『そんな場所も時間もない』と却きやつ下かされてしまいました》


「ハンター。ギャビン・ハンターのことか」


《肯アフアー定マテイブ》


〈ミスリル〉情じよう報ほう部ぶ・香ホン港コン支し局きよく長ちようのあの男がこの機体に嚙かんでいることを、宗介は初めて知った。あの女エージェント──レイスがこの機体を持ってきたことからも、どうやらこのＡＲＸ─８〈レーバテイン〉の建造には〈ミスリル〉情報部が絡からんでいるようだ。


　アラーム音。


　敵のＡＳ、〈コダール〉タイプが急接近してくる。武ぶ装そうは標ひよう準じゆん的てきな35ミリライフル。


「…………っ」


　宗介はより慎しん重ちように機体を操そう作さした。


〈レーバテイン〉は軽く右へとステップし、敵の射しや撃げきを回かい避ひする。飛来した砲ほう弾だんが路ろ面めんを削けずり、そばの倉そう庫こを粉こな々ごなに砕くだく。


「で、もちろん使えるんだろうな!?」


《ラムダ・ドライバですか？》


「そうだ！」


《さあ……》


　脱だつ力りよく感かんで腰こし砕くだけになりかけた宗介の動どう作さを、〈レーバテイン〉が馬ば鹿か正直に再さい現げんした。敵の攻こう撃げき。回かい避ひ運動を続ぞつ行こう。


「なにが『さあ』だ!?」


《いえ。なにしろ使ったことがありませんので。無む責せき任にんに肯こう定ていするわけにも──》


　敵てき弾だんが大だい腿たい部ぶをかすめる。肩かたにも浅く被ひ弾だん。がつん、とはげしい衝しよう撃げきが襲おそう。


「……っ！」


《接せつ近きん警けい報ほう！》


　敵機が単たん分ぶん子しカッターを抜ぬいて、まっすぐこちらへ迫ってくる。対たい応おうしている時間がない。装そう備びしている武器を選ぶゆとりさえ──


　宗介は舌した打うちして叫さけんだ。


「もう知らん、試ためすぞ！」


《どうぞ》


　直後、二つの力りき場ばがぶつかりあった。大気が歪ゆがんで悲ひ鳴めいをあげ、白はく煙えんと瓦が礫れきの破は片へんが混まじりあって渦うずを巻く。突つき出された〈レーバテイン〉の手が、〈コダール〉の単分子カッターを受け止めていた。


　作動している。


　それだけははっきりと分かった。敵の作りだす力場と、それを押おし返す自身の力が感じられた。いや、もっといける。逆ぎやく襲しゆうさえできる。この圧あつ倒とう的てきなパワーなら──


「…………!!」


〈レーバテイン〉は単分子カッターをただの棒ぼう切きれでも握にぎるかのようにつかみ、敵機をぐいっと引き寄よせた。機体の目と目──センサとセンサが間ま近ぢかで出会う。敵機の頭の動きに、かすかな恐おそれが見てとれた。


　右手を動かす。マニピュレータ操そう作さホイールを引いて拳こぶしを作り、大きく腰だめに振りかぶって、敵の胴どうへと叩たたき込む。目もくらむようなスパーク。〈レーバテイン〉の拳が〈コダール〉の力場を突き破り、さらに腹ふく部ぶの装甲を引き裂さいた。内部のジェネレータを鷲わしづかみにして引きずり出す。臓ぞう物もつのように伸のびる無む数すうのケーブル。火花を散ちらす核かく融ゆう合ごう電でん池ちを握りつぶしながら、わき腹ばらに蹴けりを一いち撃げきくれてやる。動どう力りよくを失った〈コダール〉は、真っ二つに折おれて吹ふき飛んだ。


　チタン合ごう金きんの破片が、衝撃吸きゆう収しゆう剤ざいの噴ふん流りゆうが、燃え上がる炎ほのおが、〈レーバテイン〉の眼前ではげしく踊おどり回る。


　一機撃げき破は。


　素す手でだけでこの破は壊かい力りよくとは。


《成功。意外になんとかなるものです》


「冷ひや汗あせものだがな……！」


《強きよう制せい冷れい却きやくを開始》


〈レーバテイン〉の後頭部が鋭するどく展開し、その奥おくから髪かみの毛状じようの放ほう熱ねつ索さくが大量に吐はき出された。〈コダール〉と同じポニーテール状のユニットだが、それが展開される様さまは『伸びる』というより、大量の熱ねつ湯とうが蛇じや口ぐちから噴ふん出しゆつするような勢いだった。


　吹ふき寄せる上じよう昇しよう気き流りゆうに『髪』が揺ゆれ、ほの白い光の粒りゆう子しがはらはらと散っていく。〈レーバテイン〉は、ひざまずいたままの姿勢で新たな獲え物ものを探し求めた。


　光こう学がくセンサに反応。さらに二機の〈コダール〉が迫る。


「武器は？」


《各種あります。まずはこちらでいかがでしょうか》


　兵へい装そうコントロール・パネルに表示。


　機体の簡かん略りやく図ず、その両脚あしの膝ひざ部が青く明めい滅めつする。『ＧＲＡＷ─４／ＭＭＣ』の文字。二基の大型単分子カッターだ。これまでＭ９系で使ってきた『ＧＲＡＷ─２』の発展型モデルである。


「いいだろう」


《了ラー解ジヤ》


　アンバランスなほど大型に見えた〈レーバテイン〉の両膝装そう甲こうには、折りたたみ式の単分子カッターが収しゆう納のうされていた。両膝の装甲が開くと、二基の単分子カッターが火花を散らしてせり出す。〈レーバテイン〉はそのグリップ部分を握りしめ、力強く引き抜くと、大おお鷲わしが翼つばさを広げるかのように左右に構かまえた。その動作だけで地表に突とつ風ぷうが生まれ、舞まい上がった泥どろが小こ気き味みのいいつむじを描えがく。単分子カッター『ＧＲＡＷ─４』は瞬しゆん時じに格かく納のう状じよう態たいから展開し、その刀とう身しんを低くうならせた。





[image: ]


《Ｍマイク・３スリー接近。一〇時、距きよ離り一》


　その〈コダール〉──分ぶん類るい名めいＭ３は大型の単分子カッターを両手に構え、巧こう妙みような戦せん闘とう機き動どうをとりながらこちらに肉にく薄はくしようとしていた。もう一機のＭマイク・２ツーは右手の死し角かくから迫っている。同時に来られるとまずい──


《Ｍ２は私が引き受けます》


「？」


《戦闘の続ぞつ行こうを》


　それ以上会話している余よ裕ゆうはなかった。


　ほぼ正面に二刀の敵機。宗介は機体を操あやつり、その敵〈コダール〉に真まっ向こうからぶつかっていく。ラムダ・ドライバが生せい成せいした力りき場ば同士がぶつかりあい、大気がプラズマ化してはげしい光を放った。


「…………っ！」


　もう一機の〈コダール〉──Ｍ２が背後から迫せまる。すでに〈レーバテイン〉の両りよう腕うではふさがっていたが、その両りよう脇わきの下、Ｍ９系列の機体ならば武装ラックになっていた箇か所しよが素す早ばやく展開し、中から小型のマニピュレータが出しゆつ現げんした。


（隠かくし腕……!?）


　操そう縦じゆう者しやの四し肢しの動きを拡かく張ちようして再現するＡＳは、原げん理り的てきにそれ以上の腕を操作することができない。だがその腕は、まるでもう一人の操縦者が操っているかのように巧たくみな動作を見せた。一いつ対ついの『隠し腕』は腰のハードポイントに連れん装そうされた手しゆ榴りゆう弾だんをつかみあげ、背後から迫るもう一機の〈コダール〉へと立て続けに投とう擲てきした。


　爆ばく発はつ。不ふ意いを打たれた背後の敵機は姿し勢せいを崩くずし、攻撃のタイミングを遅おくらせる。その間に宗介は本来の両腕を手て際ぎわよく操り、正面の敵機の斬ざん撃げきをさばくと、姿勢を落として軽い脚あし払ばらいをかけた。


　いや、ただの脚払いでは済まなかった。


　ありあまる〈レーバテイン〉のパワーが、敵機の足をもぎ取らんばかりの勢いで炸さく裂れつした。その〈コダール〉は腹部を中心にしてほとんど一回転半し、頭部を地面にこすりつけ火花を散らし、間近に停てい車しやしてあったいくつかの車をなぎ倒たおした。


　ふりかえって軽く跳ちよう躍やく。手榴弾の爆発に煽あおられているもう一機へ、一直線に迫る。苦し紛まぎれに敵機が発はつ砲ぽう。宗介は銃じゆう口こうをにらみつける。ただそれだけで、砲ほう弾だんが眼がん前ぜんで弾はじけ飛んだ。


　右を一いつ閃せん。続いて左。


　Ｘ字に〈コダール〉が切り裂さかれる。千ち切ぎれた腕がくるくると回転し、地面に落ちてのたうった。


　二機撃破。


　脚払いをかけた残りの一機が、視界の片かた隅すみでよろよろと身を起こそうとしている。まだ戦う気か。いや、逃にげるつもりか──


《こちらをどうぞ》


　アルの一声と同時に、左脇の『隠し腕』が肘ひじ部に格納された対たい戦せん車しやダガーを一本抜き取り、胸の前にひょいっと放ほうる。宗介の動きの癖くせを完全に心こころ得えた、絶ぜつ妙みようのタイミングだった。


「ふん」


　鼻を鳴ならすと宗介は機体を動かし、空中の対戦車ダガーを横なぎにつかみ取るやいなや、鋭するどいモーションで最後の〈コダール〉へと投げつける。敵機はラムダ・ドライバの力場でその一撃を止めようとして──こちらの力場に押おし負けた。


　対戦車ダガーが胴どう体たいの真ん中に直ちよく撃げきする。金きん属ぞくのひしゃげる異い音おんが響ひびいた後、閃せん光こうと共に〈コダール〉はばらばらに砕くだけ散った。


　三機撃破。


　旋せん回かいしながら着地し、すっくと立ち上がる。〈レーバテイン〉の動作を追って、後頭部から伸のびる放熱索がゆるやかな弧こを描えがき、光の飛ひ沫まつを撒まき散ちらした。


「なんだ、この腕は」


《補ほ助じよ腕わんです。攻こう撃げき補助、弾だん倉そう交こう換かん、精せい密みつ作業などにお役立てください。制せい御ぎよは私が行います》


「四本腕か。気持ち悪いな……」


《私は気に入ってます。この際、あなたの好みは度ど外がい視ししてください》


「…………」


　残る敵の主しゆ力りよくは〈ベヘモス〉三機だ。あの桁けた外はずれの巨きよ大だいＡＳ。そのうち一機、もっとも近くの沿えん岸がんにいた〈ベヘモス〉が、〈レーバテイン〉を見み据すえていた。





　因いん果がなもので、レモンたちが乗ってきた輸ゆ送そうヘリは非ひ常じようにタフな作りだった。三〇年以上、実戦に鍛きたえられ仕し様よう変へん更こうを繰くり返してきた設せつ計けいのため、そう易やす々やすと大たい破は・炎えん上じようすることはないのだ。


「だから言ったじゃろうが!?　そう簡かん単たんに死ぬことはないとな！」


　大破した機体の陰かげに隠かくれ、コートニー老人は声高らかに叫さけんだ。


「ええ、まったく！」


　周囲の銃じゆう声せいや爆ばく音おんに負けない声で、レモンは怒ど鳴なり返した。


「こうやって敵に包ほう囲いされて、じわじわなぶり殺しにされるって意味だとは思いもしませんでしたよ！」


　レモンの嘆なげきはもっともだった。不ふ時じ着ちやくでいくらかの負傷者は出たものの、彼らのヘリの乗員に死者は出ていない。庭園の真ん中に横倒しになって、ひしゃげた機体をさらしているヘリを包囲する敵兵たち。機体の陰から、けなげな応おう戦せんをしているレモンたちだったが、脱だつ出しゆつのチャンスはまったく見えず、弾だん薬やくはみるみる減っていくばかりだった。


「いやー、ケサン基き地ちを思い出すのう！　撃うってこい、撃ってこい！　わ───っはっはっはっは！」


　異い様ようにハイになったコートニーが機関銃を撃ちまくっている。


「ケサンか。ありゃあひどい戦いくさじゃったなあ」


　むっつりとカービン銃を構えて、シールズ老人がつぶやく。


「おい。わたしは『安全に運べる』と聞いたからここまで付き合ったのだが……。どうしてこんなメキシコのド田い舎なかで、絶ぜつ望ぼう的てきな銃撃戦を繰くり広げているのだ？」


　本名すら知らない東洋人の女が、サブマシンガン片手にぼやいていた。『幽レイ霊ス』と名乗っていたが、本当のところ彼女が何者なのか、そしてどの勢せい力りよくに味方する者なのかはいまだにさっぱりわからない。


　レイスからの接せつ触しよくは、宗介が米陸軍の戦せん闘とうを目もく撃げきした連れん絡らくの直後だった。彼らが輸送ヘリで待機していた寒かん村そんのはずれ、だれもいない荒あれ地に一台の大型トレーラーが乗りつけたのだ。警けい戒かいして銃を向けるレモンたちの前に、その女──レイスは丸まる腰ごしで出てくると、ヘッドライトの光を背にしてこう叫んだ。『サガラ・ソウスケはいるか!?　渡わたしたい物があってきた！』と。


　罠わなにしては妙みような申し出だったし、彼女は宗介のことをよく知っている様よう子すだった。不ふ審しんに思いながらもコンテナの中身を覗のぞいたレモンたちは、積つみ荷にのＡＳ──見たこともない第三世代型の機体に目を丸くした。


　信じる、信じないは勝手にしろ。


　行くならこの機体を持っていけ。


　レイスはレモンたちにそう告げた。なぜこの待機ポイントをこの女が知ることになったのかをたずねたところ、彼女は『わたしも分からん。「アル」がここだと言ったのだ』と答えた。


　合が点てんのいかないことは多た々たあったが、断ことわる理由もない。レモンたちは新型ＡＳをヘリに載のせ、レイスを伴ともない、こうして邸てい宅たくへと飛来したのだったが──


「あんなすごい敵がたくさんいるなんて知らなかった。死ぬ。これは絶対死ぬ」


　ひしゃげたジュラルミンの陰で半泣きになって、レモンは夜空をあおいだ。


「それはわからんぞ、若いの！」


　コートニーが言った。


「見てみろ。サガラの奴やつめ、もう三機も叩たたき落としおったわい」


「あ、ほんとだ」


　彼らの墜つい落らく地点から数百メートル離はなれた果か樹じゆ園えんの一角で大きな爆発が起きた。あの赤いＡＳ〈レーバテイン〉が襲おそいかかる敵ＡＳを対戦車ダガーで撃破したのだ。


「ラムなんとかやらは知らんし、あんな猛もう烈れつなパワーの機体は見たことない。だが、リズムのいい動きをしよるわい。ありゃ本当に初めて乗った機体なのか？　昔から使い慣なれた愛機みたいじゃ」


「それはそうだろう。サガラにとって、あの機体は古ふる女によう房ぼうみたいなものだ」


　至し近きん距きよ離りの跳ちよう弾だんに首をすくめながら、レイスが言った。


「しかし、あの〈ベヘモス〉相手ではどうなるか……」


　海岸で散さん発ぱつ的てきな砲ほう撃げきを繰くり返していた超ちよう大型ＡＳ〈ベヘモス〉に一いち瞥べつをくれる。〈ベヘモス〉はその巨体をはげしく震ふるわせながら、〈レーバテイン〉めがけて上陸を始めていた。同時に両りよう肩かた、両腕、そして頭部に搭とう載さいされたすべての火器が火を噴ふく。大小の機関砲、ロケット弾、対戦車ミサイルがうなりをあげ、白いＡＳのシルエットを覆おおいつくした。


「いかん」


　あの距離からあの弾だん幕まくでは、回かい避ひ運動も追いつかない。小こ刻きざみに動く〈レーバテイン〉が爆風と至近弾にバランスを崩くずし、前のめりに膝ひざをつくのが見えた。〈ベヘモス〉はあの巨体からは想像もつかなかったほどの速度で突とつ進しんし、一歩大きく踏ふみ出すと、右足を〈レーバテイン〉めがけて踏み降ろした。


　轟ごう音おん。大量の土ど砂しやが舞まい上がる。


　あれでは津つ波なみを前にした子供のようなものだ。〈レーバテイン〉はなす術すべもなく〈ベヘモス〉に踏み潰つぶされてしまった。


「ああっ……！」


　レモンが絶望的な声をあげ、コートニーさえも眉まゆをひそめて息を飲んだ。だが、レイスは違ちがった。不安に雲くもっていた切れ長の目が見開かれ、どこか楽しげな声色が喉のどから漏もれた。


「いや。よく見ろ……」


　大地を踏みしめた〈ベヘモス〉の足の裏から、光の粒りゆう子しが漏もれている。放熱システムのうなるような轟ごう音おんが響き渡わたり、周囲の大気が陽かげ炎ろうのようにゆらめいている。


「あれは……？」


「ロス＆ハンブルトン、ＰＲＸ─３０００。試し作さく型がたの超・高出力ジェネレータだ。陸戦兵器レベルを超こえたあのパワーに、ラムダ・ドライバの力が加われば──」


〈ベヘモス〉の体が傾かたむいた。右足がぐらりとゆれ、足の裏に隠かくれていた〈レーバテイン〉の姿がゆっくりと見えてくる。


「な……」


〈レーバテイン〉は潰されていなかった。〈ベヘモス〉の足を両腕でがっしりと受け止め、赤い光の粒を全身からほとばしらせ、じわじわと敵の巨体を持ち上げていこうとしていた。





　機体の咆ほう哮こうとアラーム音。ジェネレータの出力は『最ＭＡ大Ｘ』を指している。冷れい却きやくシステムも最高レベルで稼か動どう中ちゆう。電でん磁じ筋きん肉にくの中を駆かけ抜ぬける電力がスパークし、全身から雷らい光こうをほとばしらせている。踏みしめる両りよう脚あしがみるみると大地にめり込み、すべてのフレームが悲鳴をあげる。


《現在の推すい定てい荷か重じゆう、およそ一五〇〇トン》


　アルがごく当たり前の声で告げた。


《参考までですが、これは標準的な主力戦車の約三〇台分に相そう当とうします。つまり設計上の限げん界かい荷重をはるかに超こえる数値です。軍ぐん曹そうどの。ただちに脱だつ出しゆつを》


「う、る、さ、い……！」


　歯を食いしばって宗介はうなった。ラムダ・ドライバの影えい響きようか、すさまじい重みが彼の神しん経けいにフィードバックされている。


「できるなら、とっくにやっている……!!」


　必死にその重じゆう圧あつに耐たえながら、宗介は短く息を吸すい込み、あらん限りの力を下か腹ふく部ぶに込めた。


「…………っ!!」


〈レーバテイン〉を包つつむ力場が赤せき熱ねつして輝かがやいた。瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的てきな力が作用し、彼らを踏み潰そうとしていた〈ベヘモス〉の足を思い切り押おし返す。衝しよう撃げき。巨きよ大だいな右足のくるぶしから下がぐしゃぐしゃにひしゃげる。〈ベヘモス〉はバランスを崩して、仰あお向むけにひっくり返った。


「とどめを刺さすぞ！」


《了ラー解ジヤ》


　両膝に再格納していた単分子カッターを引き抜き、〈レーバテイン〉は跳ちよう躍やくする。〈ベヘモス〉の頭めがけて、短い放ほう物ぶつ線せんを描えがいて飛びかかり、両手に握った単分子カッターを首筋へと突つき立てる。


　力場を突き破って装そう甲こうを切り裂さき、内部へと刀身が侵しん食しよくする。


　さらに二撃、三撃。


　滝たきのような火花と飛び散るオイル。頭部コックピットをずたずたに切り離され、〈ベヘモス〉は力を失った。


　四機目を撃破。


　アルの報告。残り二機の〈ベヘモス〉が岬みさきの向こうから姿を見せつつあった。一機は数百メートルの近距離に。もう一機は数キロのかなたに。


　手前の〈ベヘモス〉が発砲してきた。〈レーバテイン〉は身を翻ひるがえし、今しがた撃破した敵機の装甲の陰かげに隠かくれる。三〇ミリ砲弾や成せい型けい炸さく薬やく弾だんが周囲に命中し、はげしい炎ほのおと爆音を振ふりまいた。


「もうさっきみたいなのは御ご免めんだぞ……！　ほかに武器はないのか」


《お任せを。こちらです》


　兵装コントロール・パネルに表示。背部にマウントされた火砲のシンボルが明めい滅めつする。


「デモリッション・ガン。一六五ミリだと……!?」


　宗介の声がうわずるのは無む理りもないことだった。一六五ミリという砲弾のサイズは、ＡＳの火器としては考えられないものだった。標準的なＡＳ用ライフルが四〇ミリ。宗介が好んで使う『ボクサー』散弾砲が五七ミリ。クルツが狙そ撃げきで使う最大級の狙撃用滑かつ腔くう砲ほうが七六ミリだ。そうした火砲よりもはるかに威い力りよくのある戦車砲が一二〇ミリ。五〇トン超ちようの戦車がやっと撃うてるレベルの武器だった。ましてや、一〇トン程てい度どのＡＳでは。


「工こう兵へい用ようの火砲ではないのか？」


『デモリッション・ガン』は本ほん来らい、邪じや魔まな建けん築ちく物ぶつや構こう造ぞう物を除じよ去きよするために使し用ようする破は砕さい砲ほうのことだったが、この機体が装備しているそれは、純じゆん粋すいに戦せん闘とう用のようだった。


《この火器は戦闘用です。炸薬も反動も桁けた外はずれですのでご注意を。ラムダ・ドライバなしで発砲することはできません》


　背部ハードポイントに設せつ置ちされていたアームが動いて、短砲身・大口径のデモリッション・ガンが右肩の下を回り込み、射しや撃げき位置へと移動した。スクリーンに映るそのサイズだけでも、破は格かくの大きさだと見て取れる。


　しかし、こんなデカブツが──


「撃てるのか……？」


　腕わん部ぶを操そう作さし、デモリッション・ガンの具ぐ合あいを試ためしながら宗介はつぶやいた。


《分かりません。なにしろ試し射しやさえしていませんので》


「だが、やってみるしかないわけだ」


《そういうことです》


「いいだろう」


〈レーバテイン〉はデモリッション・ガンを構えると、〈ベヘモス〉の残ざん骸がいから身を乗り出し、いましも上陸しようとする敵へと跳躍した。


　すぐさま敵〈ベヘモス〉が発砲。目もくらむような閃せん光こうの数々。回避しきれない敵弾をラムダ・ドライバで強引に弾はじき返す。


（そう簡かん単たんには……！）


　着ちやく地ち。すぐさま跳躍。空中できりもみ。対ＡＳミサイルが迫せまる。頭部のガトリング機銃をフルオート射撃。迎げい撃げき。手足を振る。ラムダ・ドライバの力で落下の放物線が鋭するどく切り替かわる。敵の弾だん幕まくを回かい避ひ。敵との距きよ離り、約二〇〇メートル。


（至し近きん距離からぶち込んでやれば……）


　低い軌き道どうで三度目の跳躍。猛もう烈れつな衝撃と気の遠くなるようなＧ。見る間に敵てつ機きの足元が迫り、その股また下したを潜くぐり抜ける。有あり明あけでの戦闘では、ここから見上げるように背部のスリットを射い抜ぬいたところだが──


「まだ……！」


〈レーバテイン〉は前転するなり、海岸の砂浜を蹴けって垂すい直ちよくに跳とんだ。またたく間に〈ベヘモス〉の頭上まで滞たい空くうして、空中で一回転。巨大ＡＳの後頭部の辺りに飛びつく。


　敵のラムダ・ドライバがうなりを上げ、焦しよう点てんの合わさった力場が〈レーバテイン〉へと殺さつ到とうした。普ふ通つうならその衝しよう撃げき波はでばらばらに吹ふき飛ばされているところだ。しかし──


「！」


　集中する。〈レーバテイン〉の力場が敵の力場を受け止めて、風のように受け流す。デモリッション・ガンを片手で構かまえ、その砲ほう口こうを敵の後頭部に突きつけ、気き合あいを込めて引き金を引く。


　閃光と衝撃が眼前で爆発した。榴ヽ弾ヽがヽ装ヽ甲ヽをヽ突ヽきヽ破ヽっヽてヽ敵機の後頭部の奥おく深くに飛び込み、その中心部で爆発する。一六五ミリ砲の生み出すすさまじい反動が、機体を数メートルほど浮うき上がらせた。


「……っう！」


　バランスを崩くずし、〈レーバテイン〉は〈ベヘモス〉の背中から転げ落ちた。


《成功》


　アルがそう告げるのだけが聞こえた。機体の手足を素す早ばやく振って、姿し勢せいを立て直し砂浜に着地する。


「どうだ……!?」


《ですから、成功です》


　見上げると〈ベヘモス〉が大量の黒こく煙えんを上半身から噴ふき出し、ゆっくりと前のめりに倒たおれていくところだった。ラムダ・ドライバの力場による自じ重じゆう操作能力を失ったためか、敵機は各部を脱だつ落らくさせながら崩れ落ちていく。崩ほう壊かいした機体が無数の砂すな埃ぼこりを巻き上げ、天を裂さくような断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうをあげた。


　五機撃破。


「なんて反動だ」


　デモリッション・ガンの再装そう塡てんを実行しながら、宗介はつぶやいた。


《想そう定てい外がいです。ああいう撃うち方をするとは思いませんでした》


「俺が荒あらっぽいのは知ってるはずだ。何年俺の相あい棒ぼうをやってる？」


《およそ一年と二か月です。それほど長くありません》


「そういえばそうだったな」


　鼻を鳴らし、宗介は残る最後の〈ベヘモス〉を一いち瞥べつした。


　いま、〈レーバテイン〉は邸てい宅たくの正面の砂浜に膝ひざを突ついている。最後の敵機はおよそ三キロ彼か方なたの海上にいたが、すでに交戦する気は失っているようだった。こちらに威い嚇かく射撃を試みながら、高速で後退していく。


《Ｍマイク６シツクスが後退。戦せん域いきから撤てつ退たいするつもりのようです。追つい撃げきを？》


「できるなら試みるが、あの距離ではもう無む理りだろう」


　このデモリッション・ガンは『ボクサー』並みの短たん砲ほう身しんだ。数十メートルの至近距離での戦闘ならともかく、あんな遠くの敵を狙ねらうような精せい度どはまったくない。


《いいえ、可か能のうです》


「どういうことだ」


《予よ備びアームＤを作さ動どう》


　兵へい装そうコントロール・パネルが明めい滅めつ。背部にマウントされていた最後の装備──着ちやく脱だつ式砲身が機体前方にせり出し、デモリッション・ガンに接せつ続ぞくされた。ギア音とロック音。大型ながらもごく短いサイズだったはずのデモリッション・ガンが、砲身を装着することで戦車砲すらはるかに越こえる長大な火か砲ほうへと変身していた。


《『ガンハウザー・モード』に移い行こうを完かん了りよう。曲きよく射しや弾だん道どうなら最大射しや程ていは三〇キロです》


　アーム・スレイブにガンハウザー──長砲身榴りゆう弾だん砲ほうだと？　常じよう識しきはずれの装備に呆あきれながら、宗介は思い直した。


　そもそもこの機体自体が常識はずれなのだ。ラムダ・ドライバというでたらめな機き能のうがあれば、反動も貫かん通つう力も度外視できる。このレベルの戦闘では、兵器の装そう甲こう貫通力などたいして意味はない。ならば、この馬ば鹿か馬鹿しいほど巨きよ大だいな火砲も、〈レーバテイン〉にとってはちょうどいい武器なのではないか？


「いいだろう。試してやる」


　なかば自じ嘲ちよう気ぎ味みに宗介はつぶやいた。


《そう言っていただけると思ってました》


「うるさい」


　機体に膝をつかせて、マスター・モードを精せい密みつ射撃に切り替かえる。センサの倍ばい率りつを最大に。きびすを返し、全速で戦域から撤退する〈ベヘモス〉の後姿が、暗あん視しモードの映像の中に揺ゆれる。


　各種のデータが表示された。


　気温、湿しつ度ど、風速、砲身の温度、その他もろもろ。狙そ撃げき技能も普ふ通つうにあるが、クルツほどの神かみ業わざは無理だ。狙撃に関してはアルも大したデータは持っていないので、ここは自分の勘かんに頼たよるしかない。


　スクリーンの中で、ターゲット・シンボルとレティクルが重なる。ぴぴっと小さなアラーム音が響ひびいた。


《確かく実じつな照しよう準じゆんです。発はつ砲ぽうを》


「まだだ」


　つぶやき、最小倍率にしたアームを操そう作さする。あとすこし。そう、もうすこし……。


　発砲。


　前と同じすさまじい反動が襲おそいかかった。機体の全高を上回るほどの巨大な火球が生まれ、正面の砂を爆発的に跳はね上げる。しっかりと踏ふん張ばっていたはずなのに姿勢を崩し、〈レーバテイン〉は尻しり餅もちをついた。五〇〇ポンド爆ばく弾だんがすぐ目の前で炸さく裂れつしたような衝撃だった。


　それでも〈レーバテイン〉のラムダ・ドライバは作動した。


　砲口から吐はき出された砲弾は宗介の意志をのせ、予定された軌き道どうを完かん璧ぺきに駆かけ抜け、退却する〈ベヘモス〉の後頭部のど真ん中に命中した。


　拡かく大だいされた視界の中で、巨大ＡＳの頭部が吹き飛び、はげしい炎ほのおをまき散らす。


　やや遅おくれて、遠い爆発音。


　くぐもった残ざん響きようと共に、最後の〈ベヘモス〉がゆっくりとくずおれ、前のめりに海へと沈しずんでいった。


　六機目を撃破。


　ふうっと溜ため息いきをついてから、宗介はアルにたずねた。


「……アル」


《はい、軍ぐん曹そう殿どの》


「何分かかった？」


《五分五二秒です》


「…………」


　気まずい沈ちん黙もく。すこし待ってからアルが控ひかえめに言った。


《強つよ気きのご様子でしたが、あれだけの相手に三分はさすがに無理でしたね》


「うるさい。おまえの言った四分一二秒だって無理だっただろう」


《人間のくせにしっかり覚えているとは。実は根に持つタイプですか？》


「いったい、どこでそういう語ご彙いを覚えてくるんだ、お前は!?」


《あいにく何か月も操そう縦じゆう兵へいに見放されていたものでして。放送やインターネットを閲えつ覧らんする機き会かいには事こと欠かきませんでした》


「…………」


《ご要よう望ぼうとあれば、もっと品のない喋しやべり方もできます。アメリカ南部の低てい所しよ得とく者しや風ふうなどはいかがでしょうか？》


「やめろ」


　まったく、ああいえばこういってくる。喋りの鬱うつ陶とうしさも以前のままだ。宗介は息をついてから、ぼやくように言った。


「だが、まあ……無ぶ事じでよかった」


　それは宗介の本心だった。


　おかしなことなのだが、彼はこの戦せん術じゆつ支し援えんＡＩに、戦友のような感覚を抱いだくようになっていた。アルはＭ９に標準搭とう載さいされているＡＩとは根こん本ぽん的てきになにかが違ちがう。香ホン港コンでの作戦前から妙みようだとは思っていたが、今日の再会でますますその思いが強くなってきた。


　宗介の意い図とがそこまで分かったとも思えないが、アルは答えた。


《はい、軍曹殿、私もです。それだけは本心からお伝えしておきます》


「ふん」


　機械のくせに、『本心』と来たものだ。


　だが、なぜだろう。悪い気分はしない。


　宗介は機体を立ち上がらせ、周辺の敵を警けい戒かいすべく、センサをアクティブモードに変へん更こうした。クルツたちはどうなっただろうか？　それにレモンたちも助けなければならない。残ったのが歩兵部隊なら、この〈レーバテイン〉で制せい圧あつするのは簡単なことだろう。


　かなめのヘリを追うのは、もう無理だろうが……。





　飛ひ行こうを続けるヘリのキャビンで、かなめは慎しん重ちようにその機き会かいをうかがっていた。


　レナードの私し兵へい、戦せん闘とう服ふく姿の男たちは、すでにすっかり気を緩ゆるめていた。重傷を負ったレナードの様子をうかがう者と、窓まどの外に注意を払はらっている者。返り血に汚よごれ、憔しよう悴すいした様子のかなめがその一角に座すわっていても、だれも気に留とめようとはしない。


　すぐ隣となりの男が座ぜ席せきから身を乗り出し、キャビンの奥おくになにかを話しかけた。スペイン語なのでよくわからなかったが、レナードの容よう態だいを聞いているようだった。


　いましかない。


　そう思った瞬しゆん間かん、彼女の中で様々な葛かつ藤とうが駆け抜ぬけた。


　そんな無茶が通るのか？　思うように物もの事ごとが運ぶのか？　この機にはあのカリーニンも乗っているのに？　それに彼が──かわいそうなレナードがいま、ああして自分のせいで苦しんでいるというのに……？


（馬ば鹿かげてる……！）


　彼女は小こ刻きざみに首を振ふった。


　いつの間に自分は、そんな風に思うようになったんだろう？　些さ細さいな同情が命取りになることくらい、いまの自分なら分かるはずなのに……！


　固く目を閉じてから、深く息を吐はく。


　ぐっと唇くちびるをひき結むすんで、それから目を開ける。


　座席から立ち上がった兵隊の腰こし、そのホルスターに収まった自動拳けん銃じゆうがまだあった。


　よし、やってしまえ──


　かなめは拳銃に手を伸のばすと、手早くそれを引き抜いて、さっと男から後じさった。瞬間、遅れて反応した男が彼女に手を伸ばしたが、かなめはその指先をぎりぎりで逃のがれ、その銃口を相手に向けた。


「動くな！　本気で撃うつわよ!?」


　こんな大声を出したのは久しぶりだ。身構えたまま固まった男たちに向かって、彼女はさらに怒ど鳴なりつけた。


「いますぐ機長を呼びなさい！　このヘリを引き返させるのよ！」


「わかった。待て」


　兵士の一人が、ヘッドレストに向かってなにかをつぶやく。


　ほどなくやって来たのは、機長ではなくアンドレイ・カリーニンだった。部下の一人の拳銃を奪うばい、その胸に銃口を突つきつけているかなめを見たのに、すこしも驚おどろいた様子がない。


「元気なようだな。彼を撃ってショック状じよう態たいかと思っていたが」


　カリーニンが言った。


「ミズ・チドリ。引き金から指を離はなし、その銃をゆっくりと返したまえ。それで終わりにしてやろう」


「あたしに命令しないで。こいつを撃つわよ」


「無理をしないことだ」


　カリーニンが静かに言った。


「引き金を引く気のない人間は、銃を持ってはいけない。時間の無む駄だだし、予よ測そく不ふ可か能のうの事じ故こも起きる。君は身をもってそれを知ったばかりだと思っていたが」


「引き金を引く気、ね」


　彼女はぐっとこらえて深しん呼こ吸きゆうをした。泣かないように。負けないように。何から何まで、すべてにおいて勝まさっているこの古ふる強つわ者ものにも舐なめられないように。おなかにぎゅっと力をこめて、まっすぐに相手を見み据すえて。


「だったらあなたは彼が撃てるんですか？　ソースケのことを」


　宗介とカリーニンの関係について、彼女は多くのことを知らない。二人が話しているところだって、たいして見ていない。


　でも、かなめは知っている。


　宗介が『少しよう佐さが』と言うときの、あの落ち着いた声こわ色いろ、あの確かつ固こたる信しん頼らいを。『マオが』、『クルツが』、『大たい佐さ殿どのが』。そして『会長閣かつ下かが』。そうした言葉とまったく同じ──いや、もっと強い安心感に満ちたあの響ひびきを。


　そのカリーニンが宗介の敵に回って、平へい然ぜんとしていられるだろうか？　撃てると断だん言げんできるのか？　こんな風に、わけ知り顔であたしに説教できるのか？


「撃てる」


　カリーニンはわけもなく言った。そのなにげない返答が、むしろとらえどころのない重みを感じさせた。


「現げんにさっきも私はそう命じた。それだけの理由が、私にはある。覚かく悟ごらしい覚悟もしたことのない君には分からないことだろうが……」


「うそよ」


「そう思いたければ、思えばいい。だがこれ以上馬鹿な真ま似ねを続けるのなら、君はいやというほどその意味を知ることになる」


「…………」


「代だい償しようは、君の銃口の前にいる愚おろかな男の命だ。撃ちたければ撃ちたまえ」


　カリーニンの言葉のひとつひとつが、かなめの胸を締しめ付けた。


　まったく訓くん練れんらしい訓練も受けていない素しろ人うとの少女が、まぐれとはいえ銃を奪って、ヘリの乗員の一人に突きつけている。そして興こう奮ふんした声で、『ヘリを引き返させろ』と要よう求きゆうしている。その事実を前にして、キャビンの傭よう兵へいたちはどう受け止めているのだろうか、とかなめは思った。


　彼らの表情に恐おそれはない。かといって、嘲ちよう笑しようの類たぐいも現れていない。怒いかりも、苛いら立だちも見ることができない。ただ無表情に彼女を見つめているだけだ。以前ならまるで想像がつかないところだったが、いまの彼女には彼らの考えがおぼろげに察さつしがついた。


　たぶん、こう思っているはずだ。この銃の薬室に弾たまは装そう塡てんされているのか。されているとして、弾だん頭とうの種類はなにか。彼らは愚おろかにも自分の銃を奪われた仲間の身は案じていない。もしかなめが発砲したとして、弾頭が彼の体を貫かん通つうすることはあるか。貫通した弾頭が跳ちよう弾だんして、ヘリの重要な機き器きを傷つける可か能のう性せいはあるか。


　だから、人ひと質じちをとっても意味はない。彼らの関かん心しんは人命じゃない。


「そうね。じゃあこうする」


　かなめは男から銃口を外し、まっすぐキャビンの天てん井じように向けた。


　たちまち傭兵たちが身を固くする。このキャビンの真上にはエンジンの予よ備び系けい統とうと油ゆ圧あつ系統、そしてメインローターの駆く動どう系統が収まっている。軍用のヘリとはいえ、キャビン内部はほとんど防ぼう弾だん性せいがないはずだった。たとえ拳銃の弾だろうと、何発も撃ちこまれたら重大な故こ障しようや火か災さいが起きかねない。


「これならどう？　こっちだったら平気で撃てるわよ」


「なるほど。痛いところを突いてきたな」


　カリーニンは真ま顔がおのまま、小さくうなった。経けい験けん豊かな教師が、生徒のユニークな回かい答とうを聞いたときのような顔だった。


「だがいまの高度は三〇〇フィート。速度は毎時一二〇マイル。ここでもし深しん刻こくな損傷を受けたら、オート・ローテーションで不時着することも困難だ。まず間ま違ちがいなく、われわれは全員墜つい落らく死しするだろう。運良く不時着に成功し、さらに運良く君だけが無ぶ事じで、たまたまわれわれが残らず重傷を負い、その上で君が一人で逃にげられる可能性はゼロだ」


　彼の言う通りだった。いまのかなめにはそれがよく分かる。この高度と速度では、回かい転てん翼よく機きを不時着させるだけの位置エネルギーも運動エネルギーもない。シートベルトさえ着けていない自分は、衝しよう突とつの瞬間に機き外がいに放ほうり出されて死ぬだろう。


「それでもいいなら、撃ちたまえ」


「…………」


　なにか強きよう烈れつな言葉を浴あびせかけられたわけではない。心をえぐるような一言があったわけでもない。それでも彼女は言い知れない敗はい北ぼく感かんに打ちのめされていた。アンドレイ・カリーニンは、言葉を操あやつることで誰だれかを屈くつ服ぷくさせるような、器き用ような人間ではない。彼はただ事実を話すだけだ。厳げん然ぜんとした事実を。そして彼がいま話している事実は──たとえ拳銃一挺ちようを奪ったところで、かなめはまったく無む力りよくなままなのだということだった。


　これまでのピンチで繰くり出してきた多少の機き転てんやハッタリ、ささやかなアイデアや大だい胆たんさ。そうしたあれこれ──一七歳さいの小こ娘むすめが悪あがきした末での行動が、すんなりと通用するような相手ではないのだ。この歴れき戦せんの勇者は。


　なぜこれほどの男が、ここに至いたって敵側についているのだろう？　どうして『心配させて済まなかった。サガラのところに連れていってやろう』と言ってくれないのだろう？　せめて自分にだけ分かるように、小さくウィンクしてくれたっていいのに。なぜそんな厳きびしく哀かなしい瞳ひとみで、ただあたしを見つめているのだろう？


「本気なんですね？」


　かなめは言った。なぜだか無む性しように悲しくなって、目が赤く充じゆう血けつしていた。


「だったら教えて。あたしはもう、彼には会えないんですか？」


「そうだ。会うことはない」


　カリーニンが言った。彼女にはそれが絶望的な予よ言げんのように聞こえた。どれだけ自分があがこうが、強く望んで泣き叫さけぼうが、もう彼には会えない。


　少なくとも、誰も傷つけずに会うことはできない。レナードが仕し掛かけてきた賭かけの通りなのだ。自分が宗介を、自由を望むたび、必ずだれかが死ぬことになる。このヘリでの顚てん末まつそのものが、そのどうしようもないジレンマを強く表していた。


「もう充じゆう分ぶんだろう。銃を返したまえ」


「いや……」


　かなめはとうとう、自分のこめかみに銃口をあてた。ごつりとにぶい鋼こう鉄てつの感かん触しよく。引き金を引きたい衝しよう動どうに駆られる。


　そうだ、引いてしまおう。その方がいい。なにもかも、もうたくさん。人差し指に力を込めるだけで、全部消え去ってくれる。不安も苦く悩のうも、レナードを撃った罪ざい悪あく感かんも、この敗北感も絶望も。


　心の奥底で『絶対だめ。まだ早いよ』と何かが叫んでいたが、彼女はその声を超ちよう人じん的てきな集中力で無む視しした。希望はだめだ。いまは希望など信じてはいけない。見せてはいけない。絶望に身をゆだねて、演技などではなく、心の底から死にたいと願うのだ。


　そヽうヽ思ヽわヽせヽなヽけヽれヽばヽなヽらヽなヽいヽ。


　ごく簡単に引き金を引けるように、なにも考えず、虚きよ脱だつしたままで──


「待て」


　カリーニンが制せい止しした。


　初めてその声色に焦あせりの片へん鱗りんが浮うかび、その表情に深刻な懸け念ねんが浮かんでいた。かなめから立ちのぼった暗い死の匂においを、彼は敏びん感かんに嗅かぎとったのだ。数え切れないほどの死にゆく者を見てきた彼だからこそ、それを感じとることができたのだろう。


「やめろ。できる限りのことはする」


　信じた。


「ヘリを戻もどして」


　焦しよう点てんの定まらないぼんやりとした目。かなめは死んだ声のままで言った。
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「それは……現げん状じようでは難むずかしい。レナードの手て当あても必要だ。ここで引き返すと彼の命が危あぶなくなる。だからまず落ち着いて、銃口を頭から離はなしたまえ。そして私を狙ねらうんだ」


　口数が多くなっている。初めてまともに説せつ得とくを試み、交こう渉しようしようとしている。主しゆ導どう権けんがこちらに来た。


「じゃあ、お別れを言わせて」


「？」


「無む線せん機き。彼にお別れを言いたいから……それでもう諦あきらめるから……」





　付ふ近きん一いつ帯たいに降ふり注そそいでいた雨がいつのまにか消え失うせ、邸てい宅たくを戦せん闘とう後の静せい寂じやくが支配しようとしている。まるで〈レーバテイン〉の並はずれた力が、雨雲をどこかへなぎ払はらってしまったかのようだった。


　敵ＡＳをすべて駆く逐ちくすると、宗介は残った敵戦力の掃そう討とうに移った。


　まず包囲され苦く境きように陥おちいっていたレモンたちの救きゆう援えんに向かい、周囲の敵を追い払う。あの〈ベヘモス〉すら倒たおしてみせた〈レーバテイン〉に本気で抵てい抗こうしようとする敵はほとんどいなかった。


　レモンや老兵たちは、とりあえずのところ無ぶ事じのようだった。大だい戦せん果かをあげた〈レーバテイン〉に向かって、能のう天てん気きに手を振ふっている。彼らの中にはあの情報部の女──レイスも混まじっていたが、派は手でな銃じゆう撃げき戦せんに疲つかれ果てた様子で、一人だけげっそりとしていた。


　ほどなくクルツ、マオ、クルーゾーのＭ９三機が駆かけつけ、残敵の掃討と降こう伏ふくした敵のコントロールも進んでいった。クルツたちは〈レーバテイン〉をひと目見ただけで、あの〈アーバレスト〉の派は生せい型がただと理り解かいしたようだ。宗介と〈レーバテイン〉の驚きよう異い的てきな戦せん果かに驚おどろきながらも、『詳くわしい話は撤てつ収しゆうしてから』ということで後回しになった。


　ただ、その折おりにクルツがひとことぼやいた。


『あのとき、メリダ島にそいつがいたらなぁ……』


「？　なんのことだ？」


『クルツ。やめなさい』


　と、無線越ごしにマオが口を挟はさんだ。


『こっちでも色々あってな、軍ぐん曹そう。まあ、それも後で話す』


　と、クルーゾーが告げた。


『それよりその機体──〈レーバテイン〉だったか？　なるべく捕ほ虜りよたちに見せたくないな。ＥＣＳで消えておけ』


　クルーゾーの指し摘てき通りだった。その戦闘力は存ぞん分ぶんに見せてしまったが、だからといって近きん距きよ離りから機体をじっくり見せる義ぎ理りもない。細かいユニットの配はい置ちなどから、その性能を類るい推すいされるのは避さけておきたかった。


「了りよう解かい。……アル、ＥＣＳ作動。不ふ可か視しモードだ」


《無理です》


　アルが言った。


「なに？」


《無理です。なにしろこの機体には、ＥＣＳが搭とう載さいされていません》


「なんだと？　どういうことだ」


《どういうこと、と言われましても。破は格かくの出力に破格のコンデンサ。強引な設計の駆く動どう系けいに、大だい容よう量りようの冷れい却きやくシステム。そしてラムダ・ドライバです。余よ計けいな機材を搭載する余よ裕ゆうなどありません》


「…………」


《参さん考こうまでにお知らせしておきますが、この機体にはＥＣＳだけでなく、ＥＣＣＳもありません。レーダーは最低限ですし、レーザー・赤外線などの妨ぼう害がい装置もないので、ミサイル攻こう撃げきには大変脆ぜい弱じやくです》


「ちょっと待て。それではほとんど〈サベージ〉並みじゃないのか？」


《いえ。さすがに〈サベージ〉よりはましですが、Ｍ６に毛が生はえた程度です》


「なんてことだ」


　電子系のスクリーン表示がほとんど暗転したブランク状態になっていることにようやく気付いて、宗介はあきれ返った。光学センサなどはＭ９と同じ最新モデルのようだったが、他の機材がほとんどない。こんなにお粗そ末まつな電子兵装で、どうやってこの現代戦を生き残れというのだろうか？


《とはいえ、クルーゾー中ちゆう尉いたちと合流できたのは僥ぎよう倖こうでした。彼らとの連れん携けいとデータリンク機能で、この欠点はいくらでも改かい善ぜんできますので。気を落とさずに頑がん張ばりましょう、軍曹殿》


「……『余計な機材』ならまだあるぞ」


《なんでしょうか？》


「おまえだ。おまえを取り外してゴミ箱に捨てて、代わりにＥＣＳを付けるべきだ」


《ナンセンスです。私抜ぬきでは、この機体はデッドウェイトだらけの『欠けつ陥かんＭ９』ですので。それでも良ければご自由にどうぞ》


「また減へらず口を。だいたい貴き様さまは──」


《新たな無線信号を捕ほ捉そく》


　宗介の罵ば声せいを遮さえぎって、アルが報ほう告こくした。


「？」


《一二九・二二メガヘルツ。ＡＭ波のＶＨＦ帯たいです。非ひ暗あん号ごう化かのオープン回かい線せんですが、先ほどからあなたを呼んでいます》


「俺を？」


《肯定。回線８に設定して接続しますか？》


「ああ。つなげ」


《了解。完了》


　なにか胸にざわめくものを感じながら、宗介はそのデジタル無線の声に耳を傾かたむけた。


　女の声だ。


　よく知っている、だがとても懐なつかしい声が彼の名前を呼びかけていた。


『──ソースケ。聞こえてる……？』


　声の主はかなめだった。


　鼓こ動どうが高鳴り、背中から汗あせが噴ふきだしてくる。ふたたび彼女の声を聞いただけで、宗介は胸の奥おくをぐっと鷲わしづかみにされた気分になった。


　かなめに間ま違ちがいなかったが、それはかぼそく、弱々しく、ひどくはかなげだった。彼が知っているかなめではない。いや──あの学校の中庭での、最後の彼女のままだ。


　答える相手のあてもなく、彼女は呼びかけていた。


『もし聞こえてなかったら……だれか、この無線を聞いてる人が伝えてください。繰くり返かえします。……サガラ・ソースケ。聞こえてますか？　あたしはいま──』


「千ち鳥どり──」


　考えるより先に指が動いていた。所しよ定ていの回線に合わせ、通信スイッチを押おし込み、彼は彼女の名を叫んでいた。


「千鳥」


　気が遠くなるような沈ちん黙もくとノイズ。わずかな間を置いてから、彼女が日本語で答えた。


『ソースケ？　聞こえてるの？』


「ああ、聞いてる。俺だ。いまどこにいる？　迎むかえに来たんだ。場所を教えてくれ。いや、それより怪け我がは？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」


『うん……大丈夫だよ』


「わかった。じゃあ現在位置を教えてくれ。俺がいますぐ迎えにいく。大丈夫だ、もう敵は片付けた。アルが──いや、新しい機体もある。もう負けないと思う。それにみんなが、マオやクルツたちもここにいるんだ。もう心配しなくていい。俺が必ず──」


『ソースケ。落ち着いて』


　かなめの声はあくまでも冷れい淡たんだった。だが彼はそんなことなど構いもせずに、ヘッドセットめがけてまくしたてた。


「いや、俺は落ち着いてる。君に話したいことがたくさんあるんだ。色々なことがあった。俺もよく分からないくらいだ。何度も迷った。でもここまで来た。来ずにはいられなかったんだ。だから、千鳥。あれこれ言うのはやめて、どこにいるか教えてくれ。現在位置が分からないんだったら、周囲の地形を言ってくれ。もしそばに敵がいるんだったら──」


『ソースケ。やめて』


　かなめの声が遮さえぎった。


「なぜだ？　現在位置が分からなかったら、迎えに行けない」


『そういうことじゃないの……』


　つらそうな、うわずった声が耳の奥で響ひびいた。


『もう……あたしを追うのはやめて』


「なんだと？　よくわからない」


『あたしを追わないで。いまあたし、カリーニンさんと一いつ緒しよにヘリの中なの。レナードも。あたし、彼を殺しちゃったかもしれない。かわいそうなレナード……。それでも何度も逃にげようと思ったけど、やっぱり無理なんだとわかった。あの人たちには、絶対かなわない。逆らえば逆らうだけ、だれかが傷ついていく。だから、ごめん。本当にもう追わないで。あたしのこと、そこまで追っかけてくれるのは本当にうれしい。でもね、やっぱり──』


「千鳥？　なにを言ってるんだ？」


　長い沈黙。耳みみ障ざわりなノイズ。


　彼には彼女の言っていることが分からなかった。なぜ『追わないで』などと言っているのか、理解できなかった。


　いや──


　噓うそだ。本当は分かっている。


　ナミの死に顔が脳のう裏りをよぎった。もちろんかなめは、彼女のことなんて知らない。ナミは死者たちの象しよう徴ちようだ。宗介がかなめを追うたびに、死者の数が増えていく。敵であろうと部ぶ外がい者しやであろうと。そんな単たん純じゆんな事実くらい、かなめだって知っているはずだ。あの学校の中庭での別れのときも、けっきょくはそれが問題だった。


　追わないで。


　彼女がそう言うのは、もう分かっていたのに。自分があがけばあがくだけ、彼女が苦しむことになる。宗介はただ、その事実から目をそむけていただけなのだ。


『だから……ソースケ……もうあたしのことは忘れて……』


　目の前が真っ暗になっていく。宇う宙ちゆう空間に放ほうり出されたような感覚。とらえどころのない浮ふ遊ゆう感かんと、どこまでも広がる暗黒。


「まってくれ、千鳥。俺は……」


『いいかげんに分かって。あたしたちは、もう……』


　ほかにどうすることもできず、宗介が汗あせに濡ぬれたスティックを握にぎり締しめていると、無線の向こうでかなめがなにかをぶつぶつとつぶやいていた。そう──なにか熱病にでも浮うかされたように。


『やっぱり、やだ』


　彼女が言った。


『そんなの、絶対やだ』


　彼女の声に力がこもった。


『ソースケ。まだ聞こえてる？』


「ああ」


『前・生徒会副会長としてあんたに命令するわよ。いい？』


　ずずっと鼻をすする音。向こうで彼女が泣いている。


『あたしを助けに来て。どんな犠ぎ牲せいを払はらったって構わない。何人死んだって──何百、何万、何億人死んだって構わないから。だから、あたしを迎えにきなさい！　あんたの持てるすべて──そのクソの役にも立たない、非ひ常じよう識しきで迷めい惑わくきわまりない兵隊の技能を総そう動どう員いんして、どんなにヤバい相手でもギッタギタにやっつけて、あたしを抱だきしめにきなさい!!　あんたならやれるでしょ!?　どう!?』


「ああ。できる」


　胸の奥ではげしく、熱くわきたつものを感じながら、宗介は力強く答えた。


　そうだ。なにを迷うことがある？　何百万人死なせようと。どれだけの困難がこれからもあろうと。彼女をこの手につかむためならば、いったい、なにを恐おそれることがあるのだろうか？


「必ず行く。待っていろ」


『うん……』


　声を詰つまらせ、かなめは言った。


『ソースケ……大好きだよ』


「俺もだ。愛してる」


　こんな言葉が自然に出てきたことに、彼自身も驚おどろいていた。


『うれしいよ……。じゃあ、次にちゃんと会えたら、必ずキスしよ。思い切り。どんな場所でも。いい？　約束だよ？』


「ああ、約束する」


　ノイズがひどくなってきた。ヘリが交信可か能のう範はん囲いから離り脱だつしようとしているのだ。もうかなめを追つい跡せきする手しゆ段だんはない。


　いヽまヽはヽ。
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『何年でも、何百年でも待ってるから……』


「大丈夫だ。必ずつかまえる」


『うん。それから、邸てい宅たくのキッチンの冷れい蔵ぞう庫この中を探して。ハードディスクが──』


　かなめがなにかを言ったが、もう聞き取れなかった。ひどいノイズの嵐あらしが割わり込んで、それきり回線は沈黙した。





　無線が切れると、かなめはヘッドセットを外して、手にした拳けん銃じゆうの引き金から人差し指を離はなした。


「もういいわ」


　拳銃を傭よう兵へいの一人に突つきかえす。唯ゆい一いつこの場で日本語のわかるカリーニンだけが、彼女の交信を聞き終えて、眉み間けんに厳きびしいしわを寄せていた。


「一ひと泡あわふかされた、ということかな」


　カリーニンが言った。


「なんのこと？」


「私は君が絶望したのだと思っていた。本気で自分のこめかみに引き金を引くのだと」


「それは本当よ」


　憔しよう悴すいしきった顔でかなめは言った。


　そこまで自分を追いやらなければ、カリーニンの観かん察さつ眼がんの前ではすべてを見み抜ぬかれてしまっただろう。あれは演技とも本気ともつかない、そうしたぎりぎりの領りよう域いきでの心理戦だった。


「いまでも、あなたたちに勝てるなんて思ってない。この状態から逃のがれられるとも。それに、あたしは本気で彼にお別れを言うつもりだったの。でも──」


　彼女はうつむいた。


「そう。気が変わったの。それだけ」


　自分がどれだけ過か酷こくなことを宗介に言ったのか、かなめはよくわかっていた。どうにもならないことを、『どうにかしろ』と言ったのだ。これからも彼を大変な危険のただ中に引き込むことも。たくさんの犠牲者が出るかもしれないことも。その無む責せき任にんさと傲ごう慢まんさを、彼女は正しく理解していた。


　それでも会いたいのだ。


　この気持ちに噓うそはつけない。こればかりはもう、どうしようもない。


「覚かく悟ごは済ませた、ということか」


「ええ」


　じっと彼女を見つめてから、カリーニンはため息混まじりに言った。


「彼はもう迷わないだろう。たとえ私が前に立ちふさがったとしても、もはや躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。君は彼にとてつもない力を与あたえてしまったのだ。……だから無線機など使わせたくなかった。君の死し相そうに折れた、私の負けだな」


「ずいぶんと潔いさぎよいんですね」


「だが君が彼らに託たくしたハードディスクとやらについては、話を聞いておかなければならないだろうな」


「聞いても無む駄だだと思うわよ」


　かなめは鼻をふんと鳴らした。


「あたしとテッサ、そこの彼くらいにしか分からないような内容だから」





　　　　　●





「……ったく」


〈トゥアハー・デ・ダナン〉の格かく納のう甲かん板ぱんでＭ９から降りるなり、クルツは宗介の前で口をとがらせた。


「『ソースケ、大好きだよ☆』。『俺ぼだ。愛じてる』……と来たもんだ。やってられねえよ、実じつ際さい。もうおまえ、死ね。思い切り死んでしまえ」


「ほぼ半年ぶりに顔を合わせて、いきなりそれか……」


　げっそりとした顔で宗介はつぶやいた。あのときはかなめとの会話が、オープン回線だということを忘れていたのだ。ペイブ・メア輸送ヘリで久しぶりの〈デ・ダナン〉に運ばれるまでの間、彼はかなめとのやりとりについて、マオやクルツたちにさんざんからかわれるはめになっていた。


　レモンとＤＧＳＥの面メン子ツ、コートニー老人とシールズ老人、そしてレイスも〈デ・ダナン〉に同行していた。


　レモンもあの無線を聞いていたようだ。作戦が終わってからようやく会うと、彼はなにか言いたげな顔で宗介の目をのぞきこみ、ひとこと、『合が点てんがいったよ』とだけつぶやいた。日本語は分からないはずだったが、おおよその流れは察さつしたのだろう。


「すまない、レモン……」


「いや。それより、君の上官を紹しよう介かいしてもらえるかな。勢いでここまで来ちゃったけど、僕たちと〈ミスリル〉残党の諸しよ君くんが敵なのか味方なのかもはっきりしてないからね」


　レモンたちは格納甲板の一角にとどめ置かれたまま、移い動どうを禁じられていた。まがりなりにも超ちよう・最さい新しん鋭えいの潜せん水すい艦かんの内部だ。他国の諜ちよう報ほう部ぶ員いんたちを自由に歩き回らせるほど、〈デ・ダナン〉のクルーも鈍どん感かんではなかった。


「ああ。いまは操そう艦かんで忙いそがしいと思うが、じきに来ると思う」


　上官。


　テッサともずっと会っていない。グァム島で騒さわがしい二日間を、老兵たちと一いつ緒しよに過ごして以い来らいだ。


「サガラさん」


　背後で声がして振ふり返ると、そこにテッサがいた。操艦はもうマデューカスに任せたのだろう。思ったよりも早くこの場に駆かけつけたようだった。


「大たい佐さ殿どの……」


「お久しぶりですね」


　彼女はしっとりと微ほほ笑えんだ。もともとほっそりとしていたが、いまはもっと瘦やせたように見える。詳くわしいことはまだ聞いていないが、メリダ島が総そう攻こう撃げきを受けてからいままでの彼女の苦労は、いったいどれほどのものだっただろうか。


「……はい。大佐殿も、よくご無事で」


「ええ。あれから色々あって……でも、けっこう大だい丈じよう夫ぶですから。サガラさんも無事でよかったです」


　ごく平静な態たい度どだった。冷れい淡たんなわけではなかったが、同時に万ばん感かんの思いも、すがるような声こわ色いろもない。ただ大おお勢ぜいの部下の中の一人が帰き還かんしたのを喜んでいる。そういう、それだけの態度にみえた。衆しゆう人じん環かん視しの中で感情を抑おさえているのか、それとも本当にそのままの気持ちなのか。宗介にもそれは判はん然ぜんとしなかった。


「で……わたしの隊への復ふつ帰きを？」


「それは……ええ、そのつもりですが、まだ整理がついていません。すこし考えさせてください」


「わかりました。それはまた話し合いましょう」


　テッサは特に失しつ望ぼうした様子も見せなかった。


「それから、これまで自分に協力してくれた連中がいます。フランス諜報部のミシェル・レモンと、ボーダ提てい督とくのご友人の──」


『テッサたん!!』


　格納甲板中に響ひびき渡わたるような叫さけび声をあげて、二人の老人がテッサへと突とつ進しんしていた。あまりにも素す早ばやかったために、テッサの護衛の兵士たちも阻そ止しが一歩遅おくれたくらいだった。


「こ、コートニーさんにシールズさん？」


　いきなり森の中でグリズリーにでも出会ったかのように身を固くしていたテッサは、目を白黒させながら宗介に問いつめた。


「な、なんでこの人たちまでいるんですか？」


　あれこれと『会いたかった』だの『なんでここにいるんじゃ』だの『わしを追ってきたのか』だのと騒ぎ立てる二人を、兵士たちが必死に羽は交がい締じめにする。


「いえ、まあ……ほかに丁ちよう度どいい伝つ手てがなかったものでして……」


「それは知ってますけど。どうして連れてきたの？」


「置いてくるのも薄はく情じようでしょう」


「それはそうかもしれませんけど……」


　気を取り直し、宗介はレモンの紹介をしようとした。


「それよりも、レモンです。ＤＧＳＥのエージェントで有用な情報を持っています。頭も切れるし、俺の命の恩人で、信しん頼らいもできる。……レモン。こちらが俺の──」


　振り返ってレモンを見る。彼は惚ほうけたように突つっ立って、口を半開きにして、熱に浮うかされたようにテッサを見つめていた。


「……レモン？」


「…………」


「レモン。彼女が俺の上官なんだが──」


「え？　なに？」


「紹介しろと言っただろう」


「え、でも。だって。ホント？　この子、紹介してくれるの？」


「おい……」


　様子を後ろで見ていたクルツとマオとクルーゾーが、ひそひそと『惚ほれたな、あれは』だの『わかりやすいわねー』だの『またファンクラブ会員が一人追つい加かか……』だのとささやきあっていた。


　そのおり、艦かん内ない電話がテッサを呼び出した。発はつ令れい所じよのマデューカスからのようだ。いくつか受け答えをしてから、テッサはその場の一同に告げた。


「さて。ろくに挨あい拶さつもできてませんけど、これから本艦は静せい粛しゆく航こう行こうで安全な海かい域いきまで退たい避ひします。とりあえず、それまで静かにしていてください。〈トゥアハー・デ・ダナン〉はみなさんを歓かん迎げいします」


　するとペイブ・メアの格納庫から搬はん出しゆつされたばかりのＡＳ──〈レーバテイン〉が外部スピーカーから告げた。


《歓迎というのは、私もでしょうか？　ミズ・テスタロッサ》


「もちろんよ、アル。あなたも無事で良かったです」


《ありがとうございます、大佐殿》













　　エピローグ










　病院内の治ち療りよう室しつでようやく意い識しきを取り戻もどしたギャビン・ハンターは、すぐそばに一人の少女が腰こしかけていることに気付いた。


　ショートヘアで野や球きゆう帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、ジーンズにトレーナーというラフな格かつ好こうだ。歳としは一六～一七といったところか。


「ミラか……」


　彼は微ほほ笑えもうとしたが、せいぜい唇くちびるを引きつらせることしかできなかった。





[image: ]


「無む理りをしないで」


　少女が優やさしく言った。


「ちょうどさっき、レイスさんから連れん絡らくが入りました。あの子は無ぶ事じに彼の手に渡わたったそうです。予想以上の力を見せてくれたみたいですね」


「そうか……」


　しわがれた声しか出なかった。軽くせき込み、治療室を見回す。すぐそばで心しん電でん図ずモニターが、規き則そく的てきな電子音を奏かなでていた。


「……よかった。まさか本当に完成するとは思わなかったが。間まに合ったんだな。ありがとう。君のおかげだ」


「いいえ。あの人──サガラさんには助けてもらった恩おんがあるし。彼が来なかったら、いまごろわたしはシベリアのどこかで抜ぬけ殻がらみたいになってたと思うから」


「まあ、そうなんだろうな」


「でも、わたしは手助けをしただけです。けっきょくはあの子──アル自身のおかげでしょう。自分の体を設せつ計けいするなんて、普ふ通つうのＡＩにはできないわ。バニっていう人は本当にすごかったのね」


「なるほど。『最強のＡＳ』というわけか」


　ハンターはつぶやき、天てん井じようをぼんやりと見上げた。


　擬ぎ似じ的てきにせよ、人じん工こう知ち能のうが人格や直ちよつ感かんのようなものを育てるには、現実としての身しん体たい感かん覚かくが欠かせないのだろう。ただネットワークに接せつ続ぞくされただけでは、あそこまでの独どく創そう性せい、あそこまでの柔じゆう軟なん性せいは生まれない。大地を踏ふみしめ、熱を、風を感じ、戦せん闘とうという極きよく限げん状じよう況きように自らをさらすことが重要なのだ。だからこそのＡＳ──最も進んだ人工的な人体が、容いれ物ものとして必要だったのではないか。


　これまで聞いたところでは、ＡＲＸ─５までの『実じつ験けん機き』はＡＳですらなかったという。それまでのＡＲＸシリーズは、あくまでも研究室の中で製せい作さくされた、特とく殊しゆな機き材ざいの集しゆう合ごう体たいだった。そして高こう精せい度どの測そく定てい機き器きでようやく計けい測そくできる程てい度どの『超ちよう常じよう現げん象しよう』しか起こすことができなかったと聞いている。


　劇げき的てきな差が出てきたのはＡＲＸ─６からだ。初めての擬似的な『人体』──改かい造ぞうされたＭ６に搭とう載さいされて、あのシステムはまともに機き能のうするようになったのだという。


　そして７セブンへ。次に８エイトへ。すさまじい勢いでその完成度は上がってきている。


　あの奇き妙みような力場発生機能は、それ自体が軍事的にも重要なものかもしれないが、このＡＲＸシリーズの系けい譜ふを思うときに、ハンターは別の疑ぎ問もんをどうしても感じてしまう。あのラムダ・ドライバという装そう置ちですら、なにかの付ふ随ずい的てきな要よう素そなのではないか？　と。


　そう。いまは亡きウィスパードであるバニ・モラウタは、その何かに気付いていたのではないのか？


「そうかもしれません」


　目の前にいるもう一人のウィスパードにその疑問を話すと、彼女──ミラは暗い顔でうなずいた。


「ＡＲＸ─８の建けん造ぞうを手伝っているうちに、だんだん分かってきたんです。もしかしたら、バニが目指してたのは……」


　少女は言葉を切った。ハンターが辛しん抱ぼう強く答えを待っていても、彼女はそれ以上なにも言おうとしなかった。


　リハビリも済んだとはいえ、彼女の精神への負ふ担たんが気になったので、彼は話題を変えることにした。


「私に付き添そってくれていたようだね」


「ええ。心配だったから」


「私はもう大だい丈じよう夫ぶだよ、ミラ。もう安全なところに行きなさい」


「そうね。もう少したったら、そうします」


　彼女はハンターのやつれた顔を軽く撫なでてから、小さく微笑んだ。







［次巻へ］














あとがき







　どうもです。普通に話を進めてたら、なぜか今まででいちばん分厚い巻になってしまいました（ＤＢＤの方が長いかもですが、分ぶん冊さつしてますし）。キャラクターが増えてきて、しかもそれぞれバラバラに動いてるもんだから、それだけ字数を食ってしまうのでしょう。これからも大変そうですね……。





　今回のキャラにＭＶＰをあげるとしたら、自分的にはコートニー爺じいさんでしょうか（次点はアル）。ナミがああいうことになって、ともすれば陰いん気きになりがちだった宗介とレモンたちのムードを一変させてくれました。かなめの持っている『陽』の部分を、今回はコートニー氏が代わりに引き受けてくれた感じでしょうか。あんまり深く描いていませんが、ベトナム帰りでキャリアも長い人ですから、本当は兵隊としてこれまでかなり悲ひ惨さんな目にあってるはずです。そういうのを感じさせない達たつ観かんぶりと楽らく天てん主しゆ義ぎが気に入ってます。自分も年とったら、ああいうデタラメなクソジジイになりたいものです。


　コートニー氏は長編シリーズには初登場なので、彼をご存じない方は短編集『安心できない七つ道具？』の書き下ろし『老兵たちのフーガ』をご覧ください。ああいう困った爺さんがぞろぞろ出てきて、気の毒なテッサが被ひ害がいにあいまくる話です。


　テッサといえば、なんだか爆弾抱えてるっぽい感じですね。これからどうなるのでしょうか。心配です。


　宗介は妙みようにふっきれたみたいですが、そう簡単にはいかないでしょう。なにしろ敵があの人ですから。まだまだ苦労することになりそうです。かなめもいろいろ覚悟したみたいですが、やはりまだまだ困こん難なんに直ちよく面めんしそうな雲くも行ゆきです。


　とはいえ、かなめと宗介のああいうやりとりとかは、自然に出てくるというか、キャラが勝手に動き出すというか。作者の意い図とまでねじ伏ふせるようなところがあって、かなめというのは本当に不ふ思し議ぎなキャラクターです。


　レナードは今回あんまりな扱あつかいですが、まあ……これからどうなるのか考えた上でのああいう事故です。ヒントは傷を負った箇か所しよ。ヤバいです。





　そしていよいよ登場した新主役機ＡＲＸ─８ですが、いろいろ考えた末に『レーバテイン』と命名しました。名付け親は『ふもっふ』『ＴＳＲ』の監督・武本さん。思いつく限り挙げてもらったら、なんか良さげな響ひびきのものがあったので、一年間くらい悩んでから採さい用ようです。この場を借りて感謝です。


　デザインはアニメ版のアーバレストなどを担当していた海老川さんです。ＯＭＦのあとがきに書いていたやり取りは、あくまで冗談です！　っていうか、あんなスペックありえませんから！


　かなりたくさんのラフを描いてもらっていたのですが、あれこれ悩んだ挙あげ句くに『基本はアーバレストの発展型で』ということになりました。随ずい所しよをボリュームアップして、どーんと力強く。コダールでやっていたポニーテールなんかも採用。アーバレストとの差別化も意い図として、色しき彩さいはホワイト基き調ちように赤を入れてもらいました。コンセプトは燃える炎の色！　です。赤が入った二代目メカといったら、エルガイムMk─２とかビルバインが有名（？）ですが、なんかそんなノリとかイメージで。月刊ドラゴンマガジン本誌でのカラー特集も大好評だったそうで、あらためて海老川さんに感謝です。


　で、新主役機の登場ということで、デビュー戦は思い切り派は手でにしました。


　昔、とあるロボットアニメで、待ちに待っていた二代目主役機が出てきたら、地じ味み～にビームをちょっとだけ撃って、敵があっさり撤てつ退たいしておしまい、という話がありまして。僕としては子供心に『なんか寂さびしいなあ』と思ったので、せっかくですしレーバテインは大おお暴あばれしてもらいました。まあ、弱点もけっこうあるので今後はそのあたりもバランスを取りつつ、ほどよい感じで活かつ躍やくしていけたらいいかな、と思っております。


　それから作さく中ちゆうに登場するファウラーたちの〈エリゴール〉というＡＳは、アニメ版に出てくる赤い『ヴェノム』のつもりです。原作の〈コダール〉タイプは、すべて外がい見けん的てきにはあのポニーテール付きということになります。ややこしくなってすみません。





　今後の予定ですが、月刊ドラゴンマガジンでの連載形式はこのＭＭＤで終わりということになっています。これからの話は文庫書き下ろし形けい式しきに戻ってお届けします。'07年度の上半期中に、もう一冊お届けできたらなー、と。でもまだまだ描くことがたくさんあるので、どうなることやら……（汗）


　長くシリーズを続けてくると、いろいろ思うことも多いのですが、なぜかあとがきには書く気がしてこないものです。これから宗介たちをどうするつもりなのか、お話をどういう形でフィナーレに持っていくのかは、作品の形でお届けしたいです。


　自分の環かん境きようも、一巻目を書いたころからずいぶん変わりました。シリーズ初期にファンレターをくれた小学生の読者が、もう社会人になっていてもおかしくない事じ実じつに気付いて、いろいろあわててます。身の回りでも、結婚した人、お子さんが生まれた人、これから生まれる人など、たくさんです。人生は流れていく、というかなんというか。さすがに自分もデビュー当時の気分ではいられません。いつまでもズルズル続けずに、一一年目をむかえるまでにはしっかり終わらせないとなあ、と。『最後はこうしたい！』というビジョンはちゃんとありますので、これからも宗介たちを応おう援えんしていただけたら、と思います。





　今回もたくさんの方々にお世話になりました。ありがとうございます。


　とりわけ四季童子さんには、またしても大変なご迷惑をおかけしております。それでもすばらしいイラストをいつもあげて頂いて、感謝の言葉も見つかりません。これからもなにとぞよろしくお願いいたします。


　それから担当編集のＳさん。長い間ありがとうございました＆おめでとうございます。これからも大変かとは思いますが、ゆっくりお休みしてからの元気な復ふつ帰きをお待ちしております。





　それではまた。次回も宗介といろいろ地獄に付き合っていただきます。







二〇〇七年二月　賀東　招二










　ＡＲＸ─８〈レーバテイン〉メカ設定　
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